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防 水 革 命 を す す め る 「 新 防 水 仕 様 」 誕生 /

画 期 的 な

ふ く れ 防 止 シ ス 、 テ ム を 採 用 し た

新 露 出 防 水工 法 が完 成 /

田島ルーフイング株式会社

ホ 吐 東 京 都 足 立 区 小 古 1 - 3  - 11 電極(03)912- 1131聞

神田官業所 東京都千代図巨岩本町 3- 11- 13 電路(031凪 2- 8日1閥

田島応用化工株式会社

東京営実所 東京都千代図巨岩本町 3- 11- 13 電鈷(031阪調5-6101聞

大 阪 世 嗣 大 眼 前 西 区 強 町 堀 1 - 74 間 {信 州 ー踊 l 間

こ の た び 完 成 し た 「新 防水 仕 様」で 最 も 画 期 的 な 点 は

強 力 ア ス ロ ン ( 強 力 ギ ル ソ イ ド 2 層 分 以 上 の 防 水 効 果

を も っ メ ン ブ レ ン 防水 の 高 級 プ レ ハ ブ 材 ) の 開発、

お よ び フ リ ー ス ポ ッ ト・ フリ ー ス キ ャ ッ プ に よ る 新 露 出

ア ス フ ア ル ト防 水工 法 の 採 用 で す 。

特 に 、 露 出 ア ス フ アル ト防 水 の 分 野 で は 無 機 質基 材 を

用 い た 穴 あ き ル ー フ ィン グ “ フ リー ス ポ y ト" を 開 発 、

こ の 分 野 で の 部 分 接着 工 法 を 可 能 に し ま し た 。

そ れ に よ って 、長 年 ま た れ て い た 防 水 層 の 「ふ くれ」が

防J J : : できるようになり 、 さ ら に 下地 か ら の ク ラ ッ ク

に よ る 防 水 胞 の 臨 響 も 防 ぐ こ と が で き ま す 。

革 命 的 な こ の 新 防 水 仕 様 に 関 す る お 問合 せ は 資 料請

求 券 を そ え て 下 記 ま で お 申 し 込 み く だ さ い 。く わ し い

資 料 を お 送 り い た し ま す 。

。 東 日 初 フ ー 業 協 同 組 合

東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 .  11 ・13 電 話 (03) B66- 6101(代}

ω西 一 フ ー 業 協時 日

大阪事務所 大阪市西区 京町沼 1 .  74 電 話( 【) 6) 441 - 5951( 代

名古屋 事務所 名 古屋 帯西 区桜木町 3. 8 電 路( 【) 52) 571・6 3  6  1  

広島事務所 広 島市鉄砲町 5 番町 16号 電 話 { 飽22) 21- 0 2 6 6 一歩

借 問料 pfi 福 岡 市 冷 泉 町 5 番 7 号 制 苦 { 腕 ) 28- 2 8 0  7  ，，ｾｾ ＩＭ ｾｾゅ
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l アスフアルト防水の材料と工事は|
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卜 同 業J レ

( 541 )  3785 干550

(45)  6216 干852

T E L  

T E L  

日 本 ア ス フ ァ

本 部 東京都中央区八重洲 1 - 3

関東支部 同 上

関西支部 大阪市西区新町北通 1 - 17 

九州支部 長 11崎市 大 柿 町 2 3  - 5  

社 団

法 人

"  

員 ( 業日Ij i i 十音順)

田 商 庖

大阪市西区土佐堀通 5 - 64 

前

A

一
一
品音B支西関

業造製

4  

干 550(441)  5223 

アオイ化学工業株式会社

広島県安佐郡安古町下相田

干 544(757)  1725 

村 井 工 業 所

大阪市生野区生野田島町 4 - 94 

(08287)7- 1341 ・干731- 01

協和建材工業株式会社

大阪市東淀川区田 川通 5 - 9  1  山文商事株式会社

大阪市西区土佐堀通 1 - 13 

〒 532( 301) 6437 

干 550(443)  1131 

業事工干 557(661 )  8861 

株 式 会 社 工 英 社

大阪市西成区橘通 9 - 2 4

株 式 会 社 工 盛 社

大阪市城東区西鴫野 6 - 4 3 〒 7302281 (21) 

青盛建材株式会社

広島市鉄砲町 5 - 1  6  干 536(961 )  4460 

干 543(771 )  6470 

麻田建材株式会社

大阪市天王寺区逢阪上之町16- 4干 530

昭和石油アスフアルト側 大阪営業所

大阪市北区梅田町27 産経ビル ( 341 )  6395 

〒 530(371 )  6555 

旭化建工業株式会社

大阪市北区茶屋町 3 8  干 5921788 (  61) 

新関西化工株式会社

堺市浜寺船尾町東 4 - 2 7 0

干 558(699)  5757 

池田涯青工業株式会社

大阪市住吉区長居町東 3 - 22 干 550(441 )  5951 

田島応用化工側 大阪営業所

大阪市西区京町堀 1 一 7 4  

〒 7706881 ( 52)  

伊東工業所

徳島市昭和町 1 - 9  

有限会社東亜工業株式会社

八尾市南太子堂 6 - 4  - 27(0729)  (23) 3921 干581

干 652( 511)  5353 

石井建材株式会社

神戸市兵庫区荒田町 1 - 13 干 7659 5 0  (2)  

七王工業株式会社

善通寺市善通寺町 2 4 0

干 550(441 )  8531 

株 式 会 社 井 上 浄 夫 商 庖

大阪市西区江戸堀 1 - 1  0  1  干 532( 303)  0161 

日渥化学工業側 大阪支底

大阪市東淀 川区西中島3丁目犬飼ビル

日渥化学工業側 名古屋支庖

名古屋市港区南 11 - 2 - 6
干 7004868 (25)  

有 限 会 社 小 野 甚 商 底

岡山市内山下 3 0 - 1 0干 455( 661) 8251 

干 530(371) 1333 

大阪耐酸工業所

大阪市北区浮田町 8 2  T  533 ( 329)  7737 

日 新 工 業 側 大 阪 支 庖

大阪市東淀川区瑞光通 4 - 30 - 2  

干649- 41古座局 88

大芝建材株式会社

和歌山県東牟楼郡古座町西向 841

大島応用化学工業株式会社

東大阪市新庄 1 1 4

干799- 04( 3)  4420 

業

三島工業株式会社

伊予三島市宮川 1 - 8  - 25 

τ 企Z

7 c  
販

〒 578(782)  4171 

朝日漉青側 大阪支庖

大阪市西区北堀江通5- 55原田ビル

干 5100531 (45)  

太田建材株式会社

三重 県四日市市追分 1 - 8  - 16 

干 550( 538)  2731 

梅本石油株式会社

大阪市西区新町北通1- 17(イサオビル)

干 451( 571)  7461 

岡田建材株式会社

名古屋市西区桜木町 3 - 8

干 550( 531) 9064 

大阪丸油株式会社

大阪市福島区鷺洲本通 1 - 48 

干 530(352)  3412 

株式会社 カナヱ商会

大阪市北区空心町 1 - 4  0  

干 553(451 )  7601 

川 崎 物 産 側 大 阪 支 底

大阪市北区堂島浜通 1 - 25 

〒 546(702)  9305 

桂 商 会

大阪市東住吉区西今川町 6 - 41 

干 530( 344)  6651 

大丸石油株式会社

大阪市東区安土町10新トャザビル

干 570( 993)  1413 

神 原 商 庖

守口市大庭町 2 - 3  1  

株式会社干 541(262)  1421 

中西; 歴青欄 大阪営業所

大阪市北区老松町 2 一 7

干 550(443)  0115 

株 式 会 社 木 下 謹 三 商 庖

大阪市西区江戸堀 5 - 5

干 530( 364)  4305 

中西 j歴 青 糊 名 古 屋 営 業 所

名古屋市中区錦 1 - 20- 6  

〒 540( 941 )  5561 

共栄涯青工業株式会社

大阪市東区船越町 2 - 3  4  

干 460( 211 )  5011 

富士アスフアルト販売株式会社

大阪市西区京町堀 3 - 20 

干 615( 311 )  2044 

下 商 庖

京都市右京区西院春栄町23

久干 550(441 )  5195 



アスフアルト防水の材料と工事は|

株 式 会 社 中 出 商 会

神戸市兵庫区上沢通 6 - 9 干 652(511)  4501 

中村涯青工業株式会社

神戸市生 田区海岸通 4 - 1 6

干 530(364)  0206 

久 保 商 庖

大阪市北区真砂町 5

株式会社

干 650( 341)  5884 

日建j歴青工業株式会社

神戸市兵庫区水木通 8 - 5

干 601(691) 6883 

興亜建材株式会社

京都市南区西九条南 田町56

干 652( 561)  0851 

日新建工欄 大阪出張所

大阪市西区新町北通 1 - 1  8  

〒 532( 392)  4618  

株 式 会 社 佐 々 木 商 底

大阪市東淀川区三 国町 2 - 141  

干 550( 541) 1607 干 530( 312)  1118 

坂口興業株式会社

大阪市北区神山町 2 6  

干 550( 541 )  3785 

日新工材株式会社

大阪市西区新町北通 1 - 1  7  干 652( 361)  1071 

信 工 業 所

神戸市兵庫区神 田町 4 3 9

干 460(261) 2501 

日東物産株式会社

名古屋市 中区東瓦町 3 9  干 657( 851)  9451  

山陽建材工事株式会社

神 戸市灘区高羽町 2 - 9 - 6

崎 奥 業 所

大阪市北区西扇町扇町 ビル

干 541( 309)  4701 

日本涯青工業側 大阪支庖

大阪市東淀川区元今里北通5- 16
干 530( 313)  3776 

干 461(711 )  3321 

日本涯青工業側名古屋支庖

名古屋市東区矢田 町10- 36
干 530(372)  0250 

清水奥業株式会社

大阪市北区鶴野町 3 4  

T  558 (699)  2727 

西川アスフアルト工業株式会社

大阪市住吉区苅 田町 1 1  - 1  1  

浜 原 豊 商 庖

尾道市新浜 1 - 3 - 4

〒 7908161 (2)  

正和商事株式会社

松 山市一番町 3 - 3 - 5

干 7222760 (23)  

株式会社

干 5691646 (75)  

関本建材株式会社

高槻市桃園町 5 - 5  

T  700 1181 (23)  

東中国防水工業株式会社.

岡山市磨屋町 7 - 1  8  干 600(361) 5311 

園 建 材 工 業

京都 市下京区猪熊木津屋橋下ル

T  564 ( 385)  2781 

フタパ興業株式会社

大阪府吹田市南金田 1 - 10 - 18 干 530( 364)  7135  

高 山 工 業 側 大 阪 営 業 所

大阪市北区老松町2- 19 昭栄ビル

干 532( 301 )  3855 

株 式 会 社 双 葉 商 会

大阪市東淀川区木川西ノ町1- 10- 14干 600(313)  5401 

谷中建材工業株式会社

京都市下京区西七条掛越町54

干 6623033 ( 47 )  

株 式 会 社 不 藤 商 庖

西宮市甲 子園 9 番 町4 - 5干 7306811 (51) 

大三工業株式会社

高松市本町 2 - 1  7  

干 7605034 (61) 

古市断熱工業株式会社

高松市宮脇町 2 - 3 0 - 5  〒 661( 427)  3726 

大成株式会社

尼崎市久 々知西町 2- 2- 4

干 532(303)  0241 

マサル涯青工業側大阪営業所

大阪市東淀川区木川西ノ 町 4 - 4

マルヱ工業有限会社

高松市福岡町 2 - 1 3 - 2 2

島

干 652( 551)  5814 

大日本アスフアルト株式会社

神 戸市兵庫区塚本通 2 - 3 - 2

干 7608410 (21)  

マルエス工業株式会社

大阪市福島区上福島南 1 - 152 

干 536(939)  0156  

大日特殊建材工業株式会社

大阪市城東区今福 中 2 - 3  2  

干 553(458)  4841 

藤 商 庖

大阪市北区天神橋筋 2 - 1  

丸

干 542(631 )  6221 

株 式 会 社 大 和 商 会

大阪市南区富津町 4 番丁73

〒 530(351) 0308 

三 星 産 業 側 大 阪 出 張 所

大阪市西区京町堀 1 一74

干 460(231)  3295 

高 橋 建 材 庖

名古屋市 中区丸ノ 内 1 - 15- 24 

〒 550(443)  9721 

商 会

松原市柴垣 2 - 7 - 1 9

輪箕

干 601(681) 7221 

株式会社 タテパヤシ商底

京都市南区西九条大国町37

f  

干 5805419  (  31)  

株 式 会 社 名 建 商 会

名古屋市 中区宮出町 4 1 - 2

干 6589182 ( 221)  

棚田建材有限会社

神戸市葺合区上筒井通 8 - 22 
“  

〒 460(261) 3671 

山田善次郎商庖

大阪市旭区生江町 1 - 4

干 6704471 (22)  

千代田建材株式会社

姫路市神屋町 6 - 2  0  3  

〒 535(922)  0495 

井 商 庖

西宮市今津曙町 1 3  - 1  0  

横

干 464(052)  0761 

中央建材工業株式会社

名古屋市千種区若水町 3 - 26 

干 6625613 ( 33)  

山 商 会

大阪市大淀区大淀町中 1 - 1  

f黄

干 530(358)  1051 

東洋アスフアルト工業株式会社

大阪市北区岩井町 2 - 2  0  

干 531(451 )  4905 

干 600( 371) 6080 

東洋建材株式会社

京都市下京区西酢屋町 1 0  

貝
4

E

 

助賛

〒 534(921 )  0331  

友田工業株式会社

大阪市都島区都島中通3- 3- 6

干 542(271 )  1251 

丸善石油株式会社

大阪市南区長堀橋筋 1 - 3  

干 545(641 )  3434 

内外工業株式会社

大阪市阿倍野区旭町 1 - 1  - 30 



ドする画期的新製品グター界をリー

開閉俊
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使用モーター:

三相200V 50/60%  400W 
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停電時周手動チ ェン
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幅 (W) ー →

開問機使用範囲 (スラット S C I 6)

3  

電 動 開 問 機

L 型
実 用 新 葉 巻 取 り 軸 と の 連 結 機 構

お よ び し 型 機 禍

チ エ ン 収 納 箱

リ ミッ トスイ ッチ

ガ パ ナ 一 機 憎

手 動 機 禍

・特長・

4辛苦キ出 願 中

、

'" 

1  . 開閉機を設ける場所の心配がいりません 。

2 . 凸部のない 真直なシャッターケ ース 。

3 . 袖壁は不用です 。

4 . 減速機構はすべて完全密閉式です 。

5 . 小型で耐久力に富む減速機構。

6  給油の必要がありません。

7  エンドレス強力ローラーチ工ンの内造。

8 . リミット・スイッチを完全に内造。

9  手動操作をひとつにしました 。

10 ヒュース装置の取付けが可能。

11 一斉・両面・遠隔操作いづれも可能です。

L 型 電 動 開 問 機 は 、 日 本 シャ y ター技術 研 究 所 に お いて、長

年 に わ た り 、 国 立 大学 精 密 機械 工 学 部 諸教 授 の 指 導 を あ お ぎ つ

つ 、 当 社 技 術 障 が 総 力 を あげて研 究 開発し、 遂 に 従 来 の 開 問 機

の 概 念 を 破 っ て 完 成 し た 画 期 的 な 新 製 品 で す。

こ の 間 問 機 に は 独 創 に 満 ち た 新 機 構 が 数 多 く 取 り 入 れ ら れ て

おり( 特許 3 件、 実 用 新 案 2 件 を出版中) 、減速機 、モータ一、

ブ レ ー キ 機 構 、 停 電 時 用 手 動装置はもとより 、リ ミットスイッ

チ 、 配 電 板 に 至 る ま で 、 す べ て を 一 つ の 円 筒 内 に コ ン パ ク ト に

車内めであります 。

従 って 、 建 築 設 計 上 の 納 り が 非 常 に 簡 単 で 、 し か も、取付 や

そ の 後 の 保 守 点 検 等 も 楽 に で き る よ う 考 案 さ れ て お り ま す 。

こ れ ら の 点 か ら 見 て 、 従来 の 製 品 に 比 べ 総 ゆ る 点 に 秀 れ て お

り、シャッター開閉機の決定版といえるでしょう 。

北 九 州

鹿 児 島

日本シャッター製作所

1  )6325 営 業 所 仙 台 静 岡 高 松

司!a舌( 代 ) ( 301 ) 3 6 5 6 東 部 北 陸 広 島

T目指( 代 )( 65 ) 6 1 3 1  城 西 神 戸 大 分

。
川崎市車' I i 九 子 % 3 丁 目 1 1  5  9 番 地

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 6 丁目 3 8 番 地

福岡県粕屋郡粕屋町{ 中原釜屋 2 7  2  7 番 地

名 古 屋 市 中 川 区 北 江 町 2 丁目 1 2 需 地

株 式 会 社

東 京 工 場

大 阪 工 場

九 州 工 場

名 古 屋 工 場

4  



日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一

4 大阪で施工中の超高層ビル見学会シリー

ズ (第 4 回)

一一大阪大林ビル新築工事の見学会一一

共催 日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築

学会近畿支部

日 時 昭初47年 4 月 7 日( 金) 15. ∞( 集会〉→17. ∞( 解散)

集会場所大阪市東区京橋 3 丁目37 ( 天神橋南詰)

工事場西北端大林組事務所人口 ・目標会旗

( 連絡電話番号 941- 6947- 8 大林組本庖ビノレ_ [ :J cJ ; : 務所)

定 員 50名( 本会割当 20名)

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1枚に 1: 名限りとし，氏名

・勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便

番号を記入の上 3月25日( 土) までに事業課へ。たたし定員

を超過したときは抽せんにて決定し，ど通知いたします。

工事概要

建 築 地 大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁目 37

建 築 主 株 式 会 社 大 林 組

設計 ・施 工 株 式 会 社 大 林 組

敷 地 面 積 4. 995. 36n:f 

建 築 面 積 1. 367. 82n:f 

延 床 面 積 50. 292. 64n:f

階 数 地 下 3 F ・地上32F

高

構

さ 地上G L + 120. ∞m ・地下G L - 1 3.80m 

造 地 下 部 分 S R C造

地上郎分 S  造

高層部外壁 ショックベトン P C版パネノレおよびアルミサッシ

見学時の状況鉄骨26F 建方[1 1
・下郎鉄骨耐火被翠iおよび& 備二l 事

中 ・18 F まで床コンクリート打完了

工 期 昭 和45年12月→昭如48年 3 月

用 途 29F - 3 0 F レストラン ・会議室

2  F - 2 8 F  事務室

1 F  玄関ホール

地下階 食堂 ・駐車場

4 開通した山陽新幹線を利用して新岡山駅

ならびに倉敷市民会館の見学会

先年東海道新幹線の開通前に国鉄のど招待をうけ，鳥飼車庫から京都

までの往復共新幹線電事の試乗をした乙とがありますので，今回も山陽

新幹線の試乗をお願いしましたが，関係、の深い先だけで満員となり ，残

念ながら断わられました。

ついては春樹な 4 月， 山陽路をノンストップの新幹線屯l t : 1 C 初乗し

て，岡山 ・倉敷の新建築を見学したあと，自由 lζ 倉敷の大原美術館その

他の参観をするなど，日永の一日を楽しみましょう。乙の見学会は岡大

林組岡山支庖より昼食の接待をうけ，国鉄ならびに附浦辺II 築事務所の

乙。厚; 立とど案内 lζ より見学する乙とになりましたから ，会員各位のど参

加を期待いたします。

日 時 4月22日( 土) 10. 30 ( 集合) →14. 30 ( 解散)

集合場所岡山駅出口前 ・目標会旗

〔参考〕自由行動( 国鉄運賃は各自負担，乗車券は倉敷まで往復購入

の乙と)

往 9. 27 新大阪発新幹線ひかり 1 号乗車→10. 25 岡山着下車

12. 21 岡山発下り急行山陽 4 号乗車→12. 37 倉敷若下車

復 16. 28 倉敷発上り急行玄海 2 号乗車→16. 39 岡山着乗替

17. 05 岡山発新幹線ひかり 74号乗車→18.22 新大阪急ー下車

行 程

10. 30→11. 30 岡山駅見学

( 連絡m活 0862- 23- 9838 大林組岡山駅鐙築工事々

務所)

11.30→12. 10 駅前にて昼食

13 ∞→14. 30 倉敷市民会館の見学

( 速絡電話 0864- 24- 3868 大林組倉敷本町工事々務

所)

倉敷市民会館で解散しますので，あとは近くにある

下記の有名な陳列館( 閉館16. ∞) を自由にど覧下さ

14. 30 

い。

- 大原美術館 ・新館 ・東洋館( 入館料2∞円 ・所要時

間 2 - 3 時間

・倉敷民芸館( 入館料 l∞円・ 所要時間 30分)

・倉敷考古館( 入館料 l∞円 ・所要時間 30分)

定 員 30名

申 込往復はがきに限ります。はがきは 1枚に 1名限りとし ，氏名

・勤務先名 および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便

番号を記入の上 4 月 8 日( 土) までに事業課へ。ただし定員

を超過したときは抽せんにて決定し，ご通知いたします。

工事概要

0 岡山駅本屋新築工事

工 事 易 所 岡 山 市 駅 地 先 岡 山 駅 構 内

建 築 主 日 本 国 有 鉄 道

設計監理大阪新幹線工事局岡山工事々務所建築課

施工監理大阪新幹線工事局岡山建築工事区

施 工 東 半 分 ・… 附大林組 ・西半分・…・・( 欄間組

延床面積東半分・… .. 15.277.  9rrf 

構造 ・規 様 地 下 1 F . 地上 3 F … .. R C造

ただし 3 F 新幹線ホーム・ .. . .S 造 ・屋根スレート葺

外 装 ア J レミ材電解発色仕上

工 期 昭 和44年? 月 13日→昭和47年 2 月26日

0 倉敷市民会館新築工事

所 在 地 倉 敷 市 本 町 11∞

建 築 主 倉 敷 市

設 計 監 理 附 浦 辺 建 築 事 務 所

施 工 岡 大 林 組

敷 地 面 積 15. 584rrf 

建 築 面 積 4. 583n:f 

延 床 面 積 10. 084n:f

構造 ・規 模 地 下 1 F - 地上 4 F R C造 ・S R C造

高 さ 軒 高 G L + l 1. 645m・最高部 G L +28. 8∞m

外 装プレキャストコンクリ ート またはコンクリート打放

しボンタイノレ吹付

そ の 他 客 席 数 ・ ・ … 久 0∞席 ・駐車台数 2∞台

工 期 昭 和45年11月 6 日→昭和47年 3 月31 日

主II 築と社会/ 1972年 3 月号 5  



一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

4 昭和47年度第 1 回若い会員の集い

『伝統工芸をみる会』

技術そして自然というこの二つの言葉を聞いた時，現代人はとれらが

不可分な一体のものであると考える乙とができるでしょうか。む しろ全

く無関係なものとして感じる人の方が多いはずです。雨 ・風 ・温湿度等，

自然的条件lζ 左右されず，むし ろそれを克服して生産活動を高めると乙

ろに現代の技術思想は一端を発しているからです。しかし以前において

は，いかなる技術も自然的条件を無視 しては存立しえないものであり ，一

つの技術を確立するまでには血のに じむよ うな自然との闘いがあったは

ずです。現代にもなお一部生き続けている伝統的工芸技術とは，乙 のよ

うな人聞の知恵と自然の摂理との絡み合いが昇華されたー断面とも言え

るでしょう。そして，そ ζ ! L 生み出された世界は，ただ単lζ 視覚的 lζ 秀

れたというにとどまらず，人間の持つ全ての感覚，いわば情感 ICあふれ

たとも言うべき世界であり，それはまた現代の建築空間の中から，そし

て我々自身の技術に対する考え方の中から次第に失なわれつつあるもの

で、す。今回は乙のような! 日い技術の中に乙められている知恵 とは何であ

るのか，また我々は ζ のような知恵を現代技術の中にいかにして生かし

うるのか，という乙とをテ ーマ にして京の町を歩くことにしました。温

故知新もまた技術の思想に一つの視点を与えてくれるものと信じます。

日 時 4月22日( 土) 9. ∞( 集合) →18.30 ( 解散)

集合場所 大阪 ・中之島中央公会堂西裏 ・大阪観光パス ・目標会族

会 費 700円( 貸切ノマス ・昼食代の一部〉

見 学 先 ( 企画協力 : 京都インテ リア産業協会)

株式会社丸ニ商底 ( 京都市下京区高辻通堺町東入，電話 36ト1321番)

: 襖壁紙の専門庖として京からかみの美を追求している。その業績は桂

離宮の古 ・新書院の襖や壁面，松琴亭の市松，月波楼の襖などに生かさ

れている。

株式会社森本鋳金異製作所 ( 京都市下京区高辻通堺町東入，電話 361

- 1321番) 鋳師とは金属を芳しくする人，すなわち金属を使ってわれ

われの生活を楽しく合理的に真実なも のにするため，種々の金具を細工

して作る人の意である。伝統的手法にな る鋳金具がみられる。

有限会社江南 ( 工房 ・京都市下京区六条通り間ノ町西入夷之町，電話

36ト2816番) ・伝統に培われた手工技術と新しい技法による工芸指物の

庖，伊勢神宮式年遷宮の神宝を入れる桐箱( 神木による〕も製作 してい る。

4 細則の一部改定について

日本建築協会細則の一部改定が下記のとおり，理事会，評議員会およ

び，総会において決議されました。

第10条 会費は，次のと おりとし ，乙 れを年 3 回以内 K 分納する乙と が

できる。

1. 正会員 定款第 9 条第 1 号による者( 個人会員)

年額 3，000円を4，200円に

ただし遠隔の地でかつ支部のない地方正会員は

年額 2，400円を3，600円fC

定款第 9 条第 2 号による者( 団体会員) 1 口K っき

年額 5，000円を7，000円に

2. 准 会 員 年 額 1，800円を3，000円IC

以上は昭和47年 4 月 1 日より実施する。

第12条 評議員は次の通り選出する

6  

、

句P

4  .  

y 、、 a

dj  J ‘ y  

t: ぶ

u  i V‘  

弘，/ . : "

左 ・京からかみかげひなた( 聞の花) 。右 ・京からかみ吉祥1 $ . Ｈｬ ずれも丸二商庖製作 ｉ ｾ よる〕

昼

申

食

込

豊川閤宝雲殿

( 蘇本筋金具製作所の

製作による〕

ひのき角あかり〈照明 liii ... 

( 江南の! ! 作 ICよる〉

: 精進鉄鉢料理 ・泉仙大徳寺応( 京都市北区紫野大徳寺町大

慈院内，電話 491-3806番)

往復はがきに限ります。はがきは 1枚! L 1名限りとし ，(往〕

lζ は「伝統工芸をみる会」と氏名 ，勤務先 ・所在地名 ・福話

番号を明記し . ( 復) には宛名 ・郵便番号を記入して ，4 月

14固までに事業課へ願います。定員50名を趨過した際は拙せ

んで参加者を決めてお知らせし ます。

支部 [ζ 属せぬ地域の正会員は

その地域の正会員の表決権100個を200個 lζ

以上は昭和46年11月24日( 評議員会議決の日) より適用する。

但し昭和47年度の評議員選出数については留任評議員数と改定K よ

る評議員選出数の半数との合算数とする。

第10条 改 定 の 事由

昨今一般諸物価の高騰により ，諸事業遂行のための外註資，会議資，建

物維持費，人件費，事務費等が逐年大幅に増加し ，加えて郵便料等公共

料金の改定による負担増も大きく，乙れらをカパーするため経常経費の

節減，また「建築と社会」の広告料外諸事業収入の増収に努めても ，累

積赤字を解消し ，事業の円滑な遂行の所要資金に相当額の不足を来たす

ので，現行会費の40- 5096の値上 lζ 頼るより外lζ 方途が見出せない。

第12条 改 定の事由

支部 IL属しない地域の正会員の増加に伴う評議員数の増加を適正に規

整したい。

..  



日本建築協会法規委員会

質疑な どの投稿をお待ちし ております。

特定建設業について

往設業者の資質の向上，建設工' f ，. の271負契約の

適正化等を図ることによって建設工・)'; の適正な

施工を確保し ，発注者を保護するとともに建設

業の 健全な発展 を促進するため，建 設業法の一

宮11 を改正する法律が昭和47年 4 月 1 日から地行

される こ ととなった。

今固め建 設 業 法の改正により ，新たに規定され

た「特定建 設 業」について ， 概 略 を説明する 。

第 1 特 定 建 設 業 の 意 義

姐1設業を営もうとするす; であって ， その営業に

あたって ， その者が発注者から直接 d'，!1け:f-lう ー

{斗の建設工，) ' ; に つき ，そ の工') ' ; の全部または-

l'iI l 乞 下 請 代金の額 ( その工白)' ; に係る下請契約

が二以上あると きは ，下;古代金の額 の 総額 ) が

1，000万円以上となる下前契約を締結して焔工し

ようとするものは ，営業所が，二以上のr . J 1道府

県にある場合は建設大臣に ，営業所が， ーの都

道府県の区域内に のみあ る場令は当該営業所の

所街地を位: 持するr . J 1道府県知，)';(こ ，特定建設業

の J午可を受けなければならない。

第 2 特 定 建 設 業 の 許 可 基 準

午、，' f>El建設業の許可を受けようとする者がつぎに

仰げる必準に適令していると認められるときで

なければ. ，汗可きれない。

1  経 営 経 験

法人の功イ干は . ｾ［ｾ Ｎ勤役只 のうちの一 人が ， イ ｉ 司人

の場イ子は 司 当該例人またはその支配人のうちの

人 が つ ぎのいずれかに該当するものである こ

と。

(1)  什可を受けようとする建設業について 5 年

以 卜の 経 常 業務 の匂:翌llrtf f : - ? i として の経験をイT

すること。

(2) 往 設 大 臣 が(1) に仰げるお と同等以上 の能力

をもっていると認定したお。

2  技 術 者

営業ー所ごとに，つぎの囚のいずれかに該当し ，

かつ，回のいずれかに該当する専任の技術将を

i泣くこと 。

団 関 許可を受けようとする処設業ーに係る建

設工，)，; について . r523J/: 校を卒業した後 5 年 以

Ｑ Ｇ ＮＮ 大ＧｻＺまたは ｬＧｉ Ｇ Ｚｪｾｩｪ［ 専門学校を卒業した後 Ｓ 年

以 上 の 実 務の経験をもっている者で必' 下中に建

設行令で定める< ' { : 科を修めた者。

(イ) 汗1f Tを受けようとする建設業に係る，建設工

l J I 築と社会 / 1972年3 月号

4-;: について ， ＱＰ 年以上のＺＩ［ｦｾ［Ｉ［の経験をもってい

る者。

( 引建設大臣が閉または( イ) に掲げる者と同等以

上の知識および技術または技能を有するも のと

認定した者。

困 問 許 可 を 受 け よ う と す る 建 設 業 に 係 る 建

設工事で¥発注者から直接的け負い . その請負

代金の綴が 1，500 万円以上であるものに関し，

2 年以上指導敗特的な実務経験を有するも の。

( イ) 建設大臣が閉に掲げる者と同等以上の能力

を有する手? と認定したもの。

3  請負契約に関する 不 正 または不誠実な行為

法人の場合は，当該法人，役員または政令で定

める 使用人 が. f問人 の場合は ， 当該個人または

政令で定める使別人が，請負契約の締結または

履行に際して，法律に i♀反する行為または請負

契約に迩反する行為をする恐れが明 らかな者で

ないこと 。

4  財産的基礎

発注者との IInの請負契約で. その競: f - l 代金の額

が，2 ，000万円以七であるものを履行するに足る

財産的必礎をもっていること。具体的には. つ

ぎの金要件を充足させねばならない。

(1)  欠航の古nが資本金の2 0 %をこえていないこと。

(2) 流動比率が7 5 %以上であること。

(3) 資本金の額が500/ i 円以上であリ ，かつ，自

己資本の額が1，000万円以上であること。

( 注) ( 1) r欠l J l の紙」とは. 当JUI の亦乍( 未処理m失額) が.

引当金. 法定叩. f W! ' tおよびf U! : I ! ! 立金の令JI 級を l二割る場

作におけるそのi " . 控! る有ii をいう

流動資踏

(2) r恥 fi)J 比率」とは 一 一 一 一 X 100 である。

J  ¥- ，.... 流動S:t ｦｾｬ＠

(3) rn己資本」とは . 総資本から他人資本を持

除したむのである

( 資本金+ づ| 当金 + 法定準備金+ 任立. 1' 1' (立令 +

当 ｊｾｉ 未処分利低Ｉ

第 3 元 請 負 人 で あ る 特 定 建 設 業 者 の 下 請

負 人 に 対 す る 保 護

1  元請負人である特定建設業者の下請 代 金の

支払期日

元 Jl i !i.人 である特定雄，設業者ーは . F，i，' l : f - l 人から

その EEl -i け負った雄 s没工，) ' ; が完了した旨の通知l を

受けたときは，そのI l ! I 知を受けた[ j から 2011 以

内で司 かつ， できる| 浪リ世話い期間 lλl に司 その完

成を確認するための検伐を完了しなければなら

なし、。

検1 t の車古来 司建設工，) ' ; の完成を硲 EiZ した後， 下

，;，'l : f - l 人か ら日的物の引i度し の rJ l :1¥があったとき

は，有該 ｱｬ 出 の日から Ｕ ＰＱＱ 以内に，下ｾＱＧ ＱＡＴ 人Ｈ下

ｉｾＭｮ 負人が特定，建設業者または資本金制が Ｑ ， ＰＰＰ

Ｉ￯ｬｬｊ 以 ｫ の法人であるむ のを ｼ 徐Ｈ，Ｉに下ｾ ， Ｇｬｦｴ 金

を支 ｾＱ 、わなければならな ｌ 、。この ｊｕ ｉｉｉ｜ Ｑｩ λｬ に支 払

わなかった元言背負人である特定雄設1 : ; 1 ; は ， 50 

日を経過した臼から当該下 jfj 代金の支払をする

日までのWIII¥j について，その日数に応じ ， 当該

未払金額に年 14. 6% を乗じて仰た金額を遅延 利

息として支払わなければならない。

2  元請負人である特定建設業者の下請負人に

対する指導等

発注 J 初‘ ら直接建設工 ，)'; をJfi け: f - l った特定建設

業者は ， その工 Ｇｊｾ 現場ｼ人 ｪ で作業をするすべての

下請負人である建設業を常む者に . 建設業法お

よびつき' の法令の規定に述反しないよう . 宇旨導

に努め， また，違反していると認めたときは ，下

ifi負人である当該建設業を営む者に対し ，違 反

している 目)';. 実を指摘してその娃正を求めるよう

努めなければならない。

さらに ，特定建設業者がその下請負人である建

設業を営む者に対し ， その是正を求めた場合に

おいて. 当該建設業を営む者が違反している事

実を弘正しないときは ， 特定建設業者は下請負

人である建設業を営む者の許可権者等に ，す み

やかにその旨を通報しなければならない。

( 1 ) 建築基準法第 9 条第 1 J買および第 10項( 違

反建築物に対する措置) ならびに第90条 ( 工 場

現 場の危害の防止入

(2) 宅地造成等規制第 9 粂( 宅地造成に関する

工‘Ｉｾの技術的基準等Ｉならびに第 Ｑ Ｓ 条第 Ｒ 項，

t.n 3 項および第 5 項( 監督処分) 。

(3) 労働基準法第 5 粂( 強制労働の祭止) . 第 6

条(ι 1'11¥1 搾取の排除 ) ，首') 24粂( 賃金の支11、) ，第

54条第 2 J貰( 監督上の行政情誼 ) ，?Xl 55条第 1 項

( l 荒督上の行政措置) . 第 56条( 最低年令) および

?Xl 64条( 杭内労働の禁止) 。

(4) 職業安定法第44条( 労働者供給 ')C; 定の禁止)，

穿¥63条第 l 一号および第65条?Xl 9 号 (Jij Il IJ) 。

第 4 建 設大 臣 ま た は 都道 府 県知 事 の 特 定

建 設 業 者 に 対 す る 指 導， 助言 お よ び 勧 告

処設大臣または都道府県知がは . 特定，建設業者ー

の3!? け負った建設工，) '; につき ，下 請 負 人 がl 'i金

不払・) ' ; { 牛を起した場合， または ，工‘ )' ; の泊工に

|県i して他人に m害を加えた場合において必要と

認めるときは. 許可をした特定雄設業. ri に対し ，

当該不払賃金または損害金の立轡払その他の適

正な惜置を講ずることを勧台することができる

ものとし 、勧告にしたがわない特定雄設業者に

対して ，必要と認めるときは，監督処分を行な

うことカずできるものとした。

第 5 監 督 処 分 に つ い て

建設大臣またはr . J 1道府県知・)，; は，Ji 可をした特

定，也設業: { ，ーに対してのみ蛇管処分が行なえるこ

ととなった。

( 大飯府建築部市街地建築課主欝 j可島 潔)

7  



8  

ｦ け ｾＱ レイヨン ＱＱ Ｑ 央 Ｈｩｊｆ究， ｩｪ￭Ｇ

- 特許建築用内装・外装化粧材

砂粒状陶磁器の吹付

セ ラ ス キ ン と は 陶 磁 器 の 皮 (C E R AMI C S KIN) と

云 う 意 味 で 砂 粒 状 の 有 色 陶 磁 器 と 結 合剤 と を 混 合 、 液

状 と し た も の で 、 こ れ を ス プ レ ー ( コ ン プ レ ッ サ - 1吏

用 ) ガ ン に て 建 造 物 の 内 ・外 、 壁 面 、 天 井 etc に 吹 付

け 、 防 水 性 と 装 飾 を 目 的 と す る 建 材 で す。吉7 7季よJ

- 建造物の内外部に .ゲ

粉状陶磁器の吹付

特 徴

- 色 彩 高 熱 焼 成 ( I  250' C ー I350'C ) に て 発 色

し た 陶 磁 器 を 主 材 料 に し て 顔 料 、 色 素

を 使 用 し な い 為 雨 風 、 太 陽 光 線 に よ る

ｾヲヨ ＧＱ］
色 彩 の 変化 は 起 り ません。

. 防 水 性 通 気 性 、 防 水 皮 膜 を 形 成 し ま す。

. 耐 薬 品 性 弱 菌 室 、 弱 ア ル カ リ に 対 し て は 変 化 を 起

セヲ訂‘三 ｾｉ］］

@  

- 耐 寒 性

- 下 地

しません。

- 2 0" Cに 4 時 間 冷 凍 し で も 亀 裂 そ の 他

の 異 常 は 認 め ま せ ん。

コ ン ク リ ー 卜 打 放 し 、 モ ル タ ル 、 ベ ニ

ヤ板、辛口壁 、 フ ロ ック、スレート、

テックス婁貢 etc.

鉄 類 の 場 合 は 錆 止 塗 料 を 塗 っ て 下 さ し 、。

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 ・ ヱ 喝/ 大 阪 府 間 坤 市 別 府 3 6  5 官 ( 06) 3 8 1- 913 1- 5  

東 京 常 揖 所/ 東 京 都 干 代 田 区 間 町 3 - 6  (閥 井 開 2 ピ ル ) f t (0 3 )  265 88同 9  

名 古 血 世 蝿 所/ 名 古 屋 市 中 区 県 3 - 2 3 - 1 4 (山 市 ピ ル ) 宮 (052 ) 262 - 6714  5  

描 岡 宮 曜 研 / 福 岡 市 博 多 駅 前 4 - 3 - 1 4 ( 菅 庸 ピ ル ) 雷 同 町 } 日 - 6  9  4  0  

広 島 世 揮 所/ 広 島 市 中 広 町 2 - Z 0 - 9 ( み 由 る ピ ル } 宮 ( 082Z }91 6  2  0 0  

仙 台 出 損 所 / 仙 台 市 上 梓 Z - 4 - 4 6 (高 林 金 町 ピ ル ) f t ( 0222 ) Z 2  I  2  9  9  

r; 



屋根トラス

メ イ ン 柱 の 附11隔 が 大 で あ る こ と お よ びrdJ;i:主， 壁

な ど を ト ラ ス よ り 吊 下 げ る と い う 特 殊 な 荷 重 が

か か る の で ¥ 架 椛 と し て は 水 平 力 分 布 お よ び 部

材 変 形 に 最 も 有 利 で あ り ，且 つ 経 済 的 に も 妥 当

と恩われるア ー チ 型 立 体 ト ラ ス を 採 用 し た 。

設 備 配 管 ほ か

不 沈fI11桝 と 沈 下 Ktf 桝 を 隣 接 し て 設 け ， その 間 を

フレキシプノレパ イ プ に よ っ て 沈 下 ズ レ を 処 理E し，

沈下計11桝以迷は沈下配管: とし ，不 沈配 管並 びに

不 沈 滞 桝 は 建 物 不 沈 苦11分 よ り ブ ラ ケ ッ ト し て 支

持 さ れ て い る 。 浄 化ffi ，地 下 受 水槽 は 当 然不 沈

.hYij 位としてイ立世付け られている 。

読者の頁

口人工島の沈下地盤に於ける若干の試み

神戸港コンテナ担;lDJ i第 4 パース、メノテナンス y ョ y プ

神戸市ポ ー トアイランド

阪神外: a !1; '-9fi 公団工務官11

中日ｴｊ Ｚ見 ｩｬｬ 築 ＧＱ みｾＺｨ所 Ｈ ｴｨ ｊ， Ｑｊ Ｉ 大阪巴組鉄工所 一 級建築士・ ｉｾ 務所

ill 物:}' ，

iJ)j 所

基本al 問

実施設計

( 中J瓜茂ill 築・1'; 務所)西村正邦

》

口大然閤火災に思う

田中 隆 夫 大阪市消防局予防諜

1971年 の 国 外 十 大 ニ ュ ー ス の ， それも 71年 も 終

り を 告 げ よ う と す る 12月25 日，十 大 ニ ュ ー ス の

中でも ， ビッグニュースにもなろうと ，思わ れ る，

ま さ に 背 天 の 綴 穫 と も い う べ き 大 火 災 事件 が，

ソウノレ市で発生した。建物( 延 約 20 ，00伽， ) は

も ち ろ ん 全 焼 し た が， この 火事 で 100 数 十 名 も

の 宿 泊 客 が 犠 牲 となった 。 地 上10何 階 と い う 高

所 か ら マ ッ ト レ ス を 抱 え て 死 の ダ イ ビ ン グ を す

る シ ー ン ， あ る い は シ ー ツ を 引 き さ き これ を 命

綱 と し て 必 死 の 自 力 脱 出 を は か る と い っ た 生 身

しいシーンは ，大 方 の 皆 さ ん も テ レ ビ の 前 で 息

を の み ご ら ん に な っ た は ず で あ る 。 な ん と も 篤

く べ き こ と で あ り ， 痛 恨 の 極 み で あ っ て ， いま

さらながら ，不 安 と 恐怖 に お の の く 思 い が す る

も の で あ る 。 わ が 国 に お い て も 先 年，旅 館 ， ホ

テノレ火災が相次ぎ31名 が 焼 死 す る と い っ た 事 案

が 両三 度 発 生 し て い る こ と は ま だ 記 憶 の 新 し い

ところであり ， 火災の発升七 十 L た ぴ に 犠 牲 者 を

出している事案については枚挙にいとまがなく ，

悲 し む べ き こ と で あ っ て ，二 度 と こんな こ とが

く り 返 さ れ な い こ と を 祈 る と と も に ，行 政 面 に

おいても ， い ろ い ろ の 保 安 対 策 が 競 じ ら れ て き

て い る の だ が・ 。

今 度 の 火 災 事 故 に も と づ い て 当 然 の こ と の よ う

に， わ が 国 に お い て も 来 京の京王プラザホテノレ

( 47F 建) をはじめとし ， 大 阪 に お け る プ ラ ザ ホ

テル ( 22 F 建 ) な ど ， 会 図 的 に 高層 ホ テ J レが存

主Eす る 現 状 に あ っ て ， こ れ ら の ホ テ ル に お い て ，

もし大野氏、 閣 と同 じ よ う な ケ ー ス で 火災 が発 生 し

たら ， 消火は ，避 難 は ， 救 助 は ど う だ ろ う か ，

消 防 能 力 は ど う な ん だ と い っ た よ う な 閥会 わ せ，

あ る い は 質 疑 が 各 方 面 か ら 寄 せ ら れ た 。 ど ん な

ケ ー ス に し ろ ， 絶 対 に 大 丈 夫 だ，安 心 し な さ い

と い う こ と は い え な い カ ヘ さ き に も い っ た よ う

行政商では， と く に お 層 建 築 物 に つ い て は ， き

び し す ぎ る と も い え る 規制 が 行 な わ れ て い て ，

椛 造上 は も ち ろ ん 防 火， 消 火， 避 級， 箸 報 の 各

設備が完イii!i されている |浪 り に お い て は ，局 部 的

に は 焼 失， あ る い は そ の 状態 に よ っ て ， 犠 牲 が

皆 無 と い う こ と は む つ か し い か も 知 れ な い が，

大 然 閣 の よ う に 延 焼 阻 止 は お ろ か ， 多 数 の 宿 泊

客 が 避 難 も で き な い と い っ た 状 態 に な る と い う

こ と は と う て い 考 え ら れ な い 。 な ん と な れ ば，

わ が 国 の 日 層 ホ テ ル の ほ と ん ど は ， 防 火 区 画，

illi 鰍 階 段 . 自 動 火 災 報 知. 一 斉 放 送. ス プ リ ン

ク ラ ー に よ る 自 動 消 火 な ど が 機 能 を 果 た し ， 二

柱 .

建 物 を 支 え る メ イ ン 柱 下 に は ， 支 持 わ り 也 業 ( t

= 3 6m) に よ る 不 沈 基礎 を 設 け， そ の 中 間 に あ

る間柱については， トラスより吊り下げて ， 位

脚は最終沈下品1 . 5 m を石確保するボックス型悲

礎 で 包 み ， 垂 直 方 向 フ リ ー の ピ ン 精 進 と 考 え ，

基 礎 ボ ッ ク ス の み を 地 盤 と 共 に 沈 下 さ せ る こ と

と し ， 沈 下 の 1
1
祭i障 害 と な る 地 中 梁 は 設 け て い な

い 。 し た が っ て 出 入 口 開 口 部 の 床 は 常 に 地 盤 と

共 に レ ベ ル を 確 保 す る こ と が 答 易 で あ る 。 r. n位

下 の ボ ッ ク ス 型 基 礎 内 音11に は 沈 下 量 を 見 込 ん だ

シャ y ターレーノレなどをあらかじめ延長してお

ふ 防 鈴 手 段 と し て グ リ ス オ イ ル を 領 充 し て 保

護の万全を期した。 ( F i g l )  

床:

不 沈 床 は 基 礎 ま た は 地 中 梁 に 固 定 さ れ た 構 造 ス

ラプとし ， 沈 下 床 は 耐 重 量 舗 装 プ ロ ック を 地 盤

に直か tll とし ， そ の 取 合 部 に は 深 さ 1. 5m の 地

中 擁 壁 を 設 け て ス ラ イ デ イ ン グ 商 と し ， そ の 面

は あ ら か じ め 仕 上 を 施 し て ， 床 沈 下 に よ っ て こ

の商 が 露 出 し て き て も 何 等 メ ン テ ン ス を 必 姿 と

しない自己慮を在位じた。

外 壁 :

ト ラ ス よ り 吊 下 げ ら れ た 不 沈 壁 と ， 地 盤 に 支 え

られた 沈 下 壁 と を 2 霊にスライドさせ，地 盤( 床 )

の 沈 下 現 象 は そ の ま ま 壁 の す れ 迎 い 現 象 に よ っ

て 処 理 さ れ， そのき垂直 性 と 遮 断 性 は 72・に 設 計 条

件を満足させる状態におかれる。

不 沈 基 礎 .

前 述 の と お り 支 持 杭 に 支 え ら れ て い る が，地 盤

沈 下 が 進 行 す る に つ れ て ， 基 礎下 音11に 空 洞 が 生

じ， 周 囲 の 土 砂 が そ こ へ 流 れ 込 み 床 の 陥 没 と い

う不測のZJ>;: 放 を 発 生 す る こ と と な る 。 こ れ を 防

止 す る た め に ， 基 礎 周 囲 に コ ン ク リ ー ト ケ ー ソ

ン を 設 け ， こ の ケ ー ソ ン が 地 盤 と 共 に 沈 下 す る

と 自 動 的 に 土 留 の 役 割 り を 受 け 持 ち ， 基礎下音11

に 沈 下 最 に 等 し い 空 洞 を 確 保 し 土 砂 の 流 入 移 動

を防止する役目を負担させている。 ( F i g 2 )  

神 戸 港 沖 の 人 工 島 ポ ー ト ア イ ラ ンドは 1966年 に

埋 立 工 事 が 開 始 さ れ ， 既 に 4 ，364，000m' に 亙る

全 貌 を 完 成 し ， 目 下 コ ン テ ナ 埠 頭 と し て の 施 設

盤 備 が 急 が れ て お り ，1971年 度 に は ， 3 つ の パ

ー ス が 完 成 し 嫁 働 を 始 め る 予 定 で あ る 。

地 盤 状 況 と し て は 海 底 地 銀 よ り 厚 さ 10数mの 蛾 土

が 行 な わ れ て お り ， こ の 重 圧 の た め に 旧 海 底 地

盤が圧管沈下を起し ， その沈下 ｩｾｬ は年間 ＴＰＰ ｭｭ

に お よ び 、 最 終 沈 下 は 1.5 m と推定されるが，

現 在 な お 沈 下 進 行 中 で あ る 。

支 持 層 は 現 地 盤( ー ) 36m とされている 。

こ の よ う な 沈 下 進 行 中 の地 盤 に お け る 支 持 杭 榊

造 建 物 は ，地 中 梁 ， 基 礎 ，床 な ど の 相 対 レ ベ J レ

が 設 計 時 と 大 巾 に 狂 い を 生 じ ，そ の た め 重 器 材

の 運 搬 操 作 に 大 き な 障 害 を き た し ， そ の 宇ili .JE ， 

メ ン テ ナ ン ス に 少 な か ら ざ る 代償 を 余 儀 な くさ

れ る こ と が 考 え ら れ る 。

一 方 ，支持杭を打たずに司 沈下地盤と 「共下り 梢

造 」 と す る ことは ，不 問 沈 下 に よ る リ ス ク が 極

めて大きく ，且つ地主主沈下が松終セ y トした H寺

点 ( 約 1. 5 m 下り ) に 地 悠 尚 上 げ 工.. J'; が 行 な わ

れ た 場 合 ， 設 計 空 間 が は な は だ し く 減 少 す る と

い う 致 命 的 な 欠 陥 が あ げ ら れ ， ま た 当 初 よ り そ

れ だ け の 余 裕 空 間 を 設 計 し て お く こ と は 経 済 的

に は な は だ し い 不 利 を 招 く こ と に な る 。

。 。 。

本語| 画ではこの地盤沈下によって生ずる諸現象

を 自 動 的 に 調 節 し . 竣 工 後- .cJ J のレベノレ事i I i . J E工

事 を 必 要 と し な い こ と を 目 的 と し た ， ス ラ イ デ

インク¥メソードを開発したものて二そのi ' b ! 本

的 な 考 え 方 と し て は ， 建 物 を 不 沈 昔11分 と 沈 下 部

分とに明確に分向 ｦ ｾ し ， その接点となる住 ｬ 肉 Ｑ ， 位 ，

床 な ど を ス ラ イ ド さ せ る こ と に よ り ， 沈 下 部 分

は地盤の沈下速度と同 一 条例エで沈下させて ｾｩ￮ｾＧ

にそのレベノレおよび垂直前を硲保する 一 方 ，J 二

部 架 椛 よ り 吊 下 げ ら れ た 柱 ， 外 皮 な ど が 沈 下 に

よ っ て 生 じ た 空 隊 を カ バ ー し て 縦 方 向 の 述 続 性

が 保 持 さ れ る こ と を 企 図 し た も の で あ る 。
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方 向 避 難 が は か ら れ て 配 置 さ れ た 特 別 避 難 階 段

から ， 自 力 脱 出 の 道 が つ く ら れ て い る か ら で あ

る。 大 然 閣 の そ れ に つ い て は 残 念 な が ら ， そ の

詳 報 が 得 ら れ な い の で よ く わ か ら な い が ， 関 係

筋 か ら の 伝 言 に よ れ ば ， 各11皆( 床面守口約80伽" 位 )

において ｾｦｾ Ｎｩｴは Ｑ カ月＿て。あり， しかもこのド皆手立

は 最 上 階 ま で 階 段 室 を 構 成 す る よ う な も の で は

なく い わ ゆ る 吹 抜 状 態 で あ っ た と い う か ら ，

火 災 発 生11皆 ( 211皆) から ， 火 燈 は 階 段 を 通 じ て

延 焼 ， 煙 は い ち は や く 各 階 に 充 満 し て ， 答 の 避

難 の 道 を 閉 ざ す と と も に ， 火 煙 に よ り、恐 怖 を 与

え ， や が て は 死 地 に 追 い つ め た も の と 思 わ れ る 。

もちろん，消防用の設やmは 何 一 つ ( 屋 内 消 火 栓

はあったようだがー・・・ . ) 設置 さ れ ず . 推 iJIIJ では

あるが， ホテノレ1H1J か ら 事 故 発 生 の 報 知 や . 避 難

の 誘 導 が 行 な わ れ な か っ た 状 況 で は ， もう何も

い え な い も の で は な か ろ う か 。 わ が 国 に お い て

は ， ご 承 知 の よ う に 建 築 物 の 数 地， 構 造 ， 設 備

そ の 他 に つ い て は 建 築 基 準 法 で ， 火 災 の 予 防 に

つ い て は 人 的， 物 的 に 消 防 法 令 あ る い は そ の 他

の 法 令 で 規 制 カ 苦 行 な わ れ て い る 。 す な わ ち ， 消

防 法 令 に よ る 防 火 管 理 者fti i J 度は ， 有 事 に 備 え て

日 頃 か ら ， そ れ ぞ れ 防 火 対 象 物 に お け る 火 災 予

防 に つ い て の 防 火 管 連 業 務 を 遂 行 す る 義 務 が 謀

せ ら れ る も の で あ っ て ， 防 火 管 理 者 の 指 鐸 によ

り従業貝をして，消火 ￬ 墜事 ｉｾ ，通報の訓練を常

時 笑 泊 す る こ と と さ れ て い る 。 近時 ， 旅 館 ， ホ

テノレに宿泊されてもわかるように ， 各 室 に は 避

難 時 の 経 路 図 や， 懐 中 電 灯 あ る い は 避 難 用 の ロ

ー プ な ど が 備 え つ け ら れ て い る の は ，行 政 指 導

は も ち ろ ん， 経 営 者 の 自 党 に よ る も の で あ る 。

こ の よ う に 設 備 が 完 備 さ れ て は い る も の の ， 宿

泊 者 の 非 常 時 に 対 す る 心 構 え が な く て は な ら な

い こ と も ， 被 害 を な く す る こ と の 要 因 の一 つ で

あ る 。 以 上 の よ う な こ と で， ま ず は さ き の 質 問

に 対 し て は 大 丈 夫 だ と い う 見 解 を と っ て い る の

た' が， こ れ は あ く ま で も そ の 建 物 が 構 造 上 ， あ

る い は 設 備 の 国 で 欠 陥 が な い も の に つ い て い え

る こ と で あ り ， す べ て の 建 物 が こ の よ う な 状 況

に あ る と は い え な い 現 実 に お い て は ， 行 政 上の

指 導 監 督 も さ る こ と な が ら， い ち は や く 経 営 者

が， 今 固 め 事 例 を 大 き な 教 訓 と し て ， 前 者 の 轍

を 踏 ま な い よ う に 構 造 上 改 善 す べ き は 改 善 し ‘

設 置 す べ き も の は 設 置 し て ， 万 全 の 安 全 対 策 を

は か る こ と で あ ろ う 。 ま た ， こ れ か ら激増の{ 頃

向 に あ る 高 層 建 築 物 に つ い て は ， 現 有 消 防 能 力

に よ る 外 部 か ら の 消 火 ， 救 助 活 動 に 限 度 が あ る

こ と を 認 識 し ， 自 ら の 安 全 予 防 対 策 に つ い て 万

全 を 期 す べ き で あ り ， と く に 避 難 の ア プ ロ ー チ

を 重 点 に ， 現 行 法 令 規 定 の み 満 足 す れ ば こ と 足

り る の 主 義 か ら 脱 却 し て ， 防 災 の 念 を 強 < ， 設

計 施 工 が な さ れ る こ と を ， 設 計， 施 工 関 係 者 に

1羽4寺 す る も の で あ る 。
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一" a  ＮｉＡ￳ｾ＠ ｾｉＡ￲Ｇ、 ｾ￹ ＱｬｚＱ

堺市立工業 高 校生

「 行 動 建 築 論 J ( 著者 : 黒川紀草 ) と「建築 と 都

市 J ( 著者 : 丹 下 健三 ) を 読 み 比 べ て

建 築 科 3 年 生 柳 本 均

まず始めにぼくがなぜこのような感想文を主ｾｾ "、

た か と い う 理 由 を の べ る と ， ぼ く の 好 き な 建 築

家は ， 丹 下 健三 先 生 で， あ ま り 好 き で な い の れ

黒 川 紀 章 先 生 で あ っ た 。 そ の 理 由 は テ レ ビ ジ ョ

ン で 而 方 の 先 生 を 見 た こ と が あ る の だ が ， そ の

と き に 感 じ た こ と は ，丹 下 健三 先 生 は ， お ち つ

い て い て 話 し 方 も よ し い き な お 父 さ ん と い う

こ と と ， 先 生 の 話 し て い る こ と が い か に も そ う

で あ る と 思 っ た か ら で あ り ， 黒 川 紀 章 先 生 の 方

は ， な ま い き で あ る と い う 感 じ が し ， 連 想 の よ

う な も の を 追 い す ぎ て い っ て い る よ う で そ う い

うことカさできるのか? というようなことだった。

そ れ で ， つ い に こ の 夏 に 両 方 の 先 生 め 本 を よ ん

で 考 え て み た か っ た こ と で す 。 ま た 黒 川 紀君主先

生 の 本 を 読 ん で わ か っ た こ と は ， こ れ か ら の 建

築 と は ど う い う も の で あ る か と い う こ と を 的 確

に主i いてあったと忠、う。しかし，ほ? くはそのよ

う に な れ ば ， な に か 住 宅 も 11周 の 道 具 の よ う に

な ら な い か と 思 っ て み た り し て い る 。 本 に 書 い

て あ っ た 『 こ れ か ら の す ま い 』 と は こ う い う こ

とである j 将 来， 住宅が進歩していくとしても，

人 | 閣 の 生 活 そ の も の は 本 質 的 に は か わ ら な い だ

ろ う か ら ， 主 人 の 空 間 は そ う か わ る も の で は な

い が ， 召 し 使 い の 空 間 の 設 備 は 科 学 技 術 の 進 歩

に よ っ て い ち じ る し く 変 わ っ て い く だ ろ う 。 台

所 ひ と つ と っ て み て も ， ス テ ン レ ス 流 し 台 ・ガ

スボイラー・ m気 冷 蔵 庫 ・ デ ス ポ ー ザ ー と い っ

た 新 し い 設 備 の 出 現 が. 常に台所をかえている。

ま た 耐 用 年 数 か ら い っ て も ，建 築 構 造 体 の 苦1¥分

と設備やその配管の寿命は， 60年 対 5 年 と い っ

た く ら い の 差 が あ る 。 そ こ で こ れ か ら は ， 設 備

部 分 を ま っ た く 住 宅 か ら 切 り 離 し て ま と め ， コ

ン パ ク ト な 設備 ユ ニ y ト と し て 設 計 す る よ うに

なるだろう。そして台戸斤ユニント ・エネノレギー

ユ ニ ッ ト ・便 所 ユ ニ ッ ト と し て 大 量 生 産 さ れ，

く ら し の 中 に は い り 3 年 と か 5 年 ご と に ，新 し

いユニ γ ト と 交 換 す る 』 と い う よ う な こ と で あ

る 。 こ の こ と に 対 し て 前 に も い っ た よ う に ， そ

の よ う に す れ ば 建 築 授 の む だ が な く な る が ， は

た し て ユ ニ y ト 自 体 が 道 具 の よ う な も の に な ら

な い か ? そ し て ， 当 然 設 計 に む り が こ な い か ?

形 も 何 甑 類 し か で き て こ な い か も し れ な い の で

は な い か ? と い う よ う な 疑 問 も で て く る 。 そ れ

に 対 し て 丹 下 健 三 先 生 の 本 を 読 む と ， こういう

ことが書いてあった。『一般には，外部機能は ，

オー ナ ー側 か ら 建 築 家 に 直接 要 求 さ れ る こ と は

な い 。 ほ と ん ど の 場 合 ， 内 部 機 能 だ け が 建 築 家

に 要 求 さ れ ， 外 部 機 能 は 潜 在 的 な か た ち で し か，

要 求 き れ な い も の で あ る 。 そ れ だ け に 素 朴 な 機

能 主 義の 立 場 は ， 内 部 機 能 だ け を 最 大 限 に 充 足

させれば足りると考えていた。

た と え ば ピ ロ テ ィ の よ う な も の は ， 内 部 機 能 の

充 足 ， あ る い は 私 的 経 済 的 立 場 か ら は 不 経 済 の

も の で あ る 。 そ う い う 意 味 で 、 私 た ち は ， 若 い

学生から， ピ ロ テ ィ と か コ ロ ネ ー ド が い か に 機

能 主 義 に 反 す る も の で あ る か を 批 難 の 自 を も っ

てただされたことカイし 1;1'し 1; 1 ' あった。こういう

私 的 経 済 的 機 能 主 義 カ ヘ か な り 広 い 層 に 存 在 し

て い る と い う 事 笑 は 否 定 で き な い だ ろ う 。 し か

し， ピ ロ テ ィ や コロ ネ ー ド は ， 内 部機 能 と外 部

機 能 と を つ な ぐ も の と し て 意見 を も っ て い る も

の で ある 。 そ れ ら は ・ ー( 間を省 関各 ) ーだろ

う。』 こ れ を該iん で ピ ロテ ィ ・コ ロネ ー ド が い か

にた い せ つ で あ るかよくわかった。 そ れという

のも 作 品 展 の と き 設 計 し たホ テ ル に も ピ ロ ティ

を も ち い た が， そ の と き は 駐 車 場 が わ り に 1 階

の 5 分 の 3 をして お い た が， こ の 用 い 方 は， 丹

下 健三 先 生 の よ う な 用 い 方 を し て い な い の で 学

生 は ぼ く の ピ ロ テ ィ の 用 い方 を 私 的 経済 主 義 で

や っ つ け ら れ て い る と こ ろ で あ ろ う 。 し か し ，

ピ ロ テ ィ を 駐 車 場 に す る の が い け な い と は い っ

て い な い 。 そ れ は， 駐 車 場 に し て も 内部 機能と

外 部 機 能 を つ な い で い れ ば、 ピ ロ テ ィ に し た こ

と が 成 功 で あ る と い う こ とである。

最 後 に ， い ろ い ろ な こ とを 考 えてみて， 丹 下 健

三 先 生 は ， 黒 川 紀主主先 生 よ り も 好 き で あ る が，

黒 川 紀 主 主 先 生 の 考 え 方 な ど が 少 し で あ る が わ か

っ た こ と が う れ し い と 思 う 。 も っ と ， 2 人 の 先

生 の 本 を い ろ い ろ と 読 ん で い き た い と 思 う 。

「建築 馬 鹿 ( 1  )  J  ( 著者 : 矢 田 洋 ) を 読 ん で

建 築科 3 年 生 粟 川 淳

こ の 本 を 読 ん だ の は ， 本 の 題 名 の お も し ろ さ と ，

他 の 人 が 読 ん だ 話 を 聞 いて興味を党えたからだ了。

他 の 人 の 話 と い う の は ， 著 者 自 身 建 築 家 で あ り

な が ら ， 現 在 の 建 築 界 へ の 批 判 の よ う な こ と を

しているというのである。それは訪: んでいって

わ か る こ と だ っ た 。 い わ ば 内 部 告 発 と い う も の

だ っ た 。 告 発 と い え ば 大 げ さ だ が ， ま あ そ の よ

う ま も の だ っ た 。 こ の 本 は ， 建 築 知 識 と い う 雑

誌 に 連 載 さ れ た も の を ，有Ii 足 再 構 成 し た も の と

い う 。 だ か ら 少 し 風 変 り な 本 と な っ た の で あ ろ

う 。 た と え ば 万 国 博 の 質 疑 応 答 が あ る と お も え

ば ， 雨 漏 り の 話 が 出 て い る 。 こ の 本 を 読 ん で の

感想、は ， と聞 かれでも「はあ J ぐ ら い の 声 し か で

か い よ う な 気 が す る 。 つ ま り は じ め の 話 が ど う

展 開 し て 最 後 に む す び っ く の か わ か ら な い 。

と い え ば 読 み が た ら な い と い わ れ る か も し れ な

い 。 話 は ぱ ら ぱ ら の よ う に 見 え て い て も ， 底 の

ほ う で は 1 つ に つ な が っ て い る の だ 。 そ う い わ

れ れ ば そ の よ う な 気 に も な る が， 本 全 体 の 感想、

を問 わ れ て も い い に く い の で， 1 つ l つ の 話 で

興 味 を お ぼ え て い る も の だ け を ， あ げ 足 取 り と

いわれるかもしれないが感想をi ! } : いてみ たい。

そ う し な い と 規 定 の 4 枚 前 後 に 達 し そ う に な い

みたいだから。

ま ず 万 国博 の こ と が お も し ろ そ う に 思t? 0  

こ の 著 者 の 設 計 さ れ た も の を ， み た こ と は ま だ

な い 。 ま た 見 れ た と し て も わ か ら な い 。 他 のと

同 じ よ う に 。 だ か ら ど う い う 人 か し ら な い 。 そ

して初めてこの著者の意見を 閉 じ この 著 者 は ，

万 国 博 に は別 に か か わ りを も た な か っ た 。 そ し

て 万 国1噂 と い う も の を 外 から見ていたという。

そ し て 世 界 中 に 名 を と ど ろ か せ た 建 築 家 を は じ

め 建 築 界 の 大 ポ ス 連 中 が や っ た 万 国 博， 技 術 の

粋 を 集 め ら れ た と い う 万 国 博 を 建 築 家 と い う 立

場 か ら 批 判 し て い る 。 と い う の は ， 技術 の 粋 を

集 め て つ く っ た と い う が ， そ の 場 し の き ' の 見 せ

物 的 な も の に な っ て い る と い う 。 そ れ を 7 スコ

ミ あ た り が な ん だ か ん だ と も ち 上 げ る か ら 大 衆

が ひ っ ぱ ら れ，建 築 と は な ん と 偉 大 な す ば ら し

建 築 と 社 会/ 1972年3 月号
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い も の だ と . う の み に し て し ま っ た と い う 。 建

築 を は じ め . あ ら ゆ る 部 門 に お け る 技 術 と は .

そんなアクロパット自ワなものではないというの

だ。 そ の 辺 の 話 は 難 し く て わ か り に く い が， な

ん と な く わ か る よ う な 気 も す る 。 確 か に 日 本 万

国 博 は 「 人 類 の 進 歩 と 調 和 」 と ， う た い 文 句 は

立 派 だ っ た が. 中 味 が ぜ ん ぜ ん 文 句 に 合 わ な か

っ た の で は な い だ ろ う か 。 数 が 多 か っ た の で 会

音 ＱＱ は見れなかったので Ｑ ｾ よらそうなことはいえな

い が . 外 見 だ け が や た ら 立 派 で， 中 味 は 何 の 変

哲 も な い ス ラ イ ド 映 画 だ け と い う の が 大 多 数 を

しめていたと思う 。 と い う こ と は 建 築 家 の お ま

つりてヘ 日 本 建 築 界 の 一 大 か く し 芸 大 会， 悪く

い え ば エ リ ー ト 建 築 家 の あ そ び だ っ た 。 こ の 本

をZ克 み . 当 時 を 思 い 出 せ ば そ の よ う に い え る 。

ミ壁新自身も鋭い批判をしている 。 しかし . ここ

で 思 う の で あ る が. もし著者自 身 が. 万 国 博 に

参 加 し て い た ら ど う だ っ た ろ う か 。 笑 際 に 参

力 日 し て い た 人 の よ う に な っ た ろ う 。 そ う い う の

が 人 間 だ か ら 。 次 に 万 国 博 と 問 じ よ う に ， 批

判 と い う か 著 者 の 感 想 で あ る 「 趨 向層 の あ け ぼ

の」 と い う 映 画 の こ と が あ っ た 。 こ れ は こ の 本

の 中 で l 番 け っ さ く で ， な る ほ ど な あ と う な り

た く な る も の だ っ た 。 この 映 画 は ， 私 も 1 年 の

と き に 見 た の で あ る が， そ の と き に は こ の 本 に

! . ' かれてあるような こ とは一つも思わなかった。

や っ と 日 本 に も 超 高 層 時 代 が き た と 内 心 よ ろ こ

び， 池 袋 に 強 い 構 造 が 生 み だ さ れ た と よ ろ こ ん

で い た 。 た だ 一 つ ， 鹿 島 建 訟 の 宣 伝 映 画 み た い

だと忠、っていた 。

ところが者= 者の批判は ， い ろ い ろ と 一 つ 一 つ 御

無 理 ご も っ と も な 批 判 で は あ る が. そ の 中 で 一

つ だ け な げ い て い る と こ ろ が あ っ た 。 それは .

一 般 の 人 へ 建 築 と い う 一 つ の 社 会 が ま げ て 伝 え

ら れ て い る 点 だ っ た 。 まあ一般の人は， どこま

で 深 〈 考 え て 見 て い る か 疑 問 で あ る が. とにか

くおー尖 を ふ せ て 伝 え ら れ た こ と は 確 か ら し い。

当 然 の こ と が， さ も 一 大 時 の こ と の よ う に さ わ

ぐの が 日 本 と い う 国 ら し い 。 と に か く 日 本 と い

う国は . や た ら ま つ り や， 格 式 が 好 き な 園 ら し

い と い う こ と が ， わ か っ た だ け で も 収 機 だ っ た 。

それにもう 一 つ な る ほ ど な あ と 思 っ た も の に 一

級 建 築 士 の こ と が あ っ た 。 建 築 士 の 試 験 問 題 が

ク イ ズ の よ う な も の で ， や さ し い と い っ て い る

の は ， わ か ら な い が， 資 格 試 験 と い っ て き わ い

で い る わ り に は ， イ言用してもらえていない。 そ

ういえばそうで¥履歴哲ーのかざりぐらいなもの

で ¥ 表 だ っ て 何 の 役 に も た っ て い な い。 こ こ の

墳 で は ，建 築 士 制 度 は 多 い に 問 題 あ り と い う こ

とだった。 そ れ は こ れ か ら 自 分 自 身 で 確 か め て

み よ う と 思 う 。 と に か く こ の 本 を 説 ん で い っ て

思 う こ と は . 建 築 界 の 現 在 の 諸 問 題. 建 築 の プ

レ ハ プ 化， 雨 水 の 始 末 等 々 ， 建 築 界 に と っ て ま

だ ま だ す べ て が 実 験 段 階 で あ る と い う こ と だ。

と こ ろ カ ヘ ま じ め に 将 来 を 考 え て い る 建 築 家 は

は し に お い や ら れ， 大 衆 を あ っ と い わ せ る 芸 を

も っ て い る も の が 憶 を き か せ， 技 術 が 商 業 資 本

に う ご か さ れ， あ や つ ら れ司 大 殺 を だ ま く ら か

し 建 築 本 来 の 道 が つ ぶ さ れ て い っ て い る 。 著 者

は ， そ う い う 瑚 犬 を 建 築 ヤ ン グ パ ワ ー に も 考 え

て も ら い ， 大 衆 に 知 っ て も ら う た め に 岱 き つ づ

ったものだろう 。 た だ 難 を い え ば， こ の 本 に は

専 門 的 な 用 緩 や 横 文 字 が 多 数 で て く る 。 一般 の

本 と し て だ し た の だ ろ う か ら ， もっと 一 般 の 人

生M居と社 会 / 19 7 2年3 H 号

にもわかりやすく ｬｾｾ いてもらいたかっ た 。 こ う

い う こ と が， 大 衆 と 学 者 ら の 聞 に み ぞ を つ く る

原 因 の ー っ と な っ て い る の だ ろ う 。

「 現 代 の 建 築 J (著 者 : 西 山 州三 ) を 読 ん で

建 築 科 l 年 生 小 段 美 保 子

「現 代の建築」とし、って ， まず J思 い 浮 か べ る も

の は な ん で あ ろ う 。 ビノレ， そう 画 一 化 さ れ た の

っ ぺ ら ぼ う 達 。 肌 の 色 と t1i さ を 除 い て あ と は ほ

と ん ど か わ ら な い 双 生 児 述 。 ふ た ごや 兄 弟 姉妹

は司 よ く 同 じ 服 をうtr る の を い や が る け れ ど ， も

し 建 物 に 心 が あ っ た な ら . やっぱり r 同 じ 」 は

い や が る だ ろ う に 。 そ れ を 無 視 し て ， どこにも

か し こ に も カ マ ポ コ 板 を お っ 担Eてていく人問。

全 国 の 建 築 家 諸 氏 よ . あ な た の 造 っ た 建物 は，

あ な た に 造 ら れ た こ と を 喜 ん で い る だ ろうか。

いや . そ の 前 に あ な た の 巡 っ た 建 物 に は 心 があ

る だ ろ う か。 「もし建物に 心 があったなら」など

と， 私は担干し、たけれど， 本 来 ， 建 物 に は ， そ れ

を 造 っ た 人 々 の い ろ ん な 心 が つ め こ ま れ て い る

は ず な の だ 。 そ し て ， そ れ を 使 う 人 々 の い ろ ん

な 心 が つ め こ ま れ て い く は ず な の だ 。 な の に ，

現 代 の 「 建 築 物 の か も し だ す 風 景 」 の わ び し い

こと 。 私 は 戦 後 10年 に し て ， この世におんて・た

い わ ゆ る 現 代 っ 子 で あ る 。 そ の 現 代 っ 子 が. ど

う し て か 索 漠 た る も の を 感 じ て い る の で あ る 。

現 代 と は ， い っ た い ど ん な も の な の で あ ろ う 。

建 築 と は ， 社 会 で ど ん な 位 詮 に あ る の か 。 大 き

す ぎ る 問 題 だ。

問 題 は い ろ い ろ あ る 。 私 は ， 日 本 建 築 と 現 代 の

建 築 を ， 別 々 の 題 材 と し て 考 え て み た い と 思 う 。

}j lj 々 の コ ー ス を た ど っ て い っ て ， 交 わ る と こ ろ

を見つけてみよう 。

現 代 の 建 築 ， なんとも i災 然 と し た 表 現 で， 受 け

止 め に く い が. 現 代 あ る 建 築 す べ て を 示 し て い

ると恩、う 。 と す る と ， ハ ッキ リ い っ て ， そ の ほ

とんどが腐敗しきっているといっていいだろう。

どこに建築としての意義があるのか。建築とは，

と こ ろ か ま わ ず . 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の カ マ ポ コ

板 を た て る こ と な の か. 近代建築と称、し ， 機 能

主 義 の 旗 の も と に ， の っ ぺ ら ぼ う の 兄 弟 分 が ふ

え て い し そ の 陰 て 二 敢 低 の 条 件 も 満 た さ れ な

い パ ラ ン ク に 伎 ん で い る 者 が， ど れ ほ ど い る こ

口本会の展示窓紹介

とか。 日 本 の. い や 世 界 の 建 築 は カ タ ワ に な っ

て い る 。 健 全 な 精 神 を 忘 れ て し ま っ ている 。 こ

の 本 を 読 ん で， 私 が 知 ら さ れ た こ と は ， 今 や 主E

ｾが Ｎ 資本家や企業の象徴にな っ ていることで

あ る 。 こ こ に . 先 の 日 本 建 築 と の 共 通 点 が あ る。

日 本 建 築， 私 は ， その 簡素で洛ち司すいた起が好

き だ 。 し か し ， そ の 越 は . そ の 頃 の 人 々 の;怒 ら

し と は 会 〈 無 縁 な の だ。 た と え ば ， 徒隊 宮 も 伊

勢 事1
1
笛 も 。 彼 ら に と っ て 必 婆 だ っ た の は . 自 分

遥 の 生 活 の あ る 家 な の だ。 日 本 が 誇 る 古 代 建 築

は， 日 本 の 封 建 制 度 の 矛 盾 を 表 わ し て い る 。 そ

の 美 し さ は 誇 り 得 る も の で あ っ て も ， 内 側 に 秘

め ら れ た 「 心
J

は. 必 ず し も 胸 を 似 れ る も の で

は な い だ ろ う 。 桜 離 宮 も ま た ， 俄 カ の 中 の 建 築

といわね{ まならない。

日 本 の 現 代 の 建 築 は ， 資 本 主 義 体 制 の 矛 盾 を 表

わ し て い る 。 そ し て ， そ の 「心 」 も ま た 誇 れ る

ものではない。現代の建築と日本主主築 . こ の ふ

た つ に 通 じ て い る ポ イ ン ト と は r心 」 で あ る 。

ど れ ほ ど の 建 築 物 を ， どれほどの大きさでｾＺｾ

きて二 どれほどの費用をかけて. Q i ろうと. そこ

に 「 心 」 が な け れ ば な ん に も な ら な い の だ。 姿

は 国 民 の た め の 建 築 な の で あ る 。

建 築 は 国 民 の も の ， とし、う 雷雲定がこの本にでて

くる 。 そ う ， 建 築 は 国 民 の も の で な け れ ば な ら

ない。 国 民 は 今， 何 を 欲 し が っ て い る か。 学 校

や 公 会 堂 な ど， 国 民 遥 の 生 活 が 直 接 あ る と こ ろ

に こ そ . 偉 大 な 建 築 は 建 て ら れ る べ き で あ る 。

そして . 建 築 家 逮 は 知 恵 を し ぼ る べ き で あ る 。

函 ー イじされた近代建築を ， 人 身 が 欲 し が っ てい

る だ ろ う か。 社 会 に 湖 い を 与 え ， 健 全 な 生 活 が

収 容 で き . そ れ が ， 何 よ り も 国 民 の も の で あ る ，

ということが建築の理怨であり. J ' i の姿な の で

は な い fごろうか。

私 は 今 . 建 築 と い う も の が わ か ら な くな り か け

ている 。 ほんのちょっぴりであるけれど ， 事 ｈｾ

の 建 築 の 世 界 に 触 れ て み て 、飛 び 込 む の が こ わ

く な っ た の か も し れ な い。 私 の 夢 は . 今 あ の 世

界 に は な い。 本 当 の 建 築 の 姿 が . 見 失 わ れ て い

る よ う な 気 が す る 。 人 聞 が 人 IHl で あ る こ と さ え

忘 れ て い る 世の 中 で . こ ん な こ と は ロ マ ンチ ッ

クな拶Cか も し れ な い。 だけど. 不' 1 . はいつまでも

その ｲｾ Ｎ｣ ｊ に向かつて歩いていきたい

主 ｢｜ ｾのｮＺの姿を追っかけて 。

今 回 は 「 街 を 紋 に 」 を テ ー ? に 2 月より 3 月 末 こ の テ ー マ は シ リ ー ズ と し て 今 後 大 阪 市 の ご 協

日 ま で 下 記 の よ う に . 市 民 の 森 ・大 阪 城 公 園 ， カ を 得 て 緑 化 表 彰 を う け ら れ た 建 築 を 中 心 に 展

屋上庭園 ・ 新大ピル Ｎ 緑のひろば ・ ｼ提 ｪＧｾ 病院を 示 し て ゆ 〈 予 定 で す。 ( 展 示 場 所 ・京 阪 淀 屋 僑

展 示 い た し て お り ま す。 と北浜r : 刊 の 地 下 通 路 の シ ョ ー ケ ース)
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人間尊重時代の

インテリアづくりに…

新光クロスのユニシリーズ

ハ ウ ジ ン グ の先 端 を ゆ く 感 覚 と 技 術 で 業 界 を リー ド す る

新 光 ク ロス。 そ の 高 級 壁 装 材 一 総 合 見 本帖 ユ ニ シリーズ。

'72年 '73年 の た め の 新 作 を 取 り そ ろ え て い よ い よ 登 場 /

激 動 す る '70年 代 を 生 き ぬ く た め の 仕 事 の 場 、 憩 い の 場 を

ず ば り 、 イ ン テ リ ア す る 業 務 用 か ら 家 庭 用 ま で 、 あ ら ゆ

る フ ィ ー リ ン グ と 目 的 に か な っ た 素 材 と 色 柄 を 豊 富 に コ

レ ク 卜 し て い ま す。

4. 
ｅｾＺｬｬｬｲｭ 酒・『

新光クロス

株 式 会 社

本 社/ <!!7>550 大 阪 市 西 区 北 掘 江 御 地 通 り 3- 18 ｾＰＶ Ｈ ＵＳＸ Ｉ ＷＳＲＱ 大代 表

支 J吉/ <!!7> 103 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 人 形町 3- 4 ｾＰＳ Ｈ ＶＶＱ Ｉ ＰＲＷＱ Ｍ Ｕ＠

出 張 所/ ⑮ 730 広 島 市 外 安芸 町 下 温 品 2 5  4  ｾＰＸＲＲ Ｈ ＸＹ Ｉ＠ 1248- 50 

( "  



建 築 と 社
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ニュース原稿をお送 1) ください.

泉北パイロットハウス

きさにおE設省. 通産省などにより実施されたパイ

ロットハウス技術考案競技の入選候補として決定

された 16社 17件 の 試 行 建 設 が， 11乍年から商品平

地 区 ( 束京都板橋区) ， 泉 北 地 区 ( 大 阪 府 堺 市 泉

北 ニ ュ ー タ ウ ン C 住区) ，稲毛地区( 千築市稲毛

海 浜 ニ ュ ー タ ウ ン ) に 相 次 い で 稽 工 さ れ た 。

これらパイロ y トハウスの特徴として . 設 計 だ

けでなく笑| 療に建設の状況，製作システム ，建

物 の 性 能 な ど の 審 査 を 行 な い ，提 案 通 り の 建 築

であるかどうかの確認の後 ， 入選が決定される。

このうち泉北地区においては， 8建 設 業 者 が 設

計 施 工 し た 住 宅21戸 が 建 設 さ れ， 3 月 1 日- 14

日 ま で一 般 に 公 開展示され， 3 月 上 旬 に 入 選 発

表がおこなわれる。

K K 竹 中 工 務 府

ナ ン ヨ ナ ル 住 宅 建 材 K K

K K 大 林 組

クボタノ、ウス K K

/ '  

ミサワホーム K K

氷 大 産 業 K K

完成見取図
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i . I l 摂と社会/ 1972' 1'3 J  I ザ

瀬 戸 内 海 の 汚 染 に メ ス

一 一瀬戸内シンポジウム

瀬 戸 内 海 の 開 発 と 公 害 を テ ー マ に ， 科 学 者 と 住

民 と が 協 力 し て ， 汚 染 し つ つ あ る 瀬 戸 内 海 の 実

態 を あ き ら か に し ， 瀬 戸 内海 を よ み が え ら せ る

た め の 科 学 y ン ポ ジ ウ ム が， 去 る 1 月 15日と 16

日の 2 日11¥1にわたって，日 本 科 学 者 会 議 主111; で，

住 民 も 含 め て ， 香 川大学で開催された。

自'1 1 日には，科学者会言葉岡 山 支 部の 河 野 辺 博 氏

から ， 基 調 報 告 が あ っ た あ と ， 各 代 表 が， 海 洋

学 的 特 質， 浪 排 水 の 影 響 区 域， 海 水 の 富 栄 後 化

とl}jミ1朝! などについて報告された。

第 2 日目は，「; 板戸内の開発と新全線」について，

社 会 科 学 の 立 場 か ら 数 テ ー ? が 報 告 さ れ， 午 後

か ら は 「 公 答 防 止 と 住 民 運 動 」 を テ ー マ に パ ネ

ル討論が行なわれた。 1j 1 - 万原発反対共斗委只会

( 愛緩) . 公害をなくす呉市民の会( 広仏) 司 御 坊

川を 美しくする会( 呑 J II ) ， 阿 南 市 を よ く す る 会

( 徳山) などの地元代表らも含めて . 活 発 な 討 論

がなされた。

最 後 に 「 瀬 戸 内 の 環 境 を 守 る 述 絡 会 」 の 実 現 を

めざすアピーノレと r瀬 戸 内 を 守 り ， 住 民 の た め

の; n: の 開 発 を め ざ し て た た か お う 」のアピーノレ

が出j場の拍手で採択された。

街 の 小 さ な 博 物 館 運 動

建 築 現 場 の 土 を 博 物 館 へ プ レ ゼ ン ト

このほど， ｋｋ 竹中工務底では ， 現司主主ｉＡｾ中の

大阪国際ピノレディング( 東区本町 2 丁 目 ) の 地

下 10- 15メ ー ト ル か ら 掘 り 出 さ れ た 。 ほ ぽ 1 万

年 前 の 土 砂 約 1 立 方 米 を ， 大 阪 市 立 自 然 科 学 博

館 へ， プ レ ゼ ン ト し ま し た 。 こ れ は ， 昨 年 12月

20 日，同ピノレ現場から出土した貝化石39f1]]約200

イ聞を ，地 元 の 中 大 江 小 学 校 へ プ レ セ・ン卜したの

におい ， rmの小 さな博物館運動」の一環として

行なわれたもの。

同 博 物 館 で は ， こ の 土 砂 か ら 貝 化 石 を 探 集 し ，

長 居 公 園 の 自 然 植 物 園 内 に 建 築 中 の 「 自 然 史 博

物 館 」 に 展 示 す る ， とのこと。

こ の 「 街 の 小 さ な 博 物 館 運 動 」 と い う の は ， こ

れまで工亦の都合などで無造作に拾てられたり，

f t m品 で は な い と い う こ と で 見 向 き も き れ な か

った貝 化 石 や 魚 の 骨， ポ ー リ ン グ 別 査 の 際 の 地

層 のサンプノレ， 地 下 の 土 砂 な ど を 収 集 し . ，h'!極

的に H肘丘の小 ・中 学 校 へ 教 材 と し て 利 用 してい

た だ く よ う プ レ ゼ ン ト し て い し と い う も の。

プレゼントされた貝の化石

ｾ 恥 ･Ｚ ｼ
之 ef: :s l

⑨ 43 4 F 9 E  
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S ERI ES  

私 た ち は こ れ ま で い く ど とな く、インテリ ア と は ーイ本どういう内容をも

つものなのか、 そ れ は 現 在 、 ま た 近 い未 来 に は わ れ わ れ の 生 活 に た い し

て ど ん な 役割lゃ なl床 を お び て い る の か 、 と い うよう な こ と を 捉 え よ う と

してきまし fこ。

今 回 は イ ン テ リア の 専 問 以 外 で 多 少 か か わ り あ い の あ る 美 術 関 係 ・文 化

人 の 方 々 の 解 答 を 得 ま し た 。多少 設 問 が tlll 象 的 に な っ ている こと を、こ・

j ) 1え寸てきい。

田 イ ンテリ ア と は な に か 、 ど う お も わ れ ま す か 。

回 イ ンテ リ ア デ ザ イ ン とは 。

回 現 在 ( 1972年| 月) から 30年 後 、 未 来 ( 2∞2年 ) の 生 活 ( 衣 生 活 ・ 食 生 活

- 住生活は )

回 ( 2002年 ) の 交通 機 関 の イ ンテ リ ア 。

回 そ の 他 ( 却 02年 ) に は ど の 点 が 変 化 している と恩 わ れ ま す か 。 あ な た

の 専 問 と さ れ て い る 職 域 で の 変化 が 可 能 だ と お も わ れ る こ と を あ げ て

下 さ い 。 ま た 、 あ な た の 職 域 でま っ た く 変 化 が お こ ら な い と お も わ れ

る点、をお書き下さに、 。

固 こ れ ま で に あ な た が 、 す ぐ れ た イ ン テ リ ア だ と 思 わ れ た も の を 記 入 し

て 下 さ い 。

. A  デ ザ イ ナ ー( 一般 ) ・女 ・25オ 。

回国人聞の生活 ｾｉ ｈＱ に対 する解明とアプローチその表現から 人 ｉｂｉ 自体を

追 求 す る 4.j_，; .

ピラミ y ド 的 な 物 的 差 に よ り 発 展 す る 。 つ ま り 大衆 の、 貧 富差 に よ り

現 状の物 と、 高 度 化 さ れ た 物 と の 同 居 ー- 。

よ り パ ソ ケ ー ジ イiニされる のではないかと思ヲ。

国政治) f ; 主体の変化があるかも知れない。 専 門 分 野 の 高 度 発 展 ( 工 業 的 な

づ〉聖子 )

なし 。

. s  デ ザ イ ナ ー( グ ラ フ イ ン ク ) ・男 ・27オ占 。

国 室 内 装 飾

図 室 内 を デ ザ イ ン す る 。

固 衣 生 活 ー ー 今以上に簡単服と 級生 ｦｾ 服 とにはっき り分かれる

食生活ー ー ・ 多 純 多 機 の 食 物 が い リまじる

f:E生活・・" ・・ ・家 具 な ど が な く な リ 、 人 間 "1"心 に な る

人 間 に と って 、 放 も 乗 り や す い 型 に な り 、 も っ と 単 純化 される 。 ある

い は 、 古 典 的 な 装 酎li が残る 。

国 今 ま で の 人 間 と 住 ま い と の 関係 が 、 ど っ ち か と い う と 住 ま い の 方 が 強

い よ う に 思えますが、 2002年 に は 、 そ の 関 係 が ま る っ き り 逆 に な る と

，思う 。 もちろん人間中心、であり、そのイ1 M人イ間人 に よ っ て も だ い ぶ か た

ちも災ーなると思う。そこで当然 、 精子 ・i' )L ・テーブノレ等 q も 変 化 し て

くると}i ! : ，う 。

今 の と こ ろ 見 あ た り ま せ ん 。
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. C  カメラ 7 ン・男・ 26オー。

回向午らない。

図 解 リ ま せ ん。

衣 生 活 は 余 り 変 ら な い 。

食 生 活 は 少 し 変 る 。

住生活は活動場而に ，［ＺＧｾＩＯｩＡ， した各 ｦｦ ｩｩ に発展分裂する 。

図 上 記 の{主生活の一 部 の 中 の 大 き い ウ ェ イ ト を 占 め る 。即 ち 生 活 (ii舌

動 ) の一 部 と し て 考 え る 必 嬰 が あ る 。

固 変 化 と 発 展 進 歩 の 差 が 拡 大 さ れ る 。

発展i f I j 歩は iljll 約 さ れ る 。

変 化 は 進 歩 と il i I I 約を包括して考えるべき 。

現 象 学 的 な 職 域 再 編 成 と な る 。

以 上 、 全 〈 変 化 が 起 ら な い 一 戦 域 で は あ り 得 ず 、 あ っ た と し た ら 人 間、

芸 術 と い っ た 進 歩 し な い も の 、 そ のもののコトと思います。

固 航ZE力 学 的 に は 必 要 と し な い ジ エ y ト 旅 客 機 の 客室 . '!f!. 。

. 0  ノレポライター ・女 ・29オ 。

固 ま る っ き り わ か り ま せ ん。 インテリアとは何か、と問い返したし、 。

図 憶 ilill で あ る が 、 多 分 、 我 々 を 取 り 閉 ん で い る 生 活 空 間 を ゴ チ ャ ゴ チ ャ

と い じ く り ま わ す こ と 。 我 々 の 住 み 心 地 ( 暮 ら し 心 地 ? ) を 慈 く し て

い る 元 凶 で あ る の で は な い か一一一。

固 30年 で は 、 ど れ も 大 し た 変化 はな いと 思 う 。 お の お の 、 小 さ な 変 化 は

考 え ら れ る 。 た と え ば 食 生 活 に お い て は 、 l込 村 工 場 の よ う な も の が 現

在 の 養 鶏 が も っ と 極 端 化 し た よ う な か た ち で 牛 や 豚 を 育 て る な ど。

囚 乗 り 物 は 、 乗 り 物 に 乗 る と い う 楽 し み を 奪 う 方 向 に 進 む だ ろ う 。 新 幹

線 以 上 に 、 も っ と も っ と イ ヤ ー な 乗 り物になるだろう 。

国 学 ば ね ば な ら ぬ こ と は 気 も 速 く な る ほ ど 地 加 し 、 働 く il 寺聞は短かくな

る 。 学 校 へ 行 っ て い る 子 供 は 明 か ら 夕 刻 、 退 く ま で 、 労 働 し て い る 貌

父 は 半 日 で 終 ま い と い う こ と に な る か も し れ な い。 そ し て 、 余 っ た 時

聞 を ど の よ う に す ご す か が 大 き な 問 題 と な る 。 多 分 、 図 芸 ・木 工 な ど

が 盛 ん に な る 。 絞 燥 蝉 よ り 、 食 総 不 足 よ り 、 人 々 が 退 屈 し さ る こ と の

方 が 社 会 的 大 問 題 と な る か も し れ な い。 あ る い は 、 能 力 主 義 に か た よ

り 、 能 力 に よ る 階 級 分 化 が 進 み 、 頭 脳 労 働 者 と 肉 体 労 働 者 の 差別 が 助

長 さ れ る か も し れ な い。 自 給 は 多 分 な く な ら な い 。 だ か ら 編 集 者 も 存

在するだろう。

固 日 本 各 地 の 田 舎 に よ く あ る 階 段 を 兼 ね た タ ン ス 。

. E  カ メ ラ マ ン ・男 ・35 オ 。

解 せ な い。

図解らん。

固 と て も 解 り ま せ ん。 あ ま り 変 ら な い よ う な 気 が し ま す。

不 安 ( 装 飾 が ) 機 能 を 追 求 す る で し ょ う 。

固 変 化 す る と 忠 、 わ れ る も の 、 皆 、 少 し ず つ 変 化 す る で し ょ う 。

変 化 し な い と 忽 わ れ る も の 、 本 質 は 何 も 変 ら な い で し ょ う 。

固 旧 約 の 天地 創 造 の il 寺 代 だ と 思 い ま す。

. F  フ ァ ッ シ ョ ン デ ザ イ ナ ー ・女 . 24オ 。

一 般的には 室 内装飾の意味 。 社会生活を営なむ人間の ｦ 主主 ｾ ｉ ｉ を何らか

の庁3で、! i l 与えまたかたち {乍ること 。

入院JJ 生 活 に お い て 、 屋 外 、 屋 内 ま た は 精 神 的 環 境 を U P さ せ 、 適 切 な

場 所 を 形 作 る こ と は 、 今 後 よ り 重 要 な ポ イ ン ト に な る 。 ( 必 要性)

図 上 記 の も の を デ ザ イ ン す る こ と 。

人 間 工 学 、 社 会 の Wi 勢、 ( 国 際 的 動 向 ) 国 際 的 セ ン ス 、 そ し て す 寸 近

建築と白金/ 1972!1'3i1 1; 

「
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くのＡｾ筑など、すべてをかみあわせられる能力を必要とし、過剰でも

ダメ、過少でもダメで、 一 番 良 い デ ザ イ ン に 仕 上 げ る こ と 。 ( パ ー フ

ェ ク ト の 必 要 性) フア y シ ョ ン ア ー ト を み る 目 と 、 科 学 者 な み の 頭 を

必 要 と す る 。

回 全 域 に わ た っ て 、 そ の 国 独 自 の オ リ ジ ナ ル の よ さ は 残 す べ き で あ る 。

衣 食 住 に は 、 す べ て 同 じ セ ン ス を 生 か す べ き で あ り 、 精 神 的 、 優 雅 さ

合 理 性 、 と き に よ り ぜ い た く 性 が 、 大 き な 作 用 を す る 。 地 上 に お い て

は 、 自 然 を 人 工 が 向 次 元 で マ ッ チ す る 。 宇 宙 ・海 底 へ の 進 出 、 そ れ に

応 じ た 衣 食 住 、 そ れ ら の 地 上 生 活 へ の え い き ょ う あ り 。

よ り 優 雅 に 、 よ り 便 利 に 、 よ り 合 理 的 に 、 よ り セ ンス u P .  

経 営 、 そ の 他 技 術 部 門 で の 大 き な 変 化 。

オ ー ソ ド ッ ク ス 、 ア バ ン ギ ャ ル ド ( そ の 次 元 で は す で に 生 活 に と け こ

ん で い る だ ろ う ) 、 な ど 区 分 は あ る か も し れ な い が 、 t肖 従 品 と 、 伝 統

品 の 差 は 大 き く あ く か も し れ な い 。 お そ ら く 全 域 に わ た っ て 、 多 少 の

変 化 は 必 ず あ る だ ろ イ が 、 も し 変 化 が 起 こ ら な い と す れ ば 、 一 流 の 良

い 品 は 必 ず 減 る が 三 流 以 下 の も の は な く な る だ ろ う 。

衣 食 住 は 必 ず つ な が っ て い る も の だ か ら 、 そ れ ら の お の お の 彬 物 を う

け 、 あ る い は 彬 轡 を お よ ぽ し 、 現 在 の 職 業 意 識 や 、 y テ ュ エ イ シ ョ ン

だ け で は 決 し て や り こ な せ な い だ ろ う 。

茶 室 一 一 今 の 日 本 で 、 舶 来 セ ン ス を と り い れ た イ ン テ リ ア は 、 ど こ か

消 化 し き れ な い 感 じ が あ リ 、 ど れ と い って、お答え出来ません。

. G  デザイナー( アド) ・男 ・24オ。

たてものの内宮11.グ

釜 そ の も の だ け で な く 家 具 そ の 他可 動 な も の と 、 取 り つ け ら れ た 設 備

図 室 と た て も の 全 体 と の バ ラ ン ス 、 使 用 者 の 心 理 に ポ イ ン ト を お き 、 経

済 的 、 か つ 合 礎 的 、 そ し て 新 し い 感 覚 で室を設計するニと。

固 ま ず 第 1 に 人 口 問 題 を あ げ ね ば な ら な い 。

・ こ の ま ま で は 、 世 界 人 口 は 、 現 在 の 2 倍 ぐ ら い に な り 、 そ の80% は

低 1; 日発 地 域 で し め る だ ろ う 。 そ こ で 低 開 発 地 域 に お け る よ り 効 栄 的

な方法で、食事i止の増産。

現 在 使 用 さ れ て い る 耕 地 で は 、 よ り せ ま い 而 械 で 食 秘 を 生 産 で き る 新

方式が開発される。 一 般 の 食 用 農 作 物 の タ ン パ ク 質 含 有 設 が ふ や せ る

よ う に な る 。 子 供 や 妊 産 婦 用 に 、 日 夕 ン パ ク 質 食 品 の 開 発。

人 工 中 絶 が 法 的 に 認 め ら れ る 。 男 性 の 不 妊 手 術 が 普 及。 セ y ク スは、

生 殖 と 快 楽 と 2 つ に 分 か れ る 。 試 験 管 ベ ビ ー 誕 生。

ま す ま す 深 夜 族 が ふ え る 。 241時I-:l J が 、 ラ イ フ ・ タ イ ム と な る 。 人労l の

日 の 出 、 日 没 と と も に 生 活 す る 伝 統 は く ず れ る 。

|睡 眠 が 以 室 で の 第 2 、 第 3 の目的となる。 6 1時 間 睡 眠 が燃準になる。

い や 4 11寺I-I¥J で 、 あ ら ゆ る 休 養 と 健 康 回 復 が 可 能 な 薬 が生 ま れ 略 IIK時! 日l

は、ますます短かくなる 。 五 ｾｅ 主の天井、袋、カーテン ･ ｴ ｣ は、附 ｉｉｬｾ を助

け る た め の 配 慮 よ り 、 人 を 起 こ し て お く た め の デ ザ イ ン と な る 。

ますます昨日市化が. i . f f i むが、都市での生活 11寺1mは 、 い ま の 3 分 の 1 か 2

分 の 1 に な る だ ろ う 。 巡 4 日制|

レジャー H寺間利用は、 H寺 と 場 所 と 純 類 が 多 様 化 す る 。

多 く の 消 費 材 を 、 所 イTせず利用する度合が」、える 。

エレ 7 トロニクス印刷l網が、ごく数社世界的規似て' 成立。

.iill fol術生、 7 イ 7 ロ ウ ェ ー プ 、 レ ー ザi凶倍、海底電線i u J f. l 、同軸ケープ

ル な ど に よ っ て 巨 大 な 通 い シ ス テ ム が つ く リ あ げ ら れ 、 情 報11止供サー

ビ ス 業 が こ の 世 代 を 1'f ! ' ! っているだろう 。

女性はパンタロン、! } } 性はチュニ γ 7 。

l 人 の デ ザ イ ナ ー が 、 ナ ベ や フ ラ イ パ ン 、 パ ン テ イ ス ト ッ キ ン グ 、 フ

ｩｬｬ Ａｬｩと社会 Ｏ ＱＹＷＲ 年 Ｓ ｊＱｾ［

ア ン デ ー y ョン、家具まで広範| 羽にデザインするだろう 。 そ の 反 I師、

細分化がすすみ、 l つ の 家 財 デ ザ イ ン 、 ど し て も 、 何 人 L の 人 II¥J

が 、 各 パ ー ト で 動 く よ う に な る 。

7 リ エ イ テ ィ プ な 科 学 者 、 建 築 家 、 技 術 者 、 社 会 や すi- と 、 デ ザ イ ナ ー

は 共 同 作 業 で あ ら ゆ る も の を 削 る よ う に な る 。

Ｍ そして Ｕ Ｐ オ Ｍ ｦｾ に入った手是々は、こういっているだろヲ 。

「 今 の 若 い 者 の 怖 は 、 ミ 〈 的 、 ら な い 。 J

. H  油絵昌IJ 作・! JJ ・25オ二

行 為 ( 目的 ) と H寺川とによ っ て 生 じ る 空 間。

空 間 を 純 自 然 で な く す る 行 為 。

衣生活はもっとN 1 ! ，，# 化され、または復雑化へi ( 主み、 1，1司才? の妥はさらに

広 く な る 。

食 生 活 は 自 然 食 品 が減少する。

住 生 活 は プ ラ イ ベ ー ト ル ー ム が な 4 なり、 主主 ( あ ら ゆ る も の が 完 備 さ

れ た 空 間 ) を 多 数 の 人 IIIJ が 共 同 生 活 す る 。

固 情 報 網 の 発 途 で そ の rJ a に肘合せなくとも、映像 . ｾ｛ｴｾ 庄で立志がＮｩｩｬｬじる

ようになり、 一 定 し た 地 域 か ら 移 動 し な く な り 、 交 通 機 関 は 絶 え る 。

作 品 を 作 る 行 為 に 多 数 の 人 IHJ が集まり、 1 個の作』日z を創りだすでしょ

う。( たとえば、赤色を主主る者、背色を塗る手号、人物だけをかくもの

パ y ク だ け 、 と い う よ う に な る 。 一 一 一 現 在 の 映 画 周 波 回 〔 ア ニ メ ー シ

ョ ン 〕 が そ れ で あ る よ う に . )  

職 業 的 が 汗i え 、 職 人 が い な く な る 。

北 斎 の 荒 海 か ら み た 自 主。

美 術ガ イ ド

・大阪市 立美術館

第 3 回 日 岐 31 日まで

・大阪滅内大阪市立博物館

特別陳列 i良華人物誌一

歌舞伎と文楽 12 日まで

・大阪画廊

大阪府大おいだし展 5 日まで

・現代画廊

伊藤典一個展 5 日まで

- ナニワ 函廓

大阪工大写其研究部卒業展

5 日まで

・ギャラリー・カワ チ

グループ晴税"1民 5 口まで

河原、個展 5  EI まで

・大阪高島屋美術商廓

1世間会 ilh絵展 4 日まで

京高11伝統陶芸家協会展

4 日ま で ( nBl!i n休館)

- 京都市美術館

ゴヤ展 15日まで

御原、紫峰起i f ' 乍展 5 日まで

1972京高11 ビエンナーレ 7  R まで

・ギャラ リー 16

山本圭吾例展 5 日まで

・京都国立博物館

鞍馬寺の彫刻l

5 月 7 日まで (月 B/ t t 日休館)

- 大和: 文章館

中固め陶磁展- > 1 ミ・元 ・明 . h' i -

3 月26 日まで( I - J HIHI 休自立)

・愛知県美術館

中部独立美術展

第 3 回 M S' 70彫盟展

名古屋造形短大m4 図作品展

以上 3 展 5  R まで

・国立近代美術館

戦後日本美術の展開

一具象表現 の変ｾ 3 月12日まで

・サ ン トリー美術館

特別同i列' f L 文夫人 3 )1 19 日まで

- 瀬戸市市民会館

瀬 戸市公民館作品 )J 是 3) 111 日まで

・朝 日文化ホー J レ

第14国主. Il 築展

「建築家， 72
J

とこども絵ill!il長

3 月 6 日まで

- 大阪府商工会館

第10図工業デザイン必座

3 月J: もj

- 大阪府立貿易館

輸 ｲｬ｜ｾＧｊｪｾ 織ｉｔＮ ｉ ｉ￭Ｇ閃裟コンＧＯＭＯレ。

海外仏l カタログコンクール。

3 月中 1，)

海外カタロ グ似l I ! 反示会

3 月下旬

15 



住 友 商 事 ピ J レ

大 阪 銀 行 本I苫

. カ ー テ ン ウ オー ル の主 な 納 入 実 績

イ ケ マ ン ビ ル ( 昭 和38年 )

大 阪 証 券 会 館 ( 昭 和4 0年 )

京 都 産 業 会 館 ( 昭 和4 0年 )

大 松 ビ ル ( 昭 和41 年 )

麻 布 ビ ル ( 昭 和42年 )

大 阪 駅 前 市 街 地 ビ ル ( 昭和 4 5年 )

住 友 商 事 ビ ル ( 昭 和4 5年 )

竹 平 加 入 電 報 電 話 局 ( 昭和 4 5年 )

大 阪 銀 行 本 j吉 ( 昭 和4 5年 )

尼 崎 信 用 金 庫 ( 昭 和46年 )

※ 住友商事ビル、大阪銀行本庖のアチー ブメン卜を本社

技術部までご請求ください 。

- ' 3 " " - " : : 7 . コサ割当犠ま皇祉

本 社 堺 市 松 屋 町 1 6  

干 5 9 0 T E L  ( 0722)  3 8 - 1  1  4  1  ( 大 代 表 )

東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 1 - 11 - 2  ( 三 泉 ピ ル )

干 101 T E L  ( 0 3 )  861 - 9 4  2  1  ( 大 代 表 )

大 阪 市 東 区 南 本 町 5 - 14 ( 南 本 町 ビ ル )

〒 541 T E L  ( 06)  2 5 2- 1  8 8  1  ( 大 代 表 )

東 京 支 社

大 阪 支 社

成

果

多

き

力

l

一

ア

ン

ウ

オ

ー

ル

。

年

16 



レ ポ ー ト

Op e r a t i o n  B R E A K T H R O U G Hを 見 る

一 一 ア メ リ カ 住 宅 産 業 調 査 団 に 参 加 し て 一 一 山 本 康 雄 大 林 組 都 市 開 発 部 長

S  1  . はじめに

昨 秋 . 内 回 元 享 氏 の 主 催 す る 住 宅 産 業 懇 話 会 の 官 民 合 同 ア .1 1) カ 住 宅

産 業 訓 在 団 に 参 加 し て . 米 聯 邦 政 府 の 住 宅 突 破 作 戦 一 一Operat i on B R .  

E AKTHROUGH- を 中 心 に 、 ア メ リ カ の 住 宅 政 策 及 び 住 宅 産 業 の 実 情 を

視 察 す る 機 会 を 待 た 。 殊 に 通 産 省 ・建 設 省 両 省 の 住 宅 関 係 官 の 参1JUを 得

て 、 官 民 合 同 郡l査 団 と い う こ と で . 米 聯 邦 政 府 の 都 市 住 宅 省 ( 略 し て H

U  D ) の 教 育 訓 練 部 長 の コ ー エ ン 氏 が ， サ ン フ ラ ン シ ス コ 到71'1'1か ら . 一

行 の 袋 内 に 立 っ て 同 行 し て い た だ き 、 い ろ い ろ 問 題 も あ り . 途 中 行 動 変

更 な ど も あ っ た が . 三 週 間 と い う l浪 ら れ た 短 期 間 の 中 で . 民 1111だ け で は

と て も 祝 祭 で き な か っ た 視 察 や 会 見 が で き て . 有 意 義 で あ っ た と 感 知 し

て い る 。 民 Ii刊 の 参 加 は . 商 社 、 不 動 産 ・建 設. プ レ ハ プ メ ー カ ー . 建 材

メ ー カ ー な ど 住 宅 に l品l述 あ る 各 方 面 か ら 参 加 さ れ . 40名 を 越 え る 団 体 で

そ れ ぞ れ の 専 門 家 が 専 門 的 に 分 担 視 察 さ れ た の で ， そ の 成 栄 は 非 常 に 大

き か っ た と 思 わ れ る 。 近 〈 住 宅 産 業 慾 話 会 か ら 視 察 団 の 正 式 報 告 。Fが 出

さ れ る の で . ｾ 草門的にはそ の方にゆづり Ｎ こ、ではその索引的な怠 ｬ 床で，

視 察 の 概 姿 と 、視 察 の 主 目 的 で あ っ た 米 政 府 の H U Dの ブ レ ー ク ス ル ー

の 概 説 と 評価 ， そ し て 最 後 に 小 生 の l品j心 あ る 都 市 問 題 の 立 場 か ら の 松 凡

を 述 べ て . ご 参 考 に 供 し た い と 思 う 。

S  2 . 視 察 の 概 要

10月 18 日 サ ン フ ラ ン シ ス コ ( カ リ フ ォ ル ニ ア )

l  フ ォ ス タ ー シ テ ィ 訪 問

サ ン フ ラ ン シ ス コ 湾 に 臨 む リl、ぬを . 地 主 の フ ォ ス タ ー 親 子 が 住 宅 有11

， Ｑ ，として ｲｭｾＮ 市になってまだ 一年 足らずという，人口 Ｒ 万 Ｕ 下の

政 新の小 市 で . 西宮11に お け る 住 宅 都 市 建 設 の モ デ ル 的 な 存 在 で あ る .

，1， 長 の 挨 拶 に 続 き ， 市 の 概 要 説 明 を 受 け . 建 設 中 の 住 宅 地 な ど を 秘

祭 。

2. K & B社 の タ ウ ン ハ ウ ス 2 ヶ所を見学・

3. L .  B . ネノレソン社のアノマートメント見学

4.  : ，. - ンガ一社のタウンハウス及び一戸建分泌凡学

5. ミ ッ シ ョ ン ・ベイのモービルホーム団地見，" [ ・

6  ユ ニ オ ン シ テ ィ の 再 開 発 地 域 見 学

10月19 日 シ アト J レ ( ワ y ントン )

1. H U D シ ア ト ル 支 所 訪 問

プ レ ー ク ス ル ー サ イ ト の キ ン グ カ ウ ン テ ィ と タ ウ ン サ イ ト の 2 ヶ 所

の概喜E説 明 を 受 け た が . サイト の 方 は 活 工 し た ば か り で ，見る べき

も の が な い と い う こ と で止 め た 。 タ ウ ン サ イ ト の タ ウ ン ラ ン ド の 再

ＱＩ ｦＮ ｊｾ のアイデアがすぐれているがＮこれも未着手。

2. セントレギスヰ上の木質系モデュラーハウス生産工場とそのモデノレ

ハ ウ ス f，l.'下

10月21 日 カ ラ マ ズ ー ( ミン ガン )

1. ｈｕｄ カラマズーサイト ｦ ，，Ｍ ｱｾ

H U D オヰイ ノレ氏の案 内 で . 下 記 の 社 の 建 設 中 の サ イ ト を 見 学 . 説

明を受〈。

・ レピ y ト ・ピJ レディグ ・システムキ土

・ハ ー キ ュ リ 一 社 の 子 会 社 ハ ー コ ー ム 社

. : ，. - ョノレツ . ホ ー ム ズ 社

・ F C E ジ ロ ン 社

・ レパブリ ック ・ス チ ー ル 社

.7テ リ ア ノレ ・シ ス テ ム 社

2  ガ ー デ ン ・インダストリー社のモービノレホ ー ム 生 産 工場 見 学

10月22 日 ボ ス ト ン ( マ サ チ ュ セ ッ ツ )

1  サ ンベノレ ・コ ン ク リ ー ト 社 の コ ン ク リ ー ト パ ネ ノ レ 生 産 工 場 見 学

2 .  フ ァ ウ ン テ ン へ y ド の サ ン ベ J レR C パネノレによる中 Ji'J アパート主主

設 現 場 見 学

10月24- 25 日 ニ ュ ー ヨ ー ク

1 高層アノマー ト，リ ン カ ン プ ラ ザ 見 学

2  コ ー プ シ テ ィ 見 学

3  世 界 貿 易 セ ン タ ー ピ ル 見 学 ( 中 へ 入 れ ず )

4.  プノレ y ク リ ン 地 域 の 住 宅 街 見 学

5  シ エ リ ー シ ス テ ム 社 の メ ノ レ ツ 氏 よ り 同 社 の R C ポ ッ ク ス 構 法 に よ

る ア パ ー ト の 説 明 を 受 け . 29 日 に 見 学 予 定 の サ ン ホ ア ン の 建 設 現 場

の予備知識を受・〈。

10月26 日 フ イ ラ デ ル フ ィ ア ( ペンシルパニア)

G E 社訪問。 G E 杜 の 民 間1及 び 軍 用 の ユ ニ ッ ト ハ ウ ス の モ デ ル 及 び

住 宅 研 究 所 見 学

10月27 日 ア ト ラ ン タ ( ジョージア)

1. H U Dメ ー コ ン サ イ ト 凡 学

H U D の ト ラ ビ ス 氏 よ り サ イ ト の 概 要 説 明 を 受 け . 現 場 見 学 を し た

が ，ま だ ハ ー キ ュ リ 一 社一 社 だ け が 建 設 中 で あ っ た。 サ イ ト は 自 然

の地 形 や立 木 を 生 か す こ と に 苦心 していた。

2.  : ，. - ステム ，ス ト ラ ク チ ャ 一 社 の モ デ ユ ラ ー ハ ウ ス 工 場 見 学

10月28 日 オ ラ ン ド ( フ ロ リ ダ)

10月 1 日 に オ ー プ ン し た ば か り の デ ズ ニ ー ワ ー ル ド を 見 学 . 期 待 し

て 行 っ た が ，ｾ胡を閤んでホテルやプレイランドなどを自己也し、それ

を モ ノ レ ー ル や 船 で 結 ん だ も の で あ る が 、 目 玉 は デ ズ ニ ー ラ ン ドと

殆 ん ど 全 〈 同 じ も の を 造 っ て あ る だ け で 、 い さ さ か が っ か り し た 。

10月29日 - 30 日 サ ン ホ ア ン ( プエ ル ト リ コ )

1. : ，. - エリーシステム社の公共アパート群建設現場見学。 王l l . 坊に生産

工 場 を 持 ち 建 設 中 で ，既 に 一 帯11は 入 居 済。 {主戸はプエノレトリコの放

か . 本 国 よ り も 小 型 倒 紫 で あ っ た 。

2. オ ー ル ド サ ン ホ ア ン 及 ぴ 新 し い シ ピ y ? セ ン タ ー や 刊 級 住 宅 地 な

ど を 見 学 し た が ，決 し て 立 派 と は い え な い が ，ス ペ イ ン }!lil の 街 の 歴

史 の 厚 み を 持 つ オ ー ル ド サ ン ホ ア ン が 、 ア メ リ カ で は ど う し ょ う も

な い 魅 力 を 感 じ さ せ て い た。

あ る木質系 モジュ ラーハウス生産工場 ポストン市内のプレキャストコンクリート建築
サンホアンのシエリーシステム現場工場

4s怒 と社会/ 19i 2'ド3 月号



11 月 1 日一 2 日 ル イ ピ J レ ( ケンタッキー)

工 業 化 建 築 博 覧 会 ( I N B E X ) 見 学 。 こ の 博 覧 会 は 前 年 に 続 き 2

回目であるが、 H U Dの 肝 入 り も あ っ て 、 前 回 と は比 較 に な ? 磁

況 だ と い う こ と で あ っ た 。 現 に 会 場 一 杯 に ， た った 4 日 間 の 会 の た

め に 実 物 モ デ ル 住 宅 や. 生 産 機 器 類. プ レ ハ ブ 関 連 建 材 な ど 多 数 を

展 示 し ， 笑 猟 や 研 究 集 会 も 織 ん て ¥ 建 築 特 に 住 宅 生 産 の 工 業 化 に か

け る 米 固 め 意 気 込 み を 弥 氏 感 じ 取 る こ と が で き た。

11 月 3 日 ワシ ン トン

1. H U D訪 門

ロムニ ー 長 官 に は 会 え な か っ た が， 次 官 の 挨 拶 後 ， ア メ リ カ の 住 宅

政策. H  U  0 の 役 割， オ ベ レ ー シ ョ ン ブ レ ー ク ス ル ー な ど に つ バ ，

各 担 当 官 よ り 説 明 を 受 〈 。 午 後 は 2 1 f t に分れて見学。 み

2. A 班 は H R W社 の R C パ ネ ル エ 坊 を 見 学 後. コ ロ ン ビ ア シ7 イを

見学。

3 .  B 班 は 国 立 脚 局 ( N B  S ) を訪問 ， ブ レ ー ク ス ト に 協 力 と 千

建 築 工 業 化 の た め の 建 材 . 昔11品 . *民法 な ど に |到し ， チェ ックをイT っ

と共に ， そ の 撚 準 化 を 進 め て い る 現 況 の 説 明 を Il t] き， 施設を見字。

4. 調 査 団 主 催 の レ セ プ シ ョ ン

H U D及 び 日 本 大 使 館 関 係 者 を 矧 待 し ・ パ ー テ ィ ー を 行 っ て 悠 談、

有 意 義 で あ っ た 。

11 月 5 日 ホ ノ ル ル ( ハワイ)

ア J レ キ ャ ン ハ ワ イ ヤ ン 社 の モ デ ユ ラ ー ホ ー ム 生 産 工 場 を 見 学 後. そ

の モ デ ル ハ ウ ス や 団 地 を 見 学. ハ ワ イ で ま で 勉 強 す る 視 察 団 だ と ひ

や か さ れ る 程. 全 体 を 通 じ . 相当 な 強 行 軍 て 二 随 分 見 て 廻 っ た が.

プ レ ー ク ス ル ー の サ イ ト や そ の 生 産 工 場 の 方 は ， ま だ 軌 道 に 乗 り は

じ め た と い う 段 階 で . 必 ず し も 充 分 見 学 で き た と は い い き れ な か っ

fニ。

S  3  オベレーション ブレークスルー

一 般 に は ア メ リ カ に 住 宅 維 が あ る な ど と は 想 像 で き な い 。 し か し ア メ

リ カ め 人 口 は 今 や 2 憶を越え. 7，000万 戸 の 住 宅 が あ る がー そ の 1 1lJ11の

2，000万 人 の 国 民 が 標 準 以 下 の 住 宅 に 住 ん で お り 、政 府 の 試 算 で は 10年 Ii¥l

1こ2. 600万 戸 の 住 毛 建 設 が 必 要 で あ る と い う 。 に も 拘 ら ず 司現 在 の ア メ リ

カ ム 住 宅企 業 の 年 間 の 建 設 訟 は 別 万 戸 程 度 の 実 紛 に 過 さ ず ， こ の ま 、

推 移 す れ ば10年 間 に 1，000万 戸 の 住 宅 不 足 に 陥 る こ と に な る 。 従 っ て 年

Ii刊 の 住 宅 建 設 赴 を 飛 閥 的 に げl して . そ れ を 継 続 す る こ と が 不 可 決 て ¥ そ

こに ｈ ｕｄ の住宅突破作戦の生れた ｾ Ｚ ｲ Ｚ￭ｩ ｴ がある。 ＱＹＶＹ 年 ｈｕｄ 長官にな

A た ロ ム ニ 一 氏 は . 氏が以前自前1 J I111比l係 の 出 身 で あ っ た こ と も あ っ て .

戸 生 産 を 飛m的 に 進 め る に は . ニ れ ま て ' の 儲 建 設 が 他 産 業 の 進 歩 に

歩 調 が 合 っ て お ら ず . 金 融一一一市場従供一一一労働問題など 司住 宅 の 必 裂

を 満 す た め の 産 業 的 統ー が な い こ と に 気 づ き . 従 来 の 伝 統 や 似 習 か ら の

制 約 を プ レ ー ク ス ル ー す る 必 要 を 見 出 し た 。 1969年 5 月にはじまった・

H U Dの プ レ ー ク ス ル ー 作lj 伎は ，

1969年 予 算 年 間 1，500万 ド ル (54億円)

1970年予$' ) : (li'I )  2 ，500万 ド J レ (90億円)

1971年 予 算 ( m)  4，500万 ド ル (160i 意向)

況 と い う よ う に 毎 年Til え続け. 目的達成に溢逃している。 71年 度 は 200

万 戸 の 悼 と 45万 戸 の モ ー ピ 川 ー ム を建 設 す る 計 画 てe この 200方 戸

の40% に当る . 80万 戸 に H U Dが附{ 系を持ち ・住 宅 融 資 保 健制 度 を 適 用

して: る 。 ま た 貸 付 金 利 を 1 % ま で 下 げ る こ と の で き る 低 附 対 策 も 行

われている 。 し か し 何 と い っ て も 住 宅 建 設 の 飛 践 的 な 増 加 に 最 も 重 要 な

のは，そ の生 産 方 法 の改 善の実行て' あり . H U Dは そ の た め の 全 国 か ら の

笑 行 従 案1，100件 の 巾 か ら .

a .  22の 住 宅 シ ス テ ム プ ロ デ ュ ー サ ー

b.  11 の 宅 地 プ ラ ン ナ ー

c .  8 の 宅 地 デ ベ ロ ッ パ -

d .  11の | 刈辿リサ ーチ機以l

を選定した 。 これには悶立以 Ｇｩｩ ｜ ｾ 局 Ｈ ｎ B  S ) や 国 立 科 学 ア カ デ ミ ー ( N

A  S  E ) の 協 力 が あ っ た が司特 に 選 定 の 方 針 と し て ， 住 宅 建 設 の75% ま

て' が木質系によって行われている現在の建設を逆転し，木質系を 25% に

おさえ. 75% を コ ン ク リ ー ト や 金 属 ・プ ラ ス チ ック な ど の 資 材 を 利 用 す

る よ う 選 定 さ れ た 点 を 注 阿 す べ き で あ る 。選 定 さ れ た 22の シ ス テ ム は 次

の i泊りである 。

. 7 ルコ 7 ・ー・コ 7 を工場生産、7 J レミ系パネル

サンホアンのシエリーシステムのアパート建設現場

・ ピJ レディングシステム・ ・・欧式、 R Cパネ J レ

・ ボ ー イ ズ カ ス ケ ー ド ー・ ポ y クス式， 木 質系

・ カムシー ー・・. {91¥式 . R  C スラブ及びパネノレ

・ クリスチナウエスタン・・ 木 質 系 コ ー テ イ ン グ

・デスコン ・・ カナダコ' ¥. R  C パ ネ ル の ド ラ イ 工 法

・ F CE. " ーア メ リ カ 唯一 の R C ノマネル式

. GE. ・ ー プ ラ ス タ ー や ハ ニ カ ム の パ ネ ル . 設 備 コ ア

・ハーキュリースペ ー 木 造 ボ ッ ク ス の 組 合 せ

・ ホームビルディング・ ー・ 木i丘 ボ ッ ク ス の 組 合 せ

・7 テ リ ア ル ー・ ー 樹 脂 と 繊 維 の 混 成 材 料 で 成 型

・ レピ ット ・ ー木 造 ボ ッ ク ス で 米 国 最 大 の メ ー カ ー

・ナ シ ョ ナ ル ホ ー ム ズ ・ . . Ｎ ｩ ｬ ｩｬｽＧ［Ｍ ＱＺボックスユニット ｴｾ Ｑ 君

・パンテ y ク ・1 針1mや金臓の令成ノ マネ ノレ工法

・ベ ン ト ム ・ ス チ ー J レフレームボックス接 着 工 法

・ レパブリックーースチーノレフレーム工法

・ ラ ウ ス メ イ ツ ー ・ 英 式 . R C パ ネ ル ウ エ ッ ト 工 法

・ スタイリングホーメックス・ 一一 ・ジャッキアップ工法

・ ｙ ヨル ｹ ホームス・ ー ・・木 ｾＧｴＯ マネ ｊ レ式及びボックス式

・ Y エ リ ー シ ス テ ム ーー R C ポ γ ク ス 千 鳥符t

・ タ ウ ン ラ ン ド ー・・・ 3 階 建 人 工 土 地 の 積 重 ね 提 案

・ ｔｒｗ ｹ ステムー 。 ・戦 ｩｾｬ ハニカムパネノレ接着工法

この22穫 の 中 に は ， 慨 に 相 当 の 災 前:tを 持 つ も の も あ る が . ス タ イ リ ン

グホーメ ｹ クスのスチ Ｍｊ ｬＭＭ［ｪｻＮ，クスを 水圧でジヤソキア ｹ プする工法ｾ Ｎ

タ ウ ン ラ ン ド の 3 階 分 の 人 工 土 地 を 箆 ね る 工 法 な ど の よ う に . ユ ニ - 7

な ア イ デ ア で は あ る が . まだ尖現の銚しいものもある。

' き て 選 ば れ た シ ス テ ム は . 全 国 の 地 理 的 分 布 や 都 市 や 経 済 の 状 況 を 勘

案 し て 司選 ば れ た 9 ヶ 所 の サ イ ト に 分 け . 2，900戸 の プ ロ ト タ イ プ と し

て 建 設 さ れ つ 、 あ る 。

・ イ ン デ ア ナ 州 イ ン デ ア ナ ポ リ ス サ イ ト 300戸

300戸

・ ジョージ 7' ) +1メー コ ン サ イ ト

・ ミズリー州セントノレイスサイト 460戸

- ワシントン州、l シアトノレタウン サイト

キ ン グ カ ウ ン テ ィ サ イ ト

・ ミ シ ガ ン 州 カ ラ マ ズ ー サ イ ト

・テ ネ シ 一 JHメ ン フ ィ ス サ イ ト

・ カ リ フ ォ ル ニ 7 HI サ ク ラ メ ン ト サ イ ト

・ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー 州 ジ ャ ー ジ ー シ テ ィ サ イ ト

80戸

175) 5 

225戸

460戸

400戸

500戸

こ れ ら サ イ ト の 建 設 は . H  U  0 の盟主型の下に . サ イ ト デ ベ ロ ツ パ ー -

サ イ ト プ ラ ン ナ ー ・シ ス テ ム プ ロ デ ュ ー サ ー が 協 力 し て 当 っ て お り . 一

戸 建 か ら タ ウ ン ハ ウ ス ， 低1Mか ら 高 層 の ア パ ー ト ま て ヘ い ろ い ろ の 組 合

せて1 昆 合 し て 配 泣 き れ . コ ミ ュ ニ テ ィ を 構 成 す る よ う 考 慮 さ れ て い る 。

こ れ ら サ イ ト の 建 設 の ね の 金 融 は 聯 邦 住 宅 銀 行 と ll? 務貸付組千干の地方迎

合ＭＱ ｾ匹を通じ て行われるか Ｎ 州立 の金融 機関を通じて行われている 。 問題

は こ の プ ロ ト タ イ プ の 協 の コ ス ト で あ る が ， 酬 の プ ロ ト タ イ プ の た

め の 創 業 費 ， 改 良 の た め の リ サ ー チ 及 び 附 発 コ ス ト な ど の た め . そのコ

ス ト は 在 来 方 式 の 建 築 コ ス ト を 上 廻 る 筈 で あ る が司 出 来 上 っ た プ ロ ト タ

イプは 司 H U Dの 評 価 に 基 づ く 市 場 価 格 で 提 供 さ れ. その遂事nは H U D

のリサーチ技術予釣ーによって負担される ことにな っている 。
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ｾ＠ 4. ブレークスルーの評価と帰結

き て 調 査 聞 は プ レ ー ク ス ル ー を 重 点 に し た も の の . そ の サ イ ト の 2 -

3 を見， そ の 中 で 行 な わ れ て い る シ ス テ ム の 幾 つ か を 見 学 し た に 過 ぎ な

いし . サ イ ト で 建 設 の 進 ん で い る シ ス テ ム の 大 半 が‘ 従 来 と あ ま り 差 の

な い 木 質 系 の も の が 多 か っ た こ と な ど か ら ， 表 面 的 に は ア メ リ カ 聯 邦 政

府 が 力 溜 を い れ て 実 施 す る に は ， い さ さ か お 来 い 感 す ら し た の で あ る が，

し か し 従 来 全 〈 顧 み ら れ な か っ た 住 宅 の 建 設 の 問 題 に 対 す る ， このシス

テ ム ア プ ロ ー チ に よ る 問 題 点 の 処 理 ， 地 方 の 住 宅 需 要 市 場 の 明 確 化 と ，

そ れ に 対 応 し 得 る 業 者 の 集 約 や プ ー ル の 可 能 性 の 引 出 し ， ! i . l Gは市場の紛l

分 化 の 防 止 な ど ， そ の 成 来 は 大 き い 。 ま た 住 宅 の 品 質 管 理 と ， それによ

る 品 質 の 保 証 が は じ め て 可 能 に な っ た こ と も 大 き な 効 来 で あ る 。 こ の こ

と は 既 に ア メ リ カ の 6 つ の 州 で，工 場 生 産 住 宅 建 築 法 が 施 行 さ れ ， 他 の

州 で も 準 備 中 で あ る と 聞 い た こ と に よ っ て も 立 証 さ れ る 。 ま た シ ス テ ム

選 定 や 実施 の 過 程 で， ブ レ ー ク ス ル ー に 関 係 し た 政 府 機 関 の 手 て 二 住 宅

建 築 の テ ス ト 及 ぴ 評価 の た め の 完 全 な 実 行 規 融 が で き た こ と も 特 錐 さ れ

て よ い 。 ま た プ ロ トタ イ プ の 建 設 は 生 産 コ ス ト の 明 確 化 を 生 み . 吏に冨IJ

次 的 に . 工 場 生 産 住 宅 建 築 の た め の 工 場 経 理 と 現 場 建 築 経 理 を 結 合 さ せ

た新しいコスト百十1 ' ) : を生み出したことも. 住宅生産のコスト管理分野で

の大きな成来であろう。

H U Dの 前 身 は ， 主 と し て 黒 人 街 の ス ラ ム ク リ ア ラ ン ス か ら . 現 在 も ，

都 市再 開発 に 取 組 ん で は い る が， プ レ ー ク ス ル ー で， 住 宅 そ の も の に シ

ス テ ム ア プ ロ ー チ を 試 み ， 先 づ 第一 に 住 宅 建 設 の 数 の 問 題 か ら . 第二 に

そ の 笑 現 の た め の 製 造 と マ ー ケ ッテ イ ン グ の 手 法 を 開 発 し ， そ し て 最 後

に住環境の問題へとたどり着いた。 H U Dは 慨 に コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ン ニ

ン グ に 対 す る 州 へ の 援 助 を は じ め て い る 。 し か し そ れ で は 不 充 分 で，新

しい公共施 設 ， 道 路 や 上 下 水 道 や 新 し い 交 通 機 関 へ の 援 助 な ど も 行 わ な

け れ ば な ら な い 。 丁 度 わ れ わ れ が H U Dを訪れたとき，ロムニー長官は，

コ ミ ュ ニ テ ィ デ ベ ロ ッ プ メ ン ト の 新 し い 庁 の 必 要 性 に つ い て ， 談 会 で 証

言 す る た め 不 在 で あ っ た 。 こ の 新 し い 庁 は 多 分 新 年 度 に は 実 現 す る で あ

ろ う が，運 輸 省 や農 林 省 の一 部を含めて構成され， H U Dの 新 し い 目 標

分 野 と し て 活 路 す る 筈 で あ る 。 プ レ ー ク ス ル ー サ イ ト の 経 験 は ， 当 然 の
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こ と な が ら コ ミ ュ ニ テ ィ の 開 発 へ と 進 み ， は じ め て 都 市 住 宅 省 ら し い 帰

結 へ と 導 か れ て 来 た と 見 る こ と が で き る 。 し か し こ の 当 然 的 如 き 帰 結 へ

と 進 む 過 程 が ， 彪 大 な 予 算 を 駆 使 し て ， シ ス テ マ テ ィ ッ ク に 進 め ， 企 業

の エ ネ ル ギ ー を 結 集 し つ 、 、 1) 日 発 へ と 導 い て 行 〈 処 に ， ア メ リ カ の カ を

凡 せ ら れ た 思 い が し た 。 ノレイピノレの建築工業化1 ' . $ の盛況から受けた力強

い印象も . か く あ れ ば こ そ と う な づ け る の で あ る 。

ｾ＠ 5. ア メ リ カ の 都 市 問 題

ア メ リ カ の 視 察 は . そ れ ぞ れ 目 的 は 巡 っ て い た が，小 生 に と っ て は 1965

年 以 来 3 度目であった。 3 回 を 通 じ 一 番 目 に つ い た の は 大 都 市 の 荒 れ 方 が，

特 に ひ ど く な っ た こ と で あ る 。 今 回 は 特 に 主 要 都 市 だ け で な し 田 舎 の

方 ま で 見 る 機 会 を 得 た が， 見 れ ば 見 る 程， ア メ リ カ は 広 い と い う 印 象 を

受ける。 H U Dで11fl い た 話 で は ， ア メ リ カ は ま だ 国 土 の 2 % しか使って

いないという 。 98% は 未 開 発 の ま 、 で あ る 。 ま た 2 憶 を 越 え る 人 口 も そ

の70% ま で が， 人口 5 万 人 以上 の都 市 に 住 ん で い る と い う 。 そ し て そ の

都 市 の 大 部 分 に お い て ， 今 や 白 人 は 従 来 の 住 宅 地 か ら 効 外 へ の脱 出 を続

けている 。 都 市 内 の 立 派 な 煉 瓦 造 の 住 宅 に “ F O R S A L E " の 張 紙

を見るとき ， プレークスノレーサイトの木造のタウンハウスが. 突 破 作 戦

で は な く て . 逃 避 作 戦 か と 疑 い た く さ え な る 。 7 年 前 あ れ ほ ど 意 欲 的 に

推 進 し て い た ス ラ ム ク リ ア ラ ン ス も 今 ゃ あ ま り 目 に つ か な い 。 住 宅 や 商

庖 は 次 第 に 効 外 へ 効 外 へ と 逃 げ . 工 場 さ え も 逃 げ 出 し つ つ あ る 。 ア メ リ

カの中小都市では，オフィスビノレとその関連の駐車ビルやモーテ J レを除

いては ，都 市 ら し さ が 次 第 に 失 わ れ つ つ あ る よ う な 気 が す る。 このこと

は， 日 本 や ヨ ー ロ ッ パ の 都 市 と は 全 〈 違 う 姿 で あ る 。 そ の オ フ ィ ス さ え

も， や が て は 逃 げ る か . 消 え る か の 運 命 で は な い か と 考 え る と き . アメ

リ カ の 現 在 の 都 市 は や が て 分 解 し て ， そ れ が 新 し い 都 市 と い え る か ど う

か は 分 ら な い が . 全 〈 従 来 と は 別 の 宥11市 が 出 現 す る か も 知 れ な い 。 日 本

の よ う な 土 地 問 題 が 無 い か わ り に ， 黒 人 問 題 と い う 大 き な 柳 を 背 負 い ，

失 業 と ベ ト ナ ム 戦 争 に 病 む ア メ リ カ の 都 市 問 題 に ， コ ミ ュ ニ テ ィ 開 発 へ

と 前 進 を は じ め た H U Dが，如何なる答を用意できるか。

..ア メ リカ の都 市よ ， 何 処 へ 行 < 0 "  
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あらゆる情報は

オンラインで発信せよ。

沖電気のすくやれたミニ ・コ ンピ ュータ = OK I T AC- 4300は、

本 支 庖 聞 を 結 ぶ デー タ 通 信 の 分 野 を 推 進

情 報 交 換 シ ス テ ム の 中 央 装 置 と し て 、 あ ら ゆ る メ ッ セ ー

ジ ・デー タ 交 換 な ど を即時処理、 業務はも ちろん、 企 業

の 効 率 向 上 に 大 き な 役 割 を 果 た し て い ま す 。

出l栴

ｏｋｉ 喧 ｾｃ ・ ＴＳＰＰ データ通信システム
. 記 憶 容 量 4，096語 - 32，768語

・，寅 算 速 度 加減算 S 形 3.84μ s E 形 5.9μs

. サイク J レタイム S 形 1.5μ s E 形 2.0μ s

・入 出 力 制 御 B U  S 方 式

・命 令 数 39(Vo命令を除 <)

豊かな' 情報化社会をひらく

Ｍｍ 隈 ｾＢＢＧ［ＺＮＧＡｉｉｉｉＢ ・同恒ｾＧＧＧＧＧｊｉ

< $ > 沖 電 気 工 業 株 式 会 社

・!I J 込 レ ベ ル 4
. お問 い合せは データ処理営業部合 (03) 501- 3351 ( 代) または支底 ・営業所まで



データ通信と建築

St 白ItS: ｾ＠

@  

心'( N日

佐 藤 雄 二

官 工 々 公 社 の 共 同 利 用 方 式 に よ る デ ー タ 通 信 サ ー

ビス r D E M O S ( 科 学 技 術 計 算 サ ー ビ ス )J の

中 に は お も に 建 築 関 係 技 術 者 向 け の サ ー ビ ス プ

ロ グ ラ ム と し て F R A p . D Y N A . E C H O

- A の 三 極 類 が あ る 。

今 月 は 骨 組 振 動 解 析 プ ロ グ ラ ム D Y N A を 紹 介

す る 。

4  . 骨組振動解析 D Y N A

D  Y  N  A  ( DY Na mi c  Anal y s is  pr og r am) は、

主 と し て 建 築 構 造 物 の 図 有 周 期 ・回 有 振 動 形 の

計 算 、 応 答 解 析 な ど の 振 動 解 析 を 行 な う プ ロ グ

ラ ム で あ る 。 f空点 系 に 置 換 す る こ と が で き れ ば

任 意 の 形 差 し た 骨 組 で も 、 解 析 す る こ と が で き

る。

4 . 1  D Y N Aの特徴

D Y N A に は つ ぎ の よ う な 特 理 が あ る 。

田岡有 ｻ 直解析、ｾＡド性応答解析、盟 主 を含む骨組

のｾＡ私血性 応答解析、ロ ッキング ・ スエイを含

む 応 答 解 析 、 ね じ れ 応 答 解 析 な ど 、 1h%且椛造

物 の 振 動 解 析 に 用 い ら れ る 手 法 を 広 範 に と り

い れ て い る 。

図 基 本 と な る 解 析 理 論 と し て は 標 準 的 な も の

を 用 い て い る 。 j成 衰 機 構 の よ う に 理 論 に 定 説

のむ い も の に つ い て は 、 利 用 者 が 解 析 手 法 を

選 択 で き る よ う に 、 い く つ か の 手 法 を 準 備 し

て い る 。

図 悶 有f直言t :算の 次 数 ・許 容 誤 差 、 応 答 解 析 の

11寺 閉 き ざ み ・モ ー ド 合 成 次 数 な ど は 、 利 用 者

が 目 的 に 応 じ て 指 定 し 、 計 算 H寺 聞 を 節 約 す る

建築と社会/ 1972年3月号

表・ 1 D Y N A の機能 と適用範囲

解 析 の 種 類 最大質点数

固有値最大

解析の タイプ 復元力特性 剛 性 入 力 方 法 備 考

計 算 次 数

パネ常敵 。剛性マ トリクスはフ

① 弾 性 解 析 40 40 曲げぜんI ! f r i l ' i 線 形 剛性マ トリクス 7 イル入力が可能

たわみ性マトリPス

フレーム フレ ーム

線 形 。壁のグループ散は 3

40 

40 

せ ん 断 型

バイリニア J ξ ネ常数 以下

トリリエ 7 。壁の剛性マト I} ? ス

②弾塑性解析
はDY NAで宮間算する。

壁 墜 線 形 部材寸法

25 曲げぜんNriI'i パイリェ 7 材料常数

線 形 。ロ 7 キング、スエイ

ぜ ん 断 裂 バイリニア パネ常数 陀ついては線形、ま

@ロッキン: 7 ，
40 42 

トリリニア たはパイリニ 7 製が

スエイ解析

曲げせん断型 綿 形

開IJ 性マ トリ F ス
。剛可性能 マトリタスはフ

たわみ性マトリクス ァイル入力が可能

。ァ ν ーム敵30以下

バネ常数
。フ ν ーム F ループ散

@ねじれ解析 30 70 幽げせん断裂 線 形 30以下

同j性マトリクス
。岡IJ 性マトリクスはフ

7 イル入力が可能

表・ 2 減 衰項の設定方法

直 接 法 モ ー ド 合 成 法

入 力 方 法 ( 0  J または α。， α i の 求 め 方 h ，- h ，の 求 め 方

た だ し ( 0 ) =α 。( MJ + α ，( S  J  た だ し r は 合 成 次 数

h  】 - - h  r を 指 定 す る

ーーーーー~ ーーーーーー

入 力 さ れ た h ，- h ，を用いる。

ーーーーーー ーーーーー~

2  h ， ( 0 ， = α 。+ α l ωi 左のよう K 求めた α0' a  1を用

い 、 下 式 K よ担求める。2  h  2ω2=α 。+α l ω2

2  h" h  2を指定する

を解いて α。，α1 を求める。 α 内U α1 ( Uj  咽

hi =一一一ー +  一一一一一

2ωi  2  

h ，を 指 定 し 、

"'， 

3  ( 0  J は ( MJ vc 比 例

α 0 = 2 h ，"'， 

hj  = 一一'"一j ー・h，

するものとする。

α ，=  0  

h ，を 指 定 し 、

α。 = 0  

"'j 

4  ( 0  J は ( S  J  vc 比例 2  h ， hj  = 一一一 h ， 

α  =  ーーー一一 色"

するものとする。
， "'， 

5  (  OJ を指定する 入 力 さ れ た ( 0 ) を用 いる 。

戸ーーーーー

ーーーーーー ーーーーーーー

6  { Oi } を指定する
入 力 さ れ た { Cけ を 用 い る 。 」 二 三 吉

図 ・1 入力モデル

Y  

X  

X 方句

ヨ詮

→ 

8  

‘。
4  

1 6∞ム 11 J .  H  ... 11 J .  6∞ 
E 冒

断 面l

. Y 方向フレーム

h  r  円

l フ V ーム 2 ， 3 ， 4 フ ν ーム 5 ， 6 フ V ーム



こと古さで7きる 。

椛造物の剛性は、パネ ｾｪ ［ｾ 数 、 剛性マトリク

ス 、 た わ み 性7 トリクスなと' Hi 々の} 杉で入力

す る こ と が で き る 。 またフレームの| 町1) 性 マ ト

リクスは同じ D E MO S の F R A P ( B L D  

1  ) に よ っ て 計 算 し た 結 巣 を 、 利 用 者 フ ァ イ

ル に よ っ て 直 接 入 力 す る こ と が で き る 。

図 標 準 的 な 地 波 放 ( エルセント口 、タ フ ト な ど )

の 加 速 度 記 録 が 、 セ ン タ J也災 被 フ ァ イ J レに保

存 さ れ て お り 、 自 由 に 使 用 で き る 。 ま た 利 用

者 が 入 力 し た 波 を 用 い て 解 析 す る こ と も で き

る。任意の波を事iIi)l¥l し 利 用 者I也良 波 フ ァ イ J レ

と し て 保 存 す る こ と も で き る 。

回 一 般 の 入 力 デ ー タ を 共 通 に 使 い 、 応 答 解 析

粂 件 の み を 2 つ 以 上 入 力 し て 、 ま と め て 何 附

類 も の 応 答 解 析 を 行 な う こ と が で き る 。

図 F R A P と問機 に 、 入 力 デ ー タ の 性 式 は 自

由 形 式 で あ る 。 入 力 デ ー タ を 利 用 者 フ ァ イ J レ

に 保 存 し デ ー タ の 迫 力目、 訂 正 、 削 除 な ど を 簡

単 に 行 な う こ と も で き る 。 ま た 入 力 デ ー タ の

プリチェ y クを 3 段 階 に わ た っ て 行 な っ て い

る。 こ れ ら に よ り 、 プ ロ グ ラ ム の 使 い や す さ

伝 送 11寺)1J) ・J十t )手H寺/111 の 節 約 な ど を は か っ て い

る。

4 ' 2  D Y N Aの機能

D Y N A で は 、 つ ぎ の 4 種 類 の 解 析 を 行 な う こ

とが で きる 。

① ｾＡｩＡ 性解桁

② ｾＡｩｴ 塑性解析

③ ロ y キ ン グ ・ス エ イ 解 析

④ ね じ れ 解 析

1 回 の 仕 事 で は 、 こ の う ち の 1 つ を 選 ん で 解 析

を行なう . 同 時 に 2 般 類 の 解 析 を 行 な う こ と は

できなし、。 解 析 の 純 聞 と し て は 、 固 有 値 解 析 の

み 、 固 有 値 解 析 と 応 答 解 析 、( た だし② 、 ③の 場

合) 応答解析のみ、 の い ず れ か を 行 な う こ と が

できる 。 4 種 類 の 解 析 の 機能と 適 用 範 囲 を 表 ・l

に 示 す 。

4 ・3 D Y N Aの解析方法

固 有 値解 析 は 、 精 度 ・計 算時 間 に優 れ ている

ギ ブンス・ハウスホルダ i去を用いている 。 応 符; 解

析は、 ｩｪｬｪｬＧｎｊ 世ｬＺ域も々， Ｎ ｾする解析の前 ｦｩ 類Ｈ② Ｑ Ｑ Ｑ ＱＮＧ Ｑ＼ ｉｊ

性 解 析 、 ③ ロ y キ ン グ ・ス エ イ 解 析) に は 、 仮

動方程式を迎立微分方位式 の ｩｦｾ で直接解〈方法

( 直 接 法 ) を用いている 。 ま た 弾 性 域 の み の解

析 ( ① 弾 性 解 析 、 @ ね じ れ 解 析) に は 、 振 動 方

桜式を、 l固有ベクトルによ っ て 自 由l支 の 数 の 非

辿 成 の 微 分 方 位 式 の 形 に 変 換 し て 、 解 〈 方 法 ( モ

ー ド 合 成 法 ) を用いている 。

t震 動 方 程 式 の 数 値w分には、いずれの場合もノレ

ンゲ ・? . ，タ法を用いている。

表・ 3 入力レコード一覧表

分 刻 ヨ ー ド 内 容 !f 性 郷 " 性

タ イ ト ル T T L I  タイトル・レコード
。

C OMl  ヨントロールーレコード
。

C OM2  計算条件および仰性保世
。

C OM3  措 置 6  

1& 4区データ

C OM4  世 畳 企

C OM5  開 高
。

C OM6  凶作周期

S T F l  
' ‘ ネ常駐 企

聞 性 SS  T  T  FF2 3  

剛性守トリタス 6  

た b み性守トリタス 6  

S T F 4  ロγ キング、えエイ常駐

T OR l  lJ ! . L. 位置

T OR 2  慣性毛ーノ y ト

T OR 3  l i l I 伝半世 (2 J食)

ね じれデ- ， T OR4 7 レーム データ

T OR 5  7 レームグループ ・データ

T OR 6  7 レームのパネ常世

T OR 7  7 レ ムの剛性? ト' / クス

、，¥'A L  I  ＧＮｴ ａｬ Ｔ ドｾ，ｊｉＨ

喰 デ ー タ WA L 2  ' . ' データ

WA L 3  " リデータ

WAV l  波形1. 1' ド砺明 企

I t 盟 後

、VAV  2  滋彩レコード(1) 企

WA V 3  撞形レコード(2) 6  

、，¥' AV4
後形プリント術屯 Z込

ケ ー ス

C A  S  1  ケース1 &，ド'l'JI(
。

C A S 2 入力披指定
。

DAMI  時庇#1 ' < 企

時 五E 指 定

DA M2  措置? トリタス

OAM3  同庇係駈

DAM4  ロ 7 キング‘ スエイ肉闘賞指定

PL Al  7 レームの噌J性特性

符J 性 特 性
P L A 2  ロ 7 キングースエイの堕性特性

P L A3  ゅの切性特性

Hl カ OUT l 中間結集の出 1) 指定 Z与

。 必ず人 tll..1 す

企 。 必要にI i ; じて入 tl 1..J. す.

ヲ ラ シ タ 人 J J LI -tt ん.

図・ 2 入力例

BAT  

コチラハ DE門es 631 1; ンヲテ・; <.

子・ーヲ ヲ イレテフヲ・ワイ

d N 

LI B  DYNA  

11 

2  T  

。

。

企

企

6  

。

t 与

a込

t与

企

6  

t与

t与

企

企

。

。

企

企

企

t込

4込

企

T TL l E X- 02 DANSdSE I  KA I S E K I  

1  C d門1 4 .2 . 1. . 2

2  C dト12 4 . .  . . 2 10. 90 

3  CdM3 1. 1100 . 2 . 1000 . 3 . 1000 . 4 . 1350  

4  Cd M5  1.  4 . 500 

5  S TF 1  1. 490 . 2 . 243. 3 . 179 . 4 . 12 6  

6  WAL 1 1. 4 . 1. 2 . 2 . 4 . 1. 2  

7  WAL 2  1. 1. 1. 7 500. 10 . 07E8 . 0. 6  

8  1. 2 . 2 . 7 500 .  8 . 47E8 . 0. 6  

9  1. 3 . 3 . 7500 .  7. 48E8 . 0. 6  

10  1. 4. 4 . 7500 .  6 . 59 E8 . 0. 6  

11 2. 1. 1. 15000 . 53 . 37E8 . 0. 6  

12  2 . 2 . 2. 15000 . 44 . 47E8 . 0. 6  

13  2 . 3 . 3 . 1 5000. 40 . 56E8 . 0. 6  

14  2 . 4 . 4 . 1 5000. 37. 02E8 . 0. 6  

ロ7 キング

ス エ イ

。

。

ゐ

A  

6  

。

企

6  

6  

6  

。

6  

企

6  

ら

。

。

6  

6  

6  

6  

6  

6  

t注

15 3  1. 4 . 4 . 1. 1. 180 0 . 1. 2E 6 . 6 00. 300 -

16 1. 3 . 3 . 1. 1. 227 5 . 1. 6E6. 600 . 300 

17 1. 2 . 2 . 1. 1. 2450 . 2 . 1E6 ，600. 30 0  

18  1 ，1 ，1 ，1. 1 ，3000 ，2 . 9E6 ，600 . 300  

19  2 . 4 ，4 . 3. 1. 180 0 ，1. 2E 6 . 90 0 ，300  

20 2 . 3 . 3 ，3. 1 ，227 5 ，1. 6E6 ，90 0 ，300  

2 1  2 . 2 . 2. 3 . 1. 2450 ，2 . 1E 6 ，900 . 300 

22 2 . 1 . 1 . 3，1 ，3000 ，2 . 9E 6 ，900 . 300 

23 CAS  1  1. ，1.  1  . 4 ，1  

24 2  1 . 31. 0 . 33 . 0，8  

2 5  DAM1  1. 1 . 0 . 0 5  

2 6  PLA1 1 ，1. 2 . 1 ，820 ，343. 116 3 ，245 

27  1 . 2 . 2 . 1. 410 . 170 .  580. 122 

28 1 ，3 ，2 ，1 ，30 0 ，12 5 ， 425 ， 89  

29 1. 4 ，2 . 1 ，210 ， 8 8 .  298 ， 6 3  

ね じ れ

。

。

。

。

6  

。

。

6  

6  

。

。

6  

。

企

6  

6  

6  

。

。

6  

6  

30 3  1 ，1. 1. 13 5 . 0. 3 . 2 ，13 5 . 0. 3 . 3. 13 5 ，0. 3 . 4 . 13 5 . 0. 3  
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椛 造 物 の 性 状 に よ り 数 値 償 分 が 不 安 定 と な っ た

と き 、 モ ー ド 合 成 法 の 場 合 は 、 自 動 的 に モ ー ド

合 成 次 数 を へ ら し て 解 析 を や り 直 す 。 直 接 法 の

場 合 は 、 利 用 者 の 希 望 す る 場 合 の み 、 波 の き ざ

み を こ ま か く し て 解 析 を や り 直 す 。

解 析 に お け る減衰J 1 l としては、モード合成法の

場 合 は 各 次 の j成哀詩ー数( h  ) を 、 直 後 法 の 場 合

は 一 般 に 質 量 マ ト リ ク ス ( M ) と 剛 性 ? ト リ ク

ス ( S  ) の 一 次 結 合 で 表 わ さ れ る 減 衰 7 トリク

ス ( C ) ( =α o ( M )  + α 1  (  S )  ) を 用 い て い

る 。 こ れ ら の 指 定 に つ い て は表・2の 6 種 類 の 入

力 方 法 が 用 主 ま さ れ て い る 。 な お ロ ッ キ ン グ ・ス

エ イ を 含 む 応 答 解 析 の 場 合 は 、 上 部 構 造 に つ い

て 表 2 の 方 法 で 入 力 す る ほ か 、 ロ ッ キ ン グ ・ス

エ イ の i減 変 係 数 を 別 に 入 力 す る 必 婆 が あ る 。

4  • 4 入 力

入 力 デ ー タ の 一 覧 表 を 表 ・ 3 に 示 す 。

入 力 デ ー タ に は 大 別 す る と 、 固 有 値 僻 祈 ・応 答

解 析 し 、 ず れ に も 共 通 に 必 要 な デ ー タ と 、 応 答 解

析 の み に 必 要 な デ ー タ と の こ 穏 類 が あ る 。 前 者

に は 、 表 ・3 に お け る r. タイトル」、「基本デー

タ」、「問。性 J 、「ねじれデータ」、「倦データ」が

含 ま れ 、 後 者 に は 「 地 震 波J 、「ケース J 、「減衰

指定」、「野性特性」、 r l:l:l::IJ J の 各 デ ー タ が 含 ま

tl . る。

「剛性」データは、 F R A P で 作 成 し た ス チ フ

ネ ス フ ァ イ ル を 使 用 す る 場 合 は 不 要 で あ る 。

4 ・5 出 力

OY  N  A の 処 理 結 果 と し て 次 の も の が 出 力 さ れ

る。

入 力 デ ー タ 表

図 固 有 周 期 刺 激l苅 数

図 応 答 最 大 値

こ の ほ か 、 指 定 に よ っ て は 次 の も の が出力さ

れる。

‘ 囚 指 定 さ れ た H寺 聞 き ざ み に お け る 応 答 中 間 結

来

図 ｩｪｾｬ ＧＡＧｬｬ性解析における ｩｪｬｬｬ 性ザ塑性の手針 ｔｴｩ Ｇ ｬ 報

応 答 最 大 値 と し て は 各 質 点 ( 階 ) の 変 位 、 層 間

変 位 、 速 度 、 加 速 度 、 せ ん 断 力 、 せ ん 断 力 係 数

転 倒 モ ー メ ン ト お よ び そ れ ぞ れ の 最 大 値 の 生 じ

た時事 Ｑｊ などが出力される。なお ｾＡＱＱ 塑性域の応答

解 析 の 場 合 は 、 じ ん 性 率 ( duct i l i t y fac t or ) が

出 力され、ｾとフレームを 別個 に指定した場合

は 、 壁 お よ び フ レ ー ム の 負 担 す る せ ん 断 力 が 出

ブ3 さt l . る。

4 ・6 入出力例

図 ・ l に 示 す 墜 を 含 む フ レ ー ム の 弾 塑 解 析 の 入

出 力 例 を 図 ・2 、 図 ・3 に 示 す 。

( さとうゅうじ 日本電信電話公社建築局設計課)
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図・ 3 出 力 例 ( 一部)
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

-
-

軽 量

比 重 0. 5

断 熱

而七k

法 定 耐 火 材 料

。

当

⑨ P O R Eぎ〉

宝 塚 市 ・ 司R

E宣膏十 シ ポ レ ツ ク ス 販 売 株 式 会 社

施 工 シ ポ レ ツ ク ス 販 売 株 式 会 社

使 用 場 所 ヤヰ ・ユ カ・カベ ・7 ジ キ リ

@ シ ポ レ ツ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 口

1  ユ二期i短 鮒i を 要 す る す べ て の 挫 物

2  空 調 を 要 す る 工 場 ・合 庫 事 務 所 住 宅等

3  鉄 骨 大 張 聞 の 工 場 ・休 育 館 等

4  軽 量 化 を 要 す る 高 用 建 築 物 ・軟 弱 地 般 の 建 物

5  鉄 骨i耐 火 構 造 の 建 物

:s-ポレ1I/' 1"X服 売 株 式 会 社

本 社 ・東 京 支 l苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平 沼 ビル )

言舌 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4  5  1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 9 0 ( 第 三 富 士 ビ ノ レ )

館 大 阪 ( 538 ) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市中 村区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 商 ピル )

電 話 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4 2 1  



.'  

口 写 真 と 概要を どしどしお送り〈ださい.

凡例 . a.  ｾ止を ｊ 血 b  主II 築面fl'l c  延而f t 1 d  

739.  大 和 証 券 阿 倍 野 支 庖 I 740.  

設計 : K K 日 建 設 計

縮工 K K 竹 中 工 務 庖

a  大阪市阿倍野区J l o >J f 古野筋

b.  
171. 68 m'  

925 .69 m'  

R C  造、 6 F  

e  .  H自制146$1' 1  H  - Rfl 干1146年 9 Fl 

住 友 銀 行 川 西 支 唐 I 741 .  

設.11': K  K 日 建 設 計

施 工 : K K 熊 谷 組

a 川 西 di 小 IE

b.  
496. 77 rrf 

c.  1，321. 99 nf 

d .  R  C 近、 4 F  

e  .  11[11' 114611三l 月~昭和46年 10月

742.  o  K ボ ウ ル 東 大 阪 I 743. ' 枚 方 市 農 協 会 館 I 744.  

745.  山 口

ｊＮ￟ｾと社会 Ｏ ＱＹＷＲ Ｎ ＧＱＧＳ Jl '，; 

設計 。K K 大 建 設 計

縮工 K K 浅 沼 組

a  .  J ， 巨 大 阪 市 中 野

b.  
4，235nf 

c .  
8，I73nf 

d .  5 近、 R C泣

e. 昭和46年 6 月ー昭和46年 12H

市 民
4z2z 、

館 I 746.  

設，， 1' : K  K 日 建 段 計

施工 K K  大 ヰヰ 車盈

a 山 11 ，1; ' 1' 央 2 r  11 

b  
4，319 .45 rrf 

c  6，808. 01 m'  

d  5 1. えぴ R Cj 立、 4  F 、8 1  

e  .  lI {l 利45年 3 )J -1I !Hn4611二7 Jj 

3 1十 三 紀 建 築 事 務 所

地工 大 末 建 設 K K

a  枚万，Ii 大 島 内 町 2 丁 目

b.  
1，491. 59 nf 

c.  
4，739 .21 nf 

d.  5  R  C; 立北ぴ R C; 立、 S 造、

4  F 、8 1

e  .  s1Htl 46年 1 )1 - 1昭和461
1' 11n  

津 久 見 市 民 会 館 I 747.  

"止J 佐 藤 武 夫 股 計 事 務 所

地工 K K 後 蔵 組

a  大分 ｖｉｾ ＱＱｾ 久弘市 ｩｬｴ 久弘 ｩｬｬ￬
b.  2，619，675 nf 

c .  4，249，702 rrf 

d .  R  C 一部 S 泣

e .  11[1布145$1' 10 )1 -11白羽146$ド10月

虹 の ま ち ビ ル

設計 : K K 大 建 設 計

総工 K K 大 林 組

a  . 大阪市南区南阪町 1 5  0 の l

b  .  
367 .76 nf 

c  .  3，564 .84 nf 

d .  5  R  C 泣、 8 F 、 8 3

e  .  1沼初45$1' 7 月- 1沼有J 4611' 11月

住 友 銀 行 三 宮 ビ ル デ ィ ン グ

設計 K K 日 建 役 計

地工 鹿 島 建 設 K K

a  . 神 戸市生1 B 区 加 納 町 5 T町

b.  
1，287 .83 nf 

c.  
8，967 .91nf  

b.  R  C ;丘、 6 F 、8 1

e  .  Ｑｉ ｾＱ 相 Ｔ Ｕ 年 ＱＱ 月Ｍｬｉ ｦｈＰＴＶ 年 ＱＱ ｦｪ

伊蒔忠健康保険組合六甲山荘

設計 K K 大 建 設 計

施 工 : K K 新 井 組

a  神 戸 市 兵1・111>(1.'1樹 l ' 六 '1'山

b.  
297 .52 rrf 

c  .  
655 .49  rrf 

d .  R  C i立、 2- F 、 - m1 8

e.  11円相46
1
1' 4 n  - 1I !l和46年10Fl





クラスメー卜

老眼鏡片手に青年紳士 7 人が急逮集る 。 |羽口 一番昔の少年時代に帰るところは. 30年前も 今 も変らず

なつかしい。

卒業当時は戦時中で，他校より在学が 1 年間長いだけ卒業後 1 - 2 年で兵役。 この短期 11fJ の就業 に青

春の情熱を燃やしたものである 。 恩師益尾辰雄先生の紫陶よろしきを得て，都島工業 ｉｾ 日校以米 の わが

82 ( 大阪市立都島工業学校 昭和17年卒〕 特殊なクラスがて。きあがったのてーはなかろうか 。東京大学 3 名，京都大学 l 名，他大学 4 名 刺戸商工( 現

神戸大 ) 名古屋高工( 現名古屋工大 )都島工専 ( 現大阪市大 ) などに 46名中約半数が進学，大学教授，工学

博士，技術士と学者に建築および土木に進出，兵役組は陵，海，空とこれまた各軍隊に ，戦後は自営，

建設会社，役人 ，建築にぜんぜん無関係，とまったく多方面にわたっているありさまである 。卒 業以

来クラス会には，多忙 で出席できない京都大学教授川上貴君の来席のないことが心寂しいか ぎりであ

る。今日のメー卜を 50音順に紹介させてもらう 。

すわっている人 左より (敬称略)

清 水 六 郎 (K K銭高組)

多国 英之 ( 日建設計工務K K)

橋 本 秀 雄 (K K橋本工務庖)

後初j 町人 左 より (敬称略)

妹 尾 幸 夫 ( 大阪市交通局高速

鉄道建設本部)

岡 田 栄 作 (K K間組)

小林周一郎 (K K伊西組)

横山 忠 (大阪市再開発局

都市改造部)

(昭和47年 2 月10日 日本建築協会 にて)

岡田 斗酒も辞せぬ酒豪，彼の民謡は玄人ばなれ，施工の誤りには妥協を許きぬ技術屋て"利il 誌の追究も

忘れない大阪商人的な間組泉北丘陵作業所所長。小林 なにごともス 7 イリー，笑顔に学校時代 の面影

を残す温厚紳士型，伊西組発展に人生を賭ける営業部長。清水 満州新京工業大学にまなぴ大陸的おお

ょうさで務進する突進型建築謀長，ゴルフの腕前も上々 。妹尾 朝鮮総督府鉄道局を振り出しに，転々

大阪市交通局に腰をおろし 23年鉄道に縁ある男 。猪武者的役人気質は海軍航空隊時代 の名残りか も知

れぬ。 多国 東京大学で構造学を専攻，博士号を持ち鋼管構造学の書籍を出版，学者かと思え ば営業 も

やるこ万流使いで日建設計工務技師長として活躍。橋本 栗本建設を経て家業を継ぎ自営， 学校時代 の

短距離の駿足をいかし短期間に数倍の会社に発展さす原動力を発揮，分単位のスケ ジュールで東西奔

走する現代的社長。機山 卒業以来大阪市役所一筋，シベリヤ抑留生活 5 年，困苦 の生活 を経験，今は

再開発局都市改造音[1主幹として大阪市民の福祉のため、都市再開発に専念する夢多き生粋 の役人。

ほかに戦場に散った級友 ，渡辺，字 j台郷，春本 ，宮森，事故死の本山 5 君の冥福を祈 1) . 最優秀 の成

績で卒業。大林組を戦後退社。今は奈良の山間で土に生きる河口君の健斗を祈る。 ( 妹尾記)
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建 築 の 眼

山 本 純

安 井 建 築 設 計事 務 所 神 戸 事 務 所長

車氏 霊予 キ圭

大 阪 大 学 工 学 部 助 教授

- / _， 

草木 -0-
玉m:

E ヨ

近 畿 地 建営 繕2宣言十官

乾 売

大阪府立西野田工業 高等学校定時制主事

主ｊｬｾと祉会 Ｏ ｝ Ｙ￯Ｒ 年 Ｓ 月号

口 〈市民と建築家〉

最近者I1市 問 題 が 深 刻 化 し て く る に つ れ て ， 新 聞 雑 誌 の 社 会 l節，文化制等て明日 r打や rli 民 生 活 と の か か わ り あ い

に お け る 建 築 の あ り 方 が 激 し く 論 議 さ れ る よ う に な っ て き た。

し か し そ れ ら の 紙 面 を 見 る と ， 建築主や行政1 E l 当者の立場なり意見なりが報道されているのに対して，設計

の 当 ・j王者である建築家の存イE が ほ と ん ど 表 而 に で て い な い こ と に 公 づ く 。 ま た マ ス コ ミ がーー般市民に対して

回 答 を 求 め て い る 「建築家保 」 に つ い て の ア ン ケ ー ト の 結 果 を 覗 い て み て も 市 民 の イT能なヰ11:: 糾 11手 としての

職 能 建 築 家 の イ メ ー ジ は 浮 ぴ上 っ て こ ず ， むしろ辺に特定の処築主に1 ¥"11:する市民とは紋の& い芸芸術家ない

し は 技 術 者 と い う こ と に さ れ て 終 っ て い る 。

今 日 の 建 築 家 は こ の よ う な ・J- c笑を 一 体 ど う 受 止 め れ ば よ い の で あ ろ う か。 特定の，悠築主の' } . g : 立と 1EI J!iJ l に応え

る だ け で 建 築 家 の 地 位 が 符 保 で き た H寺 代 は す で に 過 ぎ 去 っ て い る 。 地 域 社 会 を 活 動 の 基 盤 と す る 現 代 の 建 築

家 は 建 築 界 か ら 外 部 の 世 界 に H艮を転じ 一 般 市 民 と の 対 話 を 新 し い 出 発 点 と し な け れ ば な ら な い。 こ の よ う な

市 民 と の 対 話 を 深 め ， 建 築 家 が 持 ち 合 わ せ て い る 良 心 を年イ〔に示し ， ま た 彼 ら の 専 門 知 議 や 専 門 校 術 を 駆 使

し て 市 民 の 直 面 し て い る さ ま ざ ま な 間 量 百 を 打 開 し て ゆ く と き に こ そ ， は じ め て 建 築 家 は 新 し い 社 会 的 信 用 を

彼 符 す る こ と が 可 能 に な り 将 来へ の 道 が 聞 け て ゆ く の で は な か ろ う か 。 ( Y )

口 求 め ら れ る 評 論

何 ご と に せ よ ， 世 の 誰 か か ら ， 自 分 の 仕 事 に つ い て の 卒i立な批判l を い た だ け る 者 は 幸 せ で あ る 。 しかし司そ

れ を 受 け る こ と が 笑 | 療 に は な か な か 困 難 な こ と で あ る の も 周 知 の と お り で あ ろ う 。 われわれの; 建築や都市計

画 の 職 分 は ， ＱＹＶＰ 年代以降の仕事のありかたに ついて Ｎ 反省すべき部而が多いと，ｾ、われる 。 それについて思

い あ た る こ と を 抜 き 書 き す れ ば， 社 会一 般 の 生 活 環 境 水 準 の ，uj_l - . との関与の仕方は卜全であったか? 生 活

澱 境 の 現 状 の 矛 病 や 混 乱 の 解 消 あ る い は 是 正 に つ い て の 闘 う の11:万 は ど う で あ っ た か ? 資 源 利 用 あ る い は

1) 日 発 と ， 歴 史 的 風 土 ま た は 自 然 環 境 と の 調 和 に ついて ， 附 与 のイ1: 万 は ト 全 で あ っ た か ? な ど がi訟 も 中 心 的

なものであろう。

こ れ ら の 重 大 な 反 省 に つ い て ， 自分に 閉 じ こ も っ て 問 題 を 凡 つ め 直 す こ と は ， た い へ ん む つ か し い 。 予 定 調

和的な中!? 神的風土から 一 歩 で て ，その仕事について，おたがし、に 2-j':i( I な批判l を交 換 す る こ と の 必 要 が，いま

ほ ど 求 め ら れ て い る 時 期 は な い の で は な か ろ う か 。

挫 築 や 都 市 計 画 の 分 野 に お け る 哀 の 「 評 論 」 も ま た ， そ こ か ら 産 ま れ て く る よ う に ， 恩 わ れ る 。 ( K )

口腹 6 分 自 都 市

よそにいくと" l IP戸 は い い 街 な ん だ そ う で す ね 作 と よ く い わ れ る 。 そ の 人 j主 の 神 戸 評 を 3 行 広 告 ふ う に す る

とこんなふうになりそうである。海山共徒歩 ＳＰ 分，日￯Ｇ￮ ＮＨｄ 眺望絶 Ｑｊｾ ，滞 ｦｴｩ 西洋菓子功Ｏｬ ｊ 非美 ｬ 沫 ， 街路線多 ＡｬｦｬＺｦＭ 美

00.. .... 0  fl ・められて惑い気はしないが， そ れ も ソ ロ ソ ロ 心-?; し く な っ て き た 。 向 憾 の 海 も 山 も 汚 れW，題，を

は 亦 茶 け て 、 光 と 風 の 街 コ ー ベ H も神 話伝説になりつつあるのは附けなし、 。 しかし身内というものはヰ ｮ Ａｦｦｾい

も の で ガ ラ ク タ の 内 か ら 光 る も の を 見 つ け て く る 。 そ の 泡 り も の の一 つにや)1戸 の 街 の 似 の 良 さ が あ げ られる。

市 街 地 の 規 模， 人 口 共 に 多 か ら ず 少 な か ら ず ， 東 京 大 阪 の ご と く ふ く れ あ が っ た 不 気味 さ も な い し4円占屋め

よ う に ア ク セ ン ト に 欠 け た む な し さ も な い。

また ， ihJ か ら 山 に か け て 工 業 ， 商業. f : 主腐と区分さ il . そ の 区 間 は 全 rli 域 に わ た っ て い る 。 こ の 程 の 良 さ は

他 の 大 都 市 に 住 む 人 達 に は わ か り か ね る ほ どの ち の で あ る 。 こ の 位 の 良 さ を い か に 保 つ べ き か と 腕 を 組 み ホ 腹

8 分 か H と つ ぶ や く と ， 何 を 思 っ た か 傍 の 息 子 " お 父 さ ん 腹 は 6 分 が い い ん だ よ H とし、ぅ 。 な る ほ ど そ う で

し た 適 正 体 重 を 保 つ に は 腹 8 分 で は も う 駄 目 で し た と 己 れ の 体 if( 減 祉 に 思 い を 到 ら せ た し だ い で あ る 。 ( M )

口 高 校 の 専 攻 科

専 攻 科 の 制 度 に つ い て ご 存 知 の 方 は 笑 外 少 な い よ う で あ る が， こ れ は 学 校 教 育 法 に よ る と . 日 校 の 卒 業 者 な

ど を 対 象 に 「 料 深 な 程l皮 に お い て 特 別 な 事 項 を 教 授 し ， そ の 研 究 を 指 導 す る 」 た め 高 校 に お か れ る 一 つ の 諜

校て' ある。たとえば， 東 京 工 大 付 属 工Z15の専攻科は修業年| 泌を 2 年 とし ， 勤 労.:: ，I[ 年 の た め 夜 11¥1授業を行ない，

処 築 科 で は 数 学 ・力 学 ・椛 泣 . -I，Yt造 設 計: 製図 ・計 画 ・建築設計製原) . 控築史・材料・設やI i f . 法規 . }iUi工 . HI リ

iJi " 笑智を課しているため給与に| 期しては人' 1 " ; : 院の規則で短大平. 同等とみなされ. 2 級生.I! ;築上 の 受 験 資 絡 は

実 務 1 年 で よ い こ と に な っ て い る の で ， か な り の 応 募 者 が あ る と い う こ と で あ る 。

さて ， 昨 春 の 大 阪 府 下 高 校 ( 公 ・私 ， 全 ・定 ) 卒 業 者 は 約 7 .8 fJ. 人 て 二 処 設 業 に 就 職 し た 者 は . 全 就 職 者 約

3.66万 人 中 の 1，507 人であり ，工 高 の 38学級分にキ11当 す る 人 数 で あ る 。 し た が っ て ， か な り の 人 数 は 建 設 に

関 係 の な い 学 科 の 出 身 の よ う で あ り ， 専 門 的 な 知 識の 欠 除 を 訴 え る j J了をよく耳にする以1 & の 1 つ は こ の 辺 の

す ｾｴｬ Ｇ ｬ によるもののようである 。

と こ ろ で ¥ 昨 夏 の ド ル シ ョ ッ ク の 彩 特 は ， 建 築 界 と い え ど も 例 外 で は な し 差 し 当 つ て の 人 只 の ; 克 ー 給 関 係 に

は 多 少 の 変 動 は あ っ て も ， 将 来 の た め 工 高 に 専 攻 科 を 設 遣 し . 佳 築 界 を 支 え る 来 い 人 i主 の 資 質 の 向 上 を は か

つてはいかカずなものであろうか。 ( 1  )  
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雨露を凌げれば( すましつになることを私たちは 20数

年前の戦時下で身をも って体験し た。食べること 、着る

ことについても同様のことが起った。

やがて食べものの昧のよさ 、着ることの美しさ 、そし

て往うことの快よさへの願望がど れほど人生にと って大

きなものであるかを感じるこの頃である。これは決して

ぜい沢な人生の欲望ではなく、人間の本能であり、それ

が人間の文化というものであろう。

最近とみに経済発展した日本が社会公害に悩され、人

間生活環境の奪還と革新にあらゆる衆智と技術を動員し

ようとしているのは正しいことであるし、人間なればこ

その生命の秩序への反省であろう 。

人聞は (合理〉のみでは生きられないし、 〈美〉のみ

でも生きられなし、。それは食べものにしても、着るもの

にしても、住いにしても同じことである。

日本の住いの問題はやがて経済の発展に伴って、おく

ればせながら国民の願望によ って不合理な土地問題が解

決され、国民の居住面積が拡大されてゆくものと信じた

い。そして日本人の生活は世界、西欧のそれとは又別個

な進展と変貌が行われ、新しい様式が生れるのではない

かと思われてならない。もちろんそれは専門の建築家、

インテリアテザイナ一、工業デザイナーによって創造さ

れるものではあろうが、国民自体の必要性( 日本の風土、

気侯、習族と近代科学、技術の綜合) によって生み出され

るべきものだと思う 。私はこの二 ドのない生活は意味

も発展もないものと思っている。軽薄な流行現象はいつ

の時代にもあるものだが、こんなものは( 住い〉の根底

には価値のないものである。

私達が新しい日本人の住い 〈活動的生産空間をも含め

で) をどのように発展させ、どのよ うに解決してゆくか

は大きな問題であると周時に新しい社会にお ける都市構

造、労働、休養、 経済、衛生、体位、結婚、家族、交通、

自然など流動要件の中で思考されなければ、新しい道は

開けそうもない。

この著讐はインテリアフ ァブ リックを主とした綜合イ

二ィテリア計画のための重要なものとして、私は蛸寺をか

けている。普からf主いにおけるフ ァブリックは防暑、防

害、遮光、防音、吸音などの合理性の上でインテリアの

重要な物理的、生理的必然的要素であるとと もに、その
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である。
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1 水の広場 I
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ミ ナ ミ 地 下 セ ン タ ー 虹 の ま ち

は じ め に

国 土 l倒的 の 狭 少 な わ が 国 に お い て . そ の 土地 利 用 法 は 特 典 な 発 展 を た

ど り今なお . i 1 主みつつある 。 段 々 畑 i湾湖 の- F- 拓技術. J也災 固 な が ら の

趨 向 J0必!mへ の挑 戦. 地 下 街 の 建 設 等 一一。

ＱＱ い、 ｪｩｬｾ 卒 。 市街地は ｦ 止界 でも 桁な ほどであり，スプロ ー ル化をｼ坊ぐ

決 定 的 な 対 策 L な い 現 状 に お い て ， 最 近 と み に 注 目 を あ び て い る の が 超

高 Jl'1iヒ な ら び に 地 下 都 市 の 建 設 で あ る 。 しかし人間住宅! UJ と し て の 地 下

都 市の 是非 L 充 分 検 討 さ れ ぬ ま ま に j的秘書11 di に モ ー タ リ ー ゼ イ シ ョ ン

と 州 事 って . 今 後 均 勾 そ の 建 設 を 余 儀 な くされる 現 状 を 認 め ざ る を 得 な

、、。

自 然 の 中 に 生 れ . 自 然 の 中 に 育 ってき た人 nuが . 次 第 に鳴水#，，' 緑" を

うた なし ¥ 今 ま た 最 後 の ホ光 n ま で 失 な っ た 。 全 〈 自 然 と |制絶 し た 空H11 に

追 い 込 ま れ よ うと する時， その き苦悩1を計ー画することの人 1111 と し て の 責 任

が 重 大 で あ る こ と は い う ま で も な い 。 地 下 街 とは 近 路 川 の 「地 下 街 占 用

許 可 法 部 」 に も 明 示 さ れ て い る ご と く ， ま ず 公 共 処 築 物 である ， という

ことを念 ｾｊｩ において Ｓ 十回 されるべきものである Ｎ それは多数 の実ｦＹ ｉｊ から

推 測 さ れ る 当 地 下 街 利 用 者 数30- 40万人/ 日 と し 寸 膨 大 な 数' j-; から 判 断 し

で も し か る べ き で あ ろ う 。 また" 1 J :γ である以上都市計叩可的な考 えに

たち . .iJl. I時 点 の み に こ だ わ ら ず 将 来 性 の あ る 全体 at -II[可を 行 う べ き で あ る 。

公 共 性

こ れ は L 、うま. でもなく社会一 般 の た め に あ る べ き も の で あ る 。 そ れに

は 具 体 的 に 肉 体 に 作 用 す る も の と 心 理 的 に 作 用 す る も の が あ ろ う 。 前 者

に つ い ては 利用者 の 似利を計ワ安 全を 総保 する ｾ ｉｈｊ なり施設を設けるこ

とにより . 経 済 的 に 砕 き れ れ ば比 較 的 容 易 に そ の 尖税 は 可 能 で ある。

問 題 は 後 者 である 。 '，; ;: ) に心理につい て 論 ず る こ と は 鮒 か し い が， ここに

1 つ の 例 を あ げ て 考 え て み た い 。 そ れ は ラ ッシュ H寺に地下f . i j を 訪 ず れ た

H寺の こ と で あ る 。 な る ほ ど， 内 装， 務 江主市mな どは 批 近のものほど' 京準に

なり ， 機 能 化 さ れ て い る 。 し か る に ， あ の雑 踏の rl: o にいかほど の 時間も

i必ぎぬ内に . あ る 航 の 倦 怠 感. 疲 労 感 を 党 え る の は な ぜ だ ろ う か ? 私

は当 地 下街設計ー担当にあた っ て か ら は と み に こ の 疑 問 を 感 じ た 。 その! 原

因は ， やは りま だ 心 理 作 用 に 対 す る 考 慮 が 不 充 分 で あ る か ら に他 な らな

いと思う 。 そこで視すt 聴 党 な ど の 感 覚 別 に 分 鮫 し て そ の 対 策 を 減 じ， そ

の 総 合 反 応 の 虫 J 採 を ね ら っ た 。

安 全 性

法 規 的 ， 数 量 的 に 満 足 さ れ て いても ， こ れ に 対 す る 処 世 は 充 分 で は な

い 。 それは上述 のごとき諸建 築物に あっても非 Ｇｩ ［ｾ Ｇ Ｑｉ寺 に 思 わぬ被占・を出す

1911が い く ら で も あ る か らである 。 その l瓜凶 は 「 法 規 的 に さ え O K な ら ば

それで与充 分J と い う 考 え と 「 法 規 的 に O K な の は 枇 低 限 度 で あ る 」 と い

う 考 え 方 の 差 鈍 か ら 生 ず る の で は な い だ ろ うか ? 膨 大 な 数 の 人 聞 が 集

中 す る 地 下 街 の 計画 に 当 って は， 当 然 後 者 の 立場 に た ち . さ ら に パ ニ ッ

ク の 際 の 笑1:;祭 商 を 想 定 し て 安 全 の 確 保 に 努 め な け れ ば ならない。

経 済 性

現 実 に お い て ， こ の 点 が 常 に一 番 重 要 祝 され前. i & の諸計画が縮少され

た り す る の は ， い た し か た な い と は い え 残 念 な こ と で あ る 。 し か し 経 済

性 の問 題 が と く に 施 主11111 に と っ て 丞 婆 な こ と で あ る に は jie い な く ， ま た

そ れ を 充 分 に 考 慮. すべき は設 計者 に と っ て 当 然 の こ と で あ る 。 問 題 は 経

済 性 と い う も の を 建 設 時 と 営 業時 に 分 け て 考 え た 場 合. そ の ウ エ イ ト の

自主き方であろ う。 こ の 間 安 紫 が 合 致 す れ ば 理 想 的 で あ る が，相 反 す る こ

と が 多 < Ｎ庖 ｾＱ Ｑ￬滋 Ａｭ にあ って はと くにこの点を熟慮する必要がある 。

建 設11寺 は あ く ま で一 時 的 で あ り ， 営 業'11寺は 半 永 久 的 と 考 え ら れ る 。 そ

こで極力岡安討 をの 分流を念頭にお いて ， 宇 Ｎ ｴＮｾ 監 ｈ 寺 のとくに 願手平 め誘因ブ ｪ を

主 Dfl. に計画した。

構 造 計 画

今 回 の 地 下 街 建 設 を 行 う 部 分 の 周 聞 の 状 況 は ， 道路北1 l I11の地 下 に地 下

鉄 千 日 前 線 が， 南11111 に 泣 鉄 難 波 線 が す で に 桃 築 を 完7 しており ， さらに

地 下 街 竣工 後 に ， 地上 約 10 mの 高 さ に 阪 神 道 路公 団 の 高 架 道 路 カ ヘ 地

下 街 と 平 行 し て 走 る と い う 複 雑 な も の で あ る 。 そ し て ， そ れ ら が 本 地 下

街 の 附 巡 計 画 に 栂 々 な る 規 制 を 与 え てい る。 次 に I也線条件であるが， 土

質 別 査 の 給米 では， 日本 紙11付近はかなり 地重症が1: 提起しているカヘ そ の他

は ほ ぽ 均ー な 砂地 主主である 。 す な わ ち ， 地 下ー |椛ほlポ悠 ( G L - 9，500

m ) で は . ｎ ｉｾ 立主主 ＳＰ の細 砂 であり ，地 下 二 ｉ ｗｕ 必床量産 Ｈｇ ｌ Ｍ ＱＶ ， ＰＰＰｭ Ｉ

では N イl立;;'; 50の際 ま じ り 砂 の 良 好 な 地 盤 で あ る 。 本 地 下 街 の 架 織 形 式 を

大 別 す る と よ 図 の よ う に ， 標準 形 式 と し て は 3 タ イ プ が あ り . 縦断万戸'1

は Ｗ 径 問 ｩＡｉＡ統スラプ形式とし，縦断 方 向は内向 ｉ ｉｾ ｊｈｉ を ｬ ぷ〈利用するため

: i i l i 統梁形式とした 。

泉尾今里線中，心線

守邑 告
_ !  I  1.， '  r; nn ‘且 、

地下一層 地下ニ層 中二階を含む地下三層

次 に 架f，Y，' の主袈寸法( 七被，) ， 件 1i1IJlM， 1: 智正5等 ) で あ る が， 地 下 1 階 部

分 は 泉 J邑今虫総の J(.fj 立111 ( 5 0 m) より l州 11113 mのク リ ア ラ ン ス を 残 し た

4 4 mをその捌i断 n fI 'J の 111 とし，村，111111雨中央部分は上苦11に 載 る 高 架 道路 怖

脚を巧ー111.¥し. その中心線を対車' 1 ; とする 5 mの 3 径 II fl と し ， 阿世間に 6.8 m 

7.4 mの 2 径 1111 を 対 林 に も つ 計 7 径 Il'り か ら 成 る ，鉄 筋 コ ン ク リートラ ーメ

ン榊 iff です〉る。( ただし . 柱 の み 欽f i ま た は 鉄 骨 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 )

次 に 地 下 21消音11分 は ， 北 111リに 地 下 鉄 千 日 前線 ， 南 IJI リに近鉄 難 波 線 が 走 り

それによ って 償断万 ｊ￭ｾ の ｲｬｬ が規 ｦｬｩｩｬ されたため ，榊 ｩ 主上安定な対湖、形がと

り件ず， 5  m 2 1モIHl か ら な る 椛i立 と な っ た 。 な お . 土絞り . 1稽高に つ い

ても ｬ￬ 可述の何々な規ｻ制 Ｑ Ｎ ならびに Ｎ 多何 ｬ 多機なｾ設管Ｈ上下 水道， ｭ

会- . ガス etc. ) を 淵 艶 し な が ら 決 定 し た 。 縦 断 万 戸l の柱! 日1隔 は 橋 脚 の 荷

唱をＮＯｪ ＭｊＮ 舷して全長にわたって Ｖｭ とした。 ｾｾ ｉ己 ながら、当 初の計画段階

に お い て は ， 阪 神 間 述 道 路 の 僑 脚 法 縫 と J也下街上1末量産と の 一体 化 が 検 討

されたが， ａ 足万の ｾＭ ｉ 静 岡 Ｎ 脇工時期の ｬｦｩ い ， 地工区分の取扱いなど ， 諸々

問 題 が't じ，今問 め よ う な そ れ ぞれ 分 離 し た 榊 築 と な っ た 。

広 場

都 市計 111可決 定 さ れ た 広 場 に * 自 然

w

と い う 今 や 忘れ 去 ら れ よ う と し て

いる - ＱｴＮ 水・緑がもっ人間性回彼の喜ｾｾ院をおき ， 広 場 空 間そ のものを

IJfl 放 ( 交 流 ) ・断 絶 の 二 面 性 同 時 成 立 ・共 存 を 試 み ， そ こ に 人 身 が く つ

ろぎ交流するヨ与を見つけることを目的とした.

一光 の 広 場 一 広 場 を 情 成 す る モ デ ュ ー ル を 300協 及 び 600鴨z とし . 平

而 &U' 断 l市をすべて 300協 の グ リ ッ ト で 訓 り つ け そ の 中 に 光 の 美 し き ，

ま ぶ し さ を 表 現 す る . そ の ホ か た ち w は 諸 条 件 に よ りi盟三 角 形 を と る 。

こ の 宅 1111 を い ス ペ ー ス プ ラ イ ト 秒 と 称 す る 。 そ の 原 点 を 床 に 配 し た *泉 砂

とし ， そ の 泉 よ り 光 が 噴 出 し 笠1111 を 走 る 。 測 光 袋置 に よ り 6 極 め パ タ ー

ン 演 奏 を 可 能 に し ， よ り 美 し さ を 表 現 す る と と も に 吋虫夏!1 なまぶしさ仰

の 印 象 を ワーえることを 目 的 と し た の で あ る 。

一水 の 広 喝 一 ‘水の 者ｾ Ｂ、 水の大阪Ｂをテ ー マに計画された広場であ る 。

1桝 段 に そ っ て 流 れ る 水 は 多 段 式 の 滝 と な り ， そ の 落 差 は 最 も 大 き い と こ

ろ で 3 mで あ る 。 こ の 滝 の 流 れ は 広 場 中 うため 池 に 結 ば れ て い る 。 狭 い ス

ペ ー ス で ホ 水 仰 を 立 体 的 に 表現 す る 意 味 で ， 巾 5 m，長 さ 1 5 m，深さ 2 m

余 り の 池 内 に は . 5 体 に 変 化 す る 噴 水 装 置宝が セ ッ ト されてあり ， その 一

つ の パ タ ー ン は け1l 0 mに 及 ぶ 二 条 の 無 数 の ノ ズ ル砕 か ら 快 音 と と も に 吹

き 上 げ る と 向 調 し て ， 天 井 照 明 は 消 さ れ ， そ れ に 代 って 七 色 の 虹 が そ の

水 幕 に 映 し 出 さ れ る 。 水 に よ る こ う し た シ ョ ー 的 な 雰 囲 気 を つ く るとと

も に 再 び 水 へ の あ こ が れ が 匙 る こ と を 目 的 と し た 。

一緑 の 広 場 一 一 般 通 路 ま り ス ロー プ に よ っ て 20cmの 高 低 差 を つ け た ダ

ウ ン フ ロ ア ーを 中 心 と し て 10数 殺 類 の 自 然 木 ( マ ツ ・ カ イ ズ カ ・ サ ツ キ

ツ ゲ ' ク チ ナ シ ・サ ン ゴ ジ ュ ・ ナ ン テ ン な ど ) を 宇佐 え ， ま た そ の 一角 に

は 卜 ? プ ラ イ ト に よ り 自 然 の 光 を と り 入 れ る こ と を 可 能 に し ， 〆j、烏がと

び か う 広 場 を ， 人 々 の ~ 、 こ い 。 と * や す ら ぎ 砂 の 広場 を 地 下 空 間 に 求

めた。

結 び

基 本3十阿を合的，満 3 ヵ年に及んだ設計ーが完了し . 峻 エ 後 既 に 2 ヵ月

余 り 縫 た 今 . 顧 み る と 安 全 性 の 問 題 を 除 い て は ， 当 初 計 画 の 半 分 も 実 現

できなかっ. たのが残念である。

ト レ ー ド マ ー ク の * 虹 命 自 然 を 匙 え ら す こ と を テ ー ? と し た 各 広 場，

しかし . そ れ ら は ， は か な い イ ミ テ ー シ ョ ン で あ り. 自然 の物 を 人 工 的

な地 下さを 1111 に 求 め る こ と 自 体 が ， 不 自 然 な 行為 であろう一一。

し か し ， 砂 泌 化 す る 大 都 会 を 設 が 数 う の で あ ろ う か ? そ れ は マ ク ロ

な政治経済) ) に他ならず，そしてそれを 繰 起 さ せ る の は ， 国 民一 人一 人

の II 然 変 !i.f 心 に 他 な らない。

もし 司 こ の 地 下 街 が 自 然 救 l止主へ の 一助 と な り 得 た と し た ら ， 自 然 の

迎 に 叛 い て. 不向号1 ¥な行為を行なった 我々を、、自然" は許してくれるの

で は な い だ ろ う か一一一。
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フ ァ ン タ ジ ー の 広 場

阪 急 三 番 街

阪 急 梅田駅 微 要

建 築 地 大 阪 市 北 区 小 深 町T27， 芝 凶 町20

設 計 監 理 京 阪 神 急 行 屯 欽 株 式 会 社 主n;ur普11

設 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 応

規 模 高 層 苦II( 阪 急 タ ー ミ ナ ル ピ J レ)

鉄 f i j 窓口階 建

低 層 部 ( 阪 急 線 田 駅 ・三 番 街 )

鉄骨鉄筋コンクリート造、地下4階、地上5階

高 さ 最 頂 部 76，030m

工 期 第 1 ) 羽工事 S 42 目 2 .  1  - S  42 .  8.  27 

m 2 期 工 事 S  42 .  8  . 28- S  44. 11 .  28 

第3 J t11工 事 S 44 .12 .  1 - S 47 .  3 .  15 

第 4 期 工 事 S  46. 11 .  29 - S  48. 11.  30 

而 桜 敷 地 l節制 35 ，545m

2

建 築 面 秘 29， 720m
2  

( 新阪急ホテルを合む)

床 面 積 210，058m ( 新阪急点テルを含む)

庖缶liii節符f 41 ，171m
2

( ( t J>l ( を含む)

最 近 の シ ョ y ピ ン グ セ ン タ ー は 、 ス テ ン レ ス の 方 立 に 区 切 ら れ た 画一 的 な 硝 子 張 り の ス ク リ ー ン な

ど， ま ば ゆ い ば か り の 明 る さ だ け で 売 り 出 し て い る も の が 多 い。 し か し シ ョ ッ ピングとは単なる務聖書

供 給 だ け の 行 為 で は な い 。 人 々 は そ こ に 雰 囲 気 を l床い ， 散 策 を 楽 し み ， 物 語 り を 求 め て 集 ま っ て く る 。

こ の よ う に 都 会 生 活 に 対 す る 快 適 性 の 要 求 を 最 も 端 的 に 表 現 し て い な け れ ば な ら な い の が シ ョ y ピ ン グ

セ ン タ ー で あ る 。 そ し て そ れ が 日 本 独 特 な 界 限 性 を 包 含 し な が ら 、 快 適 な 環 境 を も っ た 都 市 の 交 流 の

社 会 を 作 っ て い く の で あ る。

ファンタジーの広場では重層した街を. 附と| 暗の附1に 渡 る 沌 や 川 に 沿 っ た 吹 抜 け や. エ ス カ レ ー タ

ーで見通しよくつないで，ダイナミ y クな ifrJ; きのあるものにしている。 3 階 分 の 高 さ の 大 ス テ ン ド グ ラ

ス を 正 而 に し て ， 吹 抜 け を 囲 む 回 liliil 立 荘 大 な 空 間 に 集 う 人 々 の 心 を 喚 起 し ， 現 代 人 の 広 場 と し て 快 い

輿干! ? に摘されるであろう 。 買 物 の た め の 街 路 は 疎 外 感 を 感 じ な い 適 切 な 広 さ の 通 路 で ， こ の 街 を よ り

一 層 界 限 的 な 一 体 感 で 親 し み の あ る も の に し て い る 。

い ろ い ろ な 意 思 を も っ た 人 々 が 自 然 発 生 的 に 集 ま り ， 何かを" * めたり自己発散したりする自主的な

選 択 行 為 に こ た え て い く た め に ，イ ン テ リ ヤ に も 強 い 特 徴 と 同 時 に . 人 閉 め 本 来 的f感 覚 に 訴 え る 親 密 さ

をも ｾｉｴｦｾｩ￬ していなけれｻまならない 。

フ ァ ン タ ジ ー の 広 場 は ， そ れ 自 体 が一 つ の 街 の様 相 を も っ て お り ， こ 、 を 訪 れ る 人 は 街 路 か ら 家 に

入 る 感 覚 で 通 路 よ り 庖 由mに入っていく。公共の通路を街路のごとく詣I i 石を敷き ，街 灯 を 立 て ，庖 の フ ア

サ ー ド は 2 階建があったり， ト ャ ー サ リ ー の あ る 出 窓 が あ っ た り . あ た か も 外 部 で あ る よ う な 楽 し い

フィクショ ン を 意 織 し な が ら 演 出 し て い る 。

又 ， 我 有 は こ の119 をレンガタイノレの討をい s!: . 親しみやすいf ; iIi 石 紋 様 の 路， ハ ン ド 7 ラフト凪風Lいcのη 手 摺

や ポ 一 Jルレ. 右

訴 え た 。こ れ ら は か つ て の 時 代 に 見 ら れ た 歴 史 的 に も 蓄 桜 の あ る 造 形 で あ り ， 安心 し て 接 す る こ と の で

き る 表 現 ば か り で あ る 。 そ し て こ こ に も や す ら ぎ の テ ク ニ ッ ク が あ る し ， 現 代 感 覚 に 殺 も フ ィ ッ ト す

る ハ イ セ ン ス な シ ョ y ピ ン グ セ ン タ ー の一 つ の ス タ イ ル と し て 結 論 づ け た 。

阪 急三 番 街 は 梅 田 タ ー ミ ナ ル 圏 内 北 へ の 発 展 の 大 き な布 石 で あ り . こ の 特 徴 付 け と 泣 か さ と あ い ま

っ て 地 域 社 会 の 核 と し て の 使 命 を 果 し 得 る で あ ろ う 。

竹中工務J苫設計部計国主主計 i課長 伊 東 哲 郎
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特集・インテリアデザイン

. 職域論

インテリアデザイン分野の職域の広がり / 藤川宏允

インテリア分野における協力体制ーホテルパシフィック東京/ 西沢文隆

インテリアデザ、インにおける協力体制一阪急三番街の滝の街/ 村尾 栄 ・吉引顕久

. インテリアとエクステリア

内側からの空間論/ 三輪正弘

パブリック空間とプライベ ー ト空間/ 樋口 治

. 人間生活とインテリア

歪んだ空間で彼は考える / 伊吹 弘

人間行動とインテリア/ 平井 進

くらしとインテリア / 坪居恭平

. エレメント論

インテリアエレメントと間/ 中村圭介

機器化エレメン卜のスタディ / 原 因明道 ・柴田 潤

建築とアートワ ーク/ 多田美波

. 未来の生活とインテリア 一一イメージ案 情報頗〕
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南原七郎 河 崎 勇
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インテリアデザイン分野の職域の広がり

藤 川 宏 允

口 1月15日の東京朝日新聞tム "女性にインテリア熱" "花嫁修業も仕

事派も " と あり ，一例とし てある家具メ ーカーがP Rを兼ねて 1年 コー

スでインテリア教育を聞いているのが満員とか。独身女性は花嫁修業と

して，主婦の場合は乙れから家をたてたりマンションを買ったりするの

に，業者まかせにしてできあがってから後悔するより ，自分の意思を入

れた住みやすい家を作りたい という乙とらしい。またあくる日の 16日に

はニュー" 職人の町" 赤坂 ・青山・ 六本木のタイ トノレで，デザイ ナーや

カメラマン ・イラストレ ーターなどクリエ ーター ( 創作家) と呼ばれる

人たち が，マ ンシ ョンや，屋敷町K事務所やスタジオを作って住みつき ，

彼 らの数は数千人，大都市化が進むにつれて職住が離れていく傾向の東

京でおきた珍現象であると。彼らがすべてわれらの職業仲間である乙と

を考えると空恐ろしい気持にもなるし ，たのもしい気持にもなる。

口社団法人日本イ ンテリアデザイナ ー協会が59年lζ 結成されてから 13年

になる。以前の協会名は日本室内設計家協会だった。" インテリア" と

いう言葉は当時，世間では全くといってよいほど通用しなかった。 << イ

ンテリデザイン " と はどんな乙とをするデザインですかとよく聞かれた

ものだ。大阪の朝日に連載していたときも ，職業は室内装飾デザイナ ー

で，インテリアデザイナーではわからないと学芸部の記者にいわれた乙

とがある。 65- 66 年あたりからインテリアデザイナ ー の名が用いられ

た。インダストリアルデザイナーの名も以前は工業デザイナーであっ

た。新聞は長ったらしい名前をきらうので，そうしたのかもしれない。

協会も結成時は l∞名たらずで，なくなられた剣持勇さんや，現理事長の

盛口克平さんが足 しげく大阪へ来られ，支部づくりを樋ロ治さんや，岡

村実さんといった関西勢とされていた。私も当時スウェ ーデンの工芸大

学K 留学していたので，スウェ ーデン建築家協会 S. A .  R.  (Svenska 

T-' トテクテユールス リツタスヲエルプ，.

Arki  tekters Ri ksf orbund) やスウ ェーデン インテリアア ーキテクト

スベ Y カ インレード品ングス γ ーキテタテユールス リツタ::t 7 X k プ，.

協会 S. 1  .  R.  (Svenska Inredni ngs- arki  tekters Ri ksf orbund)  

の規約を送った乙とを思い出す。乙のほかに，スウェーデン産業デザイ

ス，、ンカ スレードフエル' :' ; 1グン

ン協会 S. S.  F .  (Svenska S1りjdf りreni ngen) があり ，各デザイナ

一団体の まとめ役をしていた。

口との S . S . F . の活動は大変すぐれてお り， 今，われわれが考えてい

る各デザイン分野のかかわりあい ，クライ アント との問題などを早くか

ら問題にしている協会で，昨年もとの協会をおとずれたが，不況の波が

デザイナ ーにもおよんできており ，その対策を考えていた。

さて S. S.  F. は1845年に設立され，その会員は工場経営者，労働者，

デザイナ ー， 科学者，小売商，消費者の広い範囲にわたっており . 7.0∞ 

人の会員，会費は年間 20kr で会員は機関誌 " F OR M" の配布および

展覧会への招待を受ける。その他 ，定期雑誌 " K ONT UR " を10%割

引きする。デザイン IC対して大衆の興味を呼ぶためにくじ引きを行な

う。すぐれたデザインの折畳み机であったり ，ガラスのキャンドノレスタ

ンドであったりする。常設のデザイン展示場のほか，ミラノ ・トリエン

ナーレなどの企画も行なって来た。昨年は . 72年 2 月に六本木lζ 閲かれ

るスウェ ーデンセンターの 1. 2 階のインダストリアル ・デザインとハ

ンデイクラフトのショーノレームの企画を行なっている 。そのさい ，設計

者も 指名する 。乙れらの企画は工場経営者，デザイナ ー， および小売業

者などの代表 4∞人からなる委員会によって行なわれる 。公正だがすへ

ん時間がかかるようだ。

乙のほか住宅問題に関する研究会，小売商への適正価格の設定，家具
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のモデ、ュ ーJ レの研究，輸出商品に対するデザイ ンの調査， それが小さな

人形であれロ ーソ クであれ。また開発途上国に対するデザイ ン指導も お

乙たってないようである。タンザニヤなどから デザイ ン実習生を呼んで

いた。乙の S. S. F . が活動をはじめたのは ，イギリ スよりラスキンや

モー リスのデザイン運動 . J ugend や L 'art nouvean のスタイルがは

いり ，それがスウ ェーデン工業に結びつきはじめた1915年頃からで，乙

の協会のモットーは "More Beaut i fu1 Everyday Thi ngs.  " 一一ー

バクラーシ ，、，ダグスパー，

" Vakrare Vardagsvara" 一一" 日々 の商品をよ り美しく ヘ "Art i sts 

ンストホーレシ テル インダス砂リエ y

to I ndust ry" 一 一 官onst naren till i ndustri en"一一官業に芸術

家を" であり ，乙れは多くの人の知るととろである。

口さて ，乙ζ で日本インテリアデザイナ ー協会に話をもどすと ，結成当

時は，建築家出身というか両方を行なうデザイ ナーと家具デザイナ ー，

船内設計家とその職域はかなりかぎられたものだっ たが，今日では ，テ

キスタイルデザイナ ー， プラスチックなどで家具を量産をするインダス

トリアルデザ、イ ナー はもちろんの乙と ，インテリアデザイナ ーであり ，

かつまた他のジャン J レのテeザインを行なう人がどんどん現われており ，

地域開発や都市再開発にまで加わっている乙とは当然のととである。

さて，乙のようにわれわれの身近にいる人のイン テリアデザインの分

野については ，実際に作品をつくってきたその結果でわかる乙とだが，

根本的 ( Cデザイン思想の上で他の分野と大きなへだたりがあるかと. うか

を考えてみる必要がある。

口 2年前の日本インダストリアルデザイナ ー協会 J. I. D . A. の総会で

" 道具" の問題に関してシンポジウムがあったとき，ジャン J レの異なる

デザイナ ーとして出席した乙とがあった。

インダストリアルデザインとインテリアデザイン( いわゆる建築デザ

インも含めて) の大きな異なりは，グランドラインの考えのちがい ，つ

まり ，インテリアデザインでは常に平面の上IC道具( デザインしたもの〉

を安置させるという考えが第ーにたっ。大地 GOOD E A R T H を考え

ない乙とには住むという乙とに対するデザインは生まれない。

つぎにイン テリアデザインは ，生活するための空間をデザインの過程

で考える。そ乙には与条件としてあたえられたが，かぎられた空間があ

り，それをいかに使用するかにあり ，大気 GOOD AI R を考えなければ

ならない。条件を与えてかぎられた空間になわをはるのが，クライアン

トではなかろうか。そうしてその与えられた空間を用途によって使用で

きるようにするのがインテ リアデザイ ンで、はなかろうか。このような私

の考えをのべたわけである。さらに私は道具論をつづけて ，現代のよう

に，人間の知恵と工夫のかたまりとでもいえる "工業" によってあまり

にもたくさんの道具が作り出されて，人間の暮ら しをおびやかしている 。

たしかに ，道具本来の意味は仏教から来た用語で，つま り方向をもって

みちびく乙とで，今のはやり言葉でいえば，オリエン テー ションにあた

るのだが， 問工業" という名にまどわされて ，あまりにもたくさんの道

具をインテリア空聞にっくり上げてしまった感がある。

口ベンジャミン ・フランク リンは "人間は道具をつくる動物である " と

いみじくも言う 。北アメリカにいるジカパチは小石をノ、ン 7 ーのように

用いて巣をつくりかため ，ラッコ は海にうかんで- 腹の上で- うにでうにを

わって食べる。チンパンジ ーは小さな丈の棒をつなぎあわせて ，長い l

本の棒をつくって木の実をおとす。しかし乙れは彼らが必要な道具を使

用するのみにとどまって ，道具の作製とは質的なちがいがある。



道具は人間の生活上の必要かく乙とのできない欲求によって発想さ

れ ，その時代の可能な技術の上でつくられるものである。ただ，乙乙で

問題になるのは，鳥やけものを狩っていた弓や矢という生活の道具が，

いつの間にやら，他の種族を殺し，仲間さえも殺す道具となる場合があ

る乙とだ。飛び道具という言葉でわれわれの祖先は乙の新しい武器を用

いた。道具は使い方次第では簡単に武器になりうるという乙とである。

その時代の花形である道具は，アクティブな使用のされ方が多くある

ものだ。現代のそれは " カー" とよばれる道具である。前にのベた， 大

地と大気にむしろアクティフ1ζ たちむかった道具ではないだろうか。お

かげで武器という名のつかない武器として ，多くの人間やその生活を殺

している。しかもインダストリアルデザイナ ーの花形はカ ー・ デザイナ

ーである。しかも現在のカ ーのコ 7 ーシヤ J レ・ポイントはカ ー ・イ ンテ

リアを広く ，美しく，使いやすくということで，日々の新聞には大き く

広告が出ている。乙れは道にそなわった，オリエンテ ーションとは言え

ないだろう。乙れにはインダストリアルデザイナ ーも，インテリアデザ

イナーも，広告をつくるためにグラフイックデザイナ ーなども参加して

いるわけだ。インテリアデザイン( 建築内〉とても注意することはたく

さんある。現在強く叫ばれている不燃 ，防煙の問題はデザイナ ーの作製

した道具が，たとえば壁紙 l 枚にしても武器にならないように注意すべ

きだ。

ロインテリア デザイン分野における職域を考えるとき，イン テ リアを構

成するエレメントが問題になってくるが，私はつぎの図 1 のような考え

をもっている。人間の用うる道具，生活用品には N E E D S ( 必需品) か

らW A N T S ( 堵好品) Iζ 大別できる。乙のニ ーズとウォンツの道具は

クロスしたりミックスしたりする要素をもちろんふくんでいる。ウォン

ツが多くなればばなるほど ，それは芸術品に近くなるのではないだろう

か。それは無限に外へとひろがっていくものだ。そ乙で乙のア ー ト&ク

ラフトデザインが，建築デザイン，インテリアデザインに関係を持っと

きは図 2 のようになると考えられる。外側のニ ーズは建物( イクステリ

ア) のデザインで ，もちろんウオンツの要素もふくまれているが，その

内側をインテリアデザインと見て，そのウォンツの中にクラフトデザイ

ンが遊んでいる。その一部は建物( イクステリア) のデザインの部分lこ

もくっついているという型ではなかろうかと考えている。プロダクトデ

ザインで ，たとえば下着( おしゃれ者ではない) はほとんど、ニーズで，

ナイテ ーと呼ばれる婦人の寝室用の下着などはウォンツが多くしめてい

ると考えられる。とれなどはウォンツの部分が多くなっても芸術品と考

えなくてよいだろう。

アート&クラフトデザイン

プロダクトデザイン

建築デザイン

インテリアデザイン

⑦

 

WAHTS 

図 l 図 2

口さて ，乙乙で私の現在行なっ ている デノマー トの設計を還 して， 他のデ

ザイナーや，他の職穫の人々とのかかわりあいをみてみたい と思う。

私自身デパート の技術都( デザイン部門) につとめているが，デザイ

ン部門を持たないデパー トのインテリアデザインをクライアントのデパ

ートか ら依頼されて行っているわけである。デパー トは，ホテルや地下

商庖街と同じように商業建築物の代表的なものであろう。

乙のデパー トをH 庖とし，われわれのデザイン部門をD プロジェクト

としてお く。

まずH デパー トの基本政策の作成がなされる。

0 市場背景として人口概要，気象，商圏，交通，産業 ，所得，消費 ，市

場特性，商庖街の謁査

0 競合庖としての百貨庖 ，専門庖の調査

以上がH 底本社調査室，H庖開設準備委員 ，建築設計事務所， ( 建設

会社の設計部) ， D プロジェクト ，パブ リシ ティプ ロジェクトによって

行なわれる 。とくにインテリアデザイ ナーが主力を入れるもの として，

市場特性，商庖街および競合屈の調査があり ，商品別 l亡くわしく 行なわ

れる。

乙れによって運営政策が検討される。

0 目標 ，性格づけとして ，焦点顧客，庖舗のグレード付， 庖舗イ メージ

が決定される。

乙れと同時に

0 販売政策の決定がなされ，売場構成 ，販売演出，外商，顧客組織化，

宣伝などが行なわれる。

0 商品政策も決定される 。商品構成，グレ ー ド付，仕入政策等。

その他 lζ

0 物流

0 組織人事の決定もなされ ，売上高，損益予算がきまってくる。

D プロジェクトは商品政策，物流，組織人事の会議以外はほとんど参

加する。乙の間 ，建築設計グループとの会議はしばしば持たれる。乙れ

によって， "与条件と設計条件" が決定される乙とになるわけで，つぎ

に設計の段階別区分を行なう 。

0 設計の段階区分

A. イメージ展開のためのテ' ザイン

B. 商品に対するサイズとポリームを重視するデザイン

上記 2 項目 について ，とくに開設準備委員と業務担当者間 とのグッド

コミュニ ケーションにより ，下記の区分方法のもとに展開する 。

設 計 I  2 実 施 密 計 I  3 監

一本社社長室ー 一本社社長 ｄｾ＠ I  H庖本社社長室ーl

H  聞役準備雲員 Dプェク Hー 開設単備委 プロZクト D プロジェクト _I

庖 ロト庖 ジ |  

一業務担当ージ ー業 務 担 |監理

( 商品) 1  // 1字 員; ↓  

/  I エ エi デザイン

1. 7 ロアー構成計画 /  I ツ グ

/  I タ ル 品 質

2. 平 面 計 画 /  I 機 l  

/  I能 プ ー 色 彩

3. 什 器 配 置 計 画 ノ/ ↓ ｴｾ＠ 1  :  1  

ι 内 装 計 画 実施/ 設計一I_ - +t プデザイン j  ↓  

5. 色 彩 計 画l 詳細設計一| グループ 納 入

6 照 明 計 画

7 設 備 計 画

8 サ イ ン 計画

基本設計，実施設計において動員されるデザイナーは，

建築デザイナー( 建物，設備)

インテリアデザイナー( 内装，什器)

デスプレイデザイナー( 装飾，開庖時を含む〕

パッケ ージデザイナー( 商品)

グラフイックデザイナー( 宣伝，商品伝票，ポップアート)

コスチュームデザイナー( 従業員用を含む)

庭園デザイナ ー ( 屋上〉等

今回の場合のような大型デパート の場合は ，Dプロジェクトの中心を

しめるインテリアデザイナーが他の分野のデザイナーをコントロ ーJ レす

るか ，重複して行なった方が，マーチャンダイジングポリシーに十分そ

った庖舗展開ができるようで，建築デザ、イン( 設備を含む) ができるイ

ンテリアデザイナー がー部に必要となる。いずれに しても，流通革命の

世の中 ，エ クステリアの造型のみにはしる建築デザイナーは少なくなる

fごろう。

( ふじかわ ひろ ただ K K大丸技工部技術郁長代理〉
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インテリア分野における協力体制

ホテルパシフィック東京の場合

西 沢 文 隆

協 力 と は 何 か

建築の設計内容は近来とみに複雑化し，錯雑化しているので ，) レネッ

サンス時代の建築家のように，隅から隅まで一人の人聞がデザインする

というわけにはいかない。どのような場合でも多くの人々が集って，一

つの建築をまとめ上げてゆく乙とになる。内容が多岐に亘るからには，

何から何まで知り尽して一人の人聞がやりおおせる ζ とは不可能であ

り，意気の合った一つのクツレープが互いに相授け相補って作品を完成さ

せざるを得ない。乙の場合 ，意気投合の密着度と各メンバーの機能によ

って， 勝負は定まる。協力がスムー ズに運ぶためには各メンバーが常に

ー絡に仕事に打ち込んでいる のがよいが，各人が非常に流動的に物を処

理 し， 発想しつづけるのでなければ一種の癒着現象を起し ，創作が常，' 11:

飛躍をつづけるというわけにはいかぬ。むしろ全く今まで接触のなかっ

たメンバーがはいり ，抵抗を与える乙とによって新な発想、が生れうる可

能性も生じてくる。グループで仕事を していく場合，何らかのシステム

を造り ，そのシステムに準拠して仕事を動かしていく ζ とが，仕事を能

率よく運びながら筋を通していく上に大切な乙とはいうまでもないが，

システム の上11: 安住すれば生命の乙もらない物しかできない。本物を創

るという乙とはロゴスの世界の出来事ではなく，ケイオスの世界 IC根ざ

した事柄だからである。システムという秩序のなかにどのようにケイオ

スをしのび込ませるか，そのテクニックが問題となる。大組織の中で生

み出される作品が往々にして，一応の水準11 : 達しながらもう一つパンチ

の利かぬ作品になり勝ちな所似も乙の辺の問題であろう。本誌で職域論

が採り上げられたのも ，それを探ろうとするものであろうかと考える。

どのような小さな仕事でも，一人で全部やり上げるという乙とはまず

ない。構造や設備は別の協力者がいて ，それと組んでやる。協力者はメ

ンバーの一員である乙ともあるが部外者である場合もある。部外者であ

るかと、うかが問題ではなく ，要は相互の述絡がいかにうまくとれるかと

いう点だけが問題である。常 11 : ー絡に仕事をしている協力者の場合は互

いに気心が通じているので，連絡が緊密に取りやすいという乙とはあ

る。一方お互いに恩11れっ乙になっているために抵抗も少なく ，一人でや

る場合ともすれば陥り勝ちなイージ ーな答えを導く危険性をはらんでい

る。よいものを創り上げるという立場からいえば，それはシステムいか

んの問題ではなく ，本人の心構えの問題という乙とになるのではない

か。何はともあれ，建築の規模が大きくなり ，内包する機能も複雑多岐

にわたれば，うまいシステム造りが必要であり ，しかもそのシステムに

安住せぬとと乙そ肝要である。

ホ テ ル の デ ザ イ ン と は 何 か

" ホテノレとはパニティ ・フェアーのようなものだ。建築を造るのでは

なく，ホテ J レを創らなければならない。 " という意味の感懐を漏らした

ととがある 。坂倉が逝去し ，途中からホテルのデザインを引継いだ時点

では ，私は建築を創り上げる積りでいた。施主の方で抱いた危倶はむし

ろ乙の点にあった。見事に筋金の通ったホテルなと・造って貰つては困る

というのである。住宅が住い手K 住いを立識させてはならず，あたかも

空気のように何ら拘束を感じないで自由に動き廻り住み乙なせる必要が

あるように，客が何らの抵抗も感じないで，至極やすらいだ気分で，な
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かを自由 lζ 遊泳できるものでなければならない。そのためには一人の建

築家が建築の筋を透しては因る。一人の建築家が隅々まで神経を行き届

かすとすれば，ど乙! 1 : いてもやすらぎが感じられない。 一個人がその発

想、のなかで，いかに変幻自在にデザインの腕を揮ってみて も，所詮一つ

の感覚で統一されてしまう乙とになる。それではいくら多彩なデザイン

がなされても限度がある。ホテノレではもっとバ ラバラなノマラ エテ ィに富

んだ華麗さ乙そ望ましい。インテリア ・デザイ ナー達を使って，できる

だけ建築家側からデザインを押しつけずに自由に振舞わせて欲しいーー

というのである。私はそうは思わない。多彩で華麗なデザインをやって

みせますーーと言ってみたと乙ろで，水掛け論になる だけである。施主

側の感はむしろ信仰の域11 : 達しているのだから。

イ ン テ リ ア 会 議 編 成 ま で の 経 緯

施主と設計者の聞で考え方のずれがあってはまずいので，基本プラン

の再チ ェックの意味も兼ね，わが国で長近できあがった各ホ テルを施主

とともに見学して歩き ，施主の感想を聞き ，乙 ちら の意見も述べて，相

互の意見調節を行う乙とにした。その過程で私をもっ とも打ったのは博

多の西鉄グランドホテルで・あった。私や施主の趣味11 : 合う合わぬは別と

して，乙乙ではすべて一人の建築家の息が全体を支配しており，一つのー

ホテルに仕上っている。他はほとんどがインテリ ア ・デザイナー逮の競

演であり，それが余りにもパラパラであるために，百貨庖売場の室内装

飾のようになり ，バラエティはあっても ，一つの ホテルに までなってい

ない。乙の点は施主の方でも体で感じられ，デザイナ ーたちは使って欲

しいが全責任は建築家がもって，全体を総合して欲 しい。ただし建築家

の自我を押しつけて，デザイナーたちが腕を揮えなくては困る。なるべ

くデザインを押しつけないで欲しいーーというわけである。インテリア

・デザイナ ーを個々に使うのはかなり問題があるから むし ろ，インテリ

ア ・エレメントを創るデザイナーたちを使ってウr
7 ラエティ の多いもの

にしてはどうかという私の提案は一応納得されたが，やがてまた捲き返

しがあり，他のホテルで・はインテリア ・デザイナ ーたちを使っているの

に，なぜうちだけが使つてはいけないのか。どうしても使って欲しいと

いう。

そ乙で一歩を譲歩し ，ホテ J レを主軸と端都K 分け，主軸 IC関しては当研

究所でやり，端官官のｾや花 ｋ 当る部分については適宜インテリア ・ デザ

イナ ーたちに委せてやらせよう。その場合各デザイナ ーの個性はできる

だけ尊重するが，全体の雰囲気がパラパラ K ならぬ程度は意見を述べ ，

好ましい結論! 1 : 導きたいーーという乙とで話がま とまったのであ った。

デ ザ イ ン 会 議

われわれはまずインテリアに関するデザイナ ーたちを リストア ップ し

て施主に推薦した。乙ちらで‘ 使ってみたいと患っても ，施主の方で体質

に合わぬと拒否した人 ，乙ちらが体質的に好まなくても施主の方でぜひ

使って欲しいという人も出た。決定構成メンバーは後掲のリストの通り

である。

各自，奔放 IC} i 売を揮うといっても ，これから造ろう としているホテル

にマッチしている必要がある。そ乙でホテ J レ全体のあ り方について，当

方の意図を理解してもらい ， ホテ J レ但IJ からも自 由に 説明していただい



て， まず，全体のあり方を理解してもらうと同時に ，それについて異見

があれば腹蔵なく発言してもらい ，われわれはそれを謙虚な気持で拝聴

して， よい窓見があればどんどんと採り入れて変更してい乙うという意

気込みで始めるこ とにした。そのためには各デザイナーも自分の専門分

野に立て乙もる乙となく ，自分の専門分野からむしろ逸脱して ，自由奔

放な意見を述べてもらいたい。グラフィック ・デザイナ ー が照明をや

り，照明専門家は空間造形を発言し ，よければ積極的にそれを分担して

もらう。恩I i れない点は当方で補佐しようという建前のもとに毎週一回の

会合を持つ乙とにした。乙れには施主側も出席してもらって腹蔵なく意

見を述べてもらう。乙のようにして討論のなかで乙のホテルのあり方を

理解するだけでなく，相互閣の理解も十二分Ir 深めようという念願であ

った。

と乙ろがととは所期の理想通りには迩ばない。意見を悶わす分には東

京では積極的だろうという期待に反し ，一向 Ir 活溌な議論になって ζ な

い。東京でも具体的に定められた部分だけを哩噂していく癖がついてい

て， "初めから相談を受けていれば" というにもかかわらず，そのよう ‘

には動かない。要するに協力の修練を全然積んでいないのである。乙の

ような方法も馴れてくればできるようになってくるのかも知れないが，

今の日本の現状で・は時間の労に終って しまう らしい。たま IC意見が出て

も，極部のスキン ・デザイン IC堕してしまったりする。本当の協力が実

現していくためには， 乙のような会議もできるだけ持たせるようにし

て，デザイナーたちを訓練する必要があるらしい。その点，構造家や設

備家の方が馴れている。構造家，設備家といっても，今のと乙ろ，構造

デザイナ ーや設備デザイナーにまでなり切っておらず，乙とデザイン R:

関しては建築家がイニシャティヴを取らざるを得ないという現状ではあ

るが，インテリア ・デザイナ ーに関する限り ，まだそとまでもいってい

ないという悲しい現実とみた。もちろんデザイナーたちから 言わせれ

ば，建築家が押しつけてくるから出られないのだというかも知れない。

しかし押しつけられて引込むとすれば，引込む方が悪いのである 。

以上のような次第でわずか 5 回ばかりで，デザイン会議は打ち切りに

した。切ち切りにするとあわてて提案も出てくるといった始末である。

しかし乙の会議が全然無駄であったとは，思っていない。無駄な廻り道

のようでも ，各個 Ir ホテ J レのあり 方から説明して仕事をわたしていくと

とを思えば，労力は無駄にはならなかったで、あろう。その打合せの上で

既定方針は説明せずしてわかるようになっていたからである。会議のメ

ンバーのなかにはうっかりよい案を提言すると横取りされてしまうので

はないかというようないじましい人もいた。しかし乙んな ζ とにかかず

らわっていては乙ちらまでいじま しくなる 。との間の報酬は Manhour

や発言内容や ，出席率などにらみ合せて，デザイナ ーとしての pay を

した積りである。

設 計 報 酬

さていよいよ各メンバーに仕事を割り当てるに当って報酬を定めなけ

ればならない。デザイナ ーたちの側からすれば自分の担当する部分の工

事費について ，正規の報酬を請求するのが当然である。しか し当方とす

れば工事費 Tot a! について% を定め ， 設計監理報酬をもらっている以

上，答えを合わせるため Ir は，工事費にわが方の定められた報酬率をか

けるのが至当である 。乙れは各デザイナ ーたちにとっては余りに も少な

すぎるととになる。かと言って ，わが方の設計報酬のなかから ，満足の

いく pay をすれば，わが方は大きな赤字をかかえ込むととになるので

ある。そ乙で施主と 話し合い ，少なくともデザイナ ーたち Ir 委嘱する部

分に対しては報酬の増額をしてもらった。設計報酬の定め方というもの

は実に杜撰なものであるととが明瞭である。少なくともインテリア ・デ

ザインの部分 lζ 関しては，本工事と切り離すのでなければスマートな結

論は出得ない。乙の交渉は設計料がいかに大雑把で ，少ないものである

かを施主に間援に知らせる乙とになり，設計料の増額を考えてもらえる

ようになったととはわが方にとっても大変助かった乙とであった。

デザイン会議以降の協力体制

以降の仕事の進め方に関 しては ，構造や設備における協力体制と大差

はない。すなわち基本方針とにらみ合せながら ，全体のなかにうまくは

まり込むように，しかもそれぞれの室の特徴が強調されるように ，限ら

れた予算のなかでデザインを遂行してもらうととである。もちろん案は

どしどし出してもらうが，案K 窮 しているときは乙ちらも一緒になっ て

提案する。図面ができていく過程でも始終チェックし ，細部まで一緒に

絞り上げていくという順序である。 乙の作業がスム ーズに運ぶために

は，各メンバーの所員を現場K 詰めてもらい ，ボスもしばしば現場に現

われてもらって ，施主や構造家，設備家と打ち合せながら仕事を進めて

いくというはなはだ原始的な方法である。 ζ の場合』とはデザ、イナ ーたち

もはっきりと自 己を表明し， 本当の意味でのディスカッションができ

る。デザインは本来頭で造るものではなく体で造るものであるので，物

lζ 旦pして話をすすめるのは容易であり ，空転する ζ ともない。蜜蜂や蟻

が唾で巣を造っていくように ，創 っていくのが物を創る というととの根

本である以上，原始的であればあるほど密度もあがりやすい。 ホテル程

度の仕事までは，乙れがまた ，可能なのであろう。 システムらしいシ

ステムのない一つの方法である。

物を創ろうとする人間にとって ，能力以上の抵抗は創作力を麻簿させ

てしまうであろうが，わずかに能力以上である方が乙れに打勝ち飛躍す

るヴァイタリティも湧きやすい。抵抗は施主の晴好や金銭的制約や法規

のみではない。自分自らに課す絶えざる反省もその一つであり ，ζ れ乙

そ作品を磨き上げてゆく根本ではなかろうか。

パシフィック ・東京のデザインに協力した人々は組織の外にあって自

分のデザインを遂行するのではなく，わが事務所の一員 ICまでなり切っ

て動いてくれたメ ーカーの工場へも一緒 Ir見 Ir 出かけ，仕事の過程も チ

ェックしていったので、あ った。

ＱｾＲ の例外はある。ボス自ら頻繁 ｋ 出てきてディスカッションを重

ねてくれる場合はよいが滅多に出てとず，弟子の連絡もはっきり しない

場合である。施主の方では余り口出 しをして くれてはそれぞれの持ち味

が無くなると心配する以上，人間である以上，少し冷淡になる場面も起

ってくる。施主とデザイナーの両方から嫌われても決して委せていけな

いのである。 ζ の場合lζ は自分の窓に沿わぬものができただけではな

く，施主にも ，デザイナ ー自身にとってさえ意に沿わものができあがる

結果となったのである。幸いにしてそういう箇所は少なくはあったが，

後になって隣をかまねばならなかったのはま主にその箇所である ，とい

って も過言ではない。文句の言いたい放題をいって互いに切嵯啄磨する

とと乙そ， もっとも相手と親しみ協力する 道なのである。

インテリア・デザイン協力者リスト

・坂倉建築研究所

箕康 正 〈インテリア ・デザイナー〉客室廻 り全体

傘松浦 弾( インテリア ・デザイナー〉メイン ・パー ( シルパーシ ャト ー) ( 4 F ) 中華食堂

( 接蘭) ( 4  F ) 中華パイキング( 冠園) ( 2 F )  

コーヒーハ ウス( ピッコロ ・モンド) ( 2 F )  

ホ柴 田 陽 三 〈ホテル設 計 家 ・ 元協会事務所員〉スカイ ・ ラウンジＨプルー Ｎ ，，ｾシフィック ＩＨＳ ＰｆＩ

スカイ ・レストラン( プ Iノフドー J レ) ( 30F)  

伊藤 隆道〈空間造形家〉ラウンジ照明 ( 3 F )  

多国 美波( 照明デザイナ ー・彫刻家) 宴会場結婚式湯控室 ・メインダイ ニング( 浮殿)

照明( 表示スタンドを除く〉ドアークリスタル引手

石 井 幹 子 〈照明デザイナー) パプリッタ ・スペース及外構の j照明

太田 麗 子 ( テキスタイル ・デザイナー) 客室組 りを除く敷物一切

穫量美恵子 ( テキスタイル ・デザイナー〉客室階全般のテキスタイル ・ジュー !J ン共

( カラ ー・ コンデイションを含む〉

国東 照幸 〈グラフィック ・デザイナ ー〉表示板 ・文字一式 ・各底の看板を除く

H 広 井 力 ( 彫刻家 )  ! 骨器[ 棺品の撰定 ・デザイン指導一郎デザイン

' デザイ y 会識が絵ってから，施主の要請により怠加

柿デザイン会議のみ。庭の造形K 星雲l同してもらう予定であったが，うまくかみ合わず中止，什

器備品 ICついては独走の形

. その他の協力者

$加 藤 元 男 〈陶芸家 〉客室関係の電気スタンド用盛

鈴 木 治 平 ( 彫金家，芸大教授) 11 11 金属関

門可合 紀 ( 陶芸家 ) ロピー・ラウン クの飾壷

本長浜 光 ( 書家 )  3l ' 会活，結婚式場関係諸室の看叡文字

永 峰 壮一 { インテリア指導者〉テキスタイル関係の質，テクニック ，値段の詰め

藤本 美 清 ( 空間照明デザイナ ー) スカイラウンジの空間照明

( に し ざ わ ふ み た か 坂 倉 建 築 研究所所長)
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インテリアデザインにおける協力体制

阪急三番街の滝の街を通じて

村 尾 栄
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都市のなかの環境空間として ，積極的な設計で生まれたシ ョッピング

・センタ ー「阪急三番街」は，その立地条件からいっても ，いわゆる大

阪「きた」の特色を生かし ，その内在するあらゆるエレメントを コンタ

ク トし， 意識的な企画の上にすで、にいかにも自然発生的にできあがった

ように見えるほど，現在では「きた」の環境広場としての商業空間に成

長した。

古くから自然発生的ショッピング街の商業空間の趣をなしてきた心斎

橋や道頓掘界隈の「みなみ j 11: 対して ，国鉄大阪駅周辺は ，国鉄のほか

阪急，阪神 ，地下鉄のタ ー ミナ J レ網にデパー トを加え ，ビジネス街への

通過点と合わさった機能的な面だけの空間でしかなく ， i みなみ」とか

なり異なったものとしてなりたち ，その通過点11 : 通勤の必然から生まれ

た地下道に平行して地下商庖街の発達を促す IL至った。 i きた」一「み

なみ」という抽象的な呼び名からくるイメージはとりも直さず自然発生

的，大阪の体質的な エレメン 卜を包括しているものといえるであろう。

そうい った自然発生的必然から発展してきた梅田界隈 IC， ひとつの意

識的アプローチ として環境空間が生まれたきっかけは ，京阪神急行電鉄

の沿線の住宅開発の活発化と，通勤通学客が大幅に急増し ，万国博も加

わって ，その対処のために輸送力増強工事が行なわれ，梅田駅の拡張工

事と ，それに伴う新駅地下のシ ョッピング ・センタ ー 「阪急三番街」の

計画であった。

「きた」のなかでも今までミ商業地区として発展のなかった国鉄大阪駅

北側 IC ，阪急電Z鉄梅田駅の移転建設と， その地下11 : ショッピング ・セン

ターをつくる計画に ，今までの大阪の商業形成を越えた環境意識が加わ

り，その新鮮な姿勢で意識的にも無意識的一大阪の体質としてーにも ，

ひとつの環境空間への設計が，建築主である阪急電鉄の組織体と ，竹中

工務庖設計部の組織体との噛み合いから始まった。

地下街と いう制約された空間内の建築として ，機能的 IL も商業的に

も，そして対人聞の空間意識として，環境という広場空間の計画が，イ

ンテ リアデザイン的なエレメントを多く含む乙とになった。 i インテリ

アの街づくり 」ともいえる「阪急三番街」は ，当初より竹中工務庖設計

部組織体のなかで，計画設計と意匠設計( インデリアデサ、イン部門) が

コン タク トし，動き出した。地下空間を構成する計画設計と ，現代のイ

ンテリ アデザイ ンの空間を意識した全体から物へテ‘ ザインアプロ ーチす

る方向と， 人聞の問題を通した環境広場の計画に同一テー7 とかかわり

あいを持ち ，建築家とインテリアデザイナ ーが互いに歩み寄り ，与えら

れた空間を多くの制約を通して ，できる限り利用し ，可能性を突詰める

環境デザインを行なった。

そうしたなかで生まれた阪急三番街円11のある街」は，機能的商業主

義空間ばかりでしかなかった大阪「きた j IC ，対人間的な環境を包括し

た新しい商業空間を造りあけ子こ。

続いて阪急梅田駅の第 3 期拡張 lζ 伴い ，三番街の拡張で，さきに川を

造り ，71<の都大阪の要素をもり込んだアイデア IL ，その源流を造るとい

った企画をすえ ， i 滝の街」が新しくできあがった。 i川のある街」と

同様，水と光をテー? に ，地下のより立体的相乗効果をねらった空間や

庖舗構成に力を注さ ，明るく流動的モダンな「川のある街」と対照的

IC ，おちついた「ヨ ーロッパ風の基調を近代化した街」として重厚な雰

閤気をかもし出すよう ，イメ ージが絞られ設計が進め られた。同じシ ョ

ッピング街の拡張による全体の統一性 と変化は，i)11のある街」以上に多

様化する空間構成に充分対応できる組織でもって設計されデザインが行

なわれた。設計部内の計画 ，制作 ，設備設計と意匠設計，それにインテ

リア関係においては ，前期三番街工事の作業所内設計室から ，今回 3期

拡張工事IL は，引き続き ，より内容を充実した竹中工務庖設計部意匠設

計課の分室 ( H U S C 設計室) として，怠匠設計課次長を中心IC ，阪急

百貨庖室内装飾部と外部インテリアデザイナーを組織下に組み入れて ，

とくにj苫舗設計を中心に ，インテリアデザインを建築主の要求度の高い

内容に対応してファション性の強い ものを沿革的に掘り下げていき ，地

下空間における庖舗に ，閉鎖的な地下を感じさせないよう，庖舗の内部

空間と外部の環境空間の意識を明確に持つ設計で ，庖舗の独立性と個性

を持たせ，全体の統一性と テーマをくずさないよう居舗設計を行ない ，

竹中工務庖で設計施工するテナン トはすべて乙の分室を通して処理 し

た。阪急三番街のように ，あらゆる エレ メントが内在するシ ョッピング

街計画11 : 対応するため ，意匠設計課と ，各外部タレントを起用 したイン

テ リア部門のプ ロジェクト ・チームで ， i灰皿から空間まで」多様化す

る空間を ，H U S C設計室で構成していった。

ヨーロッ パの重厚さというイメ ージと ，71 < と光のテー7 1C， i川のあ

る街」を発展させた形として，まず「滝」が用意され，川 の流れ込む池

の正面 11: i 光る壁」が企画された。

環境空間の具体的な空間構成として ，)11や噴水の，より拡大した ヴァ

リエーショ ンlζ 「滝」が設計され，とくにテク ニカノレな面において計函

設計と設備設計，それと外部タレントの要素を加えて絞られた。

定、匠設計が担当したステンド ・グラス「光る壁」は ，池の正面 lζ 立つ

縦11 メート J レ，横 6 メーJ レの吹抜の壁面にはめとむステ ン ド・グラス

で，光と水の融合と拡大をねらったものである。 ヨー ロッパの基調と い

うイメ ージ空間のー壁面をどのように演出するのか，建築の持つスケー

ルと ，コ 7 ーシャリズム的なショッピング街の要素を組合せ ，当初テク

ニカJ レな電動式のパタ ーンが考えられたが，建築主からひとつの提案と

して，ガラス面ばかりの従来のステン ド・ グラスでなく ，墜に穴をあけ

た光のイメ ージが出され，それを中心に出発した。すでに設計された空

間のー壁面構成は物理的に周りの空間を左右する乙とはないが，一壁面

だけの光の造形でどのように空間が変化し ，雰囲気が出せるか，その抽

象的イメ ージは，インテリアデザインというより ，絵画に近いエレメ ン

トが存在する。設計部内の検討，建築主とのかかわりあいも多くは ，ビ

ジュア J レなデザイン商が主となった。乙ういった組織体内での造形は外

部タレントと異なり ，いろいろの内的 ，外的条件をのみ込んだ上 IC ，制

約をぎりぎりに生かして取りくむ乙とになる。

デザイン構成にあたり ， ヨーロッパ現地の風景スケッチをもとに ，

「太陽j ，i 海j ，i舟j ， i家j ， i寺院」などをテー7 11 : 全体に半具象的

な方向でデザインを展開させ ，イメージをまとめた。そういったエスキ

ースをもとに ，設計部内でのデザイン方向決定とともに ，原画作成から

ミニチュアに至る綿密なプロセスと設計部「光る壁」デザイン会議を通

して ，ステンド ・グラスの技術的な面に協力業者ステン ド・ グラス工芸

ベニス工房が加わって ，造形的 lζ 色ガラスの可能度を確かめながら ，第

l 案の 1 :  10 ミニチュアを制作した。乙の段階から建築主へのプ レゼン

テーションが始まり ，コマ ーシャリズム的なものとの絞りあいが続い

た。劇場でのスクリ ーン映写による実物大近くの拡大でそのスケーJ レ把

握などの検討も加え，第 2案ミニチュアのデザインが最終決定し ，企画

当初から竣工までの大半は，デザインの問題に力がおかれた。

人工光源による地下街のステンド ・グラスは ，自然光と異なり ，本来

のステンド ・グラスのような微妙なニュアンスをもった光の移り変り は

ない。色ガラスの美しさをどの程度出せるか ，ビジュアルな不定形の壁

面構成と光源ボックス 11 : 制作と設備設計は ，壁面デザインによって動い

た。乙うしたビジュアル的なものが，環境空聞にまで発展して空間構成

してゆくステンド ・グラスは，中世よりヨーロッパにおいて教会建築 11:

存在したわけであるが，わが国では， ζ れほどスケールのあるステンド

・グラスの例は数少なく，新しいアプローチであったと思う。ショッピ

ングセンタ ーの環境広場として ，コ7 ーシャリス・ム的にはテーィスプレイ

的要素と ，本来の教会ステンド ・グラスと同様に雰囲気をっくり出す演

出は ，建築空間を包括し，人間と空間の媒体として ，建築と深い接点を

持ち ，職域を越えたものになるのではないだろうか。

阪急三番街における空間; 構成のひとつとして ，インテリアデザインの

方向から ，人間の問題を通して建築を考えたテー? として ，よい経験を

与えてくれたと思う。

( むるお さかえ 限竹中工務底股計部次長)

よ し び き あ き ひ さ 同 意匠段計担当 /
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内 側 か ら の 空 間 論

一 輪 正 弘

建 築 空 間 の 解 体

われわれはまず，機能主義と近代建築の蜜月 ，それが新しい運動の目

標からむしろ針路をかえて「近代主義アカデミズム」に向っていく過

程，さらにまた機能主義の国際的汎用性に対する地域性からの反論，と

くに歴史時代がながく過去の建築遺産にめぐまれた地域での 〈伝統論〉

などが，ζ ζ 5 0年聞に，建築空間の意識をいかにかえていったかを反趨

しておかねばならない。

ギーデイオンは，かの 〈空間 ・時間 ・建築〉のなかにヨルン ・ウツオ

ンについての小論を書き加えた。それは 〈第三の世代〉と題されてい

て，乙れがギーデイオンの絶筆になったととも記憶に新しい。そもそ

も，近代建築の姿勢は，古典的なアカデミズムK . 対立する ζ とにはじま

り，同時 IC新しい機械時代の生産性によかれあしかれかかわってきた乙

と，さ らにアメリカカ人ワ J レタ ー・ グロピウスやミ ース ・ファン ・デJ レ

・ローエを教師として招いたときから，ヨーロッパ近代建築は，社会主

義とではなく ，民主主義との妥協が進んだ乙と，… … むしろ近代建築は

アメリカの工業主義に最も類似した姿勢を見出した乙と ，一・・ それゆえ

にパウハウスのシステムがアカデミックなカリキュラムに変貌し，ハー

ノゼード・から全米』ζ 拡撮していった乙となどを忘れるわけにはいかない。

と乙ろで，パウハウス ・アカデミズムを受け入れたアメリカで，機能

主義をさいどまで拒否したのはライトである。しかし一面から考える

と，ライト乙そアメリカの生んだ機能的空間の創造者て・あるといってよ

い。彼の有機建築論は，大部分が機能的空間論ではないか。しかし，ラ

イトの機能主義否定は，国際建築様式の示す函ー的な 〈スタイ J レ〉に対

してであったと思われる。天性造形家であったライト! ととって. ｾ ｮ 四

角な箱 lζ 孔をあけただけの…… 〉国際建築機式は，いかにも許しがたい

安易さの象徴であったといえよう。

機能主義と近代建築の蜜月は. ｾ 住宅は住むための機械である 〉 とい

うコノレビュジェの言葉のロマンチックな美学にのせられ，そのままミ ー

スの ｾ ｌ･ ｳｳ is ｭｯｲ･ ｾ につながっていった。 乙うした巨匠の仕事はと

もかくとして，一般解化していった無数の近代様式の建築は，抑制と純

化の理由から，きわめて禁欲的になっていく。それは単純化と非装飾性

の方向をたどり，ついには何も手をつけるととなく利用できる無為のス

タイルになってしまうのである。乙 ζ でtわれわれは. 3∞ 年』とわたるヨ

ーロッパ中世の建築空間 ・都市空間を想起してみる必要がある。なぜな

ら，カトリシズムによる禁欲の時代といわれながら ，ロ マネスクやゴシ

ックのカテドラノレがす乙ぶる甘美な内実を空閣に与えているのだから 。

ヨJ レン ・ウツオンやポ ーノレ ・J レドノレフは，過去の建築遺産に対して驚

くほどどん欲である。に もかかわらずハッキリとそれらに対する距離を

おいている。どちらも教育過程をおえたばかりで世界の建築を見て歩い

ている。そ乙にはすでに学ぶための対象としての過去でなく ，選択の自

由が許される造形の意味世界がある。ギリシャであれ，中世であれ，ィ

ンカでも ，テオチワカンでも ， 一一世界中のありとあらゆると乙ろに構

築された〈空間> . … … その大小や記念性の重みに関わりなく ，作者の
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名が消えて しま っているアノニマスなものにも ，すべてに均質な評価を

与えるク ールな心情を，ギーデイオンは〈第三の世代〉としてとらえよ

うとしたのではないだろうか。彼らはク ロード ・レヴィ ・ストロース以・

後の文化人類学があらゆる形象κ 対しとる姿勢に似ている。時間をねむ

らせておいて，被験的実体を過去 ・現在を通じて通時的( シンクロ ニッ

ク) に観察するフィ ールドワ ークの方法がつかまれている。ちかどろは

やりの 〈デザイン ・サーヴェイ 〉も，もちろん乙の第三世代以後の勉強

のしかたである 。

建築空間の解体について語ろう。それはあらゆる方向からやってきて

いる。即物的理由をあげるなら ，それは 〈工業化〉と〈巨大化〉の相乗

加速化による人間からの 〈速ざかり〉である。それは生産様式という新

しいスタイルを次々と生み出しながら死んでいく短いサイクルのモデル

空間である。巨大なスペースを覆うシ ェJ レタ ーが構造技術的に自由にな

っただけ，高層化が限界をなくしてしまいかねないいきおいにあるだ

け，スケ ーノレ感の喪失が進み，空間意識は拡散の方向へひきずられる。

と同時K 空間の量的評価の尺度が乙われ，ふたたび現寸 ( ful l scal e)  

的尺度の意味づけをたしかめる乙とになっていくのではないだろうか。

工業化時代を脱し情報の時代にはいってしまったわれわれにとって，空

間とは，あらゆる局面でのコミ ュニ ケーションの場となっていき，それ

は建築という形式を融解していくのではないだろうか。

空間の 自律性

人聞にとって制御の意識構造はと、のように受けとめ られるべきだろう

か。時 ・空によって生存の基軸をつくっている人類にとって. ｾ 制御 〉

とは，時間と空間の相補的補完性をつくりだす乙とである。

建築が解体し，内部が外部 lζ 外部が内部につながろうとするととろに

インタ ー ・スペースという軟かい 〈拡散空間〉が発生し ，また異質の空

間領域の接触点で，ロック ・スペースという硬い 4変位空間〉があらわ

れている ζ とは，すでに都市生活者が日常体験する問題である。たとえ

ばテ' パート で各階を連続的につなぐオ ープンなエスカレーターは，イン

タースペース用の装置であり ，エ レベーターはクロ ーズされたロックス

ペースでとびとび:IL別の階をつなぐ装置である … ーといった具合 lζ 。ま

たたとえばホテノレのロビーはパブリックスペースとして外へむかつてひ

らかれ，うちがわのプライベイトスペースへつないでいく ，インタ ース

ペースである。と乙ろで乙の入口にはダフツレドアか回転ドアによる最小

限のロックスペースが設けられている。ホテルのロビーは，インタース

ペースというオープン性がおもて役だが，外気と遮断するためにはどう

してもロックスペースが必要なのだ。

現在までの空間計画の方法論は，たとえば都市計画の例で説明するな

ら，マク ロ経済学をミクロ !C配分していく過程を，フィジカル( 具体的)

にとらえるものとしてきた，というべきであろう。それは上から下へお

ろす 〈加工型〉の行政組織にとって好都合であったからだ。行政上に上

下の関係をつくる乙とは，空間または生態領域の場では . { そとからう



ち> IC向うととである。と乙 ろが乙の不可逆の慣例は，最近あらわにな

りつつある新しい状況によって，その根底をゆすぶるれはじめたようで

ある。

… それは，増大する生産廃棄物の環境汚染，人口増加による相対的

な空間シェアの縮小. … ・開発による自然の破緩。そした G K Pのなか

にあらわれる負化，すなわちマイナス評価。それは現代まで絶対化され

ていたホモ ・ファ ーベル( 作る人間) としての人類の生産性への，最初

の告発である。

汚染と訳されている Poll ut ion を辞替でひいてみるとどうだろう-

. ..• Pol l ut e という動詞は〈殺す〉となっている。 <けがす〉というふ

るい日本の言葉は，したたかな怨念lζ 満ちている。古代の神話時代を支

配していたふたつの対極 ，正反合否の思想はもののすべてを 〈けがれな

きもの〉と〈けがれたもの〉に閉じ乙めねばやまなかった。 〈けがす〉

という行為は. - . e . それが行使されてしまうと，もはやらとへもどす乙

とのかなわぬ絶対的な転喚であった。ひとたびけがされたものは，二度

とその汚れをとりのぞく ζ とのできないものとされた。汚染の不可逆性

が ，なんと強烈に象徴されているではないか。

ミクロから マクロへの発想，内側から外側への指向性がこ乙にめらわ

れる。都市と建築，建築とその内部の空間，それを計画する方法-

そ乙にも上昇と積分の方法が生れてくる。往生活の空間環境にあって

も，割り込まれた地積のなかのスペース分割という操作でなく ，棲むこ

との生態にかかわる環境としての再編が求められている。これは，内部

空間の意味づけがミク ロの価値づけを大きく変容しつつあることではな

いだろうか。

もうひとつ，人間の行動システム を参加させることによって，空間の

意識構造が激 しい変化をみせはじめている乙とを指摘しておかねばなら

ない。それは一面，市民の空間感の実体化とみられないこともない。た

とえば地下道，アーケー ド，駅の乗換空間，動く乗物の空筒， ・… そうい

ったパブリックスペースのダイナ ミックな空間的性格は，現在の都市に

あらわれた ミニ ・エンパイラメン トとして，それ自身の構造を変えてい

く拠点になろうとしている。市民と都市空間に，今後L、かなる連帯感が

生れる可能性ありや…・・・， という問題におきかえてみてもいいだろう。

都市における参加可能の空間をゥ・ オイ ド( 中空) にとらえ ，個人の所

有空間や侵入を拒否された政府の所有空間をソリッド( 密実) にとら

え，乙乙 IC新しい都市の地図を描いてみるとよかろう。この問題には空

間の実体的なあり 方 と，市民なり行政担当者のその空間 lζ 対する所有感

にかかわっている。にもかかわらず，都市の歩行空間に発生しているミ

ニ・ エンパイラメン トは，外部におけ る内部，都市構造におけるインテ

リアスペースとなってきつつある。自動車等の交通系との接続と切断と

いう歩行者通絡を守るための制御方式も含めた ひとつのシステムとし

て，乙のようなア ーバン ・インテリアが自律する市民の生活に対応して

成長する乙とが望まれる。

( みわ まさひろ 環境造形研究所長 . . J I ! : 京造形大学教授)
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パブリック空間とプライベート空間

樋 口

ご.L>.

'ロ

A  rインテリアデザインにおけるパブリック空間と，プライベート空

間について書けといわれているが，難しい問題だネ 。ただ単lζ オフィス

やレジャ ー建築のインテリアをノマプリック空間とし，住居のインテリア

をプライベート 空間として ，現実の姿を語るだけならばやさしい問題だ

が. ..ー . 0 J  

B  rだいたい今日ではインテリア空間とは，どの範囲を指すのです

か。J

A  r乙れも難しい問題でネ。ど承知の通り，パロック ・ロココ までの

建築では内部空間と外部空間の二つに分かれて象徴的 1C ，形相的 lζ ，あ

るいは心理的1( ，対立し，規制し合うというようにからみ合っていた

が，乙れは遠い過去の理念に過ぎないし ，パウハウス以来の合理的 ・機

能的な内部空間として考えるような単なる造形的インテリアもすでに古

典的になってしまっている。 J

B  r建築と他のデザインとの関係も大きく変貌したのではないでしょ

うか。」

A  rデザインの理念、lζ 関する限り建築とか情報とか生産などという壁

はすでにとりはらわれてしまったと思うよ。産業革命以来の近代産業は

個に対する霊の世界を現出して ，物質的な立場か ら中世の建築空間を崩

壊させているし，最近の環境芸術は建築のモニュメンタリティ ーを否定

して人間自体をそのなかに包含するエンパイロメントを提唱しているか

ら，もはや過去の概念は新しい思考によってくずされたのではないだろ

うか。デザインと芸術との関係も大きく変りつつあるネ。デザインは実

用空間を生み出し ，自由空間の追求は芸術の分野であるというような考

え方は，とれも今日では古く ，すでに乙の両者が融合しはじめていると

いうのが新しい考え方ではなかろうか。

十八世紀までは，少なくとも人間とその社会環境は人間的尺度ICよっ

て形成され親和性を保ってきたと恩われるが，十九世紀の産業革命以来，

技術開発 ・メカニズムが急速に巨大となって，そのエネルギーは人聞を

圧倒しだした。乙の時点において入閣の尊厳性は芸術という自由空間に

よってようやく守られてきたが，第二次大戦後のエレクトロニクスの発

達がさらに乙の関係を変化させて，人間と技術 ・機械との対立がな くな

り，抵抗のない新しい融合の空間を発見しはじめた。宇宙船のインテリ

アなどは乙ういう意味で，今まで人類が持ち得なかった新しい空間だと

いえるのじゃないか。また，一方では環境芸術などのような新しい芸術

理念が合理性，機能性を否定した上に打ちたてられる，いわば家の世界 lζ

対する虚の世界を現出する。そしてその媒体として光 ・音 ・動きなど，

いわゆる静的なものに対して動的なものが登場する。

インテリアは乙れらの影響をもっとも大きく受ける分野であるという

乙とだネ。少なくと もインテリアデザイナーはジャクソンボ ーロ ックや

ラウシェンパークあるいは J レチオフォンタナなどに大きく影響を受けて

いる。 J

B  rなんだか難しくてわか らないが，とにかく主題を進めましょう。」

A  i そうしよう 。パブリックなインテリア空間… ー先ほと・からの理論

でいうと ，乙ういう空間が本質的に存在するかと、うかきわめて疑問だけ

れ ど … ・， とにかくパブリックインテリアというものが存在するとすれ

ば，そのデザインの根源、は "情報" だネ。それ以外 lζ 考えられない。J

B  rなにか，その具体的な例は・・・ ? J

A  r昔から苛というものがある。日本で最初の都市形態ができた平城
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京 ICは立派な市があり，メキシ コの古代国家アス テカの首都に も，きわ

めて近代的な市があって ，その模型がメヒ コの国立人類学博物館K 復現

されている。」

B  i なるほど市はりっぱなパブリック空間ですネ。」

A  r人類はつねに情報交換の場を求めている。泉でも ，川でも ，祭り

でも ，笥でも ， なんらかの拠点があればそ乙 lζ 集まって情報を交換す

る。そして人々は楽しみをみつけ ，意義を感じている。

と乙ろが現代社会は情報過多の社会といわれながら ，実は情報袈失の

社会と化している。皮肉な乙とに情報工学の発達が真の情報を中絶せし

めた。たとえばテレビだが… …。」

B  rテレビ・… ? J

A  rそうさ ，テレビと 包気洗濯機が井戸端会議をとりあげてしまっ

た。井戸端会議乙そ庶民のもっとも楽しい情報交換の場であったのだ。

と乙ろが茶の間に入り乙んだテレビが一方的に押しつけの情報を流す。

結果，人々は自からの情報発表の場を失ってしまった。朝早くからモー

ニング ・ショウのスタジオにいならぶ女房族の姿，何ひとつ発言できな

いくせに ，忙しい朝の時間をつぶしてまで押しかける彼女らの顔1 [ ，私

は真の情報の場を失った哀れな姿を視る。

インテリアデザイナ ーは急速に彼らにパブリック空間を与えなければ

ならない。路地もそういう窓味で失われたもののひとつである。一見無

駄なような ，あいまいなようにみえる空間，これが大事なパブリック空

間なのだ。」

B  i なるほど・・…」

A  i 大阪の勺11のある街" ｾ虹の街Ｂ が 受けているのも同じ理由によ

るのじゃないかナ。

先!ともちょっと触れたが E NV I R ONME NT の E N は…・・ のなかに

はいるという乙とであり ，その意味は I NF L UE NCE OF  PERSON' S  

あるいは S URROUNDI NG CONDI T I ON という乙とでっきている。

エンパイロメントとは人間がある限定された領域のなかに自己を見出

し，しかもその環境は人と物 ，人と作品というように狐立しながら対立

するものではなく ，人聞をその全感覚をもってそのなかに参加させ，全

感覚によって現象的空間を体得させる空間をいうのだ。

乙の環境芸術の理念と，情報空間への帰還，そしてモ ニュメ ンタルな

ものからプラザ( 広場〉的なものに移行しようとする建築の姿勢，乙の

三者が一体となると乙ろに新しい理念が生じ，新しいパブリック空間の

デザインが誕生すると私は考えている。

勺11のある街m 虹の街" は ，それ自体デザイン的にはまだ完成された

ものではないし，多分にジャ ーナ リスティックなものではあるが，基本姿

勢が少なくとも ζ の理念1 c 合致すると乙ろに私はその価値を認めたい。

大衆 も乙れを肌lζ 感じたからとそアッピ ーJ レしたものと恩われるよ。 J

B  r海外の作品のなかですぐれた例は・・・ー ? J

A  rパックミンスタ ー ・フラ ーのモントリオ ーノレ万国博のアメリカ館

と，ニヨ ーヨークのフォード ・ファンデーションをあげたいネ。前者につ

いてはあまりにも語られているので後者についてちょっ と紹介すると…

ケピ y 0 ツν ユ

一設計者はイ ーロ ・サーリネンの良き協力者であったKE VI N R OC HE  

と J O白NDiHま包0 0 だ。 場所はマンんy タンの国連ビルのすぐそ

ばにある。 10階の高さにおよぶ二百のカe ラス星おE 菌まれた吹抜けの巨大

なインテリア空間が素晴らしい。その巨大なパブリック空間は樹木と池



メグ

と段のある庭園になっているのだ。オフ ィスはそれを周って L 型 lζ 配置

され ，社員と来訪者はつねに乙の空間のなか lとあるか，あるいは乙れに

面している。緑色濃い樹木とガラス張の天井や壁からはいる日光は，朝

4ζ 夕にその色彩を変えて ，ヒツレの谷間にある マンハッタンの人々にと の

上ない喜びとやすらぎを与えている。そ乙には豪華なカ ーペットや皮張

りのソファ ーはないが，本当のパブリック空間とは乙ういうものだと私

は評価 したい。」

"B i それではプライベー ト空間について何か…… 。」

A  i パブリック空間の基本が "情報" であるならば ，プライベー ト空

間の基礎は文字通り "個" でなければならない。現代社会機構からひし

ひしと押し寄せる怒涛をようやく防ぎうるもの ，今日残された唯一の ，

現代人にとってもっとも貴重な空間・ …ー， それがプライベー 卜空間だろ

う。したがっ て人聞が核とな る自由空間であるから乙れはきわめて多様

化するのではないだろうか。」

:B i その多様化のなかで，ー，二の例をあげてほしいが… ・・。」

A  i ひとつの例は ，先ほどあげた字宙カプセ J レで象徴される装置空間

だよ。人聞が主役だから人さまざま …… 。大ぜいの人のなかには現代の

可能性をあくまで追求する人がいても不思議ではない。 ζ れらの人々の

ためにあらゆるメカニズムを駆使 した装置空間が開発される 。その代表

的な例は ，昨夏亡くなった J . コロンポの作品などにみられるネ。

これと対照的なのは人聞の原点に還ろうとするひとつの方向……， 端

的な表現をすれば蟻の巣 ，蜂の巣的な空間，あるいは穴居生活的な空笥

だナ。現代の科学，社会機構lζ 返逆しようとする一派が憧がれる空間だ

よ。

また ，同じ現代社会を否定するにしても ，現代から逃避しようとする

ひとつの傾向… … たとえばサイケデリックな幻覚的空間もひとつの生活

だろう 。多分に ロマンチックなものではあるが，アントニ ・ガウディ ー

がω年前に造ったカサミラも乙の傾向に近いともいえる。 J

"B i 今日の日本人のプライベート 空間は… …。 」

A  i 今日の 日本人のプライベー ト空間は ，まだまだ，とてもの乙とに

乙れらの範ちゅうにはいるものじゃない ヨ。日本人の場合は ，まだデザ

イン云々の段階じ ゃなくて，社会問題の段階だ。

ただ，将来を見越して注目したい乙とは ，日本の若者が…い もっとも

前衛的であるべき現代の若者lζ ，意外lζ 日本の伝統的な空間を評価して

いる者が多い という乙とだヨ 。」

"B i という 乙とは ... . ? J  

A  i 私はよく若い学生1 ( ...ー インテリアデザインを志している学生で

男女ともだが…… 日本の今日の住居を批判させているが，彼らの多くが

畳を非常に高く評価している乙とが目立つネ。また外部空間と内部空簡

の良い接点として日本住居の縁側の価値の認めているととにも注目して

いる。乙れは閉鎖空聞に対する反発だと思うが…

また今日の家具を批判させたなかに ，乙ういう言葉があったのを記憶

しているヨ 。

"良い椅子を作るより ，良い畳の生活を… …

良いキャ ビネットを作るよ り，良い押入の延長を…

良いベッドを作るより ，良い布団の延長を考えるべきである。

伝統至上という意味でなく … 一"

乙れはわれわれがちょっと無視で きない意味を持っているのではないだ

フ才一ド・ファンデーション内部

ろうか。J

B  i 先ほど，日本人のプライベート 空間は社会問題の段階だといわれ

ましたが…… 」

A  i 乙れは もういう までもない乙とだが，とくにもっとも大きな問題

は広さに対する問題 ，すなわち "狭い " という乙とと . 物が多すぎ

る" という乙とだ。

やはり若者たちの意見として "人口の都市集中によって地方から流れ

とんだ若年労働者が，やがて家族を持ち ，生活の他の面へのしわょせを

覚悟しながらなんとか手に入れた狭い空間"， "小さい建物を区切るだ

け区切って ，やっとの思いで獲得した無茶な空間 ，夜電灯を消して ，あ

たりの物が見えなくなったとき ，はじめて安堵のため息をつく "

また ，物が多すぎる乙とに対する批判としては ， "戦後の永い貧困時

代への コンプレックスの哀がえしとして ，私的物資の充足を幸福への第

ヨナツヵ e

一義と錯覚し ，その慾求の充足をめぐって ，あらゆる刺激的な物資でそ

の狭い空間をうずめたまったく無茶なインテリア " . 戦前戦中派の中年

族はなぜあのように物をかかえ込むのだろう。おそ らく戦時下の物資不

足の生活が習い性となったのだろうが ・・"

全くやり切れない話ではないか…… 。J

B  i ついにやり切れない話で終りましたネ。」

〈ひぐち お さ む 京 都 工 芸 繊 維 大学工芸学部 教 授 意 匠 工 芸学科〉

55  



歪んだ空間で彼は考える

伊 吹 弘

不誠実・無責任

近どろ「インテリア」という言葉に少々食傷気味である。そうはいっ

ても，改めて「インテリアとは何かJ i 空間演出とは何かJ と関われた

ら，ちょっと返答に困る。 i インテリア」という言葉については，誰も

が何となくイメ ージとか概念をそれぞれ持っているはずであり ，誰がそ

の質問をするかによって答え方が迷うからである。

そもそも「インテリア特集号」なるものが，インテリアデザイン混迷の

象徴ともとれるし，巷にあふれ，マスコミにあふれるさまざまな派生語…

…何と かインテリア庖 ・インテリア用品・インテリア産業・ファッショ ン

インテリア ・インテリア通信教育… … まさにインテリアの時代であり ，

かくして イメ ージは拡散し，実体は散漫になり，稀薄になっていく。

さらにおそろしく思う乙とは， i インテリア」という言葉に多くの人

が食傷気味であると感じる度合に比例して「インテリア」という言葉の

周聞にただよいはじめた不誠実さと無責任さである。イン テリアデザイ

ンが不誠実 ・無責任であるという乙とは，とり もなおさず，それにかか

わっている人聞が不誠実 ・無責任であるというととだ。考える人，つく

る人，売る人，つ くって売って儲ける人，眺める人，買う人，使う人，

宣伝する人， 関心をもっ人， それらの人の大部分がそうなのである。

繰去のよく使う表現を借りれば，乙の文章を読んでいられる方以外の

人は皆，乙とインテリアデザインに関しては， 不誠実 ・無責任だと思っ

ていただいても間違いはない。

何もインテリアデザインに限ったととではない。世の中すべてに不誠

実 ・無責任が横行しているかも知れないが，少なくとも ，おのれの身の

回りから乙に悪弊をとり除きたい ものである。

与えられたテーマは「人間行動とインテリア」という乙とであるが，

人間行動を客体， すなわち自己と対するものとして捉えるまえに，自己

を含めた人間の行動 ・行為を考えてみると ，以上のような状況を迂回し

ていく乙とはできな くなる 。

V = f  ( x， y ， z)  

か ' lA.

空聞における任意の 3 点は，一つの平面を決定する。逆IC考えて，鼎

とか三脚が一番安定したかたちとなる。そとから何とかの 3 要素，3条

件という発想が生れる。

ヴィトルーヴィウ スが建築書のなかで，建築は「強さ ・用 ・美」の原

則が保持されるべきだと宣言して以来， 3要素 ・3 条件を挙げた例は多

い。 造形性，機能性，経済性。働き ，物語る乙と ，美しく見える乙 と。

表面処理，ゥ・ォ リュ ーム，スペース。テ クノロジー， 造形表現，科学。

機能，構成，形態。機能，材料，技術。 索材，機能，造形。ディ テー

ル，ひろがり ，統一。人間の勤特性と器機の有機的関係，人体測定値，

人聞の感覚的判断。人間を中心としたエネルギー， ツーJ レ，スペース。

その他いろいろ。乙のテーマからいえば，人間行動と， 実なるもの，度
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なるもの，も3 要素となる 。

いま乙とで新鮮な言葉でもって，あるいは難解な表現によって，イソ

テリアデザインの 3 要素をっくり出そうとは思っていない。デザインす

る人，つくる人，使う人それぞれが，その人なりに 3 要素を設定できる

はずだ。その 3 要素を J X ， Y ， z とすればデザインの総合価値V は

ん y ，z の関数( 函数) であり ，11=/ ( x ， y ， z ) という式であ

らわす乙とができる。

月並みではあるが，かりに z を造形的要素，y を機能性，z を経済性と

考えれば，より美しければ，すなわち x がより大になれば，デザインの価

値V も大きくなるというわけだ。 y ，z についても同様，その係数は別に

して，相乗的効果がでてくる。インテリアデザインの価値はその 3 要素

が，と‘ れだけ満足されているかによって決まる。考える側，つ くる側が

そのように努力すれば，そして求める側，批判する側にその意識があれ

ば，インテリアデザインの不誠実，無責任は生れて ζ ないはずである。

V = f  (x ， y ， z ，灼

さきほど，デザインの価値は 3要素の満足度によって決まり，価値の

増大! とよって不誠実 ・無責任も解消されると仮定した。と乙ろが，デザ

インにかかわる人達が，容易に考えつく 3 つの要素だけを満足すれば，

それでいいのだろうかという疑問が残ってくる。 x ，y ， z のほかに，

何か重要なファクターがあるはずだ，いや，あるべきだと考え，それを

見つけだす必要がある。とれをT とすれば，さきの 11=/ ( :X， y ， z )  

という式は/ =  ( x ， y ， z ， T ) と書きなおさなければならない。

乙乙ではインテリアの問題を扱っているので，X ， y ， z という文字

は，単なる変数というだけでなく， 3 次元の空間，横 ・縦 ・奥行をあら

わす X ，y ， z のかけ言葉 ，いやかけ文字というわけだが，乙とのつい

でに 4 番目の次元T の文字も借りておく。

乙の T! 立，3 次元空間 IC対する時間をあらわす t ではなくて ，あえて

大文字を使って ，時間のほかにいろいろの意味を持たせたのである。わ

れわれが日常性のなかでは ，うっかりして見落していたもの ，経験し得

なかったもの ，根源に還って気づくもの ，視点を替えてはじめて意識す

るもの ，そんなものをあらわしている。

したがってこの T は，それぞれの人によって異なるものであり，しか

もX ，y ， z と相対的なものである。

X ， y ， z を空間的要素として計算するどく初歩的な人にとっては ，

T は文字通り時間と解釈できる。空間的結果だけしか評価しなかった人

が，デザインプロセスを問題視し ，時間系を変換 して経済性につなげる

乙と IC気づき，空間利用の時間的経過を注目する乙とは ，不誠実さ無安

任さの減少となる。また X ，y ， z をビジュアルな問題として捉えがち

の人にとっては ，T ! 立回 lζ 見えない音，熱，匂い ，空気の流れ，人の行

動と心理てめるかも知れない。さらに他の人に とって ， ｔ とは，他のｾ



ヤン J レにたずさわる人との触れあいによって得られるものであったり ，

日本および日本以外の古い家と新しいまちを見て得られるものであった

りする。黒い水にう つるク ロームメッキの光を見つめ，色槌せ，傷つき

汚れたプラスチックス製品を焼却する黒煙を見つめたときに感ずるもの

かも知れない。設計者が考える 3 要素と ，つ くる人が考え，使う人が考え

る3 要素のズレを感じ ，パラパラの評価を総合する乙とがT と解釈する

人もいるだろう。そのとき ，限定された今日的なフィルタ ーを用いるか，

人類文化の方向性をフィルタ ーとするかによって結果はかわってくる。

インテリアデザイナ ーを含めて日本の画家からロック演奏者まで，お

よそ創造的行為を身上とする人間違lζ 共通の特技，それはサ J レマネと，

強きを援け弱きを挫く処世術ーーその不誠実さ無責任さに対するアンチ

テーゼがT であると感ずる人もいるだろう。

それでは ，経験が深く ，視野が広く ，誠実で責任感のある人々ーーす

なわちとの本の読者にとって ，デザインのT とは何だろう。

空間における 3 点は一つの平面を決定するが，球菌とか，円とう面と

か，鞍状の面にも 3 点は含まれる。つまりそれらの曲面の上にでも三脚

は安定する。と乙ろが 3点の中央，すなわち 3点から最短等距離の点を

T とすれば， X ， Y ， z ， T の4 点は一つの平面だけを決定し ，4 点を

含む前述の曲面は存在しなくなる。わかりやすくいえば，三脚の接地点

の中央に ，もう 1 ; 本の脚を設け，それを，球面 ・円とう面 ・鞍状面の上

iζ 置くと ，どの脚か ]; 本は必ず宙 lζ 浮き ，ガタつく。歪んだ面では安定

しないのだ。逆IL考えて，歪んだ面を排除するためには J X ， Y ， z の

3 点では十分でなく ，中央のT 点が必要だという乙とになる。

歪 ん だ 空 間

1946年， )レ ・コ J レピュジェ画がく人間像は，緑と太陽と空間を求めて

片手を高くさしあげた。乙れはきわめて素朴な要求であった。

1970年の人間像は J X ， y ， z の空間のなかで，同じように手ををし

あげているが，彼の存在する空間はやや歪んでいる。過疎，過密，無秩

序，上げ底，豹変 ，断絶，コ マーシャリズム ，インダストリアリズム，

カラフル，ムード，ファッション，議撃趣味，遊び，浮動的触覚的，核，

汚染， I CBM， P C B， C A R， L S D， S E X。アインシュタインは， i 匂曲

した空間」という呼び名で，ζ れを予言した。歪んだ空間のなかの人間

像の手にはT の文字がある。そばには太陽の塔が在ったのに ，彼はそれ

に背を向けて ，T を求め続けた。

1972年，彼の空間はさ らに轡幽したので，彼はT の文字を手から落し

てしまった。 T 定規を棄てたのだという見方は，あもりにも無責任すぎ

るので，そうは恩わない。彼の片手は自分の頭を指さしているようだ。

知性乙そ ，人間の ，デザイナーの存在価値を決める最後の要素だと，彼

! まわれわれに語りかけている。

(. 、ぷ き ひるむ K K日建役計インテリ 7 部長〉
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人間行動とインテリア- 自分の立場から考える

平 井 進

人間同士には ，言語という便利なものがある。

また，便利すぎて良い商と悪い面とが起る乙とがあるが，言語lζ 出て

ζ ない感情を受入れてくれるのがインテリアであり ，いってみれば人問

機能である。個人i活動に対してのインテリアも，複数個人の逸った活動

lζ 対してもインテリアは常に平等でなくてはならない。

今回はそれぞれの活動を住宅インテリアに向けて考えたい。

1. 他 人 の 力 を 借 り た 活 動

「乳児~幼児期」速くの物を見たり， また，見せたりすることより

も，身近なととから考えたい。習慣づけるためにも用具はーカ所にまと

めた整理箱で，他にない色を幾可的なtlJ 付で ，できればユニット家具的

で，自分の領成がハッキリするようにしたい。生長 l乙応じて増やした

り，組替えたりできれば，家族側から見てもよい 7 スコットになる。他

室を荒されたり ，家族に迷惑を与えるのは ，スペースの不足ではないだ

ろうか。体は小さくとも成人並みと考えたい。生長が速い乙とゆえに，

部屋とまで考えなくともコーナーぐらいは設けたい。居間 ・食堂などの

サンノレームは好適なスペースである。ベビ ーベッドを使うようなことが

ある場合は，と、の部屋も通れる寸4 法で ，大きい草付き( ワコョン ・乳母車

のように) などは世話も省ける。家族側から見たインテリアのなかの 7

スコットは，小さい遊具をいじくっている姿よりも，大きい物や ，動か

しにくい物と取組んでいる姿の方がたのもしい光景である。注意したい

乙とは ，ガラスとアクリノレの追いで，まぎらわしい使い方は怪我のもと

になり ，早いうちにガラスの危険を知らしておくと大事をふむようにな

り，ガラス簡を避けようとされる心配は無用である。

「病床時期」ときには年代に関係なく床に付く場合があるかもしれな

い。スペースはできる限り広くし ，手近かには書斎 ・居間 ・洗面 ・便所

などの用途があって，とくに洗面 ・便所などの表面は冷たさを感じさせ

ないで，力強さと ，活力を与えるような意匠が必要である。日中は外景

の挑めに見入れる位置で，カ ーテ ンは額的な要采を持った生地を選びた

い。疲ている者は' 品に場面の変化を望んでいる乙とだか ら。

出入口はもちろんの乙と，壁面を透明K したい気持だ。元気な者から

見れば，よい姿ではないが。不足している動きを造型的に全体をまとめ

たい。照明も天井灯にせず低い位置から照らすようにし，複雑な器具は

老け乙みと，苛立ちをお乙すためにシンプノレにしたい。

2. 寝るためと学ぶための個室を持った活動

「学生時期」社会人から見れば純白な彼らに ，個人的個性はないとい

ってもよい。一般的に用具が不足 している 子供室に限って ，さまざまな

建材でカバーしている面が多いように思えるが，衣替 ・寝具 ・勉強用具

( j 怠匠としては，まとめなければならないが) がレイアウトできれば ，

予計な広さはかえって居間的な持込みが多くなり，家族とのコミニケ ー

トが悪くなる。切りつめたスペ ースで ，無彩色の織成が望ましい。( 有

彩色の構成は個人的個性を作る乙とにもなる。成人』ζ 満たない時期には

不適当〉。個人の好みのアクセサリ ー が生かされるパックであること

と， 自分で飾りつけたり，創作できる場を残しておく乙とが必要であ

る。自分に活動力があるために . 決められたことや，進められた乙とに

抵抗を感じるから極端にいって ，カーペット一校あれば，寝乙ろびも座
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わりも自由にする乙とができる。

「成人独身の時期」 学生当時とかわらない気持を含みながらも，やや

モノク ロからカラ ーへと変っていく ，男性はより野生的な還ましさを表

現しようとする し，女性はより女性的な態度となる。そのために性別の

ハッキリ した構成を望むわけだが，飾物等を見ると ，その実は逆を求め

ているようである。飾物のための台や ，パネルを別に取つけるディスプ

レー的がよい。いずれにせよ ，あまり大人っぽい構成はよくない し， 老

け乙みの原因にもなる。スポ ーツの趣味を持たない人 11 : は多少刺激を与

える色彩も必要かと思う。

3. ニ 人 だ け の パ ブ リ ッ ク で あ り た い 活 動

「夫婦生活の時期」細かい間取りは7 7 ゴト じみてよくない。できる

11良りオ ープンな生活でありたい。すべてのプライベ ー トルームも，ワン

j レーム的で・パブリック 11 : 考え，他人の出入もある乙とだから，サニタリー

は仕方なく間仕切をする。多少とも大胆なインテリア構成であっても，

各用途がしっかりと見込まれであれば次期 IL仕切る乙とも考・えられる。

また，蜂の巣のようにワンルーム， プラスそのつど部屋を増設する住ま

い方もある。大人じみた生活態度は他人が想像しているだけであって，

本人らはただの箱だけでも良いのである。なかには大人っぽい気分を好

む性格者もあるが新世帯にとって昔ながらの婚礼家具はナンセンスであ

る。必ず生活趣向の変化と流行を考えられる場面を作っておくととだ。

4. 家族と他人を意識した活動

社会的に多忙であっても ，家族の乙 とを忘れるわけではないが，限ら

れた活動時間をどう配分するかにあるわけで，二本立てはなかなかむず

かしい ，まず食事の時差からはじまるが，子供の遊び姿をながめながら

の，時差の食事ができる乙とも考えたいし ，また，主婦のための コー ナ

ーなども同様に考えられる。わずかな時間であっても楽しみをプラスし

たダイ ニングのインテリアは貴重である。 L Dのなかの食卓構成11: 食事

機能は当然として ，食事でないときに食卓 S E Tを見るディスプレ ー的

な要素が必要だろう。応接室が別にある場合の居間は L Dとしてまとめ

たい。それは先に述べた食事プラス何かと同様に，休息プラス何かを常

lζ 設けておきたいからである。食卓に背を向けたり ，食卓が死角になら

ない構成を考えたい。また ，L Dのスペースが狭い場合は休息 S E Tの

高さと食卓 S E Tの高さを半掘短燈式なダ ウンフロアーを取入れるのも

よい。

「接客を兼ねる居間」若い世代の時期には飾場といっても見せるよう

なものも少ないために ，何を置いても良い B O X タイプの壁面 iζ し，い

つかは取はずしのできる乙とにもしておきたい，または，思い切って飾

函をまったくなくし思うと乙ろに自由に置く ，フリーな考え方もある。

そのような時期から客筋といおうか，社会性というか，少しずつまとま

りがついてくるように思う。見せるための飾り方は物によってのパラン

スがあっても ，当人好みの飾り方が本筋で，そ乙 lζ 家族や ，個人の趣向

がうかがわれるものではないだろうか。居間といえば決まってテレ ビ，

ステレオと並べる乙とのコースが一般的であるが，はたして家族個人個

人の立場からどうだろう。 10人のやすらぐ用具はそれぞれ違っているは

ずである。用具に合った精子の位置もあれば，当然専用の照明もあって



よい。時には同時 lζ 家族が同意する場合だって考えられる 。また ，その

とき自分IC合った趣味でも ，自分以外から見て意匠的でなければな らな

いし， どのような場面においても各個人個人に平等である乙とが居間で

もある。

応接室と名がつくとなにかクラシック調を感じさせられるから ，接客

室といった方がまだ自由差はある。社会的な関係で必要であるならば職

業によって考えたい。趣味に片寄ったり ，コ レクシ ョン的な場合はかな

りのスペースも必要かもしれないが，一般に話ができる場と考えたとき

には ，狭いほど真味に話せるのではないか。他人に見せたい気持や，見

せ場のなかの自分を意識して，ゆとりありげな表現が広さに乙だわると

とになる 。客は大切な話をしたくて来たが本論はほどほどにし ，窓から

お庭拝見といった例は少なくない。 昼と夜 との使い 方によって変わる

が，客の座わる位置から窓を通 して庭が見え ，正面 lζ センタリングが位

置する角度であり ，本人はその前か斜め前 ，または ，同列に位置するよ

うなレイアウトが望ましい。

寝室はできる限り狭くし ，明るさも窓もいらない。ただ通気と必要都

分への明り ，吸音lζ はとくに気を配りたい。寝室内 IC他用途をいれるも

のに書斎があるが，見るからに書斎的は ，ともすると仕事からの解放感

がない ，書斎は使われないときは ，オプジ ュエ的なおさめ方をしたい。

その点，化粧台は見せるためでもあるし ，さらにま とまった洗面が加わ

れる乙とも当然として考えられる。休息 S E T はゆとりがありすぎると

居間的になるおそれがあるために ，簡易におさめたい。

5.  自分を認 め さ せ， 自由でありたい活動

「老人的な時期」老夫婦の場合は話題もあり ，他人から受けるいやな

乙ともあまり気にならないが，一人の場合や ，体が自由 IC利かなくなる

とぼちぼちと不足が出てくる。そのためにも家族の集まる場の近くに部

屋を設け ，ときには皆といっしょに話もできる乙とも考えて開放できる

ようにしておく。本人は動く乙とを少なくし ，身の廻りの物が自分機能

になるような手元の近づけをする。場合によっては簡単なシンクも必要

かもしれないし ，また ，趣味用具の収納や，お茶飲み友人の接待 もでき

るようにしたい。多用室と考えれば後々便利に使えて和室としての価値

も出るというものだ。

以上，個人別にのべて来たが，全体としての共同の場が残っている。

門から玄関までのアプロ ーチは歩かせると とと見せるととがー絡になっ

ている面が多分にある。大抵の場合，何段かの階段があるが，足元を気

にしながら績見もできない。階段の一定した間隔と ，立止まる場をあら

かじめ決める必要がある。

出入口( 玄関) は通路とするか，立止まる場とするかで、大きく変わ

る。通路であれば機能的にすばやく部屋にはいれるようにし ，装飾の乙

とは考えない。来客を意識したり ，建物にはいる実感はある程度の広さ

が必要になる。外部からはいりやすいために外装材を使う場合もある

が，デテイルでt言うならば， ドア 一面のおさまりによってその効果はあ

るが，玄関内の広さによって ，外部を内部に引入れたい連鎖感や，ガラ

ス商によって内部と同等 IC見る距離感にあると思う。ある例 lζ ，庁舎に

用事があってかなり歩いてやっと着いて，ホ ーJ レの案内板を見ると目的

地は 2 F となっている。ホ ーノレは広く ，吹抜き階段を見上げたとたんに

疲れを感じた乙と があった。広いといっても程度はあるが，住宅ではそ

う思い切った乙とをしても限度がある。

玄関を広めれば接客の場を設け られるし，居室への遮断にもなる 。

廊下や階段は各用途 IC対して必要なスペ ース空間である。そのために

はつ ぎに移行する関連と ，見せるべき所 ，見せない方がよい所とがお乙

ってくる。だれしも経験している乙とかもしれないが，便所の扉を見た

とたんに行きたくなったと言う 乙とがある。乙とのついでとしてはよい

かもしれないが，またいやに感じる時 もある。さわやかな気分で感じさ

せてくる としたな らばそれは見せた方がよい部類でもある。

そのようなよく似た場面は多くあるが，階段などの明り取り窓で，た

だ単なる窓と，ふとのぞきたくなる窓とがある。{ 昔景の位置と型で気分

は大きく変るのである。

( ひら. す す む 平 井 生 活 デ ザ イ ン 研'it 3;_)
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く ら し と イ ン テ リ ア

坪 居 恭 平

いつもは仕事で遅いものだから ，それほど気にもならないのだが，と

きたま早めに家lζ 帰ると ，家中まあ何から何までいっぱいに広がってい

る乙とがある。疲れ気味のときは ，ついつい家族のものをどなりちらか

して ，その辺の片付けをさせるのだが，どなりながら考え乙んでしまう

乙とがある。

家族のものたちが無精者だとは思わないのだが，私が育った田舎町の

商家では ，乙う した家庭での生活がありながら ，ずっと端正で，くらし

に律気さがあって ，美しいインテリアのなかに ，生きていたような気が

する。

格子戸をあければ，四季の草花咲きみだれ，お寺の鐙が問えるとまで

はいかないまでも ，乙うした生きるに怠苦しさのないリズム ，あるいは

今ふうにいえば， システム化した生活空間が安定していたように思える

のである。

もっとも ，すぎさった古い想い出というものは ，往々 ! と美しく ，清く

心にやきついたものだけが，鮮明に浮かびだしてくるのかも しれない

が，しかし今でも ，地方の古剰ともい う， 小さなお寺，人にも知られて

いないひっそり したお寺を訪ね ，住職なと、と逢っている と， そ乙 ICひろ

がっている空間は，まだ生きるに必要な俊* が，ふんだんにあるような

思いにつつまれて ，ひととき人どこちついて ，ああきてよかったと思う

乙とがある。

しかし ，乙ういう思いをもう少し考えてみると ，その端正なインテリ

アのなかで営まれていたくらしは ，一体どんなくらしであったので: ある

かという乙とである。ダイナミックで ，未来へいきいきと育っていく若

さとは反対に ，静ひつで・あり，悟のttt 界であり，ときには読めと ，際、と

んのくらしで‘ はなかったろうかとも恩う。

でも私の家は商家であったので ，各地に発送する反物が沢山積まれて

あったし ，隣りの機織場にいる織り子さんたちも 10人近くが，茶の聞に

来て昼時の食事を して，番頭さんや丁稚さんなどにぎやかで，なかなか

どう して，諦感など，爪先のかけらもなかった。

しかしそれでも ，家のなかは ，端正で，柱はベんがらの上を ，つるつ

るにきれいに磨きこまれていた。若い丁稚さんとー絡に ，おやじにどな

られながら ，毎朝柱を磨き ，外の連子格子を水で洗ったものである。

今日 ，人間のくらしとインテリアデザインのあり方を考るとき ，どう

してもとうした古い時代，と言っても戦前まであった乙う したくらしの

リズムを思いだ してし まうのである。

建築雑誌などに発表される新しい建物の写真は ，多少建築造形の優劣

はあるにしても ，どれもがすばらしいものである。 つまり ，乙 れまで述

べた意味において ，その空間は美しく整っているのである。しかし乙れ

は， ほとんどの写真が完工直後，つまり施主に引受される直後またはそ
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のすぐ後のものといってよかろう。

例をあげて恐縮だが，大阪新空港 ピJ レがオ ープンし た当座は，いや今

もなかなか立派なのだが，くず入れや ，掲示板，広告板など，最初の統

一 された快適な空間造形を今乙わしつつあるも のが，いつの聞にかしみ

乙んできているのに気がつく。今日現在の同空港の写真をもって，たと

えば建築デザイン コンペ ティ シ ヨンの提出資料とし たならば，ジヤッジ

のメンバーの支持は大分減点するにちがいな い。

公共的な空間の問題をとりあげる と，乙とが複雑になってくるので，

もう一度わが住みかの方に話をもどしみる と， 実は乙れも同じ現象が今

日存在している乙とに気づくのである 。わが家を友人の建築家lζ 設計し

てもらって新築したのが，ちょうど19ω 年，10年以上の年月がたつわけ

だが，とく粗末な建物ではあったが，当時妻の友人などがきて ，ホテル

のようでなぞとお世辞を聞かされたものである。

そのホ テルのようなわが家のなかが，今はかんしゃくをたてるほどち

らかつてしまうのである。 i ミセス」などのカラー写真をみると ，すて

きな家具やカ ーペッ ト， ランプ，アクセ サリー，白い ドア など，ま乙と

にたのしい夢が，毎号紹介されてくるが，どうもわれわれには縁遠い。

経済的に恵まれた人のお宅を訪問す ると，乙れまた木彫肘掛の安楽椅子

がと・っかりあったりして ， i ミセス」のイメ ージとは乙れまたほど速い

のに驚いたりあわれんだりする 。

夜 ，わが家IC帰ってかんしゃくを立てるのは私だけではなく ，実はわ

が女房の方がもっととれはひどいことに気がついた。いつか夫婦げんか

をして ，ある産地でもらった青い花瓶を投げた とζ ろ，カーペッ トの上

だったので破れずに乙ろがって，スト レス解消の効果は ，逆効果となっ

て，よけいにス トレスが増大してしま った。 2 ，3 日して，その花瓶が

なくなっていた。もっともロの小さい ，花を入れるには不向きなもの

で，いただいた方には ，何とも申しわけなかったが，テレピの上にいつ

も座っていたものがなくなって，なん となくその辺 りがすっきり したの

に気がついた次第である。何カ月かして，わが女房が，あの花瓶は ，パ

パが仕事に出たあと ，思いきり庭にたたきつけて破っ てし まった ，気持

ちがすっとしたともらした乙とがある。

とんだわが家の恥話を書いてしまったが，不要の道具が，実はなんと

多いと とかという乙とを聞いていただきたかったのである。不要という

と語弊があるかもしれないが，ともかく ，あまり必要でないもの ，ある

いは年に 1度か 2 度しか，それもなければな いですむ道具のいかに多い

かという乙とである。

乙れは，イン テ リアデザインの論義の範ちゅ うでないかもしれないが，

実は人間生活とインテリアの問題を論じる上での大事な点だと思う。

ジュ ーサーというものがある。むかし ，社会党江田書記長の白髭のあ
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のソフトなム ードが人気を博した乙ろ，江田さんのスタミナは ，野菜の

ジュースだとさわがれた ，あのジューサーである。ミ キサー ・ジュ ーサ

ーの両用の ものが今売られているが ，しかしあのジュ ーサーほど不思議

な道具はない。新鮮な野菜や果物を ，細い口から入れて，ビーンとまわ

して ，8 オンスそ乙そ乙のグラスにジュ ースを取る。ま ，乙乙まではよ

いが，その後が大変である。蓋をはずし ，メッシュの微細な自につまっ

た繊維素をブラシで乙すって ，横の受皿にたまったカスを手ですくい取

って，ごみ入れのビ、ニーノレ袋につめ ζ んで，それから水洗い， そして乾

かして。 8 オンスそ乙そ乙のジュ ースのために10分くら いはすぐにたっ

てしまう。

大体，食べ物は準備に50- ω pg，後片付に 1096，食べるのに20- 3096

くらいの配分の時間がかかるのはよいが，ジュ ーサーの場合は ，乙れが

逆 1( ，後片付 lζ 705ちくらい空費する。食べるという楽しみは，最後にあ

って ζ そ楽しみだといってよい。

しかしジュ ーサーも，ζ ういう食事の必要な人もあるのだからそれで

よい としても ，その収納スペースがつぎにかんにさわるのである。あれ

は最近コ ー ドが巻取式になって，いくらかよいが，それでも 30cl I l くらい

の空間を示める。乙れが毎日使うレンジであれば，辛棒できょうが，買

いたてはうれしくて毎日 ，家族が入れかわり立かわりメ ニューをひっさ

げて使ってはみたが，そのうちに週 1回が月 1回，ついには年に何回な

どという乙とになると ，花のたてにくい花瓶のように破ってしまいたく

なる 。

もっとも乙ういう話を続けると，食生活の変化についての対応度が低

いとか， 家電製品をもっと生かして使う工夫がないとか，いろいろの見

解がいっぱいでできそうである。しかし戦前 ，わが家にあった道具と ，

いま乙乙にある道具を比較してみると面白い。あまり学術的研究には不

得手なので，イラストレ ーションで，思いつくまま書いてみると 図のよ

うなものが頭に浮ぶ。

昔と今の家庭内の道具の分類と分析は ，もっと適絡にやらねばなるま

いが，しかし ，今 ，家庭内にある道具の特長は，そのほとんどは日常生

活に必要なものが多く，かっ大型であって ，電源、を必要とするもの。考

えれば，日本の家電メ ーカーの乙乙 20年ばかりの人間生活へのサービス

参加という並々ならぬ努力の累積である乙とに気がつく。 乙のなかで，

日常食器とか装飾品のなかに ，多少過剰気味であるものもある。その原

因はたいていいただきもので，たとえば，お盆( 乙のどろはトレイとい

う) が，引出物などにいただいて ，捨てるわけにもできないというしろ

ものがいくつもあったりする。乙のお盆というやつも収納に困るものの

ひとつであるが，しかし総体lζ いえば無駄なものが家の中いっぱいとい

うわけで、はない。

というより ，掃除機 ，洗濯機，冷蔵庫のように ，絶対必需品というも

のもある。ただ乙ういう ものひ とつひとつをみると ，共通していえる乙

とは ，単一機能製品だという乙とになる。長火鉢が，テーフソレと ，湯沸

しと ，いっちょうつけてもらうのに手頃なおかんができる乙と，それに

長煙管でボンボンとやる，あの人間的な生きた道具として性格から考え

ると ，セントラ J レヒーテングは無機的後械になってしまっている 。

一道具一機能，多少の差異はあったとしても ，かつての道具のもって

いた多様機能性とそれによって起るきわめて人間的な ドラ マチックなメ

カニズムは消滅 している 。そ ζ へもってきて，デザイン様式の不統一，

新しい材料や工法，新しい発想による造形，情報化の進んだ、社会におけ

るロ ーカリテイの消滅などのなかで生まれる道具類は ，様式を固定化す

る乙ともできないし ，多様性の統一をロで叫んで= みたと乙ろで ，われわ

れの生活空間の混乱はまぬがれ得まい。

乙ういう事実のなかで，もう一度，建築とインテリアの問題を考えて

みないと ，建築雑誌の口絵に出る写真は，どんなに立派でも ，そとに人

聞が住み ζ めば，変ってしまう。そういうときに建築家は ，ときにむな

しい抵抗を試みる乙ともある 。万国博で経験したととであるが，建物の

名称を ，よくわかるように ，館名を大きく壁面! こつける乙とを拒んだ建

築家があった。デザインがくずれるからである。しかしそのため，そ乙
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を探しあてるのに沢山の観客が苦労した。建築にしろ ，そのインテリ ア

ICしろ ，そ乙 iζ 人聞がはいり ，使い ，住む乙とによって，はじめてデザ

インが完成する というように考えなおすべきであろう。

インテリ アにおける人間的な ，ま乙とに人間くささの強い対応の仕方

と一口にいっても ，実はそ乙にはさまざまなあり方があるのも事実であ

ろう。それをグ レー ドと呼ぶのかどうかは別にして ，使用する人聞のく

せなりねがいなり ，あるいはいそがしすぎたり ，ひまな人であったり し

て，ちょうど表札の字が，白書L エッチング，プロセスあるいは表札屋

の墨色のよい字であるのを ，それぞれ好みに応じて取付けているような

ものと似たそれぞれのいき方がある。

インテリア と人間生活を論じる上でもうひとつ気がかりな乙とがあ

る。核家族という言葉が生まれてから久しいが，今日核家族は ，夫婦子

供の数人の家族に生長している。と乙ろで ，乙の家族の家庭内での接触

の仕方が問題である。戦前でも家族が数人というのは決 して珍らしい乙

とではなかったが，タ鈎のあとの団らんの時間を思いだすと ， 山家で

は，いろり をかとんで ，ヨコザ ・カカザなどという格式はあったとして

も，ともかく燃え続ける火をか乙んで ，そ乙 K 家族が，時には客人をま

じえて話し興じあう一日のうちの一番楽しい時間をもっていた。町家で

は，抱り乙たつのなかで，姑 lζ 内緒で ，若夫婦が足でむつみあったり，

姉妹がけりあったりという，人聞がじかにふれあう場と時間があった。

今日乙れがわが家では ，テレビの前Iζ 長椅子をおいて ，日曜日の午後

8 時には平太清盛のド ラマを見る ，という姿に変貌し ，家族の対話のあ

り方がT Vの画面をフィ ー ドパックして行なわれるという形態になって

いる 。

椅子式の生活が浸透し ，わが家の娘たちは ，お座敷lζ 座るのがもっと

も苦手であるが，乙の椅子の配置たるや五点セットという百貨庖の売場

のならべ方そのままが家庭にもち乙まれていて ，ζ れに座るときは ，ま

るで対決の場のような向きあった形で，団らんというようなものとはほ

ど速い。

団らんというのは ，各個が個のままで ，思い思いの恩考や手なぐさみ

や読書やテレビが見られて，ときには共通の話題がはずみ ，ときには閉

じ場lζ 生きづいているという安堵，それはむしろ幸福感というものであ

ろうが，乙ういうときが団らんの本当のよい形なのではなかろうか。

空調設備が充実し ，テレ ビもパーソナ J レタイプが生まれ，子供は，ガ

リ勉lζ 追いたてられ，物理的にも，心理的にも ，団らんの場を必要とし

なくなる方法にあるのだが，人聞をもう一度人間たらしめるために ，イ

ンテリアのあり方のもっとも基本的な形が，乙乙にあるのではなかろう

か。

プラスチックを中心とした新しい造形素材は ，人間疎外感を助長して

きたように思うし ，既製品世界もまた同様であったと思う。最近ある小

冊子の特集「遊び」のお手伝をして，自分でインテリアを変えようとい

うテーマをやった。壁紙をはりかえ ，水性ペイントを塗り ，コー ドペン

ダントを取り替え ，部屋のレイアウトをかえ ，カーテンを取替えという

のを，数万円の予算( ボーナスの中から) で ，全部自分たちでやっての

けるという計画の指導をし ，写真の特集にまとめたのだが，乙れには ，

モテツレとして協力していただいた家庭のみなさんが，大変はりきって ，

実にうまくやってのけてもらった。乙乙で発見したととは ，また自分た

ちで ，またいつでもイメ ージチ ェンジができるという乙とと ，やればや

れるし ，下手なレクレ ーシヨンよりすてきだったという乙とがわかっ

た。乙乙 lζ も家庭のものが全員一致して働いたという充実感はすてきで

あった。住む人が，インテリアに参加する。しかし ，乙れは昔からあっ

た乙とだ。すだれ，障子の差換えなどと。

最後になったが，収納の問題! とふれておきたい。昔の端正な住空間を

ささえていたものは蔵であったといえる。乙のシステムが今日そのまま

生きるとは思えないが，もうそろそろ蔵の機能を今目的に検討 してもよ

いのではないか。今，家庭のなかを埋める沢山の道具，それと建築，イ

ンテリアの調和が，まだ解決されていない。

〈つ l i n、 きょうへい 坪居恭平デザイン事務所〉



インテリアエレメントと間

中 村 圭 介

私は，インテリアデザインは ，空間を組織( 構成する仕事で，そのエ

レメントとしてはー空間を限定する壁 ・床 ・天井や ，生活 f<: 必要な道具

と，そ乙に生活する人々の姿であると考えている。

自然風雨から生命を守るために発達した建築は，本来ハー ドな性格を

持つもので ，そのなかで生活する人閣の生活空間との聞にはお互いにゆ

とりを持ちあう乙とによって ，その矛盾を解決 してきた。

それが，資本主義社会では効率を主体に物事を考えるため ，だんだん

に，乙のゆとりがせばまり ，宇宙船や超高層の建築では ，無駄と思える

ゆとりが少なくなり，非常に合理化されて便利にな ったが，住み心地が

良い といえないよう である。それにはもっ とソフトな人間生活への考察

が必要で，その分野が独立して インテリアデザインとなっていく のでは

なかろ うか ?

日本の歴史をふりかえってみる と， 平安時代の寝殿造りには ，部屋を

とば勺

しつらえる 長託" とい う言葉があった。ゆとりのある建築のなかに曜

を下げ，扉風を立て ，座を作り ，部屋を飾り整える乙とである。乙れが

やがて宮中における年中行事となり ，一連の形式が完成されるのだが，

乙れは立派なイン テ リア デザイン であった。

室町以降lζ 発達した茶室建築は ，茶をのむという単一機能の建築で，

そ乙では建築や道具がすべてイン テリア的に処理されて一体となった。

ま

主人と客との聞や天井高 ・炉や床や棚の位置などは ，茶の作法によって

決められ，必要な最小限が追求された。そして一切の雑念を去り ，茶を

通じて心の交わりを求める茶道が完成された。それだけに建築物として

は無理もあり ，イ ンテリア化された建築と見る乙とができるだろう。

飛騨高山の民家の ，南側縁側の端の屋根裏lζ 作られた下男部屋は，三

角で禄側に面した委側の明り取りしか関口部がない空間で ，2 人の愛の

寝床にふさわしい密室だった。廊下の端の梯子を上 り床をはね上げては

いるので，寝床を敷けば完全にプライパシ ーが守れた。乙のような発想

もインテリア的な発想といえるだろう。

明治のはじめ ，西洋建築が輸入されてから赤坂離宮の完成lζ 至る近代

の建築界は，いかに住み良くするかという問題をあいまいにし ，どんな様

式を採用するかを論じ，それを忠実にコピーする仕事が建築であった。

乙乙では固定されるものはすべて建築として理解され，カーテンを吊

り，ifjjc物を敷き ，家具を作る仕事など，可動なものはすべて室内装飾と

して理解された。乙のようななかから室内装飾業は発足したのだが形式

が先行し生活が軽視されたのでインテ リアと いう意識は逆に死滅した。

そして人聞の住み方というソフトな問題に真剣に取り組み始めたの

は，資本主義の定着』とともなって新らしく発生した新興中産階級を読者

とした，羽仁もと子の「婦人の友J ( 明治40年発刊) で，乙れらがやがて大

正デモクラシ ーの波のなかで住宅改善運動となり ，文化住宅となった。

現在再びインテリアが問題とされはじめ ，本号のような特集も出され

るようになったが，それは ，建築や道具( 生活用具〉の工業化が進むに

つれて生活潔境が画一化さる不満を満たし ，人間の生活1<: なじむ空間を

作りあげる手段としてインテリアが必要になったからである。

駅ピ J レなどで，内装が建築から独立したのも ，乙のような個と全体の

調和を計る システムとしてインテリアの設計施工を独立させる必要があ

ったからである。

だが流行語になったインテリア産業といわれるものの実体を見ると ，

源氏物路絵巻柏木 (ニ) の‘ 室礼"

そのほとんどが，前記室内装飾の流れを組む家具 ・敷物 ・カーテ ンの製

造または施工業者で，その概念は，はなはだあいまいなものであるといえ

よう。そ乙で私は私なりにインテリアについての思考をのベて見ょう。

イ ン テ リ ア の 持 つ仮 設の 役 割

ものが不足した時代の人聞はものが満たされる乙とによって満足でき

た。そ乙では ，より効率の良いものを作る乙とがデザイナ ーの仕事であ

った。しかし，工業化が進むにつれてものを作る乙とは簡単になり ，富

の偏在と社会保障の不充分さはあるが，衣 ・食は一応、満たされた。そ し

て現在国民の要求は住まいに集まっている。その住まいも ，ただ単に雨

風をしのげる住まい ，便利な住まい ，住み心地の良い住まいなど，さま

ざまの要求に答え，プレハ 7

0

から一戸建の高級住宅まで ，いろいろな生

産方法が取られるようになった。

道具もまた単に個々の機能を満たすものの無秩序な集合から ，それを

使う人間を含めた ，自動車のような装置空間に発展し ，建築と同様な問

題と対決するようになった。そして住み心地という心理学的問題を含め

た考察が必要になってきたのである。

"幸福とは"禎 生きがいとは" 伐快適とは" という乙とは大変主観的

な問題で個人差があり ，そのような住空間の表現は工業生産になじみ難

い。それを解決しようとすると乙ろに ，インテリアデザインの役割があ

るようで
t

ある。

したがって実際には建築と道具により住空間を構成する仕事でありな

がら ，同時に ，人聞の視覚 ・聴覚 ・触覚 ・臭覚などの五感や皮慮感覚を

含めた ，綜合的な効果を考慮する必要がある。乙のような効果は ，もは

や建築だけの次元にとどまる乙とのできない問題なのである。建築が恒

久性に基盤をおくとすれば，人の感情が季節の移り変りに感動するよう

に常に変化すると乙ろに，インテリアの基盤があり ，その点で建築とは

っきり対決しているようである。

前記寝殿造の" 室礼" や節句の飾りなどは ，良くその本質を示してい

る。臼本の住宅が基本的 lζ は材質感を主体としたモノク ロであるのに ，

乙れらの飾りは原色に近い色どりを見せ，そのおりおりの生きる喜びを

味わわせてくれるのである。

現代の冠婚葬祭の形式がわれわれの日常生活の感覚からまったく分離

した宗教的形式を脱しきれないのも ，ある意味では ，インテリアデザイ

ンの貧困がもたらした結果と見るととができるのではなかろうか。

聞 が意味するもの

インテリ アデザ、インは，また ，聞の芸術ともいえる。インテリアデザ

インの取り扱う間は空白な空間でなく，意味のある空間である。

それをもっとわかりやすく表現するならば，家具と建築の聞で人間が

暮らすわけであるから，そ乙 ! L 住む人の五感が感じるすべての問題を計

画してはじめて住み心地の良い雰囲気を持った部屋になるのである。

前記の葬祭場の例でいうならば，単 IL新らしい場を作るだけでなく ，

葬儀の進め方，音楽 ・お呑 ・照明から参列者への御礼状まで計画しなけ

れば，その効果は期待できず，ただ参列者をまどわせる結果になるだけ

である。

また ，インテリアデザインにおける間は ，単 IL瞬間的なものでなく ，
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時間的な要采も含むものである。朝日を受けたカ ーテンの色から発する

光 Iζ 満ちた$ 屋の新鮮さや . コードペンダン トlζ 照らされた夕前の食卓

の塗かさ ， "7ン トルピースの炎 IC 照らされる居間のくつろぎなど，み

な，西欧に伝わる古い演出の手法であるが，それらはいずれも時間的要

3憶が計算されてい るのである。

したがって住宅のインテ リアデザインの最後の仕上げは ，そとに住む

主婦の手によって完成されるものであり ，デサ、イナ ーはその装置を計画

する立場にとどまらざるを得ないが，ホテルのような場合には ，壁 lζ 飾

る絵はもちろん，食卓の食器やナフ キンも選定する乙とになるから ，そ

の業務の範囲はずっと広くむずかしくなる。

また ，小料理屋のような場合lζ は，なによりも ，それを経営する " お

かみ" それ自身が商品と見る乙ともできるから ，その人柄を中心 lζ 広聞

気を作る 乙と になるのである。

裕子の持つニ 面性

精子はイ ンテリアデザインの出発点でなければならない。 乙れは日本

間において畳数が，天井高を決め木曽jを決めるのと同じ関係にある。

したがって精子の大きさは ，部屋の広さや，天井の高さと密接な関係

を持っているだけでなく ，人の向く方向ゃ，視線の高さを拘束する。

また，触覚をつうじて，人の感情に直接働きかけてくる畳と椅子は人閣

を支持するという点で共通でありながら ，人を拘束するカは椅子の方が

はるかに大きい。それだけに仕事精子 ・食事椅 ・休息椅子 ・綬椅子など

の俄能 IC分化するが，その機能が逆に人の行動を制約する乙ともある。

的子はインテリアのなかて・は二つの矛盾した役者j を持たされている。一

つはすわったときであり ，一つはなにげなくながめられたときである。

前者の場合には ，まったく人閣の意識の中にとけ乙み ，身体の一部の

ように安心して身をあずけられるものでなければならない。だが一度椅

子から離れ，部屋をあるき廻り ，なにげなく室内を見廻したときは ，美

しく ，人の心をやわらげるようなものでなければならない。それは前か

らばかりでなく ，いかなる角度から見ても美しい乙とが要求される。そ

れだけではない ，その附子をめぐる部屋のたたずまいは ，なによりも良

く，住む人の姿を物語ってくれるものである。

したがって建築計画が敷地や方位や構造に制約されながら造型されて

い くように，インテリアの計画は人の住まい方を追求し ，家具の配置や

家具の型を考え ，それにふさわしい広さを求め ，建築と矛盾しないよう

に解決しなければならない。

本来，生活行動には流動性があるから ，建築とのあいだにゆとりが必

要なのだが，現代の住居にはそのゆとりがなくなっている。それがた

め，日本のインテ リアは ，道具を整理 し空間を作る方向 lζ 向かわざるを

得ない。乙れをまた ，G N P世界第 2 位でありながら ，国民生活水準は

はるかに低い日本の現状を反映した姿である ともいえよう。

×  ×  ×  

以上のような考え方が私のイン テリ アlζ 対する思考だが，私は必ずし

もインテリアデザイン は， 室内設計に限るものと は恩わない。建築 IC含

む諸要3憶を ，人間生活の側から追求する仕事がインテリアだと思ってい

る。

〈なかむら けいすけ 中村長沢デザイン事筋所)
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機器化エレメントのスタディ- 住空間の質と工業化への指標
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1 住 空 間 の 工 業 化 の 問 題 点

現在，プレハプ住宅および住空間を織成する各エレメントの工業化が急

速に進行し. ある程度のレベルまで到達したが，そのレベルの内答を検

討すると ， けっして将来とも満足できるものといいがたい。住空間を工

業的手段に落とすために，空間をエレメ ントおよびコンポーネントに分解

し司 それぞれ工業的手法に置き換え生産をしているが，その分解の前

提となるべき空間のソフトウ エ アというべきシュミレーションの概念を

見失なっている 。具体的にシュミレーションの項目として(1)住空間の質

の椋準化，(2)住空間のモデュ- ) レの決定，(3)1主ZE聞のエレメントおよびコ

ンポーネントの標準化，(4)各エレメント， コンポーネントの調整蘭の決

定 ，(5)性能の標準化が必要である 。 このうち(5)の性能の点については，

各エレメントとも要求される性能は十分満足できるが， (1)から (4)につい

ては笑はエレメントメーカーも決定を望んでいることであり ， いまだ明

解な概念すら提示されていないのが現状である 。 この問題は，ーメーカ

一一 団体で決定できる問題ではないのにもかかわらず，標準とすべきも

のがないため，作る側として何らかのよりどころとして従来の 3 ， 6 尺

の寸法大系に落ちつかせるか， もしくは， 7 リーサイズとして需要に合

わせた寸法に生産ラインを定めてしまう 。 これはこれからのエレメント

の工業化には非常に重要な問題点である 。現在の工業レベルは要求に対

して十分対応できる技術をもっているが，最大の欠点として，基本的に

は? スプロ体制であるため，たとえ l 協でも寸法が異なることは，エレ

メントの性能精度が要求されているだけに ，生産ラインからいく通りも

用意しなければならないことを ff 味し これが工業化による大きなメリ

ッ 人 コ ス ト 性 に 影 響 す る 。 またフリーサイズ，フリージョイントは，

いぜん現場加工作業を残すため，簡単な組立作業とくらべ，工程. 性能

的にも劣ることは明解で，今後，当然改良されなければならない点であ

る。 これら，例としては非ザ，に細かいことであるが，空間というものは

これらのエレメントで構成される面とその組合せのジョイント精度に最

終的性能がゆだねられている点で重要なことである 。最近のプレハプ住

宅. スペースユニットの質が向上したのはエレメント自身の性能が上っ

たと同時に ， このエレメント聞のジョイントに精度を要求するために，

多少バリエーションを与えるとしても基本的にはクローズドシステムをと

っているからで， この場合のエレメントに対する条件は明解であり ，

生産量に見合う織造が取り得るが， 一般の住空間を対象とした多くのエ

レメントの場合， オープンシステムを前提とするため，前述のごとく ，

どの空間にも対応させるためには ，住空間1の椋準化と調整面の決定がぜ

ひとも必要なのである 。現在，建設省 と，通産省 の協力のもとに ，f.主EE

fifl ( 7) 標準化と，モテ'ュ- ) レ化を行な っているが，現在の各エレメント ，

コンポーネントの J 1  S のごと仁、標準モデュー/ レ呼ぴ寸法砂から一 歩

進み，他 のエレメントとの調盤面の規定カヘ住空間の ，生産的にもデザ

イン的にも ，X i の工業化に結びつけるものだと考える。

2 住 空 間 の 段 階 と エ レ メ ン ト の 工 業 化 の 段 階

現在の住環境は多種多様であり，そのなかでエレメントのオープンンス

テム化を考える場合，い くつかの重要な問題がある 。 前項ではおもに寸

法の点についてとりあげたが，生産体制と住空間のバリエーションの問

題を検討してみる 。

工業製品は基本的にはやはり，少般多量生I廷であり ， 多種多量生産とい

うものは非"l ;;; に苦手である 。初期のプレハプ住宅は ，少種のパネルを組

合わせによって多くのバリ エーショ ンが取れるという組合せの慨念が非

常に強かった。 これが一時期の単調なプレハプ住宅のイメージを作った

が， ｦ 主 ｾｉｭ はそのように単純なものではなくかえってれ自由にできる空

間" の要求が多くなっている 。 この点が工業製品たとえばカメラ，テレ
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ビとは異なる点て¥最近の自動車もカスタム化しようとしているが，工

業製品の範囲にとどまっている 。 しかし. 住空間を検討するならば，非

常に工業製品に近い性質のものから，フアツンョンに近いものまで，多く

の稜類の エレメ ントがある 。究極，住空間を工業的手法に落とし，いか

にバリ エーショ ンがとれ，空間を創造するかには，それぞれのエレメン

トの機能的メリ y トと生産上のメリットのバランス点を明解にシステム

化することが必要である 。

1)機務化 ( 少穏多量生産 ) システム評価

2)家具化 ( 多額少量生産 ) デザイン評価

3) パネル化 ( 多種多 量生産 ) 性 能 評 価

1) の機器化エレメントは，あまりバリエーションを必要としないもの，

たとえば，設備空間があてはまる 。 日本の住宅を検討すると ， ハートコ

アとして ， 3  - 4 つの基本的システムがあれば十分カバーでき， しかも

非常・に工業化しやすいもので，在来の工業製品と同等に考えられ，生産

ラインに容易にのせることができるエレメント。

2) の家具化エレメントは . たとえば，家具，収納家具のように住空間1

の性格および趣味性の強いものであるが，生産業者も多( ，少量生産で

も市場において競合商品が多しユーザーが自由に選択でき . 生産制IJ か

らみると ， 少量生産でも十分成立するエレメント。

3) パネル化エレメ ントは狭い意味て' 住空間を構成する壁，床 ，天井等シ

ェ l レターとして考えられるものである 。 この部分がオープンシステム化

されようとしているが， 問題点が多い。現在住空間には多くのテクスチ

ュアを要求されている 。今後ともインテリアをたえず変えて楽しむよ

うになるだろうが，生産面からみれば，少種多量生産であり. これを多

額多量生産とすべき基本的性能を維持し，表面を変えて対応させるよう

な新しいシステムを取り入れられるようなシステムをもたねばならない。

これら 3 つの要素で住空間のエレメントを体系づけシステム化すること

が，デザイン的にみても単捌さ . 陳腐化におちいるのを防げると考える 。

3 機器イヒエレメントのスタディ

前項に述べた， f主空間の工業化の手段のうち ，機器化エレメントを取り

上げ，ふたつのテーマによってスタディを行なった 。 ｦ 主 ｾｴ ｩｦｊにおいて機

器化エレメント の最大のものは，設備空間であり，設備のシステムであ

る。 この空間は ，前述したよ うに ，住空間によってあまり機能的にも寸

法的にも他の エ レメントと比べ差の少ないもののひとつで，われわれのス

タディでも， 120m' の住宅と 55 m' の住宅を比べ間程度の内容で¥日本の住

空間においては ，せいぜい 3 ， 4 タイプ用意されれば，中小住宅のほぼ

80% はカバーできるという結論を得た。 しかもこの設fnlj 部門 は建設， メ

インテナンス時に問題の多いところで，生産者側IJ から見るならば，非常

に種類も少なくてすみ，工業ベースに乗せやすい形態をもっている 。 そ

してまた，設備部分は住空間の心臓というべき機能をもっており ，住空

間1の11を決定する大きな要素である 。

以上の点からわれわれは，ふたつの典型的なタイプを取り上げ ， それ

によって住空間の性質を追求してみた 。 そのひ とつは空間の機能設備を

極力コア化し ， コンパクト fじすることにより他の空間の要素を単純化し，

単純な エ レメントで構成しようとするもので，他のひとつは ， それとは

逆に，おのおのの ｾｉ ｈｬと備品 Ｎ 設備を 一 対 ー の対応にｩｩＱき，空間の震後

により ，空間自体密度化しようとするものである 。実際の住空間はこれ

らふたつの考え方をうまく組合せ， プランニングされるものであるが，

ここでは両者をはっきりと原型としてつかみ， そのうえで住空 ji¥1 の工業

化と，エレメント の工業化とを 明解にと らえ，今後の新しいオープンシ

ステムとしてのエレメント， コンポーネントのあり方を研究してみたい。

次頁におのおの具体的なプロジェクトとしてあつかったものを報告する 。
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ブロジェ クト A

c> 

マ
「寸「

制ωF

2刊p一明

同OP E Ni1 

集合住宅典型パターン

十一OP E N

F ig 1  

内

ハートコアパース Fi g  2  J 、ートコアの組合せ

TYPE "A" TYPE “ S" 

TYPE “C" TYPE "D" 

Fi g 3  住宅のモデュールと基本タイプ Fi g 4  日本の独立住宅の設備空間 (257例)

このプロジェクトは設備ユニットメーカーと共同研究したものである。

このプロジェ 7 トを取り上げるにあたり ，現在の設備ユニットがかかえ

ている問題を 5 つめポ イ ントからスタディし た。

1 設備空間のハートコア化: 住宅の設備化が一般化した現在，キ ッチ

ン，ユーティリティ . サニタリィ，エナジーの 4 要素をもった 一 貫した

システムデザインカ寸子なわれなければならない。

2 設備空間のコンパクト化 : 日本の住宅は今後とも， 8 0 m
2

以下のもの

が大半を占めるだろう。とくに集合住宅. 中小住宅に適応する設備空聞

の コンパクトなシステムが必要とされてい る。

3住宅プランへの適合 日本の住宅は独立住宅が主体であったため，

標準的 プランがないが，工業化に適応した住宅の標準プランとそれらに

適応する ハートコアが必要 とされてい る。

4 生産ラインの適合性. ハートコアには ，機総主体と空間主体とふた

66 

つに大別される 。 それを同じ生産ライン上に流すことは生産的にも有効

な手段ではない。 そのためには住空間と対応させた有効な分割方法と生

産システムを検討しなければならない。

5 運搬，揚量，設置と の適合性 ・ 現在の道路事情，施工体市IJ を検 討す

ると ， あまり大きなユニットは問題点がある。最悪の場合で，人力で設

置できる寸法と重量をもったユニット化を考慮、しなければならない。

以上この 5 つのポイントに対し， 1) のスタディとして ，欧米の高層住宅

230例， 日本の一般独立住宅257例のプランを調査した。 その結果からユ

ニット化の重要度と適応潜在j交を見ると ( Fi g 1，2)，サニタリィとキッチ

ン が 同 空 間 に 存 在 す る か た ち の A タイプは ，欧米の場合64% ， 日本で

は40% 司 ただし日本の場合はこのなかにも絢lかい仕様の迷いが見られ

るが，はぽ同タイプに分類できる 。 またキソチンとサニタリイ部分が分

荷! f . している B タイプは 司欧米24% ， 日本32% である。したがってプラン

建築と社会/ 1972年3f1号



Fi g 5  キッチンユ ニット

マンション

Fi g 7  欧米の集合住宅の設備空間 (230例)

の適応度を見るかぎり ，一体化させたハートコアはまだ日本には適応し

にくく ， 8 タイプを基本とし， A タイプにも適応させる方が適切である 。

サニタリイユニ ットとキッチン ・ユーティリティ・エナジーユニットの

B タイプで¥ 日本の独立住宅に対 し，75%の適応度がある。

また . 設備空間と寸法の点を検討すると. 明らかに集合住宅と独立住宅

のプラン ニ ングの遠いが F ig 3 のごとくにふたつのタイプに分類できる

が ， 設 備 ZE聞 は 奥 行 1，800 の Z O N E にはいることについては両者と

も一致する。ここにユニットのさeH11 に対する最大帽を 1，800 とし独立住

宅は X 軸方向，集合住宝は Y 紬方向 へやれました設備空間が現在の日本の

住空間にもっともふさわしいことがわかった。 その意味からこのプロジ

ェクトは ，設備杢問機能をふたつのユニットで構成した。ひとつはキッ

チ ン，ユ ーティリティ ，エナ ジ一関係のユニット，他のひとつはパス，

トイレ i先聞のサニタリィユニットを，おのおの 1，200X  1， 800X  2，200 

主 ￟ｾ と社会 Ｏ ＱＹＷＲ 年 Ｓ 月号一

プロジェクト A

"-ーーーーー

Fig 6  サニタリィユニ ット

公団2 D K

マンション 日商

独 立 住 宅

F ig B  プロジェクト Aの適応

を外寸寸法とし，それらの組令せの基本タイプを F ig 3 のごとく 4 つ設

けた。 この寸法は設備空間 として非常・に小さいものであるが， おのお

のの ユニ y トは現寸のスタディでも十分満足できるスペースである。ま

た揚重，設置の点からも . 輸送は軽聞で運べる寸法て¥幼虫設泣は松1氏

4 人で運べる寸法と重量である 。この 4 つのタイプを実際の住宅に適応

させると ・F i g8 ，現在， '1' 途半ばなダイニングス ペースが独立した空間

としてとれる。これら . スタディの結果として， 120 n T 以下の住宅なら

ば，機能的にも十分であり . 80 ｮｔ 以下の住宅ならば，設 Ｑｾｩｩｾ ｊｩ ｮ をコンパ

クトに コア化 したこのプロジェクトはもっとも有効な結栄をもたらす。

なおこのプロジェクトは研究途中 のため十分な報管はできないが，機会

があればときを改めて詳細に発表する予定である 。
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プロジェクト B

F ig ・ 1 基本タイプのインテリア

基本プラン ホA'

由

基窓ユニ y ドA

基本プラン 's'

F i g:  2  基本 7 イプの外観モデル

基本プラン℃砂

このプロジェクトは ， レジャーハウスとして計画されたものである。今

後のレジャーは単に遊びにゆくことからもっと長期にわたって自然環境

のなかで暮すことへ発展してゆく。現在迎休 2 日制が叫ばれているが，欧

米のごとく夏期 1 ヵ月ぐらいの長期にわたった休暇の単位になることは

まじかいと考える 。し たが って レジャーハウスといえども基本的な生活

は，都 会での生活とあまり変らないものであ り， かえって都市から 離れ

ているだけに. サービスについては充分配慮がなされていなければなら

ない。 たとえば司水洗トイレで普段生活している人却にとって ， たとえ

レジャーのためとはいえ ，汲取りはがまんできないものであり ，また故障

した場合， すぐメインテナンスが行なえない場合が多い。 このため，設

備内容を満足させると同時に，工場で管理され組立てられる精度，性能

の信頼性がある設備空間を y エ J レターと一体化したユニ ットが この条件

には必要である 。 このプロジェクトは. レジャー空間として計函された
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基窓ユニ y ド B"

F ig 3  プロジヱク トB のシス テムバリエーション

ものであるが，基本的にはこの空間にはレジャー的要紫を省き ， レジャ

ー基地として都市住宅と同じ レベルでおのおの検討した。 ここでのスタ

ディは設備ユニットと大型パネ J レからなり ，22m' の基本タイプは 8 t ト

ラ ック 1 台で運搬，組立ては 1 t クレーンを使用し ，基本的エレメント

は約 3 時間の短時間で組立てら れ る。 前述したように ，現場での作業を

残すことは ，立地条件が悪 いだけに 問題はあるが， スペース ユニ ットの

ご と し 工 場 で 住 環 境 を す べ て 一体化することは，生産的には有利であ

るが， スト ック面干rt が広〈必要であり ，またア y セ ンブリィラインが一

本であることは ， 工程 管理上 また空間のバ リエーショ ンがと りに くい欠

点があり. かなりなバリエーションを必要とするこの種の建物には不向

きなシステムである 。 また ，すべてをパネノレで行なうことはこの欠点を

カバーできるが，現地組立作業に問題点を残す。 その意味から ，こ のプ

ロジェクトはキ ッチンユニ ット ，サニタリィユニ ッ ト，家具ユニ y 卜と

挫築と社会/ 1972年3月号



プロジェクト B

F ig 4  基本タイプのイ ンテリア
F ig  5  インテリア，{ ース

F ig  6  組立実験
F ig 7  輸送実験

Fi g 8  強度実験

いくつかのユニットをおのおのの輸送組立時の保護と織造体とを組合せ

たユニットとし，空間はこの設備ユニ y トと大型パネル ( 1  t 以下 ) で

榔成するようにした。 このシステムは前者のシステムのおのお のの特徴

を組合せた中間的なシステムであるが，試作の輸送実験，組立実験にお

いても非常に現在の組立技術生産体制に合ったものだという立証を待た。

また ，試作住宅の居住笑験でも，おのおのの生活空間に一対ーの対応に

設備ユニットまた ，家具ユニ ットを 佳いたことは，良い結果を得た。

試作は 22m

2

， 4 人家族， 1週間の居住という条件で行な ったが，住空間

の設備の婆索をおのおのユニット化し空| 聞と対比させたことは おのお

のの設備を使用するタイムラグがあり，大型パネルでおおわれた，機能

をもたない空間がいろいろに演出され， 22 m
2

という狭さにもかかわらず

狭さを感じさせないというアンケ ート調査結果を得た。しかしこれの条

件として ，同家族もしくは同グループで生活行動が一定である場合有利

まs築と社会/ 1972年3 月号

であるが，このシステムを一般住宅に拡大したときの 粂件は異なる 。面

積も拡大され， おのおの間仕切された空間 も必要であ る。しかし大きく

する必要のあるのは ，機能をもたない空間で，狭い空間ではタイ ムラグ

で重複されている空間の分離が必要なのであり ，機能ユニ ットは変える

必要はないだろう。この問題をこのプ ロジェ 7 トは， シェルターの種類

を与えることで解決できる 。生産的にもシェルターパネ J レを数種用意し

ても，生産上ストックの問題はない。 Fi g 3 はユニ y ト+ パネルで構

成されたバリエーションである。結果として ， このシステムはスペース

ユニ y トで憐成されるより多くの住空間のバリエーシ ョンがとれ， しか

も生産ラインに無理なく乗せることができる。一般住宅として考える場

合は，前者のプロジェクトハートコアと ， このシステムの考え方がうま

く組合わせられ. プランニングされるものであろう。

( はらだはるみち ・L lf ためぐみ K K トータルデザインアソシエイ y 側発部)
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建築とアー卜ワーク

多国美波

先日機会を得て，香港， 台湾，韓国と旅をしてきて ， ヨーロ ッパや アメ

リカ等と巡った角度から，日本の現状をいっそう浮彫にして考えること

ができたような気がしました。今私達は ， これらの国々とは違って、直

接 的 に は 国 際 問 題 に よ る 不 安 感 も な し 物 事の考え 方を進めていくこと

ができますが， それらの国々には ， それ以前の大きな問題をかかえ ， あ

る意味では， 日本の何年か前の状態を自のあたりに見るようなところも

あって，その頃の時代から、今日までの成長，i; 1) 、そして今その成長に伴

って生じた諸問題等の違った時点に ， われわれが立たされていることを

痛感せざるを待ませんでした。

私達には ， 国際情勢て切J かされざるを得ないような国造りと巡って、も

っと大きな意味の人類の未来像へ向かつての千代極的な環境づくりが必要

に恩われます。

建築においても未来像はますます絞雑化， 多次元的に増大し、日々に飛

躍していく社会構造のなかで、 今日ほと¥歴史的にみて ，大きな転機に

立たされた ｬ 時期はないと思います 。 その大きな ｩｾＮ｜ のうねりのなかで、変

化しつつある人聞がつぎに要求するものを， もっと探究し ，整理して，

どういう社会環境を造るべきかを考えることから出発し，建築家ふ芸

術家も今までの職業意識の定義を今ここでもう 一度建て直す時期にきて

いることが，つぎの時代への創造の第一歩であると思います。 自分の生

活安定のための無難な仕事に止 ったり ，また自己本位の芸術的なモ ニユ

メンタルな建築を造って一人で満足するだけのものでは、つぎの時代の

新しい社会精進として の環境建設の一部とはなり符ない。近年の日本の

経済成長めなかで、建築も芸術においても他の分野と同じく世界的にみ

て高度なレベ J レに達していることは↑ I:=) i @いない。けれど各分野でそれぞ

れに発展はしているもの の， まだまだそれが実際に社会の地盤に定着し

ていないと焔感することが少なくあリません。

ひとつには各分野の研究成果はあがっても 司 多次元的に? ンモス化した

社会構造のなかで側々で解決できない問題に直而していることが多い。

この何年r : 1I ，建築と芸術という課題に取り組んできて，現笑に般本的な思

想の問題とは別に ，十年前と比べて今日の飛躍的な進展はみるものの，

実際に直面している問題では次元の迫った大きな課題があらわれてきた

ことは事実であります。建築家. 芸術家. 建設家. 技術者，製作者，そ

れらが中11互補完的でありうべきであるのが. ややもすると，おのおの平1)

己的で ｾＡｉ ｦ， ｦｬ 任な形にな っていく傾向もないとは云えません 。 その理由に

は，仕 J l' ;が大型化， スピード化してきたために，おのおのが突走るとい

う傾向になるのはやむを得ないと思いますが. お互いに立場を理解し令

って全体的、将 ｩ 量的な立場から名分野の 一 人 一 人がＮ流れに ｩｾｾ れずに，

自分 の価値 ＩＦｾ停を置 くところを見きわめながら、Ｎｦ ｬｬ 互の述絡を綿密に取

り介って . 段階的に理I l 論の組立をしながら、納科した仕' 1 ' ; の進め方をす

ることが必裂な段階にきています。

こ れ か ら の 人 聞 が 生 活 す る ，新しい第二の自然として建設される，社

会構造としての都市は，すでに地球上にあった自然環境を生かし . 建築

により， 第二の自然である人工環境としての都市を造ることである。そ

の建築によってつくられる社会環境は生活習慣をうながし ，思想的 l暗示

により人間改革の一助となって. 社会改造の促進をすることができる 。

人間の進歩のために，もっとも良い条件を備えた環境づくりをすることカヘ

建築の本命であることから，未来 の建築家は，社会改造の 地盤となる構

造物をつくる ， すなわち環境設計家ということが云える 。 人間性回復の

上に立 った環境こそ芸術であり，科学であって . 想像力と建設というふ

たつの大きな要素から成り立つてはじめて完墜な建築が生まれてくる。

現代建築では人間尊重の定義の上に立って，建築，芸術，工芸の造形芸

術が綜合的な芸術として考えられつつあることは間違いない。

現代は純粋芸術においても美的観念が大きく変化し，大きな mi I f ) J する渦

のなかで変化しつつある人I i ¥) の新しい要求に接近していくことは，芸術

家自身の心の探究から，さらに直鋭力と広い知識を得て ，大きい i範囲の

大衆の心を分析し ， 重ｾＩかすことへと向かっている 。 芸術家が創作活動を

するあらゆる次元において観衆が重要なひとつの要素にもなりつつある。

芸術において環境芸術というものがありますが， これのなかにも環境を

芸術のなかに宿らせる作品もあるけれど，また ，環境のなかに見出される

芸術性， すなわち芸術を環境化するもの，それが建築における新しいア

ートワークにも通じる 。

建築家は，F ; l 筑建設のために多くの広い知識の集積の上で，コンダクト

していかねばならないが， その設計においては，各分野の担当の芸芸術家

なり技術者を，自分の思想と同じ方向にある人々を選ぶことが，まず第

一 に重要なデザインにもなってくる 。

また ，環境づくりにおいては 司l ji にj移のみの椛造とか生活のためのみに

機能的であるということだけでなく ， 人聞がいかに，心持よく生存して

ゆくかということが大切である 。 そのために高度の技術の集結による科

学的な装誼が必要であることは云うまでもないカヘ生理的に気持よく生

活するのみでなく ， もうひとつ. 精神生活を泣かに送るための精神的装

置というものが必ず必要である 。私はアートワーク的なものを，ここで

精神的装置とよんでみたい。

芸術家は建築あるいは都市のなかに ，美しいものをつ〈らねばならない

が. その美しいということばの受取り方が，将米は変ってくると思う 。

芸術的な環境をつくることは，今，われわれがこの世の中に生存して行

動している証しを記念碑として建てて後世に永〈残すことではなく，人聞

が，美しく生存し続けるための理念を，形によって受けついで，伝達す

るものを . つくることではないだろうか。

( た だ み な み 多 m;J'i i度研1e所)
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ロ ビ ー 彫 刻 「 ス ペ ー ス タ ー ミ ナ ル J ( 多 国 美 波 )

タ ピ ス ト リ ー ( 粟 辻 博 )

ロビー天井 シ ャ ン デ リ ア ( 伊 藤 隆 道 )

京王プラザホテル

建 築 と 社 会/ 1972年3 月号



大 宴 会 場 「 蔦 葉 の 問 」 天 井 ( 多 国 美 波 )

ホテルパシフイツク東京
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未 来 の 生 活 と イ ン テ リ ア

イ メ ー ジ 案

「 未 来 の 生 活 と イ ン テ リ ア 」 に つ い て ， そ れ ぞ れ の 立 場 で ， イ メ

ー ジ さ れ て い る も の を ， 自 由 に 形 象 化 し て も ら い ま し た。 職 域，

年 令 の別 な く 応 募 し て も ら っ た も の で，24名 の 方 よ り 合 計31点

の イ メ ー ジ案 が 集 ま り ま し た 。 応 募 者 に 厚 く お 礼 申 し あ げ ま す。

以 下 そ の イ メ ー ジ 案 を 集 録 い た し ま す。



SECOND 

HOUS E  

崎 市 安 川 崎 d ^(/¥. l (:プル. ( - i .

d 脇 坂 達 男

23才 梅 田 建 装 阪 大 阪

人々の野外活動の延長に不可欠な休息の場として，

海岸線豊かな日本において. 砂浜はいたるところで

見られる 。私は砂の中に確立された自分のスペース

を持つことは，大きな魅力であると思う 。石少 すな

わち ， 自然との融和ができるこの無基礎に近い建築

物である 。



武 本 晃 彦

19才 国 家 公 務 員 ( 中園地建) 広島

間仕切J 墜を ，インターウォ- ) レ等，建築化した家具と

し，床にラウンドピ ットをもうけ，できるだけ家具

を置かないようにして室を広〈感じさせる 。

公害等の外からの影響を少なくするため，関口昔日は

小さくした。 それらは ，人工照明，人工換気でおぎ

なわれる 。天井を 一面の函照明にし、照度調節も可

古Eになる 。小さな窓をおざなうため. 壁には大胆な

もょうをほどこす。



、ズ〉

d 南 原 七 郎

「養魚と魚、と闘う楽しみ」

わたしたちの海の利用は産業としての海とレ ジャーとして

の海です. 漁業は養魚による大量需給システムとなり ， レ

ジャーとはっきりと分離 されます。

かくて水産業者も安心ができ . われわれも心、由〈ばかリ海

をレジャーとすることができるわけです.
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南 原 七 郎

54才 デ ザ イ ナ ー ( 日 本 イ ン テ リ ア デ ザ イ ナ ー協 会

会 員 武 庫 川 女 子 大 ・ イ ン テ リアデザイン研究室) 兵 庫

「未来の事務所・診療室・厨房」

[O司

③ アイデイア ・表 現 の 機 能 化

デ ザ イ ナ ー ， 建築 家 ， 技 術 者 用

左にあらゆるアイデアの1" ，型をコンビューターに記憶さ

す. 右にそのアイデアを次々にまたた< I:!J に組合せ. 凶

型化をさし. 記録をとる 。

これらの最終決定はデザイナーら使用者が決める。

@見書日識をコンビューターに記憶さす

経 営 者 ，弁 護 士 ，営 業 マ ン ， 評 論 家 ， 経 理 士 ，

小 説 家，税 理 士 ， な ど 用

:! ?籍等町中町必要事項はコンビューターに記憶さす.

必要な項目についての全ての材料を自由に再抽出さ L .

記録として出し . それ: を基本として仕事を片づける 。

。 患 者 の 診 療 の 機 能 化

医者用

忠者の健康 な時的正常なデータをコンビューターに記憶

さ L ，忠、者向現状を屯i庄で全身にわたって診療する .

正常なデーターと照らして忠者向悪い個所 (正常でない個

所) にランプがっしこれによって全身的に病気向原因

を把握 L ，その治療 を考察する.

⑬厨 房 の 調 理 の 機 能 化

主 婦 お よ び 集 団 給 食 ， 料 理l苫用

主婦の場合. 料理は毎自のことであり ，単純労働である.

それを機械化する。

まず，料理的種類. 料理法. 主人的好みの味付をコンビ

ューターに記憶さす.

記憶装置にもとづいて材料を入れると 、必要に応じた切

断や焼，煮たき 。味付を行ない失敗のない美味しい料迎

がいつでむ正し〈できあがる.
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( (  ｾｦＱはスクリーンオ駐在Ｎである。
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未来の住居

エレベーター
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- 未来住 ill とれす 1) 7  1 M者宰E室 内 申 巴

球型カプセル式で下部動力により ，移動可徒。

完全防水て'海中生活もオーケイ @

都 心部町ターミナルで日常を過ごし，休暇は自

然町中ヘカプセ J レごと移動する。

ターミナルは回転. 上下運動可能で，夜間. 外敵

から 身 を守る 。
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18才 堺 市 立 工 業 高 等 学 校 建 築 科

宮 本 知 21才 大 阪 芸 術 大 学 大 阪

未来社会においての住居は. その栴成が現社会的家族制度と異なって. あるグ

ループとしてその締成がなされていると私は考えています. またその住居プラ

ン( 平而) は司 そのグループの思想によってなされるとも考えています。

そこでその住居の居間ですが. それは個室群町集まる所にその個室と個室以外

的所内空 1111が公共性をもっ空間になり，また居 IUJ になると思われます.

よってその形はまちまちではあるが， その形体( 原形) は，このようなも町で

あると考えています.

口口口

LP  

Hl 只Q 円|

すべての人間に対して絶対的側人空 間である. アーテイストにはア トリエに，

ビジネスマンには ｏｆｆｉｃｅ になるためのさ ｾｉｕｉ であるＮ

( 人 1mが社会的人間であることをならしめるためには，本質的な意味での都市

と個人空間とを弁証法的統一する必要がある。これはそのための空間である。)

1. ライト類 ・メインライト フットライト 2  スピー カー ・コンビュー

タ用 ・テレビ用 モニター用 3.  1l ! 話機 ・コントロー ルスイ y チ類 ' B OX

4  コントロールスイッナ鎖 5. 電算機 ・タイプライター ディスプレイ

用コントロールスイッチ 6  ディスプレイ ・ブラウン管 7.  テレビブ

ラウン管 モ ニ タ - 8 電算機的ディスプレイ ・デジ タル 9. ピデオコ

ダー テープコーダ- 10. コンビュー ター
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I mage for 

f uture 

Li vi ng 

and Interi or 

.Li vi 吋""，，....色 ｬＮ ｨ ｦￌ民ｾ h"us 色

冬の 日は太陽 ・J.[ の夜は宇宙

と涼風 (sunr oomをsun. star  

Roomに) カプセ ル式住居か

らサ ンルームに相当する空間

を庭にと り出しそれをき垂直移

動 ｾｭｬ にする 。

( f ;， 1) 

.shu" ... ""嗣

天井 ・壁全体を樹脂ガラス の

ような透明材料で綿成し，イ

ンテリ アに f昔景慨念の拡大を

とり入れ る。

2 階の もの干 しか ら見あげる

夏の夜空は 美 しい. f i g 1 の

サ ンルーム が ( i由庄式エレベ

ータ一方式で1i ft up され) 夏

向夜 はスタ ールームに変 わる。

周囲が星空に阻まれ宇宙空間

化されたムー ドで自然的涼風

を楽しみながらテレビや読

を楽 しみまた寝こ ろ」九 天の

111 が美しい。 (f i g 2 )  

ｦｩｧＳ の 海岸住 ｾ ｉ ｽ て Ｂ ＱＱ ， 哀の日

中な ど 海 底 ｾ ｉｉｉｉ に 変 わ る .  

S  P AC  E  F OA  FA M1LY  L I V I NG - S Y S T E九IJ F R O M  F U R N I T U R E  

口調

重量

伊，

審

議多

F 時 樹三ョ

P L A N  

C L QS e . S T Y L E  

Q P E N.  S T Y l E  

われわれ町住空 間 的意織は，単なる ｾｉｉ ｜ｊ 町 中 に存狂しているということではない Ｎ 建物側に類する物以 外 の物質によって，空 間 ｬ を 体験 し 意 験して
いる. それは T Vであった ，) ，オーディオて・あったり，家具であったりする 。 また ll1によって都市を感じ社会構造的一部分を知覚する ことができる.

このように fi 空間! の次元が従来的建 物II!I Jにあったものが. 家具などの生活用 品的機能性的向上によって ， よ り人 fUJ との交通 を密接 に結ぶ ようにな

り新 しい住 ｾ ｉｈｉ の 椛成 が始ま り つつあるのではな い か 。 そして将来もこのような Ｎ より 機能的 でコンパクトにまとめ ら れた 彼 合 化 さ れた 生活 装置
による住空 IHl 向精成が考えられるのではないか ノ ここに提案した家具による居住構造は，個人的BOX を単位に考え . 生活のT. P.Oに合わせて，人

1mに対応する BOXの展開による居住f，' lli 立の構成である.
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17才 鹿 児 島 県 立 鹿 屋 工 業 高 校 建 築 科 鹿 児 島

機 能 的 な 部 屋

E f l 砂降

品川|

河 崎 勇

19才 鹿 児 島 県 立 鹿 屋 工 業 高 校 建 築 科 鹿 児 島

都 会 で の 園 芸 農 業

l∞0面鏡・太陽の光を昼間吸い込み 一時たくわえておき. 夜でもその光を植物に

ふりそそぐことができる. 昼間はそのまま太陽の光を反射する.

部屋内天井および側壁は光をまんべんな〈純物にそそに

エレベーター ・人が仕事をするために乗除する。

宥11会は止I也がせまくまた高価である. したがってこの建物を地下に何百階地上

に何百| 穏と部屋をつくれば，少しの土地で. いく ha分かの収かくが期待される 。

現代から未来にかけてのさらに高度な生物的社会システムへと 進化し つつ

ある社会におけるインテリアは. ユーク I} ッド幾何学的造形とトポロジカ

J レな造形との混在した新たな空間的展開をみる.

〈未来的都市住宅におけるスペースユニ y トを例にとったインテ 1 } 7のイ

西 口 喜 久 雄 地下鉄とは暗いものであるのがとても不自然である 。

20才 梅 田 建 装kk 明 る い 地 下 鉄 を 考 え て み た 。
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ROTHENBURG- 観 光 開 発 と 保 存

共同研究 都市の開発的保存 5  

永 井 征 ニ

ローテンプルグは西ドイツ，バイエ J レン地方にある小さな都市で人口約

11 ，000人，住民はプロテスタントである 。古い歴史をもっヨーロ ッパ諸

都市の中でも，とりわけ中世の都市景観の趣をそのまま現代にまで伝え

ている数少ない例として大変よく知られている。 町のプランは後掲の図

2 に示すように，きわめて特徴あるかたちをもっている。そのスケール

は市墜をぐるっと 一周するのに 30分そこそこというぐらいで，全体を十

分祝党的に把握しうる。すべてが中世の姿をそのまま伝えているという

わけではなし随分と建てかえられてはいるのだが全体のスケールや個

々の建築のスタイルはほとんど変らないといってよいだろう。そのため

に世界中の人々をひきつける歴史的観光都市となっている。今回はこの

ローテンプルクを，都市景観の開発的保存という面からとらえてレポー

トしてみよう 。

その前に，倹が都市景観といっていることばのおおよそのイメージにつ

いて ，少 し紙面をきいて明らかにしてみたい。

景観

景 観 ( L andscape ) ということばは ，そもそも地理学で使われている 。

その定義にはいろんな考え方があって，少しずつニュアンスが異なって

いるが，最大公約数的にはつぎのようにいえるだろう。すなわち最観と

はわれわれの視覚で認識する範囲内における地表上の物質存在すべてで

あると 。 また景観の構成要素には大別して自然景観と文化景観があり，

自然景観は地表形態，植物被援，岩石，大気の状態，動物，など。文化

最鋭は耕地，人工物，家屋，交通，集落，群衆など人間活動に由来する

文化現象であると。

きてわれわれにとってはこの定義はいささか即自的に過ぎるので， もう

少し長観と人間の行動という観点をとりながら考えてみる。

今日 ，人聞の生産活動のスケールは巨大なものとなり ， この地表上に人

間lの痕跡のない，いわば純粋自然というものは例外的存在になりつつあ

る。 人間が生産する道具，建築，都市はもちろんのこと ，水，樹木. j也

形，空気といったもののあり方にさえ人間の定、図というものが介入しは

じめている 。 それらはあってもなきがごとき存在ではなしきわめて濃

厚な象徴的意味を管びつつある 。 それ らを生かすも殺すも ( 人聞がその

自然の体系の一要素であるゆえに，自らを生かすも殺すもということに

建築 と社会/ 1972年3月号

なるのだが) 人間の掌中にある 。 したがってこの地表上のわれわれの視

覚でとらえる物質存在すべてのあり方は，われわれの生き方次第で決ま

るといえよう 。 また人聞が景観をどのように知覚するかという点からい

っても ，人聞は景観から地理学的あるいは物理的諸事実をよみとるので

なく，各人の生き方によって構造づけられた関係，その人にとっての1ま

味を通してのみ景観にかかわり，自分の行動を決定してゆく。

というわけで，長観とは地表上に存在する人聞の生き方の視覚的表現物

一切であるといえるのではないか。ひとつの都市についていえば，都市

景観とはその都市に住む市民の生き方の視覚的表現物一切である，とい

うことである。景観は見る人の視点によって無数の変化をみせるが，そ

れらをひっくるめて景観と呼ぶことにする。

政治が，人々の生き方をどのように調整するかという問題の領域とすれ

ば，われわれは景観の構成のなかに政治的関係が反映されているのを読

みとることができるだろう 。景観の問題は，一定の空間のなかにいかに

一人一人の生き方の物質化されたものを位置づけてゆくかという政治的

な問題である。

景 観 の 全 体 性

われわれがひとつの長観を固め前にしているとき ， その場合の景観構成

要素と景観から受けとる印象との関係について考えてみる 。

われわれが景観から受ける印象は単に構成要素を算術的に加えたもので

はなく，個々の構成要素とはレベルを異にする全体的意味である 。景観

のなかでひとつの構成要素がほんの少し変化しただけでも ，全体の印象

がガラ ッと変ることはよく経験することである。その場合，引きおこさ

れた全体の変化のなかで他の構成要素も以前のあり方にとどまり得ず，

変化を余儀なくされる。それはもう以前のそれではなし変質してしま

っている 。 ある構成要素を新たにつけ加えたり減じたりすることによ 。つ

でも，全体の景観の印象は変化し，他の構成要素もそれに見合った変貌

をとげる。 "

このように最，から受ける印象と，景観構成要素の関係は，相互にずべ

て関係づけられた全体と部分の関係である。そこでは個々の構成要素は，

それ自体で全体のあり方，印象をになうことはなし全体のなかで，つ

まり他のすべての構成要素と の関係のなかでのみ、 自律した意味をもっ

ている 。 われわれが景観から受けとる印象は，個々の構成要素固有の特

87 



性に遊元されえない ，全体として不可分の もの，関係の総体である。 し

たがって景観の判断，評価においては ，景観を全体として不可分のもの

として，まるごとになったものとしてあっかう見方が前提になければな

らない。

技術主義的な発想から出てくる，きわめて抽象的な法規制でくみたてら

れた景観ではなしなまの全体性をもった景観のみが意味をもち ，住民

の生きがいとなる可能性をもっ。

さまざまの科学や学問が分析的方法によって明らかにする景観の諸事実

は，住民の認識を通じて彼らの生き方となったときにのみ，景観決定に

カをもつことができるが，それ自体の論理だけがいわゆる科学的という

義名分をもって，宗主見を決定することはありえない。

景 観の 変 遷

景観はその構成要素のなかに動物的なものを含む。とくに都市景観は ，

群衆や出来事，乗物といったものが大きな構成要素となる。景観と景観

桃成要紫の関係が前に述べたように ， ぉE いに切りはなして考えられな

いものとするならば，景観とは変化 を常態とするものであるといえる。

われわれ自身のふるまいやわれわれの生産する物資が，景観の構成要素

として長鋭のなかにくみこまれているということは，意識するせずにか

かわ らず， またその影響力の大小にかかわらず， われわれが景観の変化

にかかわ っていてそれから逃れることはできないということである 。 そ

の こ とは逆の可能性として，われわれの行動が景観の変革の可能性をも

っ とい うことにもなろう 。

景 観の 問 題

景観の問題はわれわれの単なる美的趣味の問題ではない。ましてや，専

門家，文化人や政治家の判断で決められる問題ではない。それはわれわ

れ全体の生き方にかかわる政治的な問題である。景観の全体性のところで

述 べた景観と長鋭構成要素の関係は ，政治とわれわれとの関係でもある 。

それはまた，いわゆる歴史的都市だけ の問題ではなしすべての市民に

共通の問題であることも明らかである 。 ただ歴史的都市において，象徴

的に問題が浮きぼりにされているにすぎない。

観 光 地 化 と い う 解 決 策

今日，歴史的都市における景観の問題に対する解決策 の一般的パター ン

li ，観光地化というやり方である 。 そこでは建築物を観光へと機能変換

することはもちろんのこと，住民の生き方も観光業ということになる。

景観を決定するのは住民自身の生き方であるということを確認した上で，

なおかつ現在のわが国の観光地のあ り方 テレビドラマの舞台がたち

まちにして観光地に早がわり ， という風な観光開発一ーには，誰しも疑

問があろう 。

そもそも，ある地域の大多数の人々の生き方として ，観光業というも の

はそこから何か新しい地域の文化が出てくる性質の ものな のだろうか。

もし人々の生き方が保存しようとする景観に十分表現されているならば，

観光業は少なくとも人生の第一 目標にはならないはずである 。

新しい生活様式は，それに応じた新しい物質的表現を必要とするという‘

単純な原則を認めるとするならば，住民の日常生活の環境をそっくりそ

のまま保存することはできない。 それは住民の生活のなかの非日常的な

空間として ， シンボル化されて生かされるということしか方法はない。

現在の浮足立った画一的な観光開発に対して ，観光地化 という解決策は

かなり限界のある特殊解だ， という見方が必要なのではないだろうか。

さて，その歴史的観光都市のひとつであるローテンプルグについて ， ま

ずその破壊と建設の歴史から話をはじめよう 。

ロ ー テ ン ブ ル グ の 破 壊 と 建 設

現在のローテンプルグの都市景観は，中世初期以来1000年以上にもわた

る，絶えざる破媛 (戦争，地震，火事，建設のため の破壊 ) と建設の長

い流れのー断面である 。 その詳細な変化の過程を紹介することはとても

できないので， もっとも新しい第二 次世界大戦のときの破墳と，そ の後

の再建過程についてやや詳しく述べ， それより以前の諸事実はごく簡単

にとどめることにする 。

ローテンプルグの歴史は古しすでに西暦 804 年に在地立族の城砦が存

在していたことが記録に残されている 。 そのころから地域の中枢的都市

であった 。 その当時 の Ｑ抗ｾ

から' 神 ｅ斐匡ロ一 Ｗ 干帝帝巨甘Ｎ国 の 芭車幣ｾｻｾ管ま葱恐Ａの下にはいつたがＧ まもなく 14世紀に

III 築 と社会 /ユ972年3 月号



写真 l 爆撃された口ーテンプルグ， 火災の場合は床と屋根が焼けお ち

壁が残 る ( 参考文献2 より)

市民による自治都市古句富立した。 1204年に町は最初の拡張工事を行なっ

た。外堀はうずめられて環状の通りとなった。それに沿って家屋が建設

された。中心部から放射状にのびる大通りも建設された( 図 1の2>0 1250 

年に ， はじめてゴシックスタイルの市庁舎が建てられたが，それは 1501

年に火事で半分が焼失し，その跡に新たにルネサンス機式の部分がつけ

加えられた。 14世紀の後半に市の南端に 2 回自の拡張がなされ， ほぽ現

在の市域が成立した( 図 1 0) 3 )。中世の戦乱は ， たびたび町の広場や街

路を血で染めた。ローテンプルグは交通ルートの上にあったので¥窓隊

の通過や進駐は日常茶飯事であった。 1618年からはじまった 30年戦争が

この町をまきこんだときの，徹底的破壊の悲惨な情景ーについて r瓜土」

のなかで和辻哲郎はその強烈な印象を物語っている。 18世紀の終わりま

で都市の治安は乱れ，町のtt 重な財宝は略奪され売りとばされた。人心

も荒廃していた。 1802年. 5∞年近くも自治都市としての地位を保ちつづ

けたローテンプルグは，バイエルンに併合されてしまった。

つぎに，第二次世界大戦に.おける莫大な被害状況と，その後の再建につ

いて， ローテンプルグ市史のなかの記述の大聖書を述べてみる。

第 二次 世 界 大 戦 に お け る 破 壊

第二次世界大戦においてドイツのほとんどの都市は ， アメリカ空軍のジ

ュータン縁取で壊滅的な被害をこうむったが， ローテンプノレグもそれを

免れることはできなかった。ローテンプルグ市民は大戦中， かくも長い

|詰J. 比類のない建築と芸術の宝庫として高い評価を受けてきた自分遠の

町が，よもや破壊されることはないだろうと信じていた。だが事態は全

〈別のものとなった。全菌戦争かつ布告され， それは悲惨な結末をもたら

した。述合軍の爆撃機がドイツ国内に飛来するようになり ， もはや無抵

抗同然のドイツ1 J I はローテンプルグ間近まで後退した。

1945年 3 月31日，米空軍機16機が市の北東上空から接近し爆怖を投下し

た。またたく間にあちこちから火の手があがり，数時間後全市が燃えあ

がった。市庁舎のゴシック様式部分は無事であったが， ルネサンス綴式

部分は完全に焼け落ちた。炎と煙は空を暗〈複い . 市民は焔と化した自

らの家を逃れて市壁の外へと無我夢中で走った。

被害の模様は，死者39人( そのうち子供 9 人) . 306戸の住宅が全焼. 52 

ｬｬｩｾ と計会 Ｏ Ｑ ＹＷＲｑＧＳ Ｑｊ号

戸が半焼し 741世帯が焼け出された。 6 つめ公共建築と 9 つの塔，およ

びほぽ1000mにわたる市慢が骨量出産の犠牲になった。

tJ ' l 筈はそれだけにとどまらなかった。戦線が近づき， ドイツ軍部隊が進

駐した。 4 月168 . 由緒ある 2 霊 僑 ( 写真 3 ) は防衛のため↑ 古谷赦なく

爆破された。ローテンプルグの価値に気づいたアメリカl f I 指揮官の判断

によって砲撃は未然に中止された。 ドイツl I ! は市を放棄し ， ローテンプ

ルグはアメリカ寧の占領の下に置かれることとなった。

再 建

今やローテンプルグはその何百年にもわたる廃史のなかて二もっとも困

難で重大な課題の前に立たされることとなった。破壊された町を再建す

るということは，直ちに，この独特の空間のなかにそれをいかに成しと

げるかという問題につきあたる。それについて意見はわかれた。

この町の歴史的特色は特別の配慮を必要とした。大都市では全〈問題に

ならないこと ，古いところ，役に立たなくなった場所の上に現代的なもの

を置くということ ， それがこの町では問題であった。新しく建設される

町並は，以前そこにあったもののコピーでなければならないのかどうか… 。

たとえ歴史的に重要な公共建築や町家が幸運にも破壊されなかったとし

ても ，市の東側と北側lの大部分はほぼ完全に焼失してしまっている。建

築主たちが新時代のやり方でない家を建ててくれるだろうと期待するこ

とは， ほとんど不可能であった。また他方において，ローテンプルグが

中世都市として与える唯一無比の感銘は，破壊的実験ではないような方

法を要求している ことも明らかであった。一人の建築家が真剣になって

あるひとつの計画を提案した。街路を真直ぐにっくりかえ，現代的なi i l i .

統住宅を建設しようと… ー・。

しかし今日の都市の姿は，このような馬鹿げた提案が全然耳を貸されな

かったということを示している。めいめいの建築主は，彼らの故郷の町

が独特の空間の下に彼らに謀した責任を自覚していた。このようにして

成立した新しい建物， それは裁属的に古いものを模倣したのではなく ，

地域に根ざした手仕事の伝統をとり入れることによって ，全体の景観に

適合している。そのことのために，市民に対してきわめて多くのものを

期待せねばならなかったが，それは今問題ではない。

戦争直後は建築材料も原料も不足していた。通貨改革によって建設活動

も沈滞していた。しかしそれらの困難はまもなく克服された。ローテン

プルグの愛好者やパトロンが，部分的にひどく傷められた市墜の再建に

カを貸してくれた( 筆者注 : V Wなどの企業が寄付金を出しあってっく

りあげたという) 。それで今日の状態は ， この戦争がこの都市に与えた損

害がいかに大きかったかを. 会〈忘れさせるほどである。

現 在 の ロ ー テ ン ブ ル グ

きて{ 奨は現在のローテンプルグの姿を 歴史的観光都市のひとつのあり

方として ， いくぶん印象記艮Lに述べてみたい。

僕達が口ーテンプルグを訪れたのは今から 3 年前の秋のことである。午

前中に ニュルンベルグを汽車で発ち，途中，小さな駅で乗りかえた。そ

こからローテンプルグへと，小さな 2 両編成のディーゼ l レカーがトコト

写真 2 古い織式を守って建τ られた新し い住宅 ( 参考文献2 よリ)
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写真 3 ローテン ブルグの遺望 ( 搬影 木瀬附也)

コとi 3 f んでくれる 。途中の卓: 容の長色は. 見渡す限リ緑のゆるやかな起

伏と森のひろがり . そのなかにうずくまる人家の赤い昆似が散イE し. こ

れといった町もない。 車内の乗客: L 田舎風の人がほとんどである 。企む

大分過宮てずれ、たローテンプJ レグ駅は . 何の変哲もない回合釈であった。

日本式の駅前向 ｉｾｩ 街といったものもなく Ｎ やや ＱＪＱ 散とした駅前ￌｬＡￍリを抜

け. 周聞に木立にかこまれた囚図住宅を見ながらしばらく行くと . 前方

に由緒ありげな門と城壁が姿をあらわし，それをくぐると景観は. ｾ，角

度にそびえる切 ＢＧ Ｉｩ 破 ｉｾ｜ とハーフチンパーの堅商 司 赤茶けた瓦の波 司 とん

がった時計硲や教会，問先にぶらさがる世l げもの制11工の希板司石ダタミ.

石造アーチの門. などのt止界であった。 ああ . なるほど ーー ・。

前節i にもあるように . これらは戦後再建されたものがほとんどなのだが.

われわれは本で知るまではそのことに全〈気づかなかった。 表I l ! I リから

はずれた日立たない場所て' は . JI;[: 近建てられたかに見える住宅も散見す

るのだが，全体のスタイルはもちろんのこと 司 t:，i の仕上や屋 ;t[{ 瓦も周問

のものにあわせているので阿立つことはなし、。 それは市 t: ，i 内の建物だけ

ではなく 司r!i
l
笠外に立つ建物もそうなのである 。 いわゆるトウフ型の近

代建築なるものは全然な L 、。 わずかに A E Gの工場だけが 1打庁令の俗

の Lーから見ると税代風の装いを見せているのを遠望できる( 写真 5 ). rli 

慢の| 人! と外とで長観がドラマチ γ クに変化するということが全〈主い。

これは経済的な発展がないとか. 市民の生活力が1I E ' i . 1 i t でないとかの旦II 由

よりも ， rlil 乏の立止、て・そのように自らの生活後 IHI を表現しているのだと

見た万が正しいだろう 。

むうひとつ. これは日本に帰ってから公がついた の だが，人々 のふるま

いが大変務ちついていることである 。 日本 の歴史的観光地と の中11; 主は，

むろん怨築係式や門然の追いは一 日瞭? 件、な の だが司結局そのなかでの人

写真 4 市役所前広場 ( 織影 木i頼附也)
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写真 5 市斤舎の塔から西方を盟む (l1t l彬 木湖I晴也)

々の観光生活様式から受ける印象のi主いがもっとも大きい。 まず観光約:

が少ない。 とくにマス観光客が全〈見当らず，一人旅かせいぜい 3 - 4

人のグループである 。 いくら片江i合 とはいえ，この地方にはロマンティ

y シュ ・シュトラーセとよばれる街道沿いに，美しい 中i ! 出1111i (ネ J レド

リンゲンとかディンケ J レスビュールとか) が数多〈綴っており 、そ の

なかではローテンプルグはもっとも有名で派手な性格をもっとされてい

る。 臼本であれば駅前などに大きな駐車場があって ，パスからガイド般

を先頭に降りてきた団体さん利 ｼ手 に ，み やげ ｌ の屋が商 ｾＯ ｇ ｻ Ｍｴ｝ ド ｬｈｊ 緩やか

に0 0餅を売り込む司 といった光設になるだろう 。 われわれの行った時

期が惑いのか、 いやいや. 秋はドイツでも絶好の旅行シーズンである 。

だいたい 7 ス観光施設的なもの，観光で食ってますと明らかにわかるよ

うな砲設が自につかな L 、。 みやげもの屋も当然あるけれど，人も lilj も22

らんかなの印象を受けない。 IIIT全体が儲けようとしていない。結局これ

は観光というものに対する々え方のちがいなのである。

それでは市民は一体制で食っているのか。 それについて詳しいデータが

あるわけではないが， いくつか公つ'いた点を話してみよう。 図 2 は. 市

内の i lM住地設を地図上にプロットしたものである。これを見てもわかる

ように ，周辺地 域の住民の円' {日生活に必要な サービス物資を売る li1i ヵヘ

目立たず全体を支配しているとみていいだろう 。 また市笠外には ，1960 

年以降いくつかの工場が総てられた。 むっとも大きな A E G  ( ドイツ 故

大の屯気会社) の工場は. 1962年から 1966年にかけて建設された最新鋭

装備のものて二面積は約 ＴＲ ， ＰＰＰ ｭ
Ｒ

• 従業員数 Ｑ ， ＵＰＰ 人，製品は ｩ ｲｌ気炉，

l汲座昔;.;.:， ミキサー， トースター， コーヒー挽き器，縦 IJf] け椋ー ーなどの

さまざまな家庭1丘公製 1日l である 。 その他にもいくつかの機械工場がある。

農 業もいまだにローテンプルグの也活の支えであり ，表I l ! I りを j品業用ト

ラクターが走りまわるし ( 写真 6 )，殺草を411んだ荷車がベンツに 引かれ

てi i ! i リす ぎるといった7 t :!;t t  11 に した。 市の周辺には市壁|λl の人I l ¥l 央い

密度と対照的に . J;主J也が広々とひろがっている。そののびやかさは， 一

緒に1T った友人がそこで9f[' Iセのシカに 出 くわしたというほどで， この出

米 ＱＡＧ［Ｑ こは全＼Ｑ ｪｾ かされてしまった 。 また学校帰りの子供述の屈託の主い

のびのびとした表情や， IIITの l丘下をえぐって流れるタウパ一川のtiY流 で

遊ぶ子供述の姿にち 司 人々の ｉ ｾ ｉ 然な生活の有様をうかがうことができる 。

旅行者には，このように観光開発に浮足立つことなく落ちついた市民の

日常生活， それと 一体になっていると忠われるローテンブ l レグの荻鋭で

あるが. di 民にとっては. これから先のことがやはり不安になるらしい。

再びローテンプルグ ｲｬ￮ｾ とから Ｇｪ 1  JIJ してみよう。

新しくやってきた時代はまた，たしかにそれ自身の問題をむもたらした。

ローテンブルグ市民は . Ｍ ＱｾＱＱ には数有年もの古さをもっ住宅にずっと住

みつづけている 。 それらの保存のためには ，法外な額のお金が必喜EAであ

る。 それは決して現代住宅に改造されてはならないのだ。投資された金

額 は 大 変 大 き し 多 く の 1111 ¥' : は向問しなければならなかった。新しく建

物をたてても 矧をするだけではないかと・。市壁の外には新しい住宅地

池 築 と社会/ 1972年 311{;



写真 6 まちの光景 ( 蛾彩 略海邦町j )

がふえている 。 そこでは新しい建築方式が適用できるのだ。 また多くの

ローテンプルグのホテ J レは， 二通りのお客: をもてなすために莫大な資金

をかけねばならなかった。 それは，ローテンプJ レグに中断された歴史的

環境の魅力を求める人と ，現代的大ホテルが提供するような快適さを求

める人と… … 。

結局 ， とくに重要な古い町家は ， その盤側l のために補効金をもらうとい

う方法以外にやり方はないだろう 。 でなければ家主遠の声は要求するだ

ろう 。若い世代が，いわば生きた財産目録としてひとつの大きな石の博

物館のなかで生活することに . いかに適応してゆくだろうか。そういう

ことは今日まだ問題とされてはいないのであるが・ 1

われわれは希望する 。 彼らが自分遠の祖先を思いおこし ， いろんな不便

さにもめ・げず，常に大切なもの，父なる都市，古きローテンプルグをみ

ずから保ちつづけることを /

都 市景 観 を 創 り 出 す た め に

ローテンプルグの特徴的な都市景観は ，経済発展をとげる客観的条件が

なかったことや. 市民の慎重な生き方の模索に支えられて現在の姿を保

っている 。 しかしここでも ，無条件に頼れる解決策というものはなく ，

将来への不安があることが前節の引用文のなかにも示されている。

景観の問題は一般的にい ってしまうと，住民一人一人と全体の生き方を ，

どのように一致させるかという問題であるから. 捌からポタモチ式の解

ffi 1ilと 社会/ 19i 2 '1'- 3 J! 1; 

写真 7

タウパ一川で

水遊びする子供

(償 影 鳴 海 邦 駅 )

写真 8

ｾも 新 しい住 宅 の狭聞から

市斤舎と教会を望む

( 搬 影 永 井 征 二 )

答や，科学的，技術主義的解答があるはずもなく，絶えざる目標像の模

索と闘争があるだけである 。 そういったいわば政治的なフィールドに属

する問題に対して，権威主義的なヴェー J レをかぶった特権的なポストや，

政治的中立を装った立場があってよいはずはない。

今， われわれがなさねば主らないことは，景観決定のプロセス( それは

試行錯誤になるのだろうけれど) をわれわれの自にみえるものとし，決

断を下した者の名前と資任( 政治的J l 任) を明記しておくことである。

今日の景観行政の問題は，法規制システムの整合性を目指すあま 1) ，意

味づけの根拠のはなはだ唆昧な，技術的景観行政となっていることであ

る。その硬直化してゆくシステムのなかでは，新しいものが生み出され

る余f也はf余々になくなってくる。

景観の全体性という粂{ 牛からいうと ， 政治的フ. ロセスのなかのヴイジュ

ア J レな構想計画のコンテクストのなかでのみ，保存地区と開発地区の区

域わけとか，高さ制限とか，色彩制限とか， あるいは内部の改造による

機能変換とかの技術的対策が意味をもちうるのであって ， その前提条件

をぬきにした技術主義的考え方( 空 1::] を物体のように考えて，開発部分

と保存部分とに切りきざみ、保存音11分は完全に保存するかわりに開発部

分は無制限に何をやってもよろしい ， というような考え方) は . きわめ

て倭小な意味しかもちえない。過去の遺産に対して似重にはなっても決

して憶病になることなく，のびのびと描かれた構想計画のみが，無意味

な小うるさい規制でがんじがらめに管理された景観をのりこえ . 住民の

生活の展望となりうる。

僕らがロ ー テンプルグから学びとるもうひとつのことは ，都市長観を市

民一人一人の生き方を表現した作品と見なすというとらえ方である。西

欧の市民のなかには ， そういう 観点の伝統が線強いカをもっていると思

う。それはたとえば，方々の都 市で手に入れることのできる「景観地図」

( アイソメ トリ ック風に捕かれ彩色された絵地図で¥年々新しく摘さなお

される) にもうかがわれよう。われわれの皮 膚の一部となったような生

活環境を- s . っさはなし，われわれがその上 に自らの生き方を表現する

カンヴァスというふうにそれを観る見方はたいそう重要である。住民が

そういう姿勢をもったとき，景観決定の場に諸々の学問や科学が自律的

な論理の力をもって有効に参加しうるし ，政治的空間1が芸術的空間と重

なりうる道もあるだろう。
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図 2 公共施設 と商換絡設の構成 (鰯ft 者 . 三宅哲雄)

( ながいせ い じ 京都大学建築学教室上 回研究室 )

建築と社会/ 1 9 7 2年3 11サ



超早強セメントコンクリート 鈴 木 計 夫

1. は じ め に
表 1 セメントの物理的性質 ( J 1 5 1;(験)

7子之と
超早強セメ Y ト

早 強 ボ ル ト ラ ン ド 普通ボルトラ Y ド

セメ Y ト
セメント

比 重 3. 13 - 3 . 14 3. 13 主 15

哩h フレー刈直( 町7 g ) 4190 3150 

末

司E aμ フルイ残分CY . J 0. 0 - 0. 2 1. 0  1. 8  

事量

始 発 ( 時 : 分 ) 1: 0 0 - 2 : ∞ 2 :  10 2 :  24 

終 結 ( 時 . . 分) 2: ∞ ー 3: 00 3:  10  3 ・48

S吉
水 置 ( %)  28 - 31 28. 0  27. 5 

安 定 性 良 良 良

モルタルアロ→宜 ( mm) 247 - 258 260 259 

自
l 日 42 - 60 29. 0 

げ

3 日 54 - 64 51. 8  32.5  

強

度
7 日 66 - 7 5  66. 6 48. 3 

(  k，/ 田宮) 28 日 70 - 82 77. 0 70. 3 

圧 1 日 2∞ ー 240 110 

総

3 日 310 - 350 

強

238 130 

度 7 日 370 - 410 349 228 

(  k，/ on' )  28 日 450 - 480 470 ・ 415 

建築工事に コンクリ ー トは欠かせないもので

あるが，その工事日程の大部分が コンクリ ート

の強度の発現に左右されている。慣用のセメン

トを使用する限り工期の短縮，ひいては余暇の

獲得は望むべくもない。筆者は，コ ンクリ ー ト

の打設終了後 Swi t ch on で直ちに硬化する

ようなセメン トの 出現が比較的近い将来実現さ

れるものと確信している者であるが，事実，超

早強セメントのさらに上をゆくジ ェットセメン

トが段近実用化への途をたどりつつあると聞い

ている 。

超早強セメントは one- day- cement といわ

れているように 1 日で少なくとも 150kg/cnl 程度

の強度は得られる 。また現在変形の函からの検

討も行なっているが， 3 日以内でのすべての支

柱撤去も寒冷地でない限り容易に可能であろ

う。乙のように超早強セメン卜は f t 速硬セメン

ト" への大飛躍の中聞に位置するものとして大

きな意義も持つものであり，わが国のみならず

欧米においてもその使用実績は次第にふえつつ

ある 。日本建築学会では，材料施工委員会のな

かに超早強セメ ント小委員会を設け ， J  A S  S  

5 の改訂に歩調をそろえながら，施工指針の作

成を急いでいる。以下は超早強セメントおよび

そのコンクリ ート の主要な性質を，主として図

と表で紙括したものである 。なお本文あるいは

図， 表のなかでは ，超早強セメン ト (Ul tra 

Hi ght  Ear l y St r engt h Port l and Cement )  

をU H P セメン トあるいは U H P Cなどと略記

しである。

2. U H Pセ メ ン ト の 物 理 的 性 質

U H P セメン トは， 従来のポノレ トラ ンドセメ

ントとほとんど同様の方法で製造されるもの

で，早期強度の発現以外は普通のポ J レトラ ンド

セメントと大差がないというすぐれた利点をも

っている 。その化学成分は各社とも異なるが，

早強性を与えるために粉末度を上げている点で

はほぼ共通している。 表 1
1

) にそれらの物理的

性質の範囲を，また図 12 ) に圧縮強度特性の一

例を示した。
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3. 生 コ ン ク リ ー 卜 の調 合 と 性 質

生 コンクリ ートの性質は，従来のボルトラン

ドセメントの場合と本質的には同じであるが，

以下のどとく調合設計や施工の立場から多少の

相違点が認められる。
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図 1 材令とセメン 卜の圧縮強度

図 2 単位水量とスランプ
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単位水量 ( kg/ nl )  
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1  ) 調合 : 図 2 1>1<:: 示すどとし同ーのスラン

プを得るためには単位水誌を 2- 5 %増加させ

る乙とが必要であり，またセメントが，高粉末

度であるがゆえに，細骨材率は 3 %程度小さく

するのがよいとされている。圧縮強度と水セメ

ン ト比と の関係の一例を図 3
3

>1<:: 示した。ワ ー

カピリチー については，高粉末度のセメン トで

あるととによって粘調性が増すので同一スラン

プ値でも普通セメントの場合に比べると ，より

ワーカプルであると考える乙とができる。

2  ) ブリージング: 図 41>のごとくブリ ージン

グは非常1<:: 少ない。

3 ) 沈下 : プリージングが小さい乙とが作用し

て，コ ンクリ ー ト表面の沈下量は普通セメント

の場合のY a- %，程度1>である。

4) 凝結: 表 l および図 5にみるどとく . 1 -

2 時間程度早くなっているので，表面仕上げの

タイミングなどにとくに注意する必要がある。

5 ) 混和剤の影響: 乙れに関する実験報告3> 山

5>を要約すると従来のセメントの場合と同様の

効果を与えるには使用量を多少増加させる乙と

が必、要のようである。'

4. 硬 化 し た コ ン ク リ ー ト の 性 質

1 ) 圧縮強度: ( i )  24時間以内の材令と圧縮

強度との関係の一例を図 6
6

>1<::' 急速蒸気養生

した場合の強度特性を表 2 7)1ζ 示すむ

( i  i )  1 日- 28日の材令と圧縮強度との関係の

うち ，標準養生についての例を図 7
1

>IC示す。

なお養生温度を変化させた場合は図 l と同様の

傾向を示す。湿度については，図 8 1>1ζ 示すど

とく普通セメントに比べると影響は少ない。

2) その他の強度およびヤング係数 : 圧縮強度

と曲げおよび引張強度との関係を 図 9
1

> に示

す。同図よりセメントの種類による差は認めら

れない乙とが分るが，付・着強度およびヤング係

数についても同様の結果1 > が得られている。な

おヤング係数の材令lζ 対する変化は圧縮強度よ

りもさらに収数が早く，材令 3 日以後はほとん

ど変化しないという結果P も示されている。

3 ) クリープ特性: コンクリートのクリープ係

数に関する実験結果を表 3
2

>および図10
4

>に示

す。乙れより ，餓荷時の圧縮強度が同ーの場合

を比較するならばUHP Cの場合は他種セメン

トの場合よりクリ ープ係数は小となることが推

定できる。 R C部材のクリ ープ特性試験は目下

実施中であるが. UHP Cの材令 3 自における

載荷は早強セメントの材令10日程度の載荷に対

応する乙とが中間結果として得 られている。

4) 乾燥収縮: 軟練りコンクリートの場合の ，

セメントの種類による差が大きい例として図

11
9

>を示したが，普通セメントの方がわずかに

小と なる場合も報告3> されている。また硬絞り

コンクリ ート の場合はほとんど差はなく ，した

がって乾燥収縮については UHPセメントは他

のセメン トと 大同小異で、あると考えてよいであ

ろう。
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図 3 コンクリートの圧縮強度とセメント水比

(スランプ 5- 2I cm) 
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図 7 超早強セメントを用いたコンヲリートの圧縮強度
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図 8 車E燥養生をしたコンクリートの圧縮強度

( 吃操: 湿度55%)
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図 ? コンヴリートの圧縮強度と引張りおよび

曲げ強度との関係
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表 2 急速な蒸気養生をした揚合の圧縮強度

最高 iR度 放 置
成 形 後 3 時 間 成 形 後 4 時 間 標準養生

上 昇
蒸 気 養 生 蒸 気 養 生

11 71.1度 速度 時 間
(kg/  cnl' )  ( kg/  cnl' )  ( kg/  crrr )  

1

1  ( "C)  rc ー/時) ( 分)
材 令 材 令 材 令 材 令 材 令 材 令 材 令 材 令

3  h  1  d  28 d  .. h  1  d  28 d  1  d  28 d  J  

。
59 188 312 302 

70  30 

30 42 200 321 103 232 315  

202 425 

。
80 165 254 134 176 238 

90 30 

…-い。7

30 72 191 283 286 

注) 配合 : 単位セメント量 290kg/ m"， W/ C =50% ，スランフ，010crn

* 3  クリープ係数

書官荷時 載 荷 時 対 令 28 日 載 荷 時 の l 年後のク クリープ

セ メ ン ト

材
4T53 、

圧 縮 強 度 圧 縮 強 度 σ / σ 28 弾性ひずみ リーフひずみ 係 数

σ  
σ28 ｾＮｴ＠ ε  cγ  ε / ε  

( 日) ( kg /crn
2
)  (  klV'cm

2
)  (  x  10 -;; )  (  X  10-

6
)  

c r  1. t  

I  144 442 0. 33 212 413 1. 94 

UHP  2  258 
"  

0.59 266 720 2.70 

7  394 
"  

0. 89 429 1104 2. 57 

2  163 436 0. 37 250 535 2. 54 

早 強
4  294 

"  
0. 67  355 923 2. 60 

7  357 
"  

0. 82 386 1095 2. 84 
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図10 鍛荷時強度と蛾荷 1 年後のクリープの関係
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図12 断熱温度上昇段験結果
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図13 単位セメント量と断熱湿度
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図 14 建築工事現場における温度測定結果 ( 単位セメント量315k. / rrI)
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UASS5 の鋭定〕

設計占' !VJ 強度 225 kg/cm'  1 1 ) 場九

叫 .1" 且U! .I 二り側. 住‘ 虫脱盟量産

3  

I! 

図 16 建築用 コンクリート の材令と圧線強度と の関係 (W/C ・65%の場合〉

図15 ニ面放熱の場合の部材内温度上昇と分布

U H Pセメントコンクリー卜と施工

1  ) ポンプによる施工性: 他種セメントの場

合と大差ないか， 若干有利になると考えられ

る。10) 11)

2  ) 温度上昇 : 高粉末度のセメントであるため

温度上昇が大きく，施工上とくに留意すべき点

である。 図12- 15
2

) ω に温度上昇の状況を示し

た。

3  ) 脱型，支柱撤去の時期および工期の短縮 :

支柱などの撤去の時期を各セメントについて比

較した例を図16
9

) に，またある建築物の 8 階と

9 階の工事l ζ UHP セメントを用いた場合と普

通セメントを用いた場合の工程の比較をしたも

のを図171
0

) に示 した。

4) 寒中 コンクリートの施工 . 図 1 にもみられ

るどとく U H P セメントは低温時においても強

度の発現が大きいのが特徴である。低温時の強

度特性を図18および 図19
12

) !C示す。なお 図19

における現場屋外の コンクリ ー トの初期材令時

の温度はいずれも 0- - 4

0

Cである。
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f医者は以前，われわれ技術者も良い仕事をす

るためにはゆっくり考える時間が必要である ，

と' l : : いた ζ とカまあるが13) . U H P セメントの出

現は少なくとも建設技術者の余暇の獲得 !C大き

な可能性を与えてくれるものであると考える乙

とができる 。ただU H P セメントは使用絶対日;

が少ないために ，現在は高価である乙とが難点

であるが，乙れを廉価なものとするには今の普

通セメントの代りとして大量に使用する乙とが

必要であり ，そのためには配筋や型枠などのコ

ンクリ ート 工事に関連する作業の形態を U H P

セメントの強度発現の特性にマッチした ものに

変えてゆく乙とがまず必要である。
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図19 冬期外気中で養生した供民体の強度
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( すずき かずお 大阪大学工学部助教授〉
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ナ イ ト テ ー プ ル

「ナイトテ ーブJ レ」の写真はと承

知のごとく 46年10月28日より 11月 2

日まで大阪阪神百貨庖で開催されま

した ，社団法人日本インテリア ・デ

ザイナ ー 協会主催の '72 インテリア

展〈うちがわからの提案〉に出品致

しました小生の作品で、す。

ファ ニチュア ・デザインの盲点で

ある「ナイ ト・テープルJ 11: 新しい

機能を ，日本の生活様式すなわちテ

レビと生活，読書( スタンド ・ラン

プと書棚) ，電気目覚し時計の使用 ，

小物入れ，機動性を包含 した諸問題

を解決しようと試みた作品です。

なお ，他の写真は小生のデザイン

したインテリア ・デザインの一部で

す。

南 原 七 郎

( 武庫川女子大学助教授 日本イ)

ンテリアデザイナ ー協会会員

( 1 電設の写真および図面は 3 月号= インテリア

デザイン特集 IC関連して，南原七郎氏から投稿

されたものです。〉

小物入れ

小物入れ

ランプ( レフランプミゼ y ト60W)

c 7  W.日仕上

円 こ :即日仕上)

長二ご 一~ 二 二 ヨ

丸b

ランプスイッチ
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日本建築協会

月間の動き

昭和47年 1 月分

事 業 委 員 会

展示写真打合会

10日 I  時- 2時 於 会 館 3 階会議室

出席者三品副委員長，田中幹事，篠田委

員ほか 3名

第 13回展示写真のレイアウトについて打合せ

見学会小委員会

12日 6 時- 7時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者堤副委員長，金子幹事ほか 4 名

議事(1)昨年12月に実施した見学会の報告

(2) 1月- 3月の見学会企画について

(3) 昭和47年度見学会企画について

(4) 昭和47年度見学会委員について

(5) そのほか

広報小委員会

17日 6 時- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 三 品 副 委 員 長，小泉幹事ほか 8 名

議事(1)第13回展示写真 ( 2月 - 3 月) 実施企画

について

(2) 第 2 回各種説明会の実施企画について

(3) 第55回創立記念日の集いの行事実施企画

について

(4)昭和47年度広報小委員人選K ついて

(5) そのほか

若い会員の集い小委員会

20日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 柳 副 委 員 長 ， 奥 尾，佐々木各幹事

ほか10名

議事(1)昭和47年度第 l 回「伝統工芸を見る会」

の企画について

(2) 昭和47年度の事業企画について

(3) 昭和47年度小委員会委員構成員について

凶オ ール建築人ボウリング大会について

(5) そのほか

委 員 会

24日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者北垣委員長，大橋，堤各副委員長

ほか 2 名

議事(1)各小委員会の事業報告

(2) 1月 - 3 月の事業企画について

(3) 昭和47年度の事業企画について

(4) 昭和47年度の事業委員について

(5) そのほか

98 建築と社会/ 1972年 3月号

若い会員の集い「ふるい まちとあたらしいま

ちシリーズ(3) J 総括座談会

28日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 ゲ ス ト 山地英雄，林野全孝ほか

15名

ふるいまち( 今井町外) とあたらしいまち

( 千里外) を訪ねての考察と展望について討議

2) i 建築基準法施行令に関する疑問点」に

対する回答として「近畿建築行政連絡会

議における運用方針決定事項」の説明お

よび建設省の回答文書の件

(3) そのほか

建 材 委 員 会

した 。林野氏は ヨーロッパのふるいまちの保存 |  委 員 会

の現況をスライドで解説し，山地氏はニュ ータ I  28日 3時- 5 時半 於会館集会室

ウンの建設を担当した技術者の苦心談を述べら |  出 席 者 堀 内 委 員 長 ほ か14名

れた。「ふるいものは保存しその有用性を考へ 議 事(1) 今後の採り 上げる問題について

るべきである J rまちづくりには次の世代IC引

継がれる長期の展望に立って技術者以外の人々

も企画に参画するととが望ましいJ r建築技術

者も意識革新を聞はれる時代となってきた」

・・当日提起された事項は小委員会で・事業を通し

て反映していく乙ととしたい。

編 集 委 員 会

5月号 「水利用特集」編集幹事会

10日 4 時- 7 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 辻 悟，中川勇，橋本孝一，杉木清

各特別幹事ほか 2 名

議事 5 月号「水利用」特集の企画( テー 7 と

執筆者選定)

委 員 会

17日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 鳥 田 委 員 長 ほ か11名

議事(1) 2月号= 従氾号記念号経過報告

(2) 3 月号= インテリア柊集経過報告

(3) 4 月号= 都市交通問題特集経過報告

(4) 5 月号= 水利用特集企画一幹事会案を も

とlC

(5) 6 月号以降の企画

(6) シリ ーズもの，その{ 也

(7) 次期編集委員長 ・編集委員の交代の件

作品作風小委員会

17日 6 時- 8時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 平 内 委 員 ほ か 5 名

議事 3 月号作品決定

建 築 デー タ シ ー ト 委 員 会

監修者 ・顧問と正副委員長との惣親会

14日 6 時- 8 時 於 大 樹 園

出 席 者 坂 博 士，中原 ・篠崎顧問，井上・

松村正副委員長

データシート継続発行計画についての報告と

懇 談

委 員 会

19日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 井 上 ・松村正副委員長ほか 7 名

議事(1)Nu37の発行計画について

(2) データシ ート のとんどの編集計画 K つい

て

(3) そのほか

法 規 委 員 会

4会合同委員会

19日 3時半- 6 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 福 田 委 員 長 ほ か27名

l  議事(1)法規に関する最近の動向

(2) そのほか

教 育 委 員 会

構造設計とコンピュ ーター講習会企画打合せ

A  

=  

31 日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 臼 井 副 委 員 長 ほ か 9 名

議事構造設計とコンピュ ーター講習会の企画

について

表 彰 候 補 者 推 薦 委 員 会

18日 11時~午後 1時 於 綿 業 ク ラ ブ

出席者 中沢委員長ほか 3 名

議事大阪府知事表彰候補者推せんの件

会 勢 委 員 会

25日 5 時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者塚本会長，小林委員長，田中副委

員長ほか 5 名

議 事、1) 定例朝食会企画について

(2) 会勢拡張について

(3) そのほか

見 学
A  

=  

大阪で施工中の超高層ビル見学会シリーズ

( 第 1 回) 大阪データ通信局会 ( 堂島) 新築

工事の見学会

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿

支部共催)

20日 3 時- 4 時半

参加者 50名

設計 ・監理 日本霞信電話公社建築局

岡田本総合建築事務所

施 工 大 阪 データ通信局舎( 堂島〉

新築工事共同企業体

側 竹 中 工 務 庖 岡 大 林 組

側 銭 高 組 側 間 組

大阪市清掃局大正プレス工場見学会



大阪市清掃局大正プレス工場新築工事の見学

A  

=  

28日

参加者

設 計

施 工

Ｒ 時 ｾＴ 時

30名

大阪市建築局 ・安宅エンジニアリ

ング( 建築)

大東設備研究所( 建築設備〉

岡銭高組( 建築〉 平塚興産岡

( プレス設備)

3会 事 業 委 員 長 打 合 会

21 日 正午 ｾＱ 時於大阪府建築士会

出席者 小西士会委員長ほか 5 名

議事 2 月以降の共催事業につ いて打合せ

建 築 6団 体 会 長 昼 食 会

20日 正午 ｾＱ 時半

於大阪ガスピ J レ食堂

出席者 塚本会長ほか18名

会食後日本学士院会員坂静雄氏lζ 記念品の贈

呈その他について懇談した。

建 築 6 団 体 事 務 局 長 打 合 会

13日 Ｒ 時 ｾＳ 時半於会館集会室

出席者各事務局長ほか 1 名

議事(1) 建築 6 団体会長午さん会開催の件

(2) 坂静雄氏( 日本学士院会員) の祝賀会l C

関する件

(3) そのほか

建 築 6団 体 合 同 新 年 交 礼 会

4 日 Ｑ 時半 ｾＲ 時半

於大阪コクサイホテル

日本建築家協会関西支部の当番で恒例のとお

り開催。

参加者 528名

| 建 築 業 務 基 準 関 係 団 体 連 絡 会

27日 Ｓ 時 ｾＵ 時於日本建築学会

出席者 山根委員ほか17名

議事(1) 委員会規程の決定

(2) 各団体委員の選出および委員長，副委員

長の互選

(3) 今後の委員会運営について

(4) そのほか

議事に入る前iζ ，東京都建築安全条例の一部

を改正する条例( 案) 要綱について，担当者

より説明が行われた。

1 月 の 入 会 者 〈敬称略)

〔団体会員 l 社〕

友池産業株式会社

〔個人会員 33名〕

新 井 宏 和 ! 竹 田 鍛 良 I翼 団 陸 然

石 閏 文 明 i 俵 俊 夫 逸 見 和 二

内 田 良 一 i 筒 井 繁 ' 松 井 一 博

奥 村 嘉 正 i 徳 田 行 治 水 谷 昇

国 藤 光 弘 i 内 藤 紘 也 宮 脇 国 民

熊 谷 国 次 i 中 島 茂 森 岡 裕

小 谷 勇 i 中 野 裕 之 : 山 口 浩 文

雑 貨 a ; 光 ! 酉 村 保 夫 ， 山 国 雅 己

七五三 銭 j 畑 忠 雄 . 山 本 昇 一

篠 崎 益 則 i 原 政 仁 : 米 国 功

悶 淵 敏 雄 ! 福 井 敏 彦 ， 李( 松 本 〉 鐘 哲

〔准会員 4 名) ( 氏名省略〉

本会東海支部よ り下記の ニュース ICつL ‘ て報告があ りました のでお知 らせ します.

口昭和46年度中部建築賞 | 大谷派金沢別院本堂

|  設計者 松井一級建築士事務所

昭和必年度第 3 回を行った結果 ，応募数59点 |  施工者 松井建設附

にして 10月27日審査の結果つぎのように入賞 8 I  春日井市農業協同組合本所

点 ，入選13点が決定し 11月29日発表された。 I 設計者 中部工業大学竹内研究室

中部建築賞入賞作品 ( 受付船 |  施工者清水建設側名古屋支庖

富山市立図書館及産業奨励館 |  資生堂名古屋ピル

設計者側日新建築設計事務所 |  設計者側日建設計名古屋事務所

施工者佐藤工業側富山支庖 |  施工者 大成建設側名古屋支庖

稲沢市庁舎 | 口違反建築等自主追放宣言支援に

設計者側設計事務所ゲンプラン |  ついての要望書を愛知県及特定

施工者 フヅタ工業側名古屋支底 |  

岡崎市国民宿舎桑谷山荘 |  行政庁に提出

設計者側伊藤建築事務所 |  愛知県開発等行政推進団体協議会より 46年11

施工者 飛鳥建設附名古屋支底 |  月 17日愛知県お よび特定行政庁に対 し次の要望

静岡県斤東館 |  書を提出した。

設計者側日建設計東京事務所 |  決 議

施工者 清水建設嗣名古屋支底 |  我々は建築および開発の創造を通じ県民の生

矢崎総業( 株〉富山支社 |  命と健康および財産の保護を図る重大な使命を

設 計 者 側 青 島 設 計 室 |  負うものである。乙とに我々は建築基準法およ

施工者 清水建設附北陸支底 |  び都市計画法等における建築行為 ，開発行為な

常滑市庁舎 |  どの適正な実施が，行なわれる乙とを期す るた

設計者 側三橋建築設計事務所名古屋事務所 |  め，職能を通じ広く社会へも訴え ，自主規制に

施工者 西松建設闘中部支J苫 |  より乙れら行政IC協力し ，所期の成果をあげる

名古屋商科大学新キ ャンパス |  ために不法建築行為，不法開発行為は，

設 計 者 側 竹 中 工 務 庖 |  やめましょう。やめさせましょう。

施 工 者 側 竹 中 工 務 庖 |  乙とわりましょう。

; 去音寺関山堂 |  の合言葉のもとに次の事項を確約し ，乙 れが実

設 計 者 側 岬 建 築事務所 |  現を期する。

施工者側竹中工務庖名古屋支広 |  口建築開発等行政推進についての

中部建築賞入選作品( 受付) I  
)  I  要望書を愛知県に提出

富山県議会議事堂 |  

設計者 富山県建築設計監理協同組合 |  愛知県開発等行政推進団体協議会より め年11

施工者佐藤工業側富山支庖 |  月 17日愛知県l C 対して次の要望書を提出 した。

43・44一藤森東公団住宅 (藤ケ丘住宅) I  私どもは ，さきに建築開発関係 6 団体及び宅

設計者側石本建築事務所名古屋支所 |  地開発関係 5 団体が協力し， 建築および宅地に

施工者 フジタ工業側名古屋支庖 |  対する違反行為 ，予防対策 ，防災対策および公

愛知県勤労会館 |  害に関する予防対策の樹立と実施により県民の

設計者側久米建築事務所 |  快適な住環境の保持，生命と健康および財産の

施工者 フジタ工業側名古屋支居 |  保護をはかると とを目的として愛知県建築開発

名古屋大学医学部図書館および学生食堂 |  等行政推進団体協議会を設立し， 着々その 目的

設計者名古屋大学柳沢研究室 |  達成のための事業を推進いたしております。

施工者安藤建設側名古屋支j苫 |  私どもは ，建築開発機能を通じて ，県民に奉

三重県農業技術センター資料館 |  仕する覚悟でありま すが，行政諸官庁の暖かい

設計者 側東畑建築事務所名古屋事務所 |  ど支援のもとに所期の成果を期待し ，その笑の

施工者飛鳥建設附名古屋支底 |  あがるよう次の通り関係各位に要望します。

福井県労働福祉会館 |  記

設計者 側ミノル建築設計事務所 I  (1)建築開発許可関係職員の大幅な人員の増加

施 工 者 技 建 工 業 側 I  (2) 県事務所建築課の拡充特に県海部事務所l C 建

岐阜市民総合体育館 |  築課の創設

設計者側安井建築設計事務所名古屋事務所 I  (3) 県下に おける建築士の活用

施工者戸田建設附名古屋支庖 I  (4) 建誕確認 ，開発許可事務の速化

東海染エ緑の村センターハウス I  (5)若朽危険建築物の訪災補強に対する 助長措置

設 計 者 側 青 島 設 計 室 | 口愛知県下都市計画区域における

施工者側銭高組名古屋支庖 |  新地域制度実施についての要望

滋賀県立体育館 |  

設計者側小河建築設計事務所 |  書提出について

施 工 者 企 業 体 代 表 者 側 笹 川 組 |  今般の愛知県下都市計画区域IC対する新制度

国民宿舎 木の J滞在 |  による用途規制および容積制度実施IC関 して，

設計者石川県土木部建築課 |  愛知県建築開発等行政推進協議会は12月初旬，

施 工 者 側 林 組 | 要望書を愛知県l C 提出した。

会費の改定値上げについて 日 本 建 築 協 会

別記会告欄によりど承知の とおり，来る 4 月 l 日から，附記事由 lζ より，各種会員会費の値上げに

踏みきらざるを得ない乙ととな りました。経済の拡大発展は真IC好ましいものでありますが，附随す

る諸物価の騰食，またそれに伴う種々の困難克服κ 其に苦慮致しております。何卒事情ど諒察下さい

まして，御協力下さるようよろしくお願い申し上げます。なお，協会今後の遂営改善，合理化，経費

節減等につきまして一層の努力を続けたく存じま す。何卒ど支援ど縦援の程，お願い申し上げま す。
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新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工3去

奥山化工業株式舎祉

l 特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電 動 式 並 固 定 型 各 種 -

元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

専 業 大I吉

誓言矢保商由

大阪市北区真 砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 事1
1戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ピル)

屯 活 字11戸 ( 331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区絹笠間 50( 堂ビル 5 階 502号室)

';r;: 話 大阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市五合区八幡通 1 - 5  ( 氾話221 2923)  

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

前 ＮＷＱ ヤ悶ｾ帯

J 事 ヲ q イト

本 社 東 京 都 中 央 医 銀感 8 - 4 - 1 1 電話 (571)2703- 4・2370・4064 ・0264

大 阪 出 張 所 大 阪 市 都 鳥 区 都 島 中 通 り 2- 3-1 電話 (921) 2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 (811) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 幌 出 張 所 札 銚 市 北 三 条 来 四 丁 目 氾 話 (231) 7  5  1  1  

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター )

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fス ー パ - l  l  

l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

の 他 曲 加 工 一 式
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岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目5番22号

電 話 (981) 0615 - 06 18 



電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会 社

取締役社長 浅 海 正 雄

本 社 大 阪 市 北 区 在 松 町 l T Fl 2 2

'，ll. ｾ舌大阪 ＨＳ ＶＲ Ｉ 8  7  0  1  

来京支社 東 京 都 新 宿 区 戸 塚 1 - 9  5 ー 7

f包 括 ( 200) 5  9  1  1 代 表

支 l汚 名 古 屋 ・ 札 帆 悩 間

営 業 所 旭 川 浜 松 ・姫 路 広 島 ・向 松

電 気 工 事 設 計 施 工

太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取 締 役 社 長 小 林 四 郎

本 社大阪市悩ぬ区仁悩仏 ｾｴ 1  - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  ( 代)

屯 カ 工 事 本 部 大 阪 市 此 花 区 恩 n 南 之 町 7 3  

T E L ( 06)  462 ー 1 3  0  1  ( i U 

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

食 栗 原 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東阪急ピル)

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東京・名古屋 ・舞 鶴 ・大阪南・神 戸 ・広 島 ・九州|

本

支

電 気 工 事 設 計 施 工

血i
，、、

ｉｕｾ 取締役林 敏 夫

社 大阪市北[ 毛針i 笠岡T 5  0  ( 堂ピル 7 陥)

Y佐 治 生y 3  6  7  1  ( 代)

広 東京郡中央区日本 1，11; 箱崎町 3 r目2 Iff地

? t ! ぷ g 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 制 後 原 . l J I I . 悩 山

株式会社 社

出 張 所

電 気 ・ 唖 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施 工

& 三 宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠 田T 五 O ( 堂 ピ Jレ三階)

電 話 ( 364) 1  4  7  1  ( 代)

支 社 東 京 郡 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピル)

電 話 ( 542) 5  6  4  1  

営 業 所 名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 ニ 0 番 地

電 話 ( 991) 5  1  3  1  - 3  

出 張 所 神 戸 市. t ! f I . 市・ 高 槻 市 ・姫 路 市

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事 ・ 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

本 社 大 阪 市 北 区 悔 ケ 校 田T 5  6 番 地

電 話 大 阪 大 代 表 ( 312) 8  8  8  1  

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 四 日 市 ・ 神 戸 ・ 和 歌 山

営 業 所 松 山 ・ 京 郡 . i草 津 . l'i) 1判 ・水 品 ・福 岡

電 気 設 備 の 頁

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 博 三

本 社 大阪市北区中之島 3 の 3 朝日ビルディング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

本社営換所 吹 田 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京都営損所 京 都 市 お 京 区 西 京 極 郡 高 野 町 2 J 番 地

T E L  代 表 ( 311) 1  1  8  5  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市点皮肉関紙 i l T ! ' l 二八番J也 '，tL l活大阪 ( 202) 0325- 9  lI't 

本 社 東 京 苦B 千 代 田 灰 丙 神 悶 l 丁目 4 需 地 5 サ

支 社 札 税 仙 台 丸 ノ 内 ・ 名 山 屋 悩 岡

市 保 所 I i l l . 川 ・ 白 河 . K1i i兵 . .¥1'同 日 山

電 気 工 事 司 ' 設計・施工

中 本

A

Q

一

A
株 式

信書奇 ｾ＠

電 ， 支l 社

J f X 締役社長 中 本 正 明

本 社 大阪市 ｉ 城東ｼ烹 ｾｦ il 東 之 町 三 r 1] .  Jl 

ilt Mi 大 阪 (9:11) 代 表 7 3  4  1  - :; 

0 3 8 8 ・ 2 1  9  :¥ 

資 材 倉 庫 大阪市岐点I><: T f 江東之町汁ー日一一 i l! .Ji 大阪( 叫1) 7111.1

奈良営業所 奈良県御所市御「五1; ，-0り:1 6  0  '，[I"，f; 御所 2 2倒 17 ・t2:，!)

各種電気工事設計施工・制御量産製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

本 社 大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 ( 472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

支 1苫 東京都品川区西五反田 6丁目 25番 11号( 福島ピル)

電 話 東 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・0350

営 業 所 北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

出 張 所 群 馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

電 気 工 事 設 計 施 工

副長富士電業株式会社

以 締 役 社 長 川 中 友

本 社 大 阪 di I垣氏北刷江上 j必1 r 円 6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7・7! 48- 9  

常 業 所 東 京 ・名 占 出 ・11 山 ・ 師 同

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 ヤ マ ト 電 気 商 会

得締役社長 山 本 永 造

本 社 大 阪 市 北 区 西 沼 川 町 1 5  I f f 地

電 話 大 阪 ( 364) 代 3 0  5  6  

東 京 支 1，If 東京節港区新橋 5 - 3 4 - 6 倒喝ピル Ｕｾ 皆

' 4 t 話東京 ( 434) 3848.  ( 431)  8435 

出 張 所 大 阪 市 ・ 札 幌 ・名r'J' 桜・ l叫 11 市・校 IIJ • i.'It'.111 
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冷 暖 房 y  終 判 サ ッ シ

給排水、衛生水道 s .  環 境 衛 生 施 設

定 気 1 =、荷 役 運 搬 機 械

厨 房 ヲ園田園、? 化 学 鉱 山 機械

三 機 工 業 芸 誌 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取 締 役 支 庖 長 j賓川 幸 十郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番 地 需 給 大 阪 (202) 代ぷ3071

本 庖 東 京 日 比 谷 ・三倍ビル

支 底 名 古 屋 、 福 岡 、 "'l 耕 、 広 島 、 仙 台 、 富山

出 張 所 検 浜 、 金 「 沢、停 問 、 高 松

空 調 設 備 の 頁

設 計 ・ 施 工

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備

給 排 水 - 衛 生 設 備

空気関和設備

設計施工

衛 生 設 備

東京都港区芝浜松町 2 ー 7 包 括 ( 434) 6171 ( 大代)

大阪市東淀川区加島町 3 75 電 話 ( 302) 2 2 7 1  ( 代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 昼 ・ 広 島 ・ 福 岡

事11 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 償 浜 ・ 線 開 ・京 都 ・ 神 戸

三建設備工業株求書赴φ ‘  

大 阪 市 都島 区都 島 本通 4 - 1 0ー30 電 話 ( 922 ) 6 2 5 1 ( 代)

東 京都 中央 区 日 本 橋 婿 毅町 2 - 2 2  篭 話 ( 667 )3431( 大 代 )

名 古 屋・ 仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

大阪支庫

本 社

支 社

大阪電気暖房株式会社

取 締 役 社 長 菅 谷 健 児

大阪市 ｬ 川区 ｈ ｾ ， i 制 1 - 6 0  " 江川 ( 441)  8231代 表

*  ， 討 すa 占 民 大 阪 . tt. i 附

札 帆 hJI f i  金 沢 ・ 丘 ; ぬ

盛 岡 . Ｚｖｲ ＷｾＴ ・償浜・ｔＮｬＢ山 盟国 制作・，; ' : Im. 神戸・

岡 山 ・ 向 絵 ・ 熊 本 鹿 児 ぬ

本 社

支 J苫

営 集 所

出張所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
三 発 空 調

本 社 ・ 本 府 大 阪 市 北 区 富 岡 町 16 1罫 I也 包 括 ( 363) 犬代表 1371

土 府東京都千代悶区神田小川町 2丁目 l 番 地 従 話 ( 292) 代 表7751

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 番 22号 包 括 ( 47 Ｉ代表 ＴＵｾＵ

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電 話 ( 76 ) 代表3795

F斤 t. (1ィ hl ・ 川 山 首.¥ JI ・ 京 高 日 ・ 神 戸 ・ 松 4工

設計施工
生

気

水・待i

房・換

排

冷

給

暖

1式会社

所

取締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電 話 大 阪372局7 l 51( 代 )

京 都市 東 山 区 大 和大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4945( 代 )

神戸市生問区下山手i I . f i / ，ノ ー・1山高神戸 34 1}"j 5  8  9  2  

rTCr 

プ1.阪 城 口 研大

株 式

会 社

ｾｊ＼＠a』

l

 

社

A 、

ヱミ
業 株 式工賀須

［Ｍｽ［ｾ・業干 Ｎｦｬ 円 ・空気 調 和 設備・給 排水 衛生 設備ー塗善幸 ｅ 宣備

・ 蒸 気 噴射式冷有機ＯＮ設計・ｾ作・施工

建材社

株 式

会 社哲三} 吉平 衛 生 設 備

大 阪 市 西 区 土 佐 綴 通 1 丁 目 1 4  電 話 441- 5l 7l

腐 一 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋 ・京 都 ・ 神 戸 ・福 岡

出 張 所 高 絵 ・北 九 州

空 気 調 和

本社 ・東京支底= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑨ ( 572) 7411 代

大 阪 支 底 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑨ ( 203) 3721 代

名 古 屋 支 底 = 名 古 屋 市 中 区 錦 2 - 2  - 13 ⑥(211)  1535 代

出 張 所 = 札 眺・仙 台 !:l 図 金 沢 ・神 戸

広 島・絵 山 悩 岡 ・ パ ン コ ， ?  

⑧ 
支

営 業 所 一 千 葉 ・ 俄 浜 ・広 島

冷 凍 冷 蔵

⑧信研; 袋線繍i L fS ，:t

地 盤 凍 結空 気 調 和

社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンターピル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ビル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京( 03) 262 - 3  2  4  1  - 4 番

本

キ ωＧｾＧｍ ・Ｉｧ ｴＮ 庁
金;1( ';;，' Jjt t骨

骨' J J HHQ民1苛

ｉｾ Ｇｨｾｾ出悦所
i温] 山出悦所

温 湿 度 調 張 装 置 、 暖 房

冷房、水道、被送機設備

設 計 並 ニ 地 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪市北医 ＱＺｾ m B可 3 0  屯 必 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 行 目 下 代 閲 区 丸 ノ I人13- 3- 1(新 米 ボ ピ ル )

'HI r:舌 ( 211 ) 8  5  1  1  .  8  5  6  1  (イ¥: )

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

r，1l .;舌 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 尾 市 東 [ ベ 点 門 前 町T 3  - 6  

f包 括 ( 971) 3  6  2  1  

仙 台 支 l古

創 業 暖 冷 房 ・換気 - 温 温 度 空 気 調 和 設 計

大正二年病院諸設備 ・給排水衛生 ・水族館設備施工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 点京都千代f I J jj<: ) L 町 内 2 町 4 の 1 ) L C  ｉｾ＠ 6  7  6 号

i1.1ぷ 212(代 )3751

大 同 ピ ル 6 1  6 号

電 ' 8 443代 3361

札 幌 腐 札幌市北十条西 1 8 了目 3 6 番 地 電 話 61(代 )4371

名 古 屋 腐 名古屋市中区栄 3 の 5 番 2 9 号 千 代 田 ピ ル 5 1  4 号

電 J書 261(代 ; 0641

京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電 源 681(代 )1781

大 阪 腐 大 阪 市 西 区 土 佐 相 通 1 の l

名 古 屋 支 府

ノk 道 ・ 衛 生 . ｾ是冷房 ・ 其 ｦ 也管 ｅ ヰ Ｑ

設計並ｾ工

( 旧斎雌久孝事務所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田T 1  1 番 地

電 抜 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5  il 幸

東 京 本 社 東 京 都 千 代 出 区 太 子 田T2 の 8 1s: J也( 日本ピル)

司屯r ，!話!活苫 束 京 (α27初0) 7  4  1  1  Ｑｉ按ｾ ( 代 』災是)

札似市I溺輔大J泊岨剖4 J iけII川4ω )1;目2卦鋭>>ピ Jルレ .心官也‘ J川l

金 ，川J代( I市行 tιf汚':j I凶附品判l 岡町f 2  刊舵佐 1  5  υ  ol官1.1しIli 金.1パ; 包 2訓ωtυ)7刊
‘4  1  

耐制.¥叫 n  rfj 1.卸 4者< 2  σ.) 1 唱世 .1，占rj ｾＧｉＧ＠ J件ド 2ψ 24:16 

，刈泊 松 『市Ii 2  冊倖住 r  9 官.1防占.. .，松 @S l Y 5

ｉｾｊ 山市大ｦｊ｜ 3  !! 0 の 1 ＴＺＮＱ 占 ｉｾｊ 山 Ｒψ ，＾Ｔ ＸＶ

京 郷 膚
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空 調 設 備 の頁

日差 ・冷 J1f . 空訂以温度調整装置

ｊｾ＠ JI・ 施 じ
給・ 排 水 ・衛生・消火・暖冷 房 設 備

品主4

-← 
妻子l

6!!: 高回
お 顎 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

都 ・ 福 岡

大 阪 市 大 淀 区 小 ;1¥1何j凶4丁目 11

出 張 所 = 京

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番地( 北阪急ビル 9階)

屯 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大阪支府

社本

平山互業株式会社@  新日本空調株式会社

.. 
墨画ｾ
司lIiiil!!

設 l汁 ・施 工

大阪市北[ > Z ':;:: };，¥ i兵.:Jfi l ー 2 5  ( 新大ピル)

'，lL"l; ( 06)  344  - 6  0  3  1  ( 代)

本社 ・点点支1汚 点京部中央区日本締本石町4- 2( 三井第二別館)

1 L首 ( 03) 279- 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 幌 ・ 東 海 付 ・ 北 陸 ・大 分

大 阪 支 r，lj

大阪 di 開[ ，( 江戸地t ¥iUl 2 の 2T  E  L  ( 441) ( {勺 1994 ，( 443) ( ω0331 

空気調和 . - r. 亘温恒湿 ・冷凍・冷蔵

給排水 衛 生 設 備 設 計 施 工

c: : : : : m哩胆コ
空 気 調 和 設 備

呈凡吾十施工

換気・除塵設備員又酉

@ 不ニ鰐エ業撤去曾紅

東洋空宇‘ 工業機式会極大阪安直

大 阪 市 南 反 順 礎 町 2 - 5  0  'i1Ui舌 261- 2436(j¥j

東京都大悶区丙馬込 1 - 2  - 1  屯話 773- 1231間

銀 座 ・ 浜 絵 ・ 京 都 ・ 神 戸 縮 問

本 底

東京支宿

営 業 所

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 場 4 丁 目

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

エ

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

会 社工 業 株 式

市 川 繁 雄

日 本 管

代表取締役

⑥ 

社

大阪市阿1 > ( ，;.:町地 1 r 日 6 2  .;Lt. 1請(443) 8161( 人ー代ぷ)

r，市 原 市 中 村 1> 1 : 水主町 l の 1 2  "立，，!i ( 54 1  )09e6(551 )l 655 

東京侃必[ X: ，; ) 、坂 2 丁目 3 - 12'  

亦坂ピークピル 5. 皆 電 話 (583

神戸市生凶[ ，c 北伝狭通 7 丁目 1の 1 "ι ，fi  ( 341  

A

Q

一

A
式株業回山

本 社

長 時i

出' *所

京 都 市 南 区 丙 九 条 笠 田 町 2 0 番 地 内 1

電話(681) 5  1  0  1  - 5  夜 間 専 用 ( 691) 1045  

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37( 天満締北活 )

包括ー ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ③7431- 3  

大 ilt 市 打 出 浜 13 - 1 5  f{t J舌 0775 ⑫ 9 7  3  8  

il t  rn 栄 町 2 - 1 1 1 111話③ 3 6  1  0  

社

大 阪 営 難 所

本

1  4  6  7  

1778 ・4386

四 日 市 営 蝶 所

大 津 出 張 所

津 営 雛 所

1  奉 仕 感 謝 の 底 [  底の

4 4ル工事施工司

特許申請中・完全滑止タイル

タイル新発売

JI1 j奪 窯 業 溺 怠

( カタ ログ進呈)

サ ン ヱ ス

5 5 5  

. . 式

会 誌⑪ 

4・ 11 大臥J ! i ｾｴ＠ l' く.:;;.:μ 」ヒ m[ 1  6  T E L  ( 345) 9055( 1¥:;，よ)

本田f'; 可抗1叶 大 jl反o! i !UIバ，1<"lf 4 27j 仰寸;i' ピル T E L ( 252)  3  9  0  6  

ｨｙ ， ｩ ｬｴ｜ＧｪＺＨＧ・ｾ川大ｼ以 ､ｩ ｾｾ＠ 1，( 怖l >tl 2  3  6  T  E  L  ( 202)  5  2  6  0  

大阪市丙区制牛; 田T 2 Tl l 9811H也( 制本間Iパス伴前)

'，!L，活 大 阪 06 ( 532) 代 o4  6  1  

t臣路市北条 1] 126 寄J也 ( 住友生命保険ビル 3 i者)

'，.!L di f， 姫 路0972 ( 82)  0  9  9  9  

ネ土

姫 路 常 業 所

--fs: 
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ポ'.Y 酸耐

網器、

建 材 ・ そ の 他 の 頁

セトモノのデパート

居

大 阪 支 l吉

大 阪 市 東 区 高 麗 佑 二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 ー 階

' i i i : 話大阪 ( 2 0 2 ) 4 Q 0 5  

商石理大
橋二

矢

体 式

会 社

(創業大正 7 年)

建 築 物 ・船員自等の造作工事及ぴ

室 内 装 飾 工目s " - の設計施工

主主具、パネ J レ、言i < - A 、各種木工品の製作

内外装飾織物、窓、掛、敷物、壁紙類一式

⑨ 二 葉 屋 装 備 工 業 株式会社

取締役社長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

電 話 ・大阪 ( 371) 3321- 3・3630

大阪府1 J J.，... . I ! 設登録

る} 郁 J 6  2  1  6 号

. 内' t oI l f J内 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

. 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 指 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話 (702)代7814- 6  

特約代理庖・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・金 沢 ・広 島 今 治 ・福 岡

日。 社 寺 数 奇 屋 周 瓦 大 仏 瓦

ｾＱ ムピ 床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 一一 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

v 、ノ 内 外 装 用 窯 変美 術 タ イ ル ・・ー・・ 大 仏 タ イ ル

新 発 売・ ・古代土器調高温〆タイル ・ー・ 大 仏 古 代 タ イ ル

各 糧 庁言! ¥

ガラス製品卸問屋 ι [1' )

現吉田芳雄商庖( [ - (Q 

ナニワ媛匂 12ii
3 寸緩旬最適軽量水止什( 空葺) 瓦

大 →民木 3養 人 奪11 落 閉 止

i5  耐震 軽量

ｾ ｅｌ＠

S抹

喜Z:

霊亙

タ J レ

軽し、

シマメ

ぅ燃えなし、

ー オ

.  
腐 ら な い

一フカケ ー-

東 大 阪市 新 庄 ( 782) 4171代

屋 根 材 ・ 壁 材 ・ 谷 樋 練 包 水 切 に

大 島 応 用 化 学
ドメタ j レσ〉

内外式コンチニアスベンチレーター

( 大量自然換気方式)

特許内外式電動ベンチレーター特許

大 阪 市 西区 江 戸 堀 北 通 1 - 25 ( 相 生 ピ ル )

T  E  L  ( 441 ) 3983 - 5 ・4396

大 阪 市 械 東 区 天 王 国 町 1 - 1  4  1  

T  E  L  ( 962 )  1  1  4  9  

京 都 市 東 山 区 山 科 東 野 井 上 町

T  E  L 0 7 5  ( 581 )  0  1  2  6  

社本

内外建材株式会社

--- -

Ｍ ｾ 酔・

----
-----/ 戸

------

大 阪 工 場

京 都工 場

--ー・ー
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建 材 の 頁

発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

近代建築の要求する

設: 言十

製

対馬

イ乍

施

特 許

工

-・・・

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ⑮ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ フ ・ ③ シ ャ ッ タ ー ・汎a用 シ ャ ッ タ ー

そ の他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

ス チ ー ル
サ

、y
ユノ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シヤ
、y

タ ー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

炉!官立

雲ｾ三高製作所

11¥ f異 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ' Y 9 -

11¥俣シャ11/9- 工業椋式会宇土大阪支庖

E 芸 . y ? ^，n * I ヨ
ブ ル ー 7 テ ッ ク ス 防 水 工 都 は コ ・ ム 質 エ ? ル ジ ョ ン に ポ

ル ト ラ ン ド セ メ ン ト を 泌 入 し 糊 状 と な し こ れ に 強 制

な 合 成 繊 維 の 網 状 J レ- 7 イ ン グ を 数1宵 張 り 合 わ せ

防 水1層 を 形 成 す る も の て ・ 極 的 て 合 理 的 に も っ と

も 簡 易 に 防 水 工 事 が 出 来 る 方 法 で あ り ま す 。

下 地 モ ル タ ル

保護モルタル

カレーフテックス4回

ブルーフテックス 3固

ビニロンクロース

カレーフテックス 2回

ブルーフテックス! 回

耐酸工事 ・防水工事専門唐
耐酸化学工業株式会社

《特 長3

1  ) 防 水 性 が 優 秀

2 ) 接 着 力 が 強 大

3  ) 火 気 を 要 し な い

4)耐 摩 耗 性

5  ) 物 理 的 強 度 優 秀

大阪市北区高垣町80番地

電話大阪 (06) 36ト 0178代
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

Z ニ克; " ; 1 医- t : は、旭化工板の製品です二

豊 富 な 経 験 と 実 績 が 、 そ の 名 を 不 動 の も の に し ま し た 。

106  

ユ ニ オ ン ボ ー ド と 名 づ け て 19年。

旭 化 工 板 の ユ ニ オ ン ボ ー ド ー.. ，、まや、木毛板 ・スレー トサンドイ

ツチパネルの代名詞。 19年 前 に 、旭 化 工 板 の 技 術 を 結 集 し た サ ン

ドイツチパネルを 、「ユニオンボード」の名で 、 は じ め て 世 に 送 り

出 し て 以 来、 各 分 野 で 経 験 と 実 績 を つ み 重 ね 、他 に 類 を み な い 商

品質パネノレとして 、 ご 好 評 い た だ い て お り ま す 。 い わ ば 、 旭化 工

板 は ユ ニ オ ン ボ ー ド の 生 み の 親 。 そ れ だ け に 、 ユ ニ オ ン ボ ー ド の

すべてを知り尽しています。

、ユ ニ オ ン ボ ー ド は 旭化 工板の製品です。。

〈ユニオンボードの特徴〉

...... 

・・ー ・・・・ー.

h 民泊孟牛己止孟ヰ

@ 耐火 、断熱、遮音性にすぐれています。 ・ 現 場野 積 安 全 養 生 の た め に ビ ニ ー ル シ - 旭 化工 板 の ユ ニ オ ン ボ ー ドの 施 工 に は 、

そ の性 能 に適 合 した U B コー キ ン グ を

採 用 して い ます。

・全 国 を ネ ッ ト す る 販 売 ・施 工 管 理 体制 ー 卜で 被 液 し て い ま す

⑥叩?JF製遁株式会社

当二=tge m e  

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 銭 工 所

東京営業所 東京都台東区制 ｾＭＳＭＵ C腕武草野ピル) ｔ ｅｌ 東京 ＨＰＳ 胤 Ｒｾ Ｑ Ｈ 代Ｉ

名古届出強所 名古屋市中E 丸ノ掬 18-12 ( 大興ピル) TEL 名古屋 (052)961-594。

福 山出張所 福山市松浜町トト4 ( 福山不動産ピル) T EL 嵐山 (084骨23 -1491 I倒

鈴 鹿 工 埼 鈴 鹿 市 三 日 市 町 1859 TEL 鈴鹿( 侃.93)78-1時缶、6

上 野 工 場 上野市山出宇柏ケ坪 l∞の 1 TEL 上野( 邸952)3- m05- 6

，- ーーーーー ーーーーーー、

、

一' 、

;  ・資料ご希望的方 i

i  は、本社 A 係ま ;

(  でお申し込みく i  

i  ださい。 i  

、 J・
一、 ，

、ー ー司ー ーーーーーーーーー

. L A F 形 リ ミッ ト ロ ー ド 送 風 機

・V A F 形 可 変 式 軸 流 送 風 機

・S A F 形 ス ト リー ム ラ イ ン 送 風 機

営 業 品 目 ・C A F 形 遠 心 式 静 音 軸 流 送 風 機

(午寺 言午)

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区 聖 子 江 東 之町 二 丁 目一 番地

電 話 大 阪 ( 931 ) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所/ 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 814 ) 6  6  5  I  - 3  

豊かな経験と

最新の技術・. .  

東洋シャッター株式会社

本 社 大阪市東区谷町 5 - 30 新野村ビ J レ T E  L  (762)5861代

本 社 東京 (543) 2281 ・名古屋 (331) 6171 ・大阪 (352) 4571 

営 業 所 機 浜 ・ 滋 賀 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡 ・他 全 国 主 要 都 市
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喰

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

塗

面

が

強

水

に

強

(

特

長

〉

q ィz，z，

ヨート

‘
。
」

F

.

‘

全国有名建材庖文{ 立当社へ

⑧ 

き 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

号手 大 阪 市伎 吉 区粉 浜 本 町 4 丁目 2 6 番 地 T  E L  Ｊｾ＠ (  

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

-

す

，

品

σ

・

・

す

ピ

か

・

・

新

い

す

ジ

・

・

四

香

・

・

七

宝

・

・

舗

卸

紛

帆

・

・

王

座

・

，，‘、
，，‘、

/‘、

( 特長)

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

耐而す

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 場江 通 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 ( 538) 2951 - 5・( 541 ) 5757 -

営 業 所 東 京 ・ 高 槻 ・ 明 石 ・ 姫 路 ・ 四 国 ・ 中 国

イ寸i星音水: k 

コ二

オリエンタルメタル ( 0. P. M)  

任 施責由自色 彩長 尺 物

実 然 え な い

不 燃 ( 個 ) 1068号

わ れ な い M)  オリエンタルスーパーメタル (5. P. 

不 燃 ( 佃 ) 1048号

カラースーパーオリエンタルメタル (c. 5. P. 

種
1:1 

ロロ

腐 ら な い M)  

W ジ ャ ン ポ 波

平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー ・ ル ー バ

ー ・ ル ー フ エ キ ゾ ス タ ー ( 強 制 換 気 装置 )

ボ ッ ク ス t皮V i皮S ) 、ζt皮s ィ、 波波 似 i;)L栴

加 工 品 種

オリ工Uヲルメヲル製造株式会祖

大 阪 ( 412 ) 5131代 ぷ

蕨 ( 4 2) 3115- 8  

大 阪 ( 488) 1081代 ぷ

ノ¥'1噛 ( 69 ) 2831- 4  

1' ，占 泌 ( 581 ) 2781- 4  

'dl :l舌

Ｇ ｉ ｻｌｾ吊

屯 話

'，1主主丹

屯 J舌

兵 w貼 尼 崎 市 昭 和 市 泊 り 3 - 26松 本 ピ ル

崎 玉 県 厳 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 山 県 尼 崎 市 以 洲 稲 川 新 田 4 4  

悩 l問 山L 込i ｪ［Ｇｾ＠ ms ノ1< ｾ＠ nn 頃- + :

名古) - t ! . ，背 中 村 区 iJ 己正田 f 1の 24m 2 中 総 ピ J レ

本 社

東 京 支 社 及 工 場

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 I苫 及 工 場

名 古庭 支 I苫 及 工 場

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。
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T A I P 工 法

にはハンマー不要です

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 杭 を 利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・ 騒 音 を 完 全 に 追 放 し ま し た .グ

・ 主 な 特 長

1. ネ ジ 込 j ) を杭れj I 込 j) に 変 え る の で 完 令 無Hd"i) J 無 1M! ( ' ，' です。

2. 恨 人 民 さ が 長 く 安 定 し た 主 持 杭 ヵ 、 施 工 11 ' . 米ます 。

3. ス ラ イ ム の i先 制 は あ り ま せ ん 。

4. 完 全 に ム ; 作 It づに rr ｾＨＧ，Ｇさせる ので大き弘文 作ＩＩが ｭｬ 作， ＧＱ｜ オ とます。

5. M 米 で も ヤ ト イ 杭 で 納 め ら れ 地 下 京 の あ る 住 築 に 此 過 で す。

ｾ株式害吋武歪雪 Ｓ 二矛実ｊｩ ｦｩ
. 本 社 大 阪 " ， 11と 以 内 腿 焔 2 cr> 20( ，印刷新ヒル) T  E  L 大 IV. ( 202)3233( fle) 

. 名 古 屋 支 1苫 *'. ，1， ｊ Ｍｴｻ山 ＧｉＧｉ ，Ｈｾｾ 1  - 3  2  ( M尚 ビ ル )

. 福 岡 支 l吉 川 l判"i Ｎ ［ＧＮＱ Ｑ Ｎぇ ＱＭ Ｑ ＵＭＳＳＨｾＮ 係 ｉＱ 場ビルＩ

・ 営 業 所 !.k J ; ( . m"l 判 i: ，山 J1.: ):，'， . 熊 本 J先 見 1:.¥ ・ 工 場 人:111'< ・才' II I ，'-t{・ J血 児 1:.¥

モルタノレ・コンクリート用

防 水 剤

寧 マ ノ ー ル|防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 綴 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

串 A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を i進 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 松 子 に 対 し 分 欣 性 を 与 え ワ ー カ ピ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 着 ' 陀 に よ っ て 材 料 分 鋭 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

申セメ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 猛 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を lりJ ぎ 、 鋼 材 、 木 村 等 の 腐 蝕 ・ J腐 朽 を 防 止 し

て キ体泣物 の l耐 久 性 を 山 ー め 、 そ の 防 水 ・ 防 出 効 力 は 十'1;:<" 的です。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

Z 2: 2 - O- ( セ メ ン ト 制 剤1). %，，:::11，ー 働 渇 所 打 ち 抗 工 )

/  法添加淘l ノ

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

セ メ ン ト i1t 平11 剤 ・ JJIJ 材 綜 合 メ ー カ ー

株式ｾＢＢｉｉＺｉｉｾ 1..... ー. 圃唱，. . &.

会 社 ....ft El...・_... 晶圃 . . . . . . . .  

東 京 都 品 川 区 大 弁 1 ー 15ー 1 官E
東 京 (774)  4111代 表

ヨだ械県 1: illi rli 大田 f 1  2 1 3  官E Utli ( 21 ) 5 1 8 9  

偏 向 県 福 仏 市 下 型 f 寺 下 i怠応1 ' O 福 島 (  34 )  7  1  1  1  

ζ ー桜次第

盛 岡 営 業 所 宕 1三県盛l温l市 南 太 j邑3 - 12- 50 ' O  盛|拍l (  24 )  0  2  1  3  

大 阪 営 業 所 大 W.oI. d，! U成|ベ! U'  l' -1.: 2  - 17 - 26 大 阪

カタログ進呈します

官E (971)  4  7  6  5  
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全く新しい床タイルです

三 星 ピサロンは、従来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製法

原 料 配 合 が 全 く 遠 い ま す。塩 ビ の他 に最近開発さ

れ た 新 しい 共重 合体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た 画 期 的な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よく、カレ ンダ一方式の流れ模 様

と は 対 照 的 な静止 し た 現 代模 様。 ピサロ ンの持つ

エ ラスチ ックで高級な質感、す ぐれた歩行感 は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界を聞きま した。

協同組合員が責任をもって施工いたします

三 星ピサロンは、材料だけの販売 はいたしません。

責 任 施 工 の 出 来 る 協 組員 が入念な仕上げを します。

これからはピサロンの時代です

ニ 星 ピサロ ンの新 しい色 調 、 パ タ ー ン は 、 現 代 の

インテリ アデザ イ ンに要求される個性的な床造り

には 欠 か せ ま せ ん。東京 浜 松 IIIJ の 超高層 世 界貿 易

センタービルの 4 F以 上 の各 階通路、エレ ベ ーター

ホールにも、使用されております。と三星 ピサロン ミ

はその模様がフ ラン スの画家 ピサロのタ ッチに似

ていることから、名付けられたものです。

合

合

組

組

問

同

協

協

業

業

¥

/

事

事

ヨ

ロ

事

事

E

ロ

エ

工

回

目

床

床

F

r

同

時

専

東

西

/

¥

v m t: ! t日こa
製 造 元= 田 島 応 用 化 工株 式 会 社

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の l

電話 ( 866)  

女 規 格= 333. 3 X 333. 3 X  2 引 9 枚 1m'

333 . 3  X 333. 3 X  3 弘 9 枚 1 m'

青色 数 = 18色

肯自m絡 = 2 弘 j平，¥，'， 1，200円 1 m' (300m' 以上)

3 私 j平占i' ，1，800円 1 m' (300m' 以上)

小 部 屋削 W/ . 際 段 40% n
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